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第 316 ਤ 0 区શ体ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ403
第 317 ਤ 0 区 4,�1・4 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜ404
第 318 ਤ 0 区 4%�20・25 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ405
第 319 ਤ 0 区 4,�2・3・5・6・8d19 遺構࣮測ਤ ʜ
  ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ411
第 320 ਤ 0 区 4,�21d24・26d30 遺構・4,�13・29
　　　　　 出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 412
第 321 ਤ 0 区遺構֎出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ413
第 322 ਤ 1 区શ体ਤ（ピットは別ਤあり） ʜʜʜʜ414
第 323 ਤ 1 区 4*�5 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ415
第 324 ਤ 1 区 4*�10・11 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ416
第 325 ਤ 1 区 4*�19 遺構・出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜ416
第 326 ਤ 1 区 4*�21 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ417
第 327 ਤ 1 区 4*�21 出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ418
第 328 ਤ 1 区 4*�27・28 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ419
第 329 ਤ 1 区 4*�27・28 出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜ420
第 330 ਤ 1 区 4*�35・36 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ421
第 331 ਤ 1 区 4*�35・36 出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜ422
第 332 ਤ 1 区 4*�37 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ424
第 333 ਤ 1 区 4*�37 出土遺物࣮測ਤ 	1
 ʜʜʜʜʜ425
第 334 ਤ 1 区 4*�37 出土遺物࣮測ਤ 	2
 ʜʜʜʜʜ426
第 335 ਤ 1 区 4*�39 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ428
第 336 ਤ 1 区 4*�39 出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ429
第 337 ਤ 1 区 4,�1 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ431
第 338 ਤ 1 区 4,�2d4・6d9・12d16 遺構࣮測ਤ ʜ436
第 339 ਤ　1 区 4,�20・22d26・29d34・38 遺構࣮測ਤ
  ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 437
第 340 ਤ 1 区 4,�38 出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜ 438
第 341 ਤ 1 区ピット平面ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 439
第 342 ਤ 1 区遺構֎出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜ 440
第 343 ਤ 2 区શ体ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 441
第 344 ਤ 2 区 4*�2 遺構・出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜ 443
第 345 ਤ 2 区 4*�4 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 444
第 346 ਤ 2 区 4*�7 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 445
第 347 ਤ 2 区 4*�9・10 遺構・出土遺物࣮測ਤ ʜ 446
第 348 ਤ 2 区 4*�12 遺構・出土遺物࣮測ਤ ʜʜ 447
第 349 ਤ 2 区 4*�16 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜ 448
第 350 ਤ 2 区 4*�18 遺構・出土遺物࣮測ਤ ʜʜ 448
第 351 ਤ 2 区 4*�20・21 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜ 450
第 352 ਤ 2 区 4*�20・21 出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜ 451
第 353 ਤ 2 区 4%�3・6 遺構・4%�6 出土遺物࣮測ਤ　 
  ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 454
第 354 ਤ 2 区 4,�5・8・11・13・22╇24 遺構・出土
　　　　　 遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 456
第 355 ਤ 2 区 4,�22 出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜ 457
第 356 ਤ 2 区 49�19 遺構・出土遺物࣮測ਤ ʜʜ 457
第 357 ਤ 3 区શ体ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 457

第 358 ਤ 3 区 4,�1・2 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ 458
第 359 ਤ 3 区 4,�1・2、4%�3 出土遺物࣮測ਤ ʜ 459
第 360 ਤ 3 区 4%�3 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 462
第 361 ਤ 3 区遺構֎出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜ 463
第 362 ਤ 4 区શ体ਤ（ピットは別ਤあり） ʜʜʜ 464
第 363 ਤ 4 区 4*�12 遺構・出土遺物࣮測ਤʜʜʜ 465
第 364 ਤ 4 区 4,�7・9 遺構・出土遺物࣮測ਤ ʜ 467
第 365 ਤ 4 区 4,�8 遺構・出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜ 468
第 366 ਤ 4 区 4%�5・11 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ 469
第 367 ਤ 4 区 4,�1d4・6・10・13 遺構・4,�1・6 出 
　　　　　土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 471
第 368 ਤ 4 区ピット遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜ 472
第 369 ਤ 4 区遺構֎出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜʜʜ 473
第 370 ਤ T 区શ体ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 474
第 371 ਤ T 区 4%�5・6 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜ 475
第 372 ਤ T 区 4,�1 遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 475
第 373 ਤ T 区ピット遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜ 476
第 374 ਤ 本沼大塚遺跡શ体ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 477
第 375 ਤ 本沼大塚遺跡縄文・弥生土器・石器遺物࣮ 
 測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 478
第 376 ਤ 本沼大塚遺跡塚調査લ現状測ྔਤ ʜʜ 481
第 377 ਤ 本沼大塚遺跡塚ද土আޙڈೆ面ݟ௨しਤ 481
第 378 ਤ 本沼大塚遺跡塚遺構࣮測ਤ ʜʜʜʜʜ 482
第 379 ਤ 本沼大塚遺跡塚出土遺物࣮測ਤ ʜʜʜ 483
第 380 ਤ 本沼大塚遺跡 4,�20・21・24 遺構࣮測ਤ 
  ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 484
第 381 ਤ 本沼大塚遺跡１トϨンν遺構࣮測ਤ ʜ 486
第 382 ਤ 本沼大塚遺跡２トϨンν遺構・出土遺物࣮ 
 測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 486
第 383 ਤ 本沼大塚遺跡３トϨンν遺構࣮測ਤ ʜ 487
第 384 ਤ 本沼大塚遺跡４トϨンν遺構࣮測ਤ ʜ 487
第 385 ਤ 本沼大塚遺跡５トϨンν遺構・出土遺物࣮ 
 測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 488
第 386 ਤ 本沼大塚遺跡６トϨンν遺構・出土遺物࣮ 
 測ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 489
第 387 ਤ 本沼大塚遺跡７トϨンν遺構࣮測ਤ ʜ 490
第 388 ਤ 本沼大塚遺跡８トϨンν遺構࣮測ਤ ʜ 490
第 389 ਤ 古墳時代の置きカマド ʜʜʜʜʜʜʜ 492
第 390 ਤ 市貝町ଟ田ཏ遺跡出土置きカマド ʜʜ 493
第 391 ਤ 出土須恵器  時期・࢈地別のׂ߹ ʜʜʜ 494
第 392 ਤ 平נୟき۩分ྨਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 496
第 393 ਤ 小泉分校裏・本沼大塚遺跡มભਤ ʜʜ 499
第 394 ਤ %・E 区竪穴建物・掘立柱建物・円形有段遺構
 มભਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 500
第 395 ਤ %・E 区墨書土器出土状گ ʜʜʜʜʜʜ 502
第 396 ਤ (・1・3 区墨書土器出土状گ ʜʜʜʜ 503
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ද    次

第 199 ද 0 区地下式坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜ 404
第 200 ද 0 区溝ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 405
第 201 ද 0 区土坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 406
第 202 ද 0 区土坑出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜʜ 412
第 203 ද 0 区遺構֎出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 413
第 204 ද 1 区竪穴建物跡ܭ測ද ʜʜʜʜʜ414・415
第 205 ද 1 区 4*�19 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 417
第 206 ද 1 区 4*�21 出土遺物؍ද ʜʜʜ418・419
第 207 ද 1 区 4*�27・28 出土遺物؍ද ʜʜʜ 420
第 208 ද 1 区 4*�35・36 出土遺物؍ද ʜʜʜ 423
第 209 ද 1 区 4*�37 出土遺物؍ද ʜʜʜ426・437
第 210 ද 1 区 4*�39 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 430
第 211 ද 1 区方形竪穴ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜ 430
第 212 ද 1 区土坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 431
第 213 ද 1 区 4,�38 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 438
第 214 ද 1 区ピットܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 439
第 215 ද 1 区遺構֎出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 440
第 216 ද 2 区竪穴建物跡ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜ 442
第 217 ද 2 区 4*�2 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜʜ 443
第 218 ද 2 区 4*�9 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜʜ 446
第 219 ද 2 区 4*�12 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 448
第 220 ද 2 区 4*�18 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 449
第 221 ද 2 区 4*�20・21 出土遺物؍ද ʜʜʜ 452
第 222 ද 2 区溝ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 453
第 223 ද 2 区 4%�6 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜʜ 453
第 224 ද 2 区土坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 455
第 225 ද 2 区 4,�22 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 457
第 226 ද 2 区 49�19 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ 457
第 227 ද 3 区地下式坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜ 458
第 228 ද 3 区 4,�1・2、4%�3 出土遺物؍ද ʜ 460
第 229 ද 3 区溝ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 462

第 230 ද 3 区遺構֎出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜʜ463
第 231 ද 4 区竪穴建物跡ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜ465
第 232 ද 4 区 4*�12 出土遺物؍දʜʜʜʜʜʜʜ466
第 233 ද 4 区方形竪穴遺構ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜ466
第 234 ද 4 区 4,�7 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜʜʜ467
第 235 ද 4 区地下式坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ467
第 236 ද 4 区 4,�8 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜʜʜ468
第 237 ද 4 区溝ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ468
第 238 ද 4 区土坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ469
第 239 ද 4 区 4,�1・6 出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜ471
第 240 ද 4 区 ピットܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ472
第 241 ද 4 区遺構֎出土遺物؍ද ʜʜʜʜʜʜ473
第 242 ද T 区溝ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ475
第 243 ද T 区土坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ475
第 244 ද T 区ピットܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ476
第 245 ද 本沼大塚遺跡出土石器؍ද ʜʜʜʜʜ479
第 246 ද 本沼大塚遺跡塚出土遺物؍ද ʜ 482・483
第 247 ද 本沼大塚遺跡土坑ܭ測ද ʜʜʜʜʜʜʜ484
第 248 ද 本沼大塚遺跡竪穴建物跡ܭ測ද ʜʜʜʜ485
第 249 ද 本沼大塚遺跡トϨンν内土坑・ ピット遺構　 
測ද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ485ܭ 
第 250 ද 本沼大塚遺跡２トϨンν出土遺物؍ද 486
第 251 ද 本沼大塚遺跡５トϨンν出土遺物؍ද 488
第 252 ද 本沼大塚遺跡６トϨンν出土遺物؍ද 489 
第 253 ද 小泉分校裏遺跡報告書ࡌܝ須恵器の時期・࢈
　　　　　 地別Ұཡද ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ493
第 254 ද נୟき۩の分ྨと時期 ʜʜʜʜʜʜʜʜ495
第 255 ද 小泉分校裏遺跡・本沼大塚遺跡　竪穴建物 ・
 掘立柱建物跡調査区別時期Ұཡද ʜʜʜ498
第 256 ද 小泉分校裏遺跡・本沼大塚遺跡　竪穴建物・ 
 掘立柱建物時期別ফ長ද ʜʜʜʜʜʜʜ500

ਤ ൛  次

巻಄ਤ൛
　　　　　　. 区 4*�25 伫と置きカマド
ਤ൛Ұ　遺構
 小泉分校裏遺跡（ೆから）
 % 区・E 区શܠ（上ۭから）

ਤ൛ೋ　遺構（̖区）
 " 区 4*�1 土ଯ積状گ（ೆから）
 " 区 4*�1 遺物出土状گ（ೆから）
 " 区 4*�1 遺物出土状گ（ೆから）
 " 区 4*�1 遺物出土状گ（ೆ東から）
 " 区 4*�1 カマド（ೆから）
 " 区 4*�1 完掘（ೆから）
 " 区 4*�2 土ଯ積状گ（東から）
 " 区 4*�2 遺物出土状گ（ೆから）

ਤ൛ࡾ　遺構（̖区）
 " 区 4*�2 カマド近遺物出土状گ（ೆ東から） 
 " 区 4*�2 カマド近遺物出土状گ（ೆ西から）
 " 区 4*�2 完掘（ೆ西から）
 " 区 4*�2 カマド掘方（ೆから）
 " 区 4*�3 土ଯ積状گ（東から）
 " 区 4*�3 遺物出土状گ（北東から）
 " 区 4*�3 完掘（ೆから）
 " 区 4*�4 土ଯ積状گ（東から）

　　　ਤ൛࢛　遺構（̖区）
 " 区 4*�4 遺物出土状گ（ೆから）
 " 区 4%�20 完掘（北から）
 " 区 4%�29 完掘（北東から）
 " 区 4%�91 完掘（北東から）
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 " 区 4,�14 完掘（東から）
 " 区 4,�16・17 完掘（西から）
 " 区 4,�28 完掘（西から）
 " 区 4,�32・1�33 完掘（東から）

ਤ൛ޒ　遺構（̖・̗区）
 " 区 4,�43 完掘（東から）
 " 区 4,�95 完掘（北から）
 " 区 北東ピット群（西から）
 " 区 北西ピット群（ೆ東から）
 " 区 શܠ（西から）
 # 区 4%�4 完掘（ೆから）
 # 区 4%�5 完掘（ೆ東から）
 # 区 4%�4・5 完掘（北から）

ਤ൛　遺構（̗区）
 # 区 4%�6 土ଯ積状گ（西から）
 # 区 4%�6 完掘（東から）
 # 区 4,�1 遺構確認状گ（ೆ西から）
 # 区 4,�1 土ଯ積状گ（ೆから）
 # 区 4,�1 土ଯ積状گ（ೆ西から）
 # 区 4,�1 人ࠎ等出土状گ（ೆ西から）
 # 区 4,�1 人ࠎ等出土状گ（北東から）
 # 区 4,�1 （東から）ܠ業෩࡞

ਤ൛ࣣ　遺構（̗区）
 # 区 4,�1 人ࠎ出土状گ（北から）
 # 区 4,�1 人ࠎ出土状گ（ೆ西から）
 # 区 4,�1 人ࠎ出土状گΞッϓ（ೆから）
 # 区 4,�1 完掘（北東から）
 # 区 4,�2 遺構確認状گ（ೆ西から）
 # 区 4,�2 土ଯ積状گ（ೆから）
 # 区 4,�2 土ଯ積状گ（ೆ西から）
 # 区 4,�2 人ࠎ等確認状گ（北東から）

ਤ൛ീ　遺構（̗区）
 # 区 4,�2 遺物出土状گΞッϓ（東から）
 # 区 4,�2 完掘（ೆ西から）
 # 区 4,�3 遺構確認状گ（ೆ西から）
 # 区 4,�3 土ଯ積状گ（ೆ西から）
 # 区 4,�3 土ଯ積状گ（西から）
 # 区 4,�3 人ࠎ等確認状گ（北東から）
 # 区 4,�3 遺物出土状گ（東から）
 # 区 4,�3 遺物出土状گ（東から）

ਤ൛　遺構（̗・̘区）
 # 区 4,�3 完掘（東から）
 # 区 4,�1 〜 3 完掘（東から）
 $ 区 4E�3 土ଯ積状گ（北東から）
 $ 区 4%�2・4,�1 完掘（西から）
 $ 区 4%�5 （ೆから）ܠ業෩࡞
 $ 区 4%�5 （ೆから）ܠ業෩࡞
 $ 区 4,�7 土ଯ積状گ（北東から）
 $ 区 ೆピット群（ೆ西から）

ਤ൛Ұʓ 遺構（̘・̙区）
 $ 区 શܠ（ೆから）
 % 区 4*�6 土ଯ積状گ（ೆ西から）
  % 区 4*�6 遺物出土状گ（西から）
  % 区 4*�6 土ླ出土状گ（北西から）
  % 区 4*�6 カマド（西から）
  % 区 4*�7 北東۱遺物出土状گ（西から）
  % 区 4*�7 完掘（ೆから）
  % 区 4*�7 カマド（東から）

ਤ൛ҰҰ　遺構（̙区）
  % 区 4*�9 遺物出土状گ（ೆ東から）
  % 区 4*�11 遺物出土状گ（ೆから）
  % 区 4*�11・12 完掘（北西から）
  % 区 4*�13 土ଯ積状گ（ೆから）
  % 区 4*�13 遺物出土状گ（西から）
  % 区 4*�13 カマド（ೆ西から）
  % 区 4*�14 東 カマド（西から）
  % 区 4*�14  11 土அ面状گ（ೆ東から）

ਤ൛Ұೋ　遺構（̙区）
  % 区 4*�14  13 土அ面状گ（ೆ東から）
  % 区 4*�14  14 土அ面状گ（ೆ東から）
  % 区 4*�14 ೆଆுり出し（北西から）
  % 区 4*�14 完掘（ೆから）
  % 区 4*�16 カマド掘方（ೆ東から）
  % 区 4*�23 土ଯ積状گ（ೆから）
  % 区 4*�23 遺物出土状گ（西から）
  % 区 4*�23 完掘（ೆから）

ਤ൛Ұࡾ 遺構（̙区）
  % 区 4*�23 カマド（ೆ東から）
  % 区 4*�24 土ଯ積状گ（ೆから）
  % 区 4*�24 遺物出土状گ（ೆから）
  % 区 4*�24 遺物出土状گ（ೆから）
  % 区 4*�24 完掘（ೆ西から）
  % 区 4*�24 カマド（ೆから）
  % 区 4*�24 カマド掘方（ೆ東から）
  % 区 4*�25 土ଯ積状گ（ೆから）

ਤ൛Ұ࢛ 遺構（̙区）
  % 区 4*�25 カマド遺物出土状گ（西から）
  % 区 4*�25 完掘（西から）
  % 区 4*�26 土ଯ積状گ（ೆから）
  % 区 4*�26 遺物出土状گ（ೆから）
  % 区 4*�26 カマド（ೆ西から）
  % 区 4*�28 カマド掘方（西から）
  % 区 4*�29  11 土அ面状گ（ೆ東から）
  % 区 4*�29  12 土அ面状گ（ೆ東から）

ਤ൛Ұޒ 遺構（̙区）
  % 区 4*�29 13 土அ面状گ（ೆ東から）
  % 区 4*�29 14 土அ面状گ（ೆ東から）
  % 区 4*�29 完掘（ೆから）
  % 区 4*�29 カマド（ೆから）
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  % 区 4*�43 土ଯ積状گ（ೆから）
  % 区 4*�43 完掘（ೆ東から）
  % 区 4#�10 柱ࠟ確認状گ（ೆ西から）
  % 区 4#�10 14 石出土状گ（ೆ西から）

ਤ൛Ұ 遺構（̙区）
  % 区 4#�10 12 土அ面状گ（ೆから）
  % 区 4#�10 完掘（ೆから）
  % 区 4#�19 柱ࠟ確認状گ（東から）
  % 区 4#�19 11 土அ面状گ（北西から）
  % 区 4#�19 14 土அ面状گ（西から）
  % 区 4#�19 17 土அ面状گ（ೆ東から）
  % 区 4#�19 17 完掘（ೆから）
  % 区 4#�27・4#�19 柱ࠟ確認状گ（ೆから）

ਤ൛Ұࣣ 遺構（̙区）
  % 区 4#�27 19 土அ面状گ（ೆ西から）
  % 区 4#�30・31・32 柱ࠟ確認状گ（ೆ東から）
  % 区 4#�30 14 土அ面状گ（東から）
  % 区 4#�30 16 土அ面状گ（西から）
  % 区 4#�30 18 土அ面状گ（西から）
  % 区 4#�31 柱ࠟ確認状گ（ೆから）
  % 区 4#�31 11 完掘（ೆから）
  % 区 4#�31 完掘（ೆ東から）

ਤ൛Ұീ 遺構（̙区）
  % 区 4#�32 16 土அ面状گ（ೆから）
  % 区 4#�32 完掘（ೆ東から）
  % 区 4#�34 柱ࠟ確認状گ（ೆから）
  % 区 4#�34 18 土அ面状گ（西から）
  % 区 4#�35 柱ࠟ確認状گ（ೆから）
  % 区 4#�35 110 土அ面状گ（西から）
  % 区 4#�36 柱ࠟ確認状گ（ೆから）
  % 区 4#�37 柱ࠟ確認状گ（西から）

ਤ൛Ұ 遺構（̙区）
  % 区 4#�37 14 土அ面状گ（西から）
  % 区 4#�35・36・37 完掘（ೆから）
  % 区 4#�39 柱ࠟ確認状گ（西から）
  % 区 4#�39 19 土அ面状گ（西から）
  % 区 4#�41 柱ࠟ確認状گ（ೆ西から）
  % 区 4#�42 16 土அ面状گ（ೆ東から）
  % 区 4%�1・3 土ଯ積状گ（ೆ東から）
  % 区 4,�20 完掘（ೆ西から）

ਤ൛ೋʓ 遺構（̙区）
  % 区 4,�33 土ଯ積状گ（ೆ東から）
  % 区 4,�33 完掘（東から）
  % 区 4,�44 土ଯ積状گ（東から）
  % 区 4,�45 土ଯ積状گ（ೆから）
  % 区 4,�46 完掘（ೆから）
  % 区 調査෩ܠ（ೆから）
  % 区 4*�14 पลશܠ（西から）
  % 区 4*�29 पลશܠ（西から）

ਤ൛ೋҰ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�4 土ଯ積状گ（北東から）
  E 区 4*�4 カマド（ೆ東から）
  E 区 4*�4 完掘（ೆ東から）
  E 区 4*�9 土ଯ積状گ・完掘（西から）
  E 区 4*�10 カマド（ೆ東から）
  E 区 4*�11 カマド（ೆ東から）
  E 区 4*�11 完掘（ೆ東から）
  E 区 4*�12 土ଯ積状گ（ೆ東から）

ਤ൛ೋೋ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�12 遺物出土状گ（北東から）
  E 区 4*�12 遺物出土状گ（北西から）
  E 区 4*�12 カマド遺物出土状گ（北西から）
  E 区 4*�12 完掘（ೆから）
  E 区 4*�15 カマド掘方（ೆから）
  E 区 4*�25 カマド遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�29 カマド掘方（西から）
  E 区 4*�29 完掘（西から）

ਤ൛ೋࡾ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�29 （北から）ܠ業෩࡞
  E 区 4*�35 東カマド掘方（西から）
  E 区 4*�43・4,�59・201 遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�43 カマド土ଯ積状گ（ೆ西から）
  E 区 4*�44 土ଯ積状گ（北から）
  E 区 4*�44 カマド土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�44 遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�44 かわらけ出土状گ（北から）

ਤ൛ೋ࢛ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�44 カマド遺物出土状گ（ೆ西から）
  E 区 4*�43・44・128 完掘（東から）
  E 区 4*�49 土ଯ積状گ・完掘（ೆから）
  E 区 4*�49 土ଯ積状گ（ೆ東から）
  E 区 4*�51 （ೆから）ܠ業෩࡞
  E 区 4*�51 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�51 北東部遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�51 西นࡍ遺物出土状گ（ೆから）

ਤ൛ೋޒ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�51 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�51 カマド遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�51 カマドକ遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�61 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�61 遺物出土状گ（北西から）
  E 区 4*�61 カマド遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�61 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�61 カマド掘方・4,�73 完掘（ೆ西から）

ਤ൛ೋ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�64 土ଯ積状گ（ೆ西から）
  E 区 4*�64 遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�64 カマドକ遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�64 カマド掘方（西から）
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  E 区 4*�67 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�67 ۩出土状گ（ೆ西から）
  E 区 4*�67 カマド土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�67 北カマド（ೆから）

ਤ൛ೋࣣ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�67 東カマド土ଯ積状گ（北西から）
  E 区 4*�67 東カマド遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�67 北カマドକஅׂり状گ（ೆから）
  E 区 4*�67 完掘（ೆから）
  E 区 4*�68 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�68 遺物出土状گ（ೆ東から）
  E 区 4*�68 完掘（ೆ東から）
  E 区 4*�68 カマド掘方（ೆから）

ਤ൛ೋീ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�72 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�72 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�72 東カマド遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�72 北カマド土ଯ積状گ（西から）
  E 区 4*�72 北カマド遺物出土状گ（ೆ西から）
  E 区 4*�72 東カマド土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�72 調査෩ܠ（ೆ東から）
  E 区 4*�72 完掘（ೆ西から）

ਤ൛ೋ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�72 北カマド掘方（ೆから）
  E 区 4*�74 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�74 完掘（ೆから）
  E 区 4*�74・75 पลશܠ（西から）
  E 区 4*�75 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�75 カマド土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4*�75 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�75 ೆ西部遺物出土状گ（ೆ東から）

ਤ൛ࡾʓ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�75 ೆ西部遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�75 中央部遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�75 完掘（西から）
  E 区 4*�75 カマド掘方（ೆから）
  E 区 4*�76 土ଯ積状گ（北西から）
  E 区 4*�76 カマド遺物出土状گ（ೆ西から）
  E 区 4*�77 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�77 遺物出土状گ（ೆから）

ਤ൛ࡾҰ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�77 カマド遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�77 カマド（西から）
  E 区 4*�77・84 完掘（西から）
  E 区 4*�78 遺物出土状گ（北西から）
  E 区 4*�78 北東部遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�78 遺物出土状گ（ೆ西から）
  E 区 4*�78 カマド遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�78 掘方完掘（北西から）

ਤ൛ࡾೋ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�84 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�84 遺物出土状گ（西から）
  E 区 4*�84 北東部遺物出土状گ（ೆ西から）
  E 区 4*�84 カマド掘方（ೆから）چ
  E 区 4*�84 ৽カマド土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4*�84 ৽カマド（ೆから）
  E 区 4*�84 完掘（西から）
  E 区 4*�86 土ଯ積状گ（東から）

ਤ൛ࡾࡾ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�86 完掘（ೆから）
  E 区 4*�86 カマド土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4*�87 土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4*�87 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�87 東カマド土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4*�87 東カマド土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4*�87 北カマド土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4*�87 北カマド遺物出土状گ（東から）

ਤ൛࢛ࡾ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�87 東カマド石出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�87 完掘（ೆから）
  E 区 4*�89 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�89 遺物出土状گ（東から）
  E 区 4*�89 カマド遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4*�92 土ଯ積状گ（北から）
  E 区 4*�92 カマドᶃ土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4*�92 カマドᶄ土ଯ積状گ（東から）

ਤ൛ޒࡾ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�92 カマドᶄ土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�92 カマドᶅԎ出部分（ೆから）
  E 区 4*�92 カマドᶅ土ଯ積状گ（西から）
  E 区 4*�92 カマドᶅ土ଯ積状گ（北から）
  E 区 4*�92 カマドᶅԎ出部分（ೆから）
  E 区 4*�92 遺物出土状گ（東から）
  E 区 4*�92 మ製品出土状گ（西から）
  E 区 4*�92 カマドᶅ遺物出土状گ（西から）

ਤ൛ࡾ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�92 カマドᶃ（ೆから）
  E 区 4*�92 カマドᶄ（ೆから）
  E 区 4*�92 カマドᶄ掘方（ೆから）
  E 区 4*�92 カマドᶅକஅׂり（西から）
  E 区 4*�92 カマドᶅ（西から）
  E 区 4*�92 カマドᶅ（ೆから）
  E 区 4*�92 カマドᶅ（北西から）
  E 区 4*�92 カマドᶅԎಓ内土ଯ積状گ
  （北から）

ਤ൛ࣣࡾ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�92 カマドᶅԎಓ内土ଯ積状گ
  （北西から）
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  E 区 4*�92 カマドᶅԎಓ（西から）
  E 区 4*�92 カマドᶅԎಓ（ೆから）
  E 区 4*�92 カマドᶅԎಓ（北西から）
  E 区 4*�92 カマドᶅԎಓ石（西から）
  E 区 4*�92 カマドᶅ掘方（西から）
  E 区 4*�92 完掘（ೆから）
  E 区 4*�92 完掘（北西から）

ਤ൛ࡾീ　 遺構（Ｅ区）
  E 区 4*�115 土ଯ積状گ・完掘（北から）
  E 区 4*�128 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4*�128 完掘（東から）
  E 区 4#�69 柱ࠟ確認状گ（ೆから）
  E 区 4#�69 11 土அ面状گ（西から）
  E 区 4#�69 14 土அ面状گ（北から）
  E 区 4#�69 15 土அ面状گ（東から）
  E 区 4#�69 17 土அ面状گ（ೆから）

ਤ൛ࡾ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4#�69 18 土அ面状گ（西から）
  E 区 4#�69 19 土அ面状گ（西から）
  E 区 4#�69 110 土அ面状گ（西から）
  E 区 4#�69 完掘（東から）
  E 区 4#�139 柱ࠟ確認状گ（東から）
  E 区 4#�139 11 土அ面状گ（ೆから）
  E 区 4#�139 12 土அ面状گ（東から）
  E 区 4#�139 13 土அ面状گ（東から）

ਤ൛࢛ʓ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4#�139 14 土அ面状گ（ೆ東から）
  E 区 4#�139 17 完掘（ೆから）
  E 区 4#�139 18 土அ面状گ（ೆ西から）
  E 区 4#�139 19 土அ面状گ（ೆ西から）
  E 区 4#�139 完掘（東から）
  E 区 4#�139 શܠ（西から）
  E 区 4#�183 13 土அ面状گ（東から）
  E 区 4#�183 完掘（ೆから）

ਤ൛࢛Ұ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4#�183 શܠ（北から）
  E 区 4#�185 13 完掘（北東から）
  E 区 4#�185 14 遺物出土状گ（ೆ西から）
  E 区 4#�185 15 完掘（ೆ西から）
  E 区 4#�185 19 完掘（ೆから）
  E 区 4#�185 110 完掘（西から）
  E 区 4#�185 完掘（北から）
  E 区 4#�185 શܠ（北から）

ਤ൛࢛ೋ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4%�3 遺物出土状گ（北西から）
  E 区 4%�3 完掘（ೆ東から）
  E 区 4,�2 遺物出土状گ（西から）
  E 区 4,�2 遺物出土状گ（東から）
  E 区 4,�2 （ೆ西から）ܠ業෩࡞
  E 区 4,�2 遺物出土状گ（北東から）

  E 区 4,�2 土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4,�2 遺物出土状گ（北東から）

ਤ൛ࡾ࢛ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4,�2 遺物出土状گ（東から）
  E 区 4,�2 ఈ面ピット土ଯ積状گ（西から）
  E 区 4,�2 ఈ面ピット完掘（ೆから）
  E 区 4,�2 （ೆ西から）ܠ業෩࡞
  E 区 4,�2 完掘（ೆ西から）
  E 区 4,�36 土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4,�36 （東から）ܠ業෩࡞
  E 区 4,�36 ఈ面ピット土ଯ積状گ（ೆから）

ਤ൛࢛࢛ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4,�36 完掘（西から）
  E 区 4,�83 土ଯ積状گ（ೆ西から）
  E 区 4,�83 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4,�83 遺物出土状گ（北から）
  E 区 4,�83 ఈ面ピット土ଯ積状گ（ೆ東から）        
　　　　　　　 E 区 4,�83 完掘（東から）
  E 区 4,�83 ఈ面ピット完掘（ೆから）
  E 区 4,�5・6 完掘（ೆ西から）

ਤ൛ޒ࢛ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4,�13 遺物出土状گ（ೆ西から）
  E 区 4,�19 遺物出土状گ（西から）
  E 区 4,�22 土ଯ積状گ（ೆ東から）
  E 区 4,�22 完掘（西から）
  E 区 4,�24 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4,�30・31 遺物出土状گ（東から）
  E 区 4,�31 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4,�32 土ଯ積状گ（東から）

ਤ൛࢛ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4,�33 完掘・34 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4,�37 完掘（ೆから）
  E 区 4,�38 完掘（ೆから）
  E 区 4,�40 完掘（ೆ西から）
  E 区 4,�41 完掘（ೆから）
  E 区 4,�47 完掘（ೆから）
  E 区 4,�52・53 完掘（ೆ西から）
  E 区 4,�55 土ଯ積状گ（ೆから）

ਤ൛ࣣ࢛ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4,�56 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4,�59 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4,�62 完掘（ೆから）
  E 区 4,�73 完掘（ೆから）
  E 区 4,�82 土ଯ積状گ（北東から）
  E 区 4,�82 完掘（東から）
  E 区 4,�88 土ଯ積状گ（ೆ西から）
  E 区 4,�88 ೪土出土状گ（ೆから）

ਤ൛࢛ീ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4,�88 完掘（ೆ西から）
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  E 区 4,�90 完掘（ೆから）
  E 区 4,�93 遺物出土状گ（西から）
  E 区 4,�94 完掘（ೆから）
  E 区 4,�96 完掘（東から）
  E 区 4,�97 完掘（ೆから）
  E 区 4,�106 遺物出土状گ（ೆから）
  E 区 4,�107 完掘（ೆから）

ਤ൛࢛ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4,�114 完掘（東から）
  E 区 4,�124 遺物出土状گ（西から）
  E 区 4,�124 完掘（ೆから）
  E 区 4,�126 土ଯ積状گ（ೆから）
  E 区 4,�129 土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4,�137 土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4,�143 完掘（ೆから）
  E 区 4,�147 完掘（ೆから）

ਤ൛ޒʓ 遺構（Ｅ区）
  E 区 4,�150 完掘（東から）
  E 区 4,�153 完掘（東から）
  E 区 4,�155 完掘（ೆから）
  E 区 4,�158 土ଯ積状گ（東から）
  E 区 4,�165 完掘（西から）
  E 区 4,�166・167 完掘（ೆ東から）
  E 区 4,�178 完掘（ೆから）
  E 区 4*�43 内 4,�184 土ଯ積状گ（東から）

ਤ൛ޒҰ 遺構（Ｅ・̛区）
  E 区 4,�184 完掘（西から）
  E 区 49�63 完掘（ೆから）
  E 区 1�138 土ଯ積状گ・完掘（ೆ西から）
  ' 区 4,�1 完掘（ೆ東から）
  ' 区 4,�2 遺物出土状گ（ೆから）
  ' 区 4,�3 完掘（東から）
  ' 区 4,�4 完掘（ೆから）
  ' 区 4,�6 土ଯ積状گ（ೆ西から）

ਤ൛ޒೋ 遺構（̛・̜区）
  ' 区 4,�7 完掘（ೆ西から）
  ' 区 ද土আ࡞ڈ業（北西から）
  ' 区 北区શܠ（東から）
  ( 区 ୩部αϒトϨンν土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4*�1 土ଯ積状گ（西から）
  ( 区 4*�1 カマド（西から）
  ( 区 4*�1 カマド遺物出土状گ（北西から）
  ( 区 4*�1 完掘（西から）

ਤ൛ࡾޒ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�2 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4*�2 遺物出土状گ（ೆから）
  ( 区 4*�2 遺物出土状گ（ೆから）
  ( 区 4*�2 完掘（ೆから）
  ( 区 4*�2 カマドକஅׂり（ೆから）
  ( 区 4*�2 カマド掘方（ೆ東から）

  ( 区 4*�2 焼土ࠟ確認状گ（東から）
  ( 区 4*�3 遺物出土状گ（ೆ西から）

ਤ൛࢛ޒ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�311 遺物出土状گ（ೆ東から）
  ( 区 4*�3 完掘（北西から）
  ( 区 4*�4 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4*�4 遺物出土状گ（ೆから）
  ( 区 4*�4 遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4*�4 遺物出土状گ（ೆから）
  ( 区 4*�4 カマド遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4*�4 カマド遺物出土状گ（ೆから）

ਤ൛ޒޒ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�4 カマドକஅׂり（ೆから）
  ( 区 4*�4 カマドକਊࡐ（ೆから）
  ( 区 4*�5・4,�7 り߹い状گ（北東から）
  ( 区 4*�5 土ଯ積状گ（西から）
  ( 区 4*�5 遺物出土状گ（北西から）
  ( 区 4*�5 カマド土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4*�5 カマド遺物出土状گ（北から）
  ( 区 4*�5 完掘（北西から）

ਤ൛ޒ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�6 土ଯ積状گ（西から）
  ( 区 4*�6 遺物出土状گ（西から）
  ( 区 4*�6 カマド土ଯ積状گ（ೆ東から）
  ( 区 4*�6 遺物出土状گ（西から）
  ( 区 4*�6 カマド掘方（西から）
  ( 区 4*�8B 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4*�8B カマド確認状گ（西から）
  ( 区 4*�8B カマド土ଯ積状گ（西から）

ਤ൛ࣣޒ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�8C カマド土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4*�8C 完掘（北東から）
  ( 区 4*�8B・C पล（ೆ西から）
  ( 区 4*�38 遺物出土状گ（ೆ西から）
  ( 区 4*�38 遺物出土状گ（北から）
  ( 区 4*�38 カマド（ೆから）
  ( 区 4*�40 土ଯ積・遺物出土状گ（ೆ東から）
  ( 区 4*�40・41 り߹い状گ（東から）

ਤ൛ޒീ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�40 遺物出土状گ（西から）
  ( 区 4*�40 遺物出土状گ（北から）
  ( 区 4*�40 ೆน遺物出土状گ（北西から）
  ( 区 4*�40 遺物出土状گ（西から）
  ( 区 4*�40 11 土ଯ積状گ（北から）
  ( 区 4*�40 完掘（北から）
  ( 区 4*�41 土ଯ積状گ（西から）
  ( 区 4*�41 遺物出土状گ（西から）

ਤ൛ޒ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�41 遺物出土状گ（西から）
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  ( 区 4*�41 遺物出土状گ（西から）
  ( 区 4*�41 カマド土ଯ積状گ（西から）
  ( 区 4*�41 カマド土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4*�41 完掘（西から）
  ( 区 4*�41 カマド遺物出土状گ（西から）
  ( 区 4*�41 カマド遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4*�42・4%�45 土ଯ積状گ（ೆから）

ਤ൛ʓ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�42 化ࡐ出土状گ（西から）
  ( 区 4*�42 化ࡐ出土状گ（東から）
  ( 区 4*�42 完掘（北東から）
  ( 区 4*�43 土ଯ積状گ（ೆ東から）
  ( 区 4*�43 カマド土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4*�43 カマド遺物出土状گ（ೆから）
  ( 区 4*�43 完掘（ೆから）
  ( 区 4*�43 カマド（ೆから）چ

ਤ൛Ұ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�44 土ଯ積状گ（西から）
  ( 区 4*�44 11 土அ面状گ（ೆから）
  ( 区 4*�44 13 土அ面状گ（ೆから）
  ( 区 4*�44 遺物出土状گ（ೆ西から）
  ( 区 4*�44 13 ೪土出土状گ（北西から）
  ( 区 4*�44 カマド遺物出土状گ（ೆ西から）
  ( 区 4*�44 完掘（ೆ西から）
  ( 区 4*�44 カマド遺物出土状گ（ೆ西から）

ਤ൛ೋ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�44 カマド遺物出土状گ（ೆから）
  ( 区 4*�44 カマド掘方（ೆ西から）
  ( 区 4*�40・41・43・44 શܠ（西から）
  ( 区 4*�46 土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4*�46 カマド土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4*�46 遺物出土状گ（ೆから）
  ( 区 4*�47 土ଯ積状گ（西から）
  ( 区 4*�47 11 ఈ面（ೆから）

ਤ൛ࡾ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�47 完掘（西から）
  ( 区 4*�71 カマド掘方（西から）
  ( 区 4*�71・72 土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4*�72 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4*�72 遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4*�72 遺物出土状گ（ೆから）
  ( 区 4*�72 遺物出土状گ（西から）
  ( 区 4*�72 カマド遺物出土状گ（ೆから）

ਤ൛࢛ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�72 12・3 完掘（ೆから）
  ( 区 4*�72 完掘（ೆから）
  ( 区 4*�73 土ଯ積・遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4*�73 ஷ蔵穴・12 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4*�73 遺物出土状گ（ೆ東から）
  ( 区 4*�73 遺物出土状گ（ೆから）

  ( 区 4*�73 遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4*�73 カマド遺物出土状گ（東から）

ਤ൛ޒ 遺構（̜区）
  ( 区 4*�73 カマド土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4#�79 12（東から）
  ( 区 4#�79 12 完掘（西から）
  ( 区 4%�20・24 土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4%�20・24・74 土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4%�20・24・74 完掘（東から）
  ( 区 4%�25 完掘（東から）
  ( 区 4%�25 完掘（西から）

ਤ൛ 遺構（̜区）
  ( 区 4%�45 土ଯ積状گ（北西から）
  ( 区 4%�45 完掘（ೆ東から）
  ( 区 4%�74 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4%�74 完掘（ೆ東から）
  ( 区 4%�75 土ଯ積状گ（東から）
  ( 区 4%�75・4,�76 完掘（北から）
  ( 区 4,�7 焼土確認状گ（ೆ西から）
  ( 区 4,�17 土ଯ積状گ（ೆから）

ਤ൛ࣣ 遺構（̜区）
  ( 区 4,�19 完掘（ೆから）
  ( 区 4,�19 ఈ面Ξッϓ（北西から）
  ( 区 4,�26・27 土ଯ積状گ（ೆ東から）
  ( 区 4,�29 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4,�36 完掘（北東から）
  ( 区 4,�51 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 4,�52 遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4,�53 1�49・50・55 完掘（ೆ西から）

ਤ൛ീ 遺構（̜区）
  ( 区 4,�54 完掘（西から）
  ( 区 4,�55 完掘（東から）
  ( 区 4,�56 完掘（北西から）
  ( 区 4,�57 遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4,�57 遺物出土状گ（東から）
  ( 区 4,�76 土ଯ積状گ（西から）
  ( 区 4,�77 土ଯ積状گ・完掘（西から）
  ( 区 4,�81 完掘（北から）

ਤ൛ 遺構（̜・̝区）
  ( 区 4,�85 土ଯ積状گ（ೆから）
  ( 区 ॏ機ද土আڈ（西から）
  ( 区 ࡞業෩ܠ（東から）
  )�1 区 西୩部土ଯ積状گ（ೆ西から）
  )�2 区 確認状گ（北東から）
  ) 区 東ೆ北トϨンν完掘（ೆから）
  ) 区 4*�5 土ଯ積状گ（ೆ東から）
  ) 区 4*�5 遺物出土状گ（東から）

ਤ൛ࣣʓ 遺構（̝区）
  ) 区 4*�5 షচ土ଯ積状گ（ೆ東から）
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  ) 区 4*�8 土ଯ積状گ（東から）
  ) 区 4*�8 化部分（ೆ西から）ߗ
  ) 区 4*�8 完掘（北から）
  ) 区 4*�10 ೪土出土状گ（ೆ西から）
  ) 区 4*�10 土ଯ積状گ（北西から）
  ) 区 4*�10 遺物出土状گ（ೆ西から）
  ) 区 4*�10 石製品出土状گ（北西から）

ਤ൛ࣣҰ 遺構（̝区）
  ) 区 4*�10・11 完掘（ೆ西から）
 　　 ) 区 4*�13 （ೆ西から）ܠ業෩࡞
  ) 区 4*�13 遺物出土状گ（ೆ西から）
  ) 区 4*�13 遺物出土状گ（東から）
  ) 区 4*�13 遺物出土状گ（北東から）
  ) 区 4*�13 遺物出土状گ（北西から）
  ) 区 4*�13 完掘（西から）
  )�1 区 4*�14 土ଯ積状گ・完掘（北西から）

ਤ൛ࣣೋ 遺構（̝区）
  ) 区 4*�17 遺物出土状گ（ೆ西から）
  ) 区 4*�19 遺物出土状گ（西から）
  ) 区 4*�19 遺物出土状گ（北西から）
  ) 区 4*�19 遺物出土状گ（北から）
  ) 区 4*�19 完掘（西から）
  ) 区 4*�21 遺物出土状گ（西から）
  ) 区 4*�21 カマド（ೆから）
  ) 区 4*�21 カマド掘方（西から）

ਤ൛ࣣࡾ　遺構（̝区）
　　　　　　　) 区 4*�21・4,�34 完掘（西から）
　　　　　　　) 区 4*�27 遺物出土状گ（北西から）
　　　　　　　) 区 4*�27 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　) 区 4*�27 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　) 区 4*�29 土ଯ積状گ（北西から）
　　　　　　　) 区 4*�29 遺物出土状گ（北西から）
　　　　　　　) 区 4*�29 遺物出土状گ（北から）
　　　　　　　) 区 4*�29 遺物出土状گ（北西から）

ਤ൛ࣣ࢛　遺構（) 区）
　　　　　　　) 区 4%�9 土ଯ積状گ（北西から）
　　　　　　　) 区 4%�9 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　) 区 4%�28・4*�29 遺物出土状گ（西から）
　　　　　　　) 区 4%�30 土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　) 区 4,�34 土ଯ積状گ（西から）
　　　　　　　) 区 4,�34 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　) 区 4,�4 石出土状گ（北西から）
　　　　　　　) 区 4,�22・23・24・25 完掘（西から）

ਤ൛ࣣޒ　遺構（̝・* 区）
　　　　　　　) 区 4,�25 土ଯ積状گ（西から）
　　　　　　　) 区 4,�26 土ଯ積状گ・完掘（西から）
　　　　　　　)�1 区 શܠ（ೆ西から）
　　　　　　　)�1 区 શܠ（北東から）
　　　　　　　4%�53・)�2 区土ଯ積状گ・完掘（ೆ東から）
　　　　　　　*�1 区 શܠ（ೆ東から）

　　　　　　　* 区 4*�1 土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　* 区 4*�1 遺物出土状گ（ೆ東から）

ਤ൛ࣣ　遺構（*・+ 区）
　　　　　　　*�2 区 4*�1 遺物出土状گ（東から）
　　　　　　　*�2 区 4*�1 カマド遺物出土状گ（ೆ東から）
　　　　　　　*�2 区 4*�1 カマド 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　*�2 区 4*�1 掘方土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　* 区 4,�2 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　*�2 区トϨンν࡞業෩ܠ（北西から）
　　　　　　　*�2 区 શܠ（ೆ東から）
　　　　　　　+ 区 4%�1 完掘（北東から）

ਤ൛ࣣࣣ　遺構（+ 区）
　　　　　　　+�2 区 遺構確認状گ（ೆ東から）
　　　　　　　+ 区 4%�2 土ଯ積状گ（ೆ西から）
　　　　　　　+ 区 4%�3 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　+ 区 4%�5 完掘（北東から）
　　　　　　　+ 区 4%�6・7 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　+ 区 4,�4 完掘（北東から）
　　　　　　　+�3 区 トϨンν掘（ೆ東から）
　　　　　　　+�3 区 遺構確認状گ（北西から）

ਤ൛ࣣീ　遺構（+・,・L 区）
　　　　　　　+ 区 4%�9 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　+ 区 4%�8・9 完掘（北東から）
　　　　　　　+ 区 4%�10 完掘（北東から）
　　　　　　　+�4 区 遺構確認状گ（北西から）
　　　　　　　, 区 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　, 区 શܠ（ೆ東から）
　　　　　　　L 区 4*�1 土ଯ積状گ・完掘（ೆ西から）
　　　　　　　L 区 4*�2 完掘（西から）

ਤ൛ࣣ　遺構（L 区）
　　　　　　　L 区 4*�7 土ଯ積状گ・完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4*�12 土ଯ積状گ・完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4*�13 土ଯ積状گ・完掘（ೆ西から）
　　　　　　　L 区 4*�15 土ଯ積状گ・完掘（ೆ西から）
　　　　　　　L 区 4*�18 土ଯ積状گ・完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4*�18 ं出土状گ（東から）
　　　　　　　L 区 4*�18 カマド（北東から）
　　　　　　　L 区 4*�24 完掘（ೆ東から）

ਤ൛ീʓ　遺構（L 区）
　　　　　　　L 区 4*�25 遺物出土状گ（西から）
　　　　　　　L 区 4*�25 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　L 区 4*�25 土ଯ積状گ・遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　L 区 4*�26 土ଯ積状گ・遺物出土状گ（北東から）
　　　　　　　L 区 4*�29 土ଯ積状گ・完掘（ೆ西から）
　　　　　　　L 区 4*�34 土ଯ積状گ・遺物出土状گ（北東から）
　　　　　　　L 区 4*�34 遺物出土状گ（北東から）
　　　　　　　L 区 4*�38 遺物出土状گ（ೆから）

ਤ൛ീҰ　遺構（L 区）
　　　　　　　L 区 4*�38 遺物出土状گ（北東から）
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　　　　　　　L 区 4*�39・40 完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4*�42・4,�37 土ଯ積状گ・完掘（ೆ西から）
　　　　　　　L 区 4#�43 柱ࠟ確認状گ（ೆ西から）
　　　　　　　L 区 4%�6 土ଯ積状گ・完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4%�10 土ଯ積状گ・完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4%�10 集石出土状گ（東から）
　　　　　　　L 区 4%�10 完掘（東から）

ਤ൛ീೋ　遺構（L 区）
　　　　　　　L 区 4%�17 土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　L 区 4%�17 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　L 区 4%�19・4,�20 土ଯ積状گ・完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4,�41 土ଯ積状گ・完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4,�16 土ଯ積状گ・完掘（北東から）
　　　　　　　L 区 4,�21 土ଯ積状گ・完掘（西から）
　　　　　　　L 区 4,�23 土ଯ積状گ（北東から）
　　　　　　　L 区 4,�33 土ଯ積状گ・完掘（北東から）

ਤ൛ീࡾ　遺構（L・. 区）
　　　　　　　L 区 4,�36 土ଯ積状گ・完掘（ೆ西から）
　　　　　　　L�1 区 શܠ（北西から）
　　　　　　　L�2 区 શܠ（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 ５区୩部αϒトϨンν土ଯ積状گ（西から）
　　　　　　　. 区 4*�2 遺物出土状گ（西から）
　　　　　　　. 区 4*�2 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�2 ं出土状گ（北から）
　　　　　　　. 区 4*�2 遺物出土状گ（北から）

ਤ൛ീ࢛　遺構（. 区）
　　　　　　　. 区 4*�2・4,�1 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�3 遺物出土状گ（北西から）
　　　　　　　. 区 4*�4 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�3・4 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�5 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�6 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�8 完掘（ೆから）
　　　　　　　. 区 4*�9 遺物出土状گ（北西から）

ਤ൛ീޒ　遺構（. 区）
　　　　　　　. 区 4*�9 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�10 ೪土出土状گ（西から）
　　　　　　　. 区 4*�12 遺物出土状گ（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�12 ஷ蔵穴 12 土அ面状گ（東から）
　　　　　　　. 区 4*�12・4%�11 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�13・4,�14 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�13・4,�14 完掘（ೆから）
　　　　　　　. 区 4*�15 पลશܠ（ೆ東から）

ਤ൛ീ　遺構（. 区）
　　　　　　　. 区 4*�21 遺物出土状گ（西から）
　　　　　　　. 区 4*�21 遺物出土状گ（ೆから）
　　　　　　　. 区 4*�21 間り溝（西から）
　　　　　　　. 区 4*�21 完掘（西から）
　　　　　　　. 区 4*�24 遺物出土状گ（ೆから）
　　　　　　　. 区 4*�24 遺物出土状گ（東から）

　　　　　　　. 区 4*�24 カマド確認状گ（ೆから）
　　　　　　　. 区 4*�24 カマド（ೆから）

ਤ൛ീࣣ　遺構（. 区）
　　　　　　　. 区 4*�24 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�25 遺物出土状گ（東から）
　　　　　　　. 区 4*�25 置きカマド出土状گ（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�25 完掘（北から）
　　　　　　　. 区 4*�26 完掘（北西から）
　　　　　　　. 区 4*�26 掘方完掘（ೆから）
　　　　　　　. 区 4*�26 完掘（ೆから）
　　　　　　　. 区 4*�27 ೆ部土ଯ積状گ（ೆ西から）

ਤ൛ീീ　遺構（. 区）
　　　　　　　. 区 4*�27 遺物出土状گ（西から）
　　　　　　　. 区 4*�27 中央部化ࡐ出土状گ（北から）
　　　　　　　. 区 4*�27 北部土ଯ積状گ（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�27 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�28 遺物出土状گ（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�28 遺物出土状گ（東から）
　　　　　　　. 区 4*�28 完掘（北西から）
　　　　　　　. 区 4*�31・4,�32 遺物出土状گ（ೆ東から）

ਤ൛ീ　遺構（. 区）
　　　　　　　. 区 4*�31 化ࡐ出土状گ（西から）
　　　　　　　. 区 4*�31 化ࡐ出土状گ（北東から）
　　　　　　　.�2 区શܠ（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�34・4,�35 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�36 遺物出土状گ（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4*�36B 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�36B 遺物出土状گ（ೆ西から）
　　　　　　　. 区 4*�36B 化ࡐ出土状گ（ೆ西から）

ਤ൛ʓ　遺構（. 区）
　　　　　　　. 区 4*�36C 遺物出土状گ（北から）
　　　　　　　. 区 4*�36 完掘（北西から）
　　　　　　　. 区 4,�29 ೪土出土状گ（北東から）
　　　　　　　. 区 4,�29・30 遺物出土状گ（北東から）
　　　　　　　. 区 4,�32 土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　. 区 4,�32 ೪土出土状گ（ೆから）
　　　　　　　. 区 4,�32 完掘（北から）
　　　　　　　. 区 4%�7 完掘（西から）

ਤ൛Ұ　遺構（.・0 区）
　　　　　　　. 区 4%�17 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4%�23 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4%�33 完掘（西から）
　　　　　　　. 区 4%�37 શܠ（ೆ東から）
　　　　　　　. 区 4,�14 土ଯ積状گ（北東から）
　　　　　　　. 区 ද土আ࡞ڈ業（北西から）
　　　　　　　. 区 埋୩（ೆから）
　　　　　　　0 区 4,�1 土ଯ積状گ（西から）

ਤ൛ೋ　遺構（0 区）
　　　　　　　0 区 4,�1 完掘（西から）
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　　　　　　　0 区 4,�3・4・9 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　0 区 4,�3・4・9 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　0 区 4%�20 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　0 区 4,�2 完掘（西から）
　　　　　　　0 区 4,�5・6・8 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　0 区 4,�6 土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　0 区 4,�8 土ଯ積状گ（ೆから）

ਤ൛ࡾ　遺構（0・1 区）
　　　　　　　0 区 4,�12・14・15 土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　0 区 4,�12 〜 17 完掘（東から）
　　　　　　　0 区 4,�26・27 土ଯ積状گ（北西から）
　　　　　　　0 区 4,�26・27 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　0 区 4,�29 土ଯ積状گ（北から）
　　　　　　　0 区 4,�29 完掘（北から）
　　　　　　　0 区 下段શܠ（北西から）
　　　　　　　1 区 4*�5 土ଯ積状گ（西から）

ਤ൛࢛　遺構（1 区）
　　　　　　　1 区 4*�10 カマド土ଯ積状گ（ೆ西から）
　　　　　　　1 区 4*�11 カマド土ଯ積状گ（ೆ西から）
　　　　　　　1 区 4*�19 土ଯ積状گ（西から）
　　　　　　　1 区 4*�19 カマド（西から）
　　　　　　　1 区 4*�19 完掘（西から）
　　　　　　　1 区 4*�21 完掘（北西から）
　　　　　　　1 区 4*�21 カマド掘方（西から）
　　　　　　　1 区 4*�27 カマド掘方（西から）

ਤ൛ޒ　遺構（1 区）
　　　　　　　1 区 4*�28 カマド土ଯ積状گ（北西から）
　　　　　　　1 区 4*�28 カマド掘方（西から）
　　　　　　　1 区 4*�35 土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　1 区 4*�35 完掘（ೆから）
　　　　　　　1 区 4*�36 完掘（西から）
　　　　　　　1 区 4*�37 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　1 区 4*�37 遺物出土状گ（西から）
　　　　　　　1 区 4*�37 遺物出土状گ（西から）

ਤ൛　遺構（1 区）
　　　　　　　1 区 4*�37 カマド遺物出土状گ（西から）
　　　　　　　1 区 4*�39 土ଯ積状گ（西から）
　　　　　　　1 区 4*�39 遺物出土状گ（ೆから）
　　　　　　　1 区 4*�39 完掘（ೆから）
　　　　　　　1 区 4,�1 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　1 区 4,�1 完掘（東から）
　　　　　　　1 区 4,�1 完掘（西から）
　　　　　　　1 区 4,�1 11 完掘（ೆから）

ਤ൛ࣣ　遺構（1 区）
　　　　　　　1 区 4,�1 12 完掘（東から）
　　　　　　　1 区 4,�1 12 完掘（北東から）
　　　　　　　1 区 4,�6 土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　1 区 4,�12 土ଯ積状گ（ೆ西から）
　　　　　　　1 区 4,�13 土ଯ積状گ（ೆ西から）
　　　　　　　1 区 4,�14 土ଯ積状گ（ೆ西から）

　　　　　　　　1 区 4,�15 土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　　1 区 4,�15 完掘（ೆ東から）

ਤ൛ീ　遺構（1 区）
　　　　　　　　1 区 4,�16 土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　　1 区 4,�16 完掘（北から）
　　　　　　　　1 区 4,�22 土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　　1 区 4,�22 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　　1 区 4,�31 土ଯ積状گ・完掘（北西から）
　　　　　　　　1 区 4,�33・34 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　　1 区 4,�33・34 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　　1 区 4,�38 土ଯ積・遺物出土状گ（北東から）

ਤ൛　遺構（1・2 区）
　　　　　　　　1 区 ࡞業෩ܠ（ೆ東から）
　　　　　　　　1 区 ࡞業෩ܠ（ೆから）
　　　　　　　　1 区 ೆ部શܠ（西から）
　　　　　　　　2 区 4*�2 土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　　2 区 4*�2 カマド掘方（ೆから）
　　　　　　　　2 区 4*�2 ஷ蔵穴土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　　2 区 4*�2 ஷ蔵穴遺物出土状گ（東から）
　　　　　　　　2 区 4*�2 完掘（ೆから）

ਤ൛Ұʓʓ　遺構（2 区）
　　　　　　　　2 区 4*�4 カマド（ೆから）
　　　　　　　　2 区 4*�4・4,�5 完掘（ೆから）
　　　　　　　　2 区 4*�7 カマド掘方（西から）
　　　　　　　　2 区 4*�7 完掘（ೆ西から）
　　　　　　　　2 区 4*�9 土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　　2 区 4*�9 遺物出土状گ（東から）
　　　　　　　　2 区 4*�9 カマド（ೆから）
　　　　　　　　2 区 4*�9 完掘（ೆから）

ਤ൛ҰʓҰ　遺構（2 区）
　　　　　　　　2 区 4*�10 土ଯ積状گ（西から）
　　　　　　　　2 区 4*�10 完掘（西から）　
　　　　　　　　2 区 4*�12 遺物出土状گ（西から）
　　　　　　　　2 区 4*�12 完掘（西から）
　　　　　　　　2 区 4*�12 カマド（西から）
　　　　　　　　2 区 4*�12 カマド掘方（ೆ西から）
　　　　　　　　2 区 4*�16 カマド完掘（ೆ東から）
　　　　　　　　2 区 4*�18 カマド完掘（ೆ東から）

ਤ൛Ұʓೋ　遺構（2 区）
　　　　　　　　2 区 4*�20 カマド（北西から）
　　　　　　　　2 区 4*�20 カマド土器出土状گ（北西から）
　　　　　　　　2 区 4*�20 カマド土器出土状گ・Ξッϓ（西から）

　　　　　　　　2 区 4*�20 遺物出土状گ（北西から）
　　　　　　　　2 区 4*�21 カマド遺物出土状گ（ೆから）
　　　　　　　　2 区 4*�21 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　　2 区 4*�21 カマド掘方（ೆから）
　　　　　　　　2 区 4%�3 ೆน土ଯ積状گ（北から）

ਤ൛Ұʓࡾ　遺構（2 区）
　　　　　　　　2 区 4%�3 完掘（ೆから）
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　　　　　　　　2 区 4%�6 完掘（東から）
　　　　　　　　2 区 4,�11 完掘（北から）
　　　　　　　　2 区 4,�13 土ଯ積状گ（西から）
　　　　　　　　2 区 4,�22 土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　　2 区 4,�22 完掘（東から）
　　　　　　　　2 区 49�19 土ଯ積状گ（西から）
　　　　　　　　2 区 49�19 完掘（西から）

ਤ൛Ұʓ࢛　遺構（2・3・4 区）
　　　　　　　　2 区 શܠ（北から）
　　　　　　　　2 区 શܠ（ೆ東から）
　　　　　　　　3 区 4,�1・2・4%�3 土ଯ積状گ（北東から）
　　　　　　　　3 区 4,�1・2・4%�3 土ଯ積状گ（ೆ西から）
　　　　　　　　3 区 ೆશܠ（東から）
　　　　　　　　3 区 北શܠ（北東から）
　　　　　　　　3 区 ೆ西น土ଯ積状گ（東から）
　　　　　　　　4 区 4*�12・4,�6 土ଯ積状گ・完掘（北東から）

ਤ൛Ұʓޒ　遺構（̨区）
　　　　　　　　4 区 4*�12 遺物出土状گ（ೆ東から）
　　　　　　　　4 区 4*�12 カマド（ೆ西から）
　　　　　　　　4 区 4*�12 カマド掘方（ೆ西から）
　　　　　　　　4 区 4*�12・4,�2・6・13 શܠ（ೆ西から）
　　　　　　　　4 区 4,�7 土ଯ積状گ・完掘（ೆから）
　　　　　　　　4 区 4,�9 土ଯ積状گ（北東から）
　　　　　　　　4 区 4,�9 完掘（ೆから）
　　　　　　　　4 区 4%�5 完掘（ೆ東から）

ਤ൛Ұʓ　遺構（4・T 区）
　　　　　　　　4 区 4%�11 完掘（北から）
　　　　　　　　4 区 4,�1 完掘（ೆから）
　　　　　　　　4 区 4,�4 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　　4 区 4,�6・13 土ଯ積状گ・完掘（東から）
　　　　　　　　4 区 4,�10 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　　4 区 શܠ（ೆ東から）
　　　　　　　　T 区 4%�5 土ଯ積状گ（北東から）
　　　　　　　　T 区 4%�6 土ଯ積状گ（北東から）

ਤ൛Ұʓࣣ　遺構（T 区）
　　　　　　　　T 区 4%�5・6 調査෩ܠ（東から）
　　　　　　　　T 区 4%�5・6 完掘（北から）
　　　　　　　　T 区 1�2 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　　T 区 1�3 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　　T 区 1�4 土அ面状گ（ೆ東から）
　　　　　　　　T 区 1�4 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　　T 区 શܠ（ೆ東から）
　　　　　　　　T 区 શܠ（北西から）

ਤ൛Ұʓീ　遺構（本沼大塚）
　　　　　　　　本沼大塚遺跡શܠ（北上ۭから）

ਤ൛Ұʓ　遺構（本沼大塚）
　　　　　　　　本沼大塚現گ（ೆ西から）
　　　　　　　　塚土அ面（北西から）
　　　　　　　　塚東西土அ面（ೆから）

　　　　　　　　塚ೆ北土அ面（東から）
　　　　　　　　塚ೆ土அ面（ೆから）
　　　　　　　　塚上位ೆ北土அ面ೆ（東から）
　　　　　　　　4,�20 完掘（東から）
　　　　　　　　4,�21 完掘（ೆから）

ਤ൛ҰҰʓ　遺構（本沼大塚）
　　　　　　　　1 トϨンν 掘ࠟ（北西から）
　　　　　　　　2 トϨンν 掘ࠟ（北から）
　　　　　　　　3 トϨンν 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　　4,�3 土ଯ積状گ（ೆ東から）
　　　　　　　　4,�3 完掘（ೆ東から）
　　　　　　　　4 トϨンν 完掘（東から）
　　　　　　　　5 トϨンν ࡞業෩ܠ（ೆ東から）
　　　　　　　　6 トϨンν完掘（ೆから）

ਤ൛ҰҰҰ　遺構（本沼大塚）
　　　　　　　　4*�1 遺物出土状گ（ೆから）
　　　　　　　　4*�1 カマド掘方（ೆから）
　　　　　　　　4*�1 完掘（ೆから）
　　　　　　　　4,�2 完掘（西から）
　　　　　　　　７トϨンν掘ࠟ（ೆ西から）
　　　　　　　　4%�23 土ଯ積状گ（ೆから）
　　　　　　　　4,�22 完掘（ೆから）
（ೆ東から）ܠ業෩࡞　　　　　　　　

ਤ൛ҰҰೋ　遺物（"・#・% 区）
　　　　　　　　"�4*�1�1 〜 3　
　　　　　　　　"�4*�2�1 〜 3・6　
　　　　　　　　"�4*�3�1 〜 3　
　　　　　　　　"�4%�29�1・2　
　　　　　　　　#�4%�5�2
　　　　　　　　#�4%�6�3
　　　　　　　　%�4*�6�1・2・4・5・7・11

ਤ൛ҰҰࡾ　遺物（% 区）
　　　　　　　　%�4*�6�8・10・13 〜 16
　　　　　　　　%�4*�13�1・2
　　　　　　　　%�4*�14�1・3 〜 7・9・12・13

ਤ൛ҰҰ࢛　遺物（% 区）
　　　　　　　　%�4*�14・15・23 〜 25・33・34・36・38・　
　　　　　　　　41・46・48 〜 50・57・58・61

ਤ൛ҰҰޒ　遺物（% 区）
　　　　　　　　%�4*�14�68・69・72・79 〜 81・83
　　　　　　　　%�4*�23�1・2
　　　　　　　　%�4*�24�1 〜 4
　　　　　　　　%�4*�25�1・3・5

ਤ൛ҰҰ　遺物（% 区）
　　　　　　　　%�4*�25�7・8
　　　　　　　　%�4*�26�1・3
　　　　　　　　%�4*�28�1・2
　　　　　　　　%�4*�29�1・7
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　　　　　　　　%�4*�43�1 〜 3・7
　　　　　　　　%�4#�19�1

ਤ൛ҰҰࣣ　遺物（%・E 区）
　　　　　　　　%�4#�19�6
　　　　　　　　%�4#�21�2
　　　　　　　　%�4#�30�1・3
　　　　　　　　%�4#�35�1
　　　　　　　　%�4#�41�2・3
　　　　　　　　%�4%�1�2
　　　　　　　　%�4,�46�1
　　　　　　　　E�4*�12�1・4 〜 6
　　　　　　　　E�4*�15�1
　　　　　　　　E�4*�29�2
　　　　　　　　E�4*�43�1・14・15

ਤ൛ҰҰീ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4*�43�20・24・25
　　　　　　　　E�4*�44�1・6・10・11・20・29・30
　　　　　　　　E�4*�51�1 〜 6

ਤ൛ҰҰ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4*�51�7・8・21・23 〜 25・27・29
　　　　　　　　E�4*�61�1 〜 4

ਤ൛Ұೋʓ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4*�51�28
　　　　　　　　E�4*�61�9
　　　　　　　　E�4*�64�1 〜 3・7
　　　　　　　　E�4*�67�1・3・6
　　　　　　　　E�4*�68�1・2

ਤ൛ҰೋҰ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4*�68�3・4・6 〜 11・13・14
　　　　　　　　E�4*�72�1 〜 4・6・8
　　　　　　　　E�4*�75�1・2

ਤ൛Ұೋೋ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4*�75�3 〜 6・8・9・12・15
　　　　　　　　E�4*�76�2 〜 7
　　　　　　　　E�4*�77�1

ਤ൛Ұೋࡾ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4*�77�2・4・5・8
　　　　　　　　E�4*�78�1 〜 4・8・9・16
　　　　　　　　E�4*�84�3
　　　　　　　　E�4*�86�1 〜 5
　　　　　　　　E�4*�87�4・5

ਤ൛Ұೋ࢛　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4*�89�2
　　　　　　　　E�4*�92�1・2・8・9・26
　　　　　　　　E�4*�128�5
　　　　　　　　E�4#�139�2
　　　　　　　　E�4%�1�1・2

　　　　　　　　E�4,�2�1・3・4・8 〜 12・15

ਤ൛Ұೋޒ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4,�2�16・19・20 〜 31・33・35

ਤ൛Ұೋ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4,�2�39・40・41
　　　　　　　　E�4,�36�2・4・5
　　　　　　　　E�4,�83�1・3・5・7

ਤ൛Ұೋࣣ　遺物（E 区）
　　　　　　　　E�4,�83� ８ 〜 10・15・19・22・23・27・28・
　　　　　　　　33・39
　　　　　　　　E�4,13�4
　　　　　　　　E�4,�25�7
　　　　　　　　E�4,�30�10
　　　　　　　　E�4,�31�12
　　　　　　　　E�4,�73�19
　　　　　　　　E�4,�88�20

ਤ൛Ұೋീ　遺物（E・'・( 区）
　　　　　　　　E�4,�124�22・23
　　　　　　　　E�4,�129�24
　　　　　　　　E�4,�154�25
　　　　　　　　E� 遺構֎ �1・2
　　　　　　　　'� 遺構֎ �2
　　　　　　　　(�4*�1�1・4・5・9
　　　　　　　　(�4*�2�2 〜 4・8・11
　　　　　　　　(�4*�3�1・2

ਤ൛Ұೋ　遺物（( 区）
　　　　　　　　(�4*�4�3・4・6・7・9・10
　　　　　　　　(�4*�5�2・3
　　　　　　　　(�4*�6�1・3・6・9
　　　　　　　　(�4*�8�5・6

ਤ൛Ұࡾʓ　遺物（( 区）
　　　　　　　　(�4*�38�3
　　　　　　　　(�4*�40�1・2・15・16
　　　　　　　　(�4*�41�1 〜 5・9
　　　　　　　　(�4*�42�4
　　　　　　　　(�4*�43�10
　　　　　　　　(�4*�44�1 〜 3

ਤ൛ҰࡾҰ　遺物（( 区）
　　　　　　　　(�4*�44�4 〜 9・17 〜 22・25
　　　　　　　　(�4*�46�1
　　　　　　　　(�4*�72�1

ਤ൛Ұࡾೋ　遺物（( 区）
　　　　　　　　(�4*�72�4・9・11・12
　　　　　　　　(�4*�73�2 〜 7

ਤ൛Ұࡾࡾ　遺物（(・) 区）
　　　　　　　　(�4*�73�8・11
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　　　　　　　　(�4#�79�1
　　　　　　　　(�4,�51�1
　　　　　　　　(�4,�52�2
　　　　　　　　(�4,�57�3
　　　　　　　　)�4*�5�1
　　　　　　　　)�4*�8�1・9・10
　　　　　　　　)�4*�10�6・12
　　　　　　　　)�4*�11�14
　　　　　　　　)�4*�13�5・6・8

ਤ൛Ұ࢛ࡾ　遺物（) 区）
　　　　　　　　)�4*�13�7・9・12・13・14・16
　　　　　　　　)�4*�17�1
　　　　　　　　)�4*�19�1 〜 4

ਤ൛Ұޒࡾ　遺物（) 区）
　　　　　　　　)�4*�19�5 〜 11・14
　　　　　　　　)�4*�21�1・2
　　　　　　　　)�4*�27�1・3・7・9・10

ਤ൛Ұࡾ　遺物（) 区）
　　　　　　　　)�4*�27�11 〜 15
　　　　　　　　)�4*�29�2 〜 5・8・11・12・15

ਤ൛Ұࣣࡾ　遺物（)・*・+ 区）
　　　　　　　　)�4*�29�16・17
　　　　　　　　)�4,�26�1
　　　　　　　　*�4*�1�3・5・6
　　　　　　　　+�4%�9�1

ਤ൛Ұࡾീ　遺物（L・. 区）
　　　　　　　　L�4*�2�1
　　　　　　　　L�4*�12�2
　　　　　　　　L�4*�18�1
　　　　　　　　L�4*�24�12
　　　　　　　　L�4*�25�8
　　　　　　　　L�4*�29�2
　　　　　　　　L�4*�34�3
　　　　　　　　L�4*�38�1・2
　　　　　　　　L�4*�42�2
　　　　　　　　L�4,�30�6
　　　　　　　　.�4*�2�1・3
　　　　　　　　.�4*�3�1

ਤ൛Ұࡾ　遺物（. 区）
　　　　　　　　.�4*�3�2・3
　　　　　　　　.�4*�4�5 〜 7
　　　　　　　　.�4*�6�2
　　　　　　　　.�4*�9�1・4
　　　　　　　　.�4*�10�1
　　　　　　　　.�4*�12�1
　　　　　　　　.�4*�13�1・2
　　　　　　　　.�4*�21�1 〜 3・5
　　　　　　　　.�4*�24�2

ਤ൛Ұ࢛ʓ　遺物（.・0 区）
　　　　　　　　.�4*�24�1
　　　　　　　　.�4*�25�1・2・4・5
　　　　　　　　.�4*�27�6
　　　　　　　　.�4*�28�1・4・6
　　　　　　　　.�4*�36B�2
　　　　　　　　.�4*�36C�18・19
　　　　　　　　0� 遺構֎ �1

ਤ൛Ұ࢛Ұ　遺物（1 区）
　　　　　　　　1�4*�19�1
　　　　　　　　1�4*�21�5・10
　　　　　　　　1�4*�35�1・2・5・6・8
　　　　　　　　1�4*�36�14・15
　　　　　　　　1�4*�37�1・2・4・7・8・11・12・17

ਤ൛Ұ࢛ೋ　遺物（1・2 区）
　　　　　　　　1�4*�37�18
　　　　　　　　1�4*�39�8・10・11
　　　　　　　　1�4,�38�2
　　　　　　　　2�4*�9�2・3
　　　　　　　　2�4*�12�1 〜 3
　　　　　　　　2�4*�18�1
　　　　　　　　2�4*�20�3・4
　　　　　　　　2�4*�21�6

ਤ൛Ұࡾ࢛　遺物（2・3 区）
　　　　　　　　2�4*�21�8・10 〜 13
　　　　　　　　3�4,�1・2・4%�3�1・2・8・13 〜 16
　　　　　　　　3�4%�3�23
　　　　　　　　3� 遺構֎ �1・3

ਤ൛Ұ࢛࢛　遺物（3・4 区・چ石器時代石器・縄文時代土器）
　　　　　　　　3� 遺構֎ �5・6
　　　　　　　　4�4*�12�1・2
石器時代石器چ　　　　　　　　 1・2
　　　　　　　　"� 縄文土器　1
　　　　　　　　#� 縄文土器　2・3
　　　　　　　　$� 縄文土器　4
　　　　　　　　%� 縄文土器　5・7
　　　　　　　　E� 縄文土器　８〜 10・12 〜 17
　　　　　　　　(� 縄文土器　18 〜 20
　　　　　　　　)� 縄文土器　21
　　　　　　　　L� 縄文土器　23・24
　　　　　　　　.� 縄文土器　26
　　　　　　　　1� 縄文土器　27
　　　　　　　　2� 縄文土器　28

ਤ൛Ұޒ࢛　遺物（縄文時代土器・石器・弥生時代土器）
　　　　　　　　3� 縄文土器　30 〜 34
　　　　　　　　縄文時代石器　1 〜 4
　　　　　　　　"� 弥生土器　１〜 3
　　　　　　　　#� 弥生土器　4
　　　　　　　　$� 弥生土器　５〜 9
　　　　　　　　%� 弥生土器　10 〜 20・23・28・29・33・38・
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　　　　　　　　40・44 〜 46

ਤ൛Ұ࢛　遺物（弥生〜古墳時代લ期土器・本沼大塚）
　　　　　　　　E・'� 弥生土器　47・49 〜 55・57・60 〜 64
　　　　　　　　(� 弥 生 土 器　65 〜 68・71・74・75・78 〜　
　　　　　　　　81・83・84
　　　　　　　　)� 弥生土器　85
　　　　　　　　L� 弥生土器　86・89
　　　　　　　　.� 弥生土器　91・101
　　　　　　　　3� 弥生土器　102
　　　　　　　　ද104・103　࠾
　　　　　　　　.� 古墳時代લ期土器　105
　　　　　　　　本沼大塚 � 塚 �6

ਤ൛Ұࣣ࢛　遺物（本沼大塚）
　　　　　　　　塚 �8・9・11・12
　　　　　　　　6 トϨンν 4*�1�1・2
　　　　　　　　縄文土器　2・3・8 〜 17・19 〜 20
　　　　　　　　石器　7・22・23・25 〜 28・30
　　　　　　　　弥生土器　29

ਤ൛Ұ࢛ീ　遺物（本沼大塚・確認調査・金属製品 1）
　　　　　　　　本沼大塚・弥生土器　4・6・18
　　　　　　　　確認調査 �3・13
　　　　　　　　金属製品
　　　　　　　　%�4*�6�17
　　　　　　　　%�4*�14�85 〜 87
　　　　　　　　%�4#�19�7
　　　　　　　　%�4#�30�6
　　　　　　　　E�4*�12�9
　　　　　　　　E�4*�43�27

　　　　　　　　E�4*�44�32・33
　　　　　　　　E�4*�51�31
　　　　　　　　E�4*�61�12
　　　　　　　　E�4*�67�7 〜 9
　　　　　　　　E�4*�78�17・18

ਤ൛Ұ࢛　遺物（金属製品 2）
　　　　　　　　E�4*�92�31・32
　　　　　　　　E�4*�128�8
　　　　　　　　E�4#�185�3
　　　　　　　　E�4,�40�27
　　　　　　　　E�4,�53�28
　　　　　　　　'�4,�9�3
　　　　　　　　(�4*�1�11�
　　　　　　　　(�4*�6�10
　　　　　　　　(�4*�41�11
　　　　　　　　(�4%�25�1
　　　　　　　　(�4,�57�4
　　　　　　　　(� 遺構֎ �2
　　　　　　　　)�4*�29�19・20
　　　　　　　　)� 遺構֎ �2・3

ਤ൛Ұޒʓ　遺物（金属製品 3）
　　　　　　　　L�4*�42�3
　　　　　　　　L� 遺構֎ �6
　　　　　　　　.�4*�4�9
　　　　　　　　.�4*�5�1
　　　　　　　　.�4*�6�4
　　　　　　　　.�4*�36B�6 〜 15
　　　　　　　　1�4,�38�3
　　　　　　　　4� 遺構֎ �2



ʵ ��� ʵ

第 17節　O区

第 17 節　Ｏ区

　Ｏ区は、本遺跡の南東部台地上〜北に向かって傾斜する斜面にかかる調査区で、地下式坑２基、溝２条、

土坑25基が確認された。O-1区に集中する。重複するものが多い。確認面はロームで、表土下約0.7mである。
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第 316 図　O 区 全体図
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１　地下式坑

　台地の落ち際に立地する。２基が確認され、竪穴の主軸方向はほぼ直角となっている。確認面は削平され

ているため、本来の深さより浅くなっている。

Ｏ区 SK- １（第317図、第199 表、図版九一 · 九二）

　位置　１区北部にあたる AU-48 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方向に

長い隅丸長方形の主室と、その南側に取り付く竪坑からなる。主室は長軸 180 ㎝、幅 120 ㎝、深さ 20㎝で、

竪坑は南北 50㎝、東西 60㎝、深さ 10㎝である。　主軸方向　Ｎ -35° - Ｗ　覆土　鹿沼軽石粒子を多量に

含む明褐色土、暗褐色土、暗褐色土粒子をわずかに含む鹿沼軽石が堆積している。いずれも人為的な埋め戻

しとみられる。　底面　主室・竪坑ともに地山である黒色土中に作られている。竪坑部分はやや丸みを帯び、

主室部分は竪坑から北側に向かってスロープ状に低くなっている。壁は急斜度で立ち上がっている。　出土

遺物　出土していない。　時期　形状などから中近世と推測される。

Ｏ区 SK- ４（第317図、第199 表、図版九二）

　位置　１区中央部にあたる AU-48 グリッドに位置する。　重複関係　SK-3・9と重複しており、本遺構が

新しい。　平面形状・規模　東西方向に長い長方形の主室と、東壁に取り付く竪坑からなる。主室は長軸350㎝、

A A'

B
B'

A A'

SK-4 SK-4
竪抗

SK-3

SK-9

SK-1

A A'
85.80m

SK-91 2

B
B'

1
2

A A'
85.40m

12

3

SK-4
１　褐色土　5～10 ㎝のロームブロック多量。しまり欠ける。粘性欠ける。
２　褐色土　2～3㎝のロームブロック少量。しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-1
１　明褐色土　　KP粒子多量、暗褐色土少量。しまりあり。粘性欠ける。（埋め戻し）
２　暗褐色土　　KP粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。（埋め戻し）
３　明黄褐色土　鹿沼土主体。暗褐色土粒子少量。しまり欠ける。粘性欠ける。
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第 199 表　O 区 地下式坑計測表

第 317 図　O 区 SK-1・4 遺構実測図
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短軸 170 ㎝、深さ 45 ㎝、竪坑は南北 115 ㎝、東西 110 ㎝、深さ 45 ㎝である。　主軸方向　Ｎ -60° - Ｅ

　覆土　地山由来のローム粒子・ロームブロックの含有量が異なる褐色土２層を確認した。　底面　主室・

竪坑ともにローム層中に作られている。竪坑はやや凹凸が目立ち、主室方向に向かって緩く下がっている。

主室は竪坑より 10㎝ほど低い位置に作られており平坦となっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺

物　出土していない。　時期　形状などから中近世と推測される。

２　溝

　台地の傾斜に対し直交する SD-25 と、SD-25 と直交する SD-20 の２本が確認される。

Ｏ区 SD-20（第 318図、第200 表、図版九二）

　位置　１区南部にあたる AU-49 グリッドに位置する。　重複関係　SK-18、SD-25 と重複しており、SK-18

より新しい。SD-25 との新旧関係については遺存状況が悪く不明である。　平面形状・規模　北西－南東方

向に直線的に延びる溝である。遺存している範囲で、長さ 6.3 ｍ以上、幅１ｍ、深さ８㎝である。　主軸方

向　Ｎ -45° - Ｗ　覆土　しまりのない褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平坦と

なっている。壁は緩やかに立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

A A'

B

B'

SD-25

SD-20

SK-18 SK-19

A A'SD-20
1

SK-18

B B'SD-25 1

SD-20
１　褐色土　1～ 2 ㎝のロームブロック微量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SD-25
１　褐色土　2～ 3 ㎜のローム粒子微量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

� �N�ɿ��
-������N

第 200 表　O 区 溝計測表

第 318 図　O 区 SD-20・25 遺構実測図
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Ｏ区 SD-25（第 318図、第200 表）

　位置　１区西部にあたる AU-49 グリッドに位置する。　重複関係　SD-20 と重複しているが、遺存状態が

悪く新旧関係は不明である。　平面形状・規模　北東－南西方向に直線的に延びる溝である。確認できた範

囲で、長さ 2.2 ｍ以上、幅 1.6 ｍ、深さ８㎝である。　主軸方向　Ｎ -50° - Ｅ　覆土　ローム粒子を含む褐

色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっている。壁は比較的緩やかに立ち上

がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

３　土坑

　Ｏ -1 区の台地の落ち際に集中して 25基が確認されている。

Ｏ区 SK- ２（第319図、第201表、図版九二）

　位置　１区中央から西部にあたる AU-48 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東

西方向に長い長方形である。長軸 147 ㎝、短軸 85㎝、深さ 38㎝である。　主軸方向　Ｎ -65° - Ｅ　覆土

　しまりのない褐色土が堆積している。　底面　ローム層中につくられており、平坦となっている。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

第 201 表　O 区 土坑計測表

遺構番号 区 位置 主軸方向 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 重複関係・備考

SK-2 1 AU-48 N-65° -E 長方形 1.47 0.85 0.38 箱形 
スロープ状 無

SK-3 1 AU-48 N-35° -W 長方形か [1.40] 1.20 0.25 箱形 無 SK-4･9 より古
SK-5 1 AU-48 N-65° -E 長方形か [1.15] 1.02 0.12 逆台形 無 SK-8 より古　SK-6 より新
SK-6 1 AU-48 N-20° -W 隅丸長方形 0.95 0.73 0.36 逆台形 無 SK-5 より古
SK-8 1 AU-48 N-65° -E 長方形 2.25 1.10 0.34 箱形 有 SK-5 より新

SK-9 1 AU-48 N-65° -E 楕円形か 1.15 [1.00] 0.25 逆台形 無 SK-4 より古 
SK-3 より新

SK-10 1 AU-48 N-55° -E 方形 0.97 0.95 0.20 箱形 無
SK-11 1 AU-48·49 N-30° -W 長方形 3.05 0.85 0.20 箱形 有

SK-12 1 AU-48･49 
AV-48･49 N-50° -E 方形 2.30 1.95 0.52 逆台形 有 SK-14･16 より古

SK-13･15 より新

SK-13 1 AV-48 N-35° -W 隅丸長方形 2.20 1.00 0.35 袋状 有 SK-12 より古 
SK-14･16･17 より新

SK-14 1 AV-48 N-10° -E 楕円形 0.42 0.35 0.25 U 字状 無 SK-12･13 より新

SK-15 1 AU-49 
AV-49 N-30° -W 長方形か [1.20] 0.80 0.15 箱形 有 SK-12 より古

SK-16 1 AV-48 - 円形か [0.75] [0.73] 0.33 U 字状 無 SK-12･13 より古
SK-17 より新

SK-17 1 AV-48 - 円形か 0.90 [0.70] 0.15 逆台形 無 SK-13･16 より古
SK-18 1 AU-49 N-65° -E 長方形 1.90 1.05 0.25 逆台形 無 SK-19､SD-20 より古
SK-19 1 AU-49 - 方形 0.50 0.48 0.14 逆台形 無 SK-18 より新
SK-21 1 AV-49 - 円形か 0.80 [0.80] 0.16 逆台形 無
SK-22 1 AV-49 - 方形 0.80 0.80 0.06 皿状 無
SK-23 1 AV-49 - 円形か 1.05 （1.05） 0.12 皿状 無
SK-24 1 AV-49 N-60° -W 楕円形 0.90 0.80 0.10 皿状 無
SK-26 1 AU-50 N-30° -E 楕円形 0.55 0.50 0.28 逆台形 無 SK-27 より新
SK-27 1 AU-50 N-50° -E 不整楕円形 0.65 0.36 0.36 逆台形 無 SK-26 より古

SK-28 2 AU-50 不明 楕円形または 
隅丸方形か 1.00 [0.50] 0.25 逆台形 無

SK-29 2 AU-51 N-75° -W 楕円形 0.85 0.65 0.30 逆台形 有

SK-30 1 AU-48 N-82° -W 楕円形か [1.70] 0.80 0.06 皿状 無
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Ｏ区 SK- ３（第319図、第201表、図版九二）

　位置　１区中央部にあたる AU-48 グリッドに位置する。　重複関係　SK- ４・９と重複しており、本遺構

が古い。　平面形状・規模　北側が重複によって失われているが、南北方向に長い長方形とみられる。長軸

140 ㎝以上、短軸 120 ㎝、深さ 25㎝である。　主軸方向　Ｎ -35° - Ｗ　覆土　地山由来のロームブロック

を少量含む褐色土が含まれる。　底面　ローム層中に作られており、やや凹凸がみられるが概ね平坦となっ

ている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK- ５（第319図、第201表、図版九二）

　位置　１区中央部にあたる AU-48 グリッドに位置する。　重複関係　SK- ６より新しく SK- ８より古い。

　平面形状・規模　重複によって削平された部分が多いとみられるが、東西方向に長い長方形とみられる。

遺存している範囲で、長軸 115 ㎝以上、短軸 102 ㎝、深さ 12 ㎝である。　主軸方向　Ｎ -65° - Ｅ　覆土

　地山由来のローム粒子・鹿沼軽石粒子を少量含む褐色土が含まれている。　底面　鹿沼軽石層中に作られ

ており、平坦となっている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。



Ｏ区 SK- ６（第319図、第201表、、図版九二）

　位置　１区中央部にあたるAU-48グリッドに位置する。　重複関係　SK-５と重複しており、本遺構が古い。

　平面形状・規模　南北方向に長い隅丸長方形である。長軸 95㎝、短軸 73㎝、深さ 36㎝である。　主軸

方向　Ｎ -20° - Ｗ　覆土　鹿沼軽石・ロームブロックを多量に含む褐色土が堆積している。　底面　鹿沼軽

石層中に作られており、平坦となっている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時

期　不明。

Ｏ区 SK- ８（第319図、第201表、図版九二）

　位置　１区中央部にあたるAU-48グリッドに位置する。　重複関係　SK-５と重複しており本遺構が新しい。

　平面形状・規模　東西方向に長い長方形で、長軸 225 ㎝、短軸 110 ㎝、深さ 34㎝である。　主軸方向　

Ｎ -65° -Ｅ　覆土　褐色土および明褐色土の混土層と暗褐色土層が認められた。いずれも鹿沼軽石粒子・ロー

ムブロックを多量に含んでいる。　底面　鹿沼軽石層中に作られており、平坦となっている。壁はほぼ垂直

に立ち上がっている。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器坏１点 13.4 ｇ、高台付坏１点 9.99 ｇ、

甕３点 46.2 ｇ、須恵器甕１点 12ｇが出土している。　時期　不明。　

Ｏ区 SK- ９（第319図、第201表、図版九二）

　位置　１区中央部にあたる AU-48 グリッドに位置する。　重複関係　SK- ４より古く、SK- ３より新しい。

　平面形状・規模　西側が重複によって失われているが、東西方向にやや長い楕円形とみられる。南北 115

㎝、東西 100 ㎝以上、深さ 25㎝である。　主軸方向　Ｎ -65° - Ｅ　覆土　ロームブロックをわずかに含む

褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、やや凹凸があるがおおむね平坦となっている。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-10（第 319図、第201表）

　位置　１区中央部にあたる AU-48 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西方向
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にわずかに長い方形である。長軸 97㎝、短軸 95㎝、深さ 20㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -55° - Ｅ　覆

土　ロームブロックをわずかに含む褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっ

ている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-11（第 319図、第201表）

　位置　１区中央部にあたる AU-48・49 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南

北方向に長い長方形である。長軸 305 ㎝、短軸 85㎝、深さ 20㎝である。　主軸方向　Ｎ -30° - Ｗ　覆土

　地山由来とみられるロームブロックを含む黒褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、

こまかな凹凸が目立つ。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器

甕１点 39.9 ｇが出土している。　時期　不明。　

Ｏ区 SK-12（第 319図、第201表、図版九三）

　位置　１区中央〜東部にあたる AU-48・49、AV-48・49 グリッドに位置する。　重複関係　SK-14・16 よ

り古く。SK-13・15 より新しい。　平面形状・規模　重複によってやや不明瞭な部分があるが、北東－南西

方向にわずかに長い方形である。長軸 230 ㎝、短軸 195 ㎝、深さ 52㎝と比較的大型の土坑である。調査時

の所見から、土坑の南北に楕円形の２本の柱穴が伴うと考えられる。P1は長軸 18㎝、短軸 15㎝、深さ 12

㎝である。P2 は長軸 24 ㎝、短軸 18 ㎝、深さ 10 ㎝である。　主軸方向　Ｎ -50° - Ｅ　覆土　ローム粒子

を多く含む褐色土と明褐色土が堆積している。　底面　鹿沼軽石層中に作られており、北側がやや低くなっ

ているがおおむね平坦である。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器坏

１点 6.2 ｇ、甕２点 24.62 ｇ、須恵器甕２点 66.9 ｇが出土している。　時期　不明。

Ｏ区 SK-13（第 319·320 図、第201･202 表、図版九三）

　位置　１区中央〜東部にあたる AV-48 グリッドに位置する。　重複関係　SK-12・14・16・17 と重複し

ており、SK-12 より古く、その他は本遺構が新しい。　平面形状・規模　南北方向に長い隅丸長方形である。

下端で長さ 220 ㎝、幅 100 ㎝、深さ 35 ㎝である。　主軸方向　Ｎ -35° - Ｗ　覆土　ローム粒子や黒色土

ブロックを少量含む褐色土が堆積している。　底面　鹿沼軽石層中に作られており平坦となっている。壁は

西壁以外が５〜 10㎝ほどオーバーハングする。　出土遺物　須恵器坏１点を図示した。このほかに土師器坏

１点 31.76 ｇが出土している。　時期　不明。　

Ｏ区 SK-14（第 319図、第201表、図版九三）

　位置　１区中央〜東部にあたる AV-48 グリッドに位置する。　重複関係　SK-12・13 と重複しており、本

遺構が新しい。　平面形状・規模　南北方向にやや長い楕円形である。長軸 42㎝、短軸 35㎝、深さ 25㎝

である。　主軸方向　Ｎ -10° - Ｅ　覆土　地山由来のローム粒子・ロームブロックを多量に含む明褐色土が

堆積している。　底面　丸みを帯びており、壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時

期　不明。

Ｏ区 SK-15（第 319図、第201表、図版九三）

　位置　１区中央部にあたる AU・AV-49 グリッドに位置する。　重複関係　SK-12 と重複しており、本遺構
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が古いとみられる。　平面形状・規模　南北方向に長い長方形とみられるが、重複および削平によって北側

の遺存状況は悪い。長軸 120 ㎝以上、短軸 80㎝、深さ 15㎝である。　主軸方向　Ｎ -30° - Ｗ　覆土　ロー

ム粒子・ロームブロックを少量含む褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっ

ている。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器甕２点 35.64 ｇ、

須恵器坏１点 31.14 ｇ、甕１点 89.71 ｇが出土している。　時期　不明。　

Ｏ区 SK-16（第 319図、第201表、図版九三）

　位置　１区中央〜東部にあたる AV-48 グリッドに位置する。　重複関係　SK-12・13・17 と重複しており、

SK-17 より新しくそれ以外より古い。　平面形状・規模　重複によって大部分が削平されているが、円形を

基調とした土坑とみられる。遺存している部分で、直径 75㎝以上、短軸 73㎝以上、深さ 33㎝である。　

覆土　不明。　底面　ローム層中に作られており、やや丸みを帯びる。壁は緩やかな立ち上がりを示す。　

出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-17（第 319図、第201表、図版九三）

　位置　１区中央〜東部にあたる AV-48 グリッドに位置する。　重複関係　SK-13・16 と重複しており、本

遺構が最も古い。　平面形状・規模　重複によって南側の大部分が削平されているが、円形を基調とした土

坑とみられる。遺存している範囲で長軸 90㎝、短軸 70㎝以上、深さ 15㎝である。　覆土　粘性のある褐

色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっている。壁は比較的緩やかな立ち上

がりを示す。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-18（第 319図、第201表）

　位置　１区中央部にあたる AU-49 グリッドに位置する。　重複関係　SK-19、SD-20 と重複しており、本

遺構が最も古い。　平面形状・規模　東西方向に長い長方形である。長軸 190 ㎝、短軸 105 ㎝、深さ 25㎝

である。　主軸方向　Ｎ-65° -Ｅ　覆土　ロームブロックを多量に含む褐色土が堆積している。　底面　ロー

ム層中に作られており、平坦となっている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時

期　不明。

Ｏ区 SK-19（第 319図、第201表）

　位置　１区中央部にあたる AU-49 グリッドに位置する。　重複関係　SK-18 と重複しており、本遺構が新

しい。　平面形状・規模　重複によって西側が削平されているが、方形の土坑とみられる。遺存している範

囲で一辺約 50㎝、深さ 14㎝である。　覆土　ロームブロックを多量に含む褐色土が堆積している。　底面

　SK-18 覆土中に作られており、平坦となっている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。

　時期　不明。

Ｏ区 SK-21（第 320 図、第201表）

　位置　１区東部にあたる AV-49 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南東側が調

査区外であるが、直径 80㎝ほどの円形の土坑とみられる。深さは 16㎝である。　覆土　ロームブロックを

少量含む褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、こまかな凹凸が目立つがおおむね平
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坦となっている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-22（第 320 図、第201表）

　位置　１区東部にあたる AV-49 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　１辺 80 ㎝

の方形である。深さは６㎝と非常に浅い。　覆土　ロームブロックを少量含む褐色土が堆積している。前述

したSK-21と共通している。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっている。壁は緩やかに立ち上がっ

ている。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-23（第 320 図、第201表）

　位置　１区東部にあたる AV-49 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　北東側が調

査区外であるが、径 105 ㎝ほどの円形を基調とした土坑とみられる。深さは 12㎝ほどである。　覆土　し

まりのない明褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっている。壁は緩やか

な立ち上がりを示す。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-24（第 320 図、第201表）

　位置　１区東部にあたる AV-49 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西方向に

長い楕円形である。長軸 90㎝、短軸 80㎝、深さ 10㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -60° - Ｗ　覆土　地山

の崩落土を含む褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、丸みを帯びている、壁は非常

に緩やかな立ち上がりを示す。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-26（第 320 図、第201表、図版九三）

　位置　１区南部にあたるAU-50グリッドに位置する。　重複関係　SK-27と重複しており、本遺構が新しい。

　平面形状・規模　南北方向に長い楕円形である。長軸 55㎝以上、短軸 50㎝、深さ 28㎝である。　主軸

方向　Ｎ -30° - Ｅ　覆土　土坑上部を覆う暗褐色土と、底面を覆う暗黄褐色土の２層を確認した。暗黄褐色

土には多量のローム粒子・ロームブロックが含まれる。　底面　ローム層中に作られており、壁際がやや深

く掘り込まれている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-27（第 320 図、第201表、図版九三）

　位置　１区南部にあたる AU-50 グリッドに位置する。　重複関係　SK-26 と重複しており、本遺構が古い。

　平面形状・規模　南北方向に長い不整な楕円形である。長軸 65㎝、短軸 36㎝、深さ 36㎝である。　主

軸方向　Ｎ -50° - Ｅ　覆土　ローム粒子・ロームブロックを主体とした暗黄褐色土と、それらの混入の少な

い褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっている。壁は南西壁が抉り込ま

れており、それ以外はほぼ垂直に立ち上がっている。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-28（第 320 図、第201表）

　位置　２区北部にあたる AU-50 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東側が調査

区外であるが、楕円形または隅丸方形基調の土坑とみられる。確認できた範囲で、長軸 100 ㎝、短軸 50㎝、

深さ 25㎝である。　主軸方向　不明。　覆土　褐色土が２層堆積しており、上面中央の褐色土にはローム粒
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SK-2
１　褐色土　明褐色土ブロック少量。しまり欠ける。
　　　　　　粘性欠ける。

SK-3
１　褐色土　2～ 3 ㎝のロームブロック少量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
SK-9
１　褐色土　1～ 2 ㎝のロームブロック少量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-5
１　褐色土　　KP 混じりのロームブロック微量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
SK-6
１　褐色土　　KP 混じりのロームブロック多量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
SK-8
１　褐色土　　明褐色土との混合土層。KP 混じりの
　　　　　　　ロームブロック多量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性欠ける。
２　暗褐色土　KP 混じりのロームブロック多量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-10
１　褐色土　1 ㎝のロームブロック少量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-12
１　褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック・KP 粒子・暗褐色土ブロック少量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性あり。（埋め戻し）
２　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロックやや多量、KP 粒子・KP ブロックやや少量。しまり
　　　　　　　やや欠ける。粘性あり。（埋め戻し）
SK-13
１　褐色土　　黒褐色土ブロック少量、ローム粒子やや少量、ロームブロック微量。しまり欠ける。粘性あり。
　　　　　　　（埋め戻し）
SK-14
１　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロックやや多量、暗褐色土粒子・暗褐色土ブロック少量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。（埋め戻し）
SK-15
１　褐色土　　ローム粒子やや少量、ロームブロック少量。しまりあり。粘性ややあり。（埋め戻し）
SK-17
１　褐色土　　ローム粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。

SK-18
１　褐色土　3～10 ㎝のロームブロック多量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
SK-19
１　褐色土　3 ㎝のロームブロック多量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-11
１　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

� �N�ɿ��

SK-4

第 319 図　O 区 SK-2・3・5・6・8 〜 19 遺構実測図
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SK-21
１　褐色土　2～3㎜のローム粒子微量。しまり
　　　　　　欠ける。粘性欠ける。
２　褐色土　2～3㎜のローム多量。しまり欠ける。
　　　　　　粘性欠ける。
３　褐色土　2～3㎜のローム少量。しまり欠ける。
　　　　　　粘性欠ける。
４　褐色土　1㎝のロームブロック少量。しまり
　　　　　　欠ける。粘性欠ける。

SK-22
１　褐色土　2㎝のロームブロック微量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-23
１　褐色土　　2～3㎜のローム粒子微量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
２　褐色土　　2～3㎜のローム多量。しまり
　　　　　　　欠ける。粘性欠ける。
３　褐色土　　2～3㎜のローム少量。しまり
　　　　　　　欠ける。粘性欠ける。
４　明褐色土　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-24
１　褐色土　ローム崩落土微量。しまり欠ける。
　　　　　　粘性欠ける。

SK-26
１　暗褐色土　　ローム粒子少量、ロームブロック
　　　　　　　　微量。しまりやや欠ける。粘性
　　　　　　　　やや欠ける。
２　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック
　　　　　　　　多量。しまりあり。粘性あり。
SK-27
１　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック
　　　　　　　　主体。褐色土少量。しまりあり。
　　　　　　　　粘性ややあり。
２　褐色土　　　ローム粒子少量、ロームブロック
　　　　　　　　微量。しまり欠ける。粘性あり。

SK-28
１　褐色土　1～2㎜のローム粒子微量。しまり
　　　　　　欠ける。粘性欠ける。
２　褐色土　1～2㎜のローム粒子多量。しまり
　　　　　　欠ける。粘性欠ける。
３　褐色土　1～2㎜のローム粒子・炭化物若干。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
４　褐色土　1～2㎜のローム粒子微量。しまり
　　　　　　欠ける。粘性欠ける。
５　褐色土　2～3㎝のロームブロック少量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-29
１　褐色土　粘土ブロック少量。しまりあり。
　　　　　　粘性欠ける。
２　褐色土　焼土・5～7㎝のロームブロック微量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
３　褐色土　焼土・2～3㎝のローム粒子微量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-30
１　褐色土　2～3㎜のローム粒子微量。しまり欠ける。
　　　　　　粘性欠ける。

1

2

� �N�ɿ��

� ��DN�ɿ�

第 320 図　O 区 SK-21 〜 24・26 〜 30 遺構・SK-13・29 出土遺物実測図

第 202 表　O 区 SK-13・29 出土遺物観察表
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４　遺構外の遺物

　表土中から出土したものを掲載する。

Ｏ区遺構外の遺物（第 321図、第 203表、

図版一四〇）

　瓦が出土している。

子が、その他にはロームブロックが含まれている。　底面　ローム層中に作られており、やや丸みを帯びて

いる。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

Ｏ区 SK-29（第 320 図、第201·202 表、図版九三）

　位置　２区中央部にあたる AU-51 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西方向

に長い楕円形である。長軸 85㎝、短軸 65 ㎝、深さ 30 ㎝ほどである。土坑上面には平面規模 55× 45 ㎝、

厚さ 20㎝の大型の礫が、平坦面を上にして確認されている。　主軸方向　Ｎ -75° - Ｗ　覆土　褐色土が３

層確認されている。石の下層は堅く締まっている。　底面　ローム層中に作られており、やや丸みを帯びる。

石の下にあたる部分は変色し硬化していた。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　土師器高台付坏１点を

図示した。このほかに土師器坏２点11.3 ｇ、高台付坏１点17.5 ｇ、甕 13点 509.1 ｇ、石１点が出土している。

　時期　不明。　

Ｏ区 SK-30（第 320 図、第201表）

　位置　１区西部にあたる AU-48 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　西側が一部

消失、または調査区外へ延びているが、東西方向に長い楕円形とみられる。遺存している範囲で、長軸 170

㎝以上、短軸 80㎝、深さ６㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -82° - Ｗ　覆土　しまりのない褐色土が堆積し

ている。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　

出土していない。　時期　不明。

1

� ��DN�ɿ�

第 321 図　O 区遺構外出土遺物実測図

第 203 表　O 区 遺構外出土遺物観察表

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

321 1 女瓦

厚　2.3 
重　1041.7

外面 5Y5/1 
灰 
内面 2.5Y5/1 
黄灰

砂粒・礫少量 良好 凸面 縄タタキ 
凹面 布目痕・糸切痕 
側面 ヘラケズリ
広端面 ヘラケズリ

一部残存 表土中 O 区 
一括
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　Ｐ区は、本遺跡の東端Ｄ・Ｅ区の東、台地の東斜面上に位置する。竪穴建物跡 11軒、方形竪穴１基、土坑

25基、ピット 15基が確認されている。確認面はロームで、表土下 0.5mである。

１　竪穴建物跡

　調査区の北端と南端の台地〜斜面上に 11軒が確認されている。
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第○図　P区全体図（ピット別図）
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第 204 表　1 区竪穴建物跡計測表

第 322 図　1 区 全体図（ピット別図）

遺構൪߸ 位置 主軸方向 形状 東西
（m）

南北
（m）

深さ
（m） ピット  カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕

切溝
出土
遺物 重複関係

SI-5 AU-63 不明 方形か 5.40 <0.40> 0.40 ແ ແ ແ ແ ແ ແ ແ SK-4 より古

SI-10
カマド A8-65 不明 円形 - - - ແ ແ 有 ແ ແ ແ ແ

SI-11
カマド A8-65 不明 楕円形 - - - ແ ແ 有 ແ ແ ແ 有

SI-19 A9-67 N-95° -E 長方形 2.70 3.35 0.26 ແ ແ 有 ແ ແ ແ 有

SI-21 A9-68 N-93° -E 方形か <3.90> <2.90> 0.40 ແ ແ 有 ແ ແ ແ 有
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̥区 SI- ５（第 323図、第204表、　図版九三）

　位置　調査区北西部にあたる AT-63・AU-63 グリッドに位置する。　重複関係　SK-4 と重複しており、本

遺構が古い。　平面形状・規模　大部分が調査区外であり、確認できたのは方形を基調とした竪穴建物跡の

南西壁部分とみられる。後世の削平によって壁はほとんど遺存しておらず、床面の硬化やわずかな覆土のҧ

いで、遺構と認ࣝした。東西 5.4 ｍ以上、南北 0.4 ｍ以上、深さは 40Dm である。　主軸方向　不明。　覆

土　焼土粒子を微量に含む明褐色土 (3 層 ) が本遺構の覆土とみられる。　床面　わずかな踏み締まりが認め

られる程度であった。　柱穴等・カマド　確認されていない。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SI-10（第 324図、第204表、　図版九四）

　位置　調査区中央部にあたる A8-65 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　後世の

削平によって遺構の大部分が失われており、確認できたのは、カマド下部の掘方の一部である。　主軸方向

　不明。　柱穴等　確認されていない。　カマド　ローム粒子や白色粘土を含む暗褐色土と、褐色を呈す

る焼土層からなる。１層に含まれる白色粘土はカマドの袖やఱҪに由来するものとみられる。直径140㎝ほど、

深さは 26㎝の円形の掘方である。底面は凹凸がஶしい。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SI-11（第 324図、第204表、　図版九四）

　位置　調査区中央部にあたる A8-65 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　後世の

削平によって遺構の大部分が失われており、確認できたのは、カマド下部の掘方の一部である。北東－南西

方向に長い楕円形の掘方である。　主軸方向　不明。　柱穴等　確認されていない。　カマド　ローム粒子

や灰色粘土を含む褐色土と、褐色を呈する焼土層からなる。１層に含まれる灰色粘土はカマドの袖やఱҪ

に由来するものとみられる。長軸 158 ㎝、短軸 140 ㎝、深さは 24㎝である。底面は丸みを帯びている。　

出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器甕３点 92.98 ｇが出土している。　時期　８〜９世紀か。

1
2
3

3 4

調査区外
SI-5

SK-4

SI-5
１　暗褐色土　しまり欠ける。粘性欠ける。（表土）
２　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子・灰色土粒子少量。
　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
３　明褐色土　ローム粒子やや多量、白色粘土粒子少量、
　　　　　　　焼土粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。
４　暗褐色土　ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性
　　　　　　　ややあり。

A A'

A A'

� �N�ɿ��
-������N

第 323 図　1 区 SI-5 遺構実測図

SI-27
カマド A;-68ŋ69 不明 方形か - - - ແ ແ 有 ແ ແ ແ 有 SI-28 と重複か

SI-28
カマド A;-69 不明 方形か - - 0.15 ແ ແ 有 ແ ແ ແ 有 SI-27 と重複か

SI-35 A:-68 N-0° 方形 3.50 2.80 0.32 ແ ແ 有 ແ ແ ແ 有 SI-37 より古
SI-36 より新

SI-36 A:-68 N-30° -8 方形 4.00 <2.50> 0.21 ແ ແ 有 ແ ແ ແ 有 SI-35ŋ37ŋ39ŊSK-33 より古

SI-37 A9·A:-68 N-90° -E 方形 3.20 3.00 0.34 1 ແ 2 ແ ແ ແ 有 SI-35ŋ36ŋ39 より新

SI-39 A9·A:-68 N-0° 方形 3.40 3.20 0.43 ແ ແ 有 ແ ແ ແ 有 SI-37ŊSK-38 より古
SI-36ŊSK-34 より新
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̥区 SI-19（第 325図、第204·205 表、　図版九四 · 一四一）

　位置　調査区南東側にあたる A9-67 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向に長い長方形で、東西 2.7 ｍ、南北 3.35 ｍ、面積は 9.05 ㎡、壁は遺存状況の良い部分で 26㎝ほどである。

　主軸方向　N-95° - Ｅ　覆土　竪穴の大部分を覆う暗褐色土・褐色土と、床面上に薄く堆積する明褐色土

の３層である。いずれの層にもわずかだが焼土粒子が含まれる。また南東隅付近では床面から浮いた状態で

いくつかの炭化材が確認された。床面や壁に焼けた痕跡は見いだͤなかったことから、堆積過程において流

入したものと思われる。　床面　明確な貼床等は確認できず、地山であるローム層を床面としている。細か

SI-11 カマドSI-10 カマド
89.50m89.40m

SI-11カマド

SI-10カマド

撹乱 撹乱 撹乱2 2 2
12

1
A A'A A'

A
A'

A A'

SI-10　カマド
１　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子多量、白色粘土粒子・白色粘土ブロック微量。
　　　　　　　しまりややあり。粘性欠ける。
２　赤褐色土　焼土。しまりややあり。粘性欠ける。
 
SI-11　カマド
１　褐色土　　ローム粒子・焼土多量、灰色粘土粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。
２　赤褐色土　焼土。しまりややあり。粘性欠ける。

� �N�ɿ��

1 2

3

1

3

3

カマド

SI-19

1
2

3

7
8

7

89

1

1
2

3

4

5

6

7

1 2

3

1 3

A A'

A

A'

B B'

B B'

C
C'

C
C'

SI-19
１　暗褐色土　　　　ローム粒子やや少量、ロームブロック・焼土粒子微量。
　　　　　　　　　　しまりやや欠ける。粘性ややあり。
２　褐色土　　　　　ローム粒子やや多量、焼土粒子やや少量、灰色粘土粒子・
　　　　　　　　　　炭化物粒子微量。しまり欠ける。粘性ややあり。
３　明褐色土　　　　ローム粒子やや多量、焼土粒子少量。しまりややあり。
　　　　　　　　　　粘性欠ける。
SI-19　カマド
１　褐色土　　　　　ローム粒子・焼土粒子少量、灰色粘土粒子微量。しまり
　　　　　　　　　　欠ける。粘性やや欠ける。（流入土）
２　灰褐色粘質土　　粘土やや多量、焼土粒子やや少量、ローム粒子少量。し
　　　　　　　　　　まりあり。粘性ややあり。（煙道天井崩落土）
３　暗橙褐色土　　　焼土粒子やや多量、ローム粒子少量。しまり欠ける。粘
　　　　　　　　　　性ややあり。（流入土）
４　灰色粘土　　　　焼土粒子・小石少量。しまりあり。粘性あり。（煙道天井）
５　暗灰褐色粘質土　粘土粒子多量、焼土粒子・褐色土粒子少量。しまり欠ける。
　　　　　　　　　　粘性欠ける。（流入土）
６　赤褐色土　　　　焼土主体。褐色土粒子少量。しまりあり。粘性欠ける。
７　灰褐色土　　　　ローム粒子少量、焼土粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
　　　　　　　　　　（袖・掘方埋土）
８　暗黄褐色粘土　　ローム多量、焼土粒子・焼土ブロックやや少量。しまり
　　　　　　　　　　あり。粘性ややあり。
９　暗赤褐色土　　　焼土多量、ロームブロックやや多量。しまりあり。粘性
　　　　　　　　　　ややあり。

� ��DN�ɿ�

� �N�ɿ��
-������N

� �N�ɿ��
-������N

第 324 図　1 区 SI-10・11 遺構実測図

第 325 図　1 区 SI-19 遺構・出土遺物実測図
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な凹凸があるが概ね平坦に作られている。　柱穴等　確認されていない。　カマド　東壁やや南寄りに位置

している。灰褐色・暗黄褐色の粘土を積んで構築した袖と、燃焼部が遺存していた。袖は幅 40㎝、竪穴壁か

らの長さ 40㎝、高さ 20㎝、両袖間の幅 40㎝である。燃焼部はわずかに焼土化しているが、袖の内側を含

めて焼け方はऑい。　出土遺物　カマドࠨ袖手前において土師器甕の破片が出土した。土師器坏１点、甕1点、

甑 1点を図示した。このほかに土師器坏７点 54.72 ｇ、鉢４点 68.52 ｇ、甕 28点 614.63 ｇ、陶器１点 4.75

ｇが出土している。　時期　７世紀中葉。

̥区 SI-21（第 326·327図、第204·206 表、図版九四 · 一四一）

　位置　調査区南東部にあたる A9-68 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南西

側が調査区外であるが、方形を基調とした竪穴建物跡である。確認できた範囲で、東西 3.9 ｍ以上、南北 2.9

ｍ以上、壁は遺存状況の良い部分で 40㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -93° - Ｅ　覆土　流入土とみられる

8

8

調査区外

カマドSI-21

1

4
5

6 3

2

3

1

2

3
4

55
6

7

8

1

2
3

4

9 10

11
10

9

調
査
区
外

8

A A'

B B'

A

A'

B

B'

C C'

C C'

D
D'

D
D'

SI-21
１　灰褐色土　　しまり欠ける。粘性欠ける。（表土）
２　暗灰褐色土　黒褐色土粒子多量、ローム粒子少量。しまりあり。粘性欠ける。
３　暗褐色土　　ローム粒子・焼土粒子少量、粘土ブロック微量。しまり欠ける。
　　　　　　　　粘性ややあり。
４　褐色土　　　灰色粘土粒子・灰色粘土ブロックやや多量、焼土粒子やや少量、
　　　　　　　　ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性あり。
５　暗褐色土　　ローム粒子・焼土粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。
６　褐色土　　　ローム粒子やや多量、灰色粘土粒子やや少量、焼土粒子少量。
　　　　　　　　しまり欠ける。粘性ややあり。

 SI-21　カマド
１　暗灰褐色土　　暗褐色土粒子多量、暗黄褐色粘土粒子やや少量、　
　　　　　　　　　焼土粒子微量。しまり欠ける、粘性欠ける。
２　暗黄褐色粘土　しまり欠ける。粘性欠ける。( 天井崩落土 )
３　灰褐色土　　　暗黄褐色粘土粒子やや多量、焼土粒子少量。
　　　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。
４　暗赤褐色土　　焼土主体。しまり欠ける。粘性欠ける。
５　暗黄褐色粘土　暗褐色土粒子微量。しまりあり。粘性あり。（天井）
６　暗赤褐色土　　焼土層。暗褐色土少量、炭化物粒子微量。しまり
　　　　　　　　　欠ける。粘性あり。
７　褐色土　　　　焼土粒子やや多量、暗黄褐色土粒子少量。しまり
　　　　　　　　　欠ける。粘性あり。（流入土）
８　褐色土　　　　暗黄褐色土粒子・焼土粒子少量。しまり欠ける。
　　　　　　　　　粘性ややあり。（流入土）
９   暗褐色土　　　ローム粒子微量。しまりあり。粘性あり。（袖）
10  暗黄褐色土　　 ローム主体。しまりあり。粘性あり。（袖）
11  明褐色土　　　 ローム粒子多量、焼土粒子少量、焼土ブロック微量。
　　　　　　　　　しまり欠ける。粘性ややあり。（袖）
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第 326 図　1 区 SI-21 遺構実測図

第 205 表　1 区 SI-19 出土遺物観察表

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

325 1 土師器
坏

口径（11.8）
底径　-
器高　4.2

外面10:R3/2
黒褐
内面10:R2/1
黒

砂粒・礫少量 良好 内外面漆仕上げ 口縁部Ϥコナデ
体部外面έζリ
内面ϔラナデ

口縁〜底
部 1/2 残
存

床面直
上

P区 SI-19
NP.1

325 2 土師器
甕

口径　-
底径　8.4
器高ʦ8.0ʧ

外面10:R3/1
黒褐
内面7.5:2/1
黒

砂粒・ಁ明粒
子少量

良好 底面ണ落 外面ナデ・έζリ
内面ૈいハέ

部下位
〜底部残
存

床上約
10㎝

P区 SI-19
一ׅ

325 3 土師器
甑

口径（29.6）
底径　-
器高ʦ14.3ʧ

外面7.5:R5/4
にぶい褐
内面7.5:4/4
褐

砂粒少量、白
Ӣ多量

良好 口縁部Ϥコナデ
部ナデ

口縁〜
部 1/4 残
存

カマド
付近

P区 SI-19
NP.1
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暗褐色土と、壁の崩落土とみられる地山に近似した褐色土からなる。自然堆積とみられる。　床面　貼床等

は認められず、地山であるローム層中に作られており、平坦となっている。　柱穴等　確認されていない。

　カマド　東壁中央に位置している。ローム粒子を多量に含む暗褐色土やロームを積んで構築した袖が遺存

していた。袖は幅 50 ㎝、竪穴壁からの長さ 53 ㎝、高さ 30 ㎝、両袖間の幅 50 ㎝である。右袖の内側には

土師器甕の破片がுり付けられていた。燃焼部は良く焼けており、褐色に焼土化していた。Ԏಓは比較的

急斜度で立ちあがっている。　出土遺物　土師器鉢か甑１点、甕２点、須恵器坏５点、鉢か１点、甕１点を

図示した。5の側面には底部を切りす時にޡって入れようとしたϔラの痕跡がみられる。このほかに土師器

坏 16 点 173.98 ｇ、埦１点 5.33 ｇ、甕 102 点 1643.54 ｇ、須恵器坏 11 点 47.77 ｇ、甕５点 145.84 ｇが

出土している。　時期　９世紀中葉。

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

327 1 須恵器
坏

口径（13.0）
底径（7.0）
器高ʦ3.5ʧ

外面7.5:R4/2
灰褐
内面2.5:4/1
黄灰

砂粒多量、礫
微量

やや
不良

底部ナデ 口縁〜体部
1/4、底部一
部残存

覆土中 P区 SI-21 ӹ子࢈

327 2 須恵器
坏

口径（12.0）
底径（6.0）
器高ʦ3.2ʧ

7.5:R5/4
にぶい褐

砂粒少量、礫
एׯ

不良 底部ϔラ切り後ナデ 口縁〜体部
1/6、底部一
部残存

覆土中 P区 SI-21 ӹ子࢈

327 3 須恵器
坏

口径（12.8）
底径（6.9）
器高ʦ4.0ʧ

10:R5/3
にぶい黄褐

砂粒少量、
色粒子微量、
礫एׯ

不良 口縁〜底部一
部残存

覆土中 P区 SI-21 ӹ子࢈

8

9

7

6

1 2 3
4 5

10

� ��DN�ɿ�

第 206 表　1 区 SI-21 出土遺物観察表

第 327 図　1 区 SI-21 出土遺物実測図
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̥区 SI-27（第 328·329 図、第204·207表、　図版九四）

　位置　調査区南東隅にあたる A;-68・69 グリッドに位置する。　重複関係　SI-28 と重複していたものと

思われる。　平面形状・規模　カマドおよび一部の壁・床面のみが確認できた状態で、壁は遺存状況の良い

部分で 10㎝ほどである。　主軸方向　不明。　֬ೝ状گ　遺存状況が極めて悪く、カマドの掘方と周辺の床

面、遺存高５㎝未満の壁が確認できたに過ぎない。　覆土　竪穴部分はほぼ削平されており明確には確認で

きなかった。　床面　カマド前面部を中心に地山がݻく締まっており、床面の残存部とみられる。貼床等は

確認されていない。　柱穴等　確認されていない。　カマド　袖などは削平されて遺存しておらず、Ԏಓ・

燃焼部の一部と下部の掘方を確認した。全体の規模は長軸 100 ㎝、短軸 60㎝で、燃焼部は床面から深さ 10

㎝ほど掘りۼめられている。燃焼部の中央西寄りにはカマドの構築材とみられる礫が置かれていた。　出土

327 4 須恵器
坏

口径　-
底径（7.0）
器高ʦ2.7ʧ

外面7.5:5/1
褐灰
内面7.5:4/1
褐灰

砂粒微量、礫
एׯ

良好 底部ϔラ切り後ϔラέζリ 底部 1/4 残存 覆土中 P区 SI-21 ӹ子࢈

327 5 須恵器
坏

口径　-
底径（6.2）
器高ʦ0.9ʧ

外面10:R6/4
にぶい黄橙
内面10:R5/4
にぶい黄褐

砂粒微量、礫
एׯ

不良 側面ϔラの痕跡
底部ナデ

底部 2/5 残存 覆土中 P区 SI-21 ӹ子࢈

327 6 土師器
鉢か甑

口径（21.4）
底径　-
器高ʦ12.6ʧ

外面5:R5/6
明褐
内面N3/0
灰

砂粒・礫微量 良好 内面黒色ॲཧ 口縁〜部外面ロクロナデ
部下端手持ちϔラέζリ
内面ϔラミガキ

口縁〜部一
部残存

覆土中 P区 SI-21

327 7 須恵器
鉢か

口径　-
底径　-
器高ʦ6.6ʧ

10:R6/4
にぶい㐋橙

砂粒微量 良好 部外面平行λλキ
内面ϔラナデ

口縁部一部残
存

覆土中 P区 SI-21 地不明࢈

327 8 土師器
甕

口径（19.6）
底径　-
器高ʦ13.0ʧ

7.5:R6/6
橙

砂粒・礫少量、
ಁ明粒子微量

良好 口縁部Ϥコナデ
部内外面ナデ

口縁部 1/4、
部 1/8 残存

カマド
内

P区 SI-21
NP.3 カマ
ド

327 9 土師器
甕

口径（20.4）
底径　-
器高ʦ19.3ʧ

外面7.5:R5/4
にぶい褐
内面5:R5/6
明褐

砂粒少量、礫・
金Ӣएׯ

良好 口縁部Ϥコナデ
部内外面ナデ

口縁部 1/5 
部 1/8 残存

カマド
内

P区 SI-21
カマド内・
右袖内

327 10 須恵器
甕

口径　-
底径（16.8）
器高ʦ19.0ʧ

外面2.5:4/1
黄灰
内面2.5:5/1
㐋灰

砂粒・礫多量 良好 部外面平行λλキ
下端ϔラέζリ
内面具痕

覆土中 P区 SI-21 ӹ子࢈

3

調査区外

SI-27 カマド SI-28 カマド

3
1

2

3

13

4

1 23
67

9
1

1
4

5
6

8

A A'
90.80m

A A'

B
B'

90
.8
0m

B
B'

A A'
90.70m

A A'

B
B'

90
.7
0m

B
B'

SI-27　カマド
１　黒褐色土　焼土粒子微量。しまりややあり。粘性ややあり。（自然堆積）
２　黒褐色土　ロームブロック主体（ロームブロック 1㎝～やや大きめ）
　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
３　褐色土　　焼土主体。しまり欠ける。粘性欠ける。（燃焼部）
４　暗褐色土　山砂多量、焼土粒子微量。しまりややあり。粘性ややあり。

SI-28　カマド
１　灰赤褐色土　ローム粒子・焼土粒子・灰色粘土粒子やや多量。
　　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
２　褐色土　　　ローム粒子やや多量、焼土粒子・焼土ブロックやや
　　　　　　　　少量。しまりあり。粘性欠ける。
３　褐色土　　　ローム粒子・焼土粒子少量、灰色粘土粒子少量。
　　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
４　明褐色土　　ローム粒子やや多量、焼土粒子多量、焼土ブロック
　　　　　　　　やや少量。しまりあり。粘性欠ける。
５　明褐色土　　ローム粒子・ロームブロック多量、焼土粒子少量。
　　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
６　褐色土　　　ローム粒子・ロームブロックやや多量、焼土粒子少量。
　　　　　　　　しまりややあり。粘性欠ける。
７　黄褐色土　　ロームブロック主体。しまりあり。粘性欠ける。
８　褐色土　　　ローム粒子多量、ロームブロック微量。しまりあり。
　　　　　　　　粘性欠ける。
９　赤褐色土　　焼土からなる。しまりあり。粘性欠ける。

� �N�ɿ��

第 328 図　1 区 SI-27・28 カマド遺構実測図
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̥区 SI-28（第 328·329 図、第204·207表、　図版九五）

　位置　調査区南東隅にあたる A;-69 グリッドに位置する。　重複関係　SI-27 と重複していたものと思わ

れる。　平面形状・規模　カマドのみが確認できた状態で、壁は遺存していない。　主軸方向　不明。　֬

ೝ状گ　SI-27 と同様に遺存状況が極めて悪く、カマドの燃焼部および掘方の一部のみが確認された。　カマ

ド　燃焼部とみられる不整形の掘方と、Ԏಓ一部とみられるピット状の掘方からなる。燃焼部の掘方は南北

85㎝、東西 95㎝、深さ 15㎝である。　出土遺物　土師器坏１点を図示した。このほかに土師器甕２点 2.49

ｇが出土している。　時期　９世紀後葉。

̥区 SI-35（第 330·331図、第204·208 表、　図版九五・一四一）

　位置　調査区南東部にあたる A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　SI-37 より古く、SI-36 より新しい。

　平面形状・規模　重複によって西側を失っているが、方形を基調とした竪穴建物の西壁以外を確認した。

東西で 3.5 ｍ、南北で 2.8 ｍほどである。壁は遺存状況の良い部分で 32㎝ほどである。　主軸方向　N-0°

　覆土　レンζ状の堆積状況を示しており、自然堆積とみられる。　床面　確認された範囲では貼床等は確

遺物　土師器甕１点、須恵器高台付坏１点、石 1点を図示した。このほかに土師器坏 11点 26.63 ｇ、甕 14

点 303.93 ｇが出土している。　時期　９世紀中葉。

2

1

3

4

SI-28SI-27

� ��DN�ɿ�

第 329 図　1 区 SI-27・28 カマド出土遺物実測図

第 207 表　1 区 SI-27・28 カマド出土遺物観察表

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

329 1 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　-
器高　1.8

外面2.5:6/3
にぶい㐋
内面2.5:7/3
浅黄

砂粒微量 不良 底部 1/3
残存、高
台部ܽଛ

覆土中 P区 SI-27
一ׅ

329 2 土師器
小形甕

口径（16.0）
底径　-
器高ʦ5.0ʧ

5:R5/6
明褐

砂粒・黒色粒
子少量

良好 口縁部Ϥコナデ
部ナデ

口縁〜ᰍ
部一部残
存

覆土中 P区 SI-27
一ׅ

327 3 カマド
構築材

長　12.2
幅　10.6
厚　11.4
重　1801.5

砂ؠ 一部残存 覆土中 P区 SI-27

329 4 土師器か
坏

口径　-
底径　6.6
器高ʦ2.6ʧ

7.5:R6/6
橙

砂粒・白Ӣ
少量

良好 口縁部〜内面ロクロナ
デ
底部手持ちϔラέζリ
後ナデ

底部 2/3
残存

覆土中 P区 SI-28
カマド
P 区 SI-27
一ׅ



ʵ ��1 ʵ

第 1�節　1区

認されず、地山であるローム層および重複する SI-36 の覆土を床面としている。　柱穴等　確認されていない。

　カマド　北壁中央に位置している。遺存状況が極めて悪く、下部の掘方のみが確認された。平面形は楕円

形で、南北 75㎝、東西 74㎝、深さは５㎝ほどである。掘方の埋土である暗褐色土には多量の焼土粒子が

含まれており、燃焼面の一部である可能性がある。　出土遺物　土師器坏１点、甑か１点、甕２点、須恵器

坏５点、高台付坏２点、甕２点を図示した。書が１・２・５・６の４点に確認されている。１は「」か。

２は「㢡」かଇఱ文ࣈ「ఱ」と考えられる。そのほかは不明である。このほかに土師器坏 34点 411.47 ｇ、

高台付坏７点 64.62 ｇ、鉢１点 40.8 ｇ、甕 97点 1429.77 ｇ、須恵器坏 59点 513.5 ｇ、甕６点 180.16 ｇ、

陶器１点 2.82 ｇが出土している。　時期　９世紀中葉。

14

14

11

14

SI-35

SI-36

SI-37

SI-39

SK-33

SK-34

SI-35 SI-36SI-36

SI
-3
5

SI
-3
6

SI-35

SI-35 カマド SI-36 カマド

1 52 24

1
3

5
SI
-3
6カ
マ
ド

1

1

1

2
3

89 109

2
3

4
5

6
7

1
8

11

SI-35・36
１　褐色土　　ローム粒子少量、焼土粒子・炭化物粒子微量。
　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
２　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量、焼土
　　　　　　　やや少量、炭化物粒子微量。しまりあり。
　　　　　　　粘性欠ける。
３　明褐色土　山砂やや多量、焼土粒子少量。しまりあり。
　　　　　　　粘性欠ける。
４　褐色土　　ローム粒子やや少量、焼土粒子少量。しまり
　　　　　　　あり。粘性欠ける。
５　暗褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量、焼土
　　　　　　　粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。

SI-35　カマド
１　暗赤褐色土　焼土粒子多量、焼土ブロックやや多量、ローム粒子少量、炭化物粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
SI-36　カマド
１　灰褐色土　　粘土ブロックやや多量、焼土粒子少量、炭化物粒子微量。しまりあり。粘性ややあり。（天井崩落土）
２　褐色土　　　粘土粒子やや少量、ローム粒子・焼土粒子少量。しまりややあり。粘性欠ける。
３　褐色土　　　ローム粒子やや多量、焼土粒子少量。しまり欠ける。粘性欠ける。（掘方埋土）
４　明褐色土　　ローム粒子・焼土粒子やや多量、山砂少量。しまりあり。粘性欠ける。（煙道天井崩落土）
５　褐色土　　　焼土粒子やや多量、ローム粒子・山砂少量。しまりあり。粘性欠ける。（流入土）
６　明褐色土　　焼土・山砂やや多量、ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性ややあり。（天井崩落土）
７　暗赤褐色土　焼土粒子・焼土ブロック多量。しまり欠ける。粘性欠ける。（燃焼部底面）
８　明褐色土　　ローム粒子多量、山砂やや多量、焼土粒子・暗褐色土粒子少量。しまり欠ける。粘性ややあり。
９　明褐色土　　ローム粒子多量、暗褐色土粒子やや多量、焼土粒子少量。しまりあり。粘性欠ける。
10　暗黄褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量。しまりあり。粘性ややあり。

A A'

B
B'

A A'

B
B'

C C'

D
D'

C C'

D
D'

E E'

E E'

F
F'

F
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� �N�ɿ��
-������N

� �N�ɿ��
-������N

� �N�ɿ��
-������N

第 330 図　1 区 SI-35・36 遺構実測図
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̥区 SI-36（第 330·331図、第204·208 表、　図版九五 · 一四一）

　位置　調査区南東部にあたる A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　SI-35・37・39、SK-33 と重複し

ており、本遺構が古いとみられる。　平面形状・規模　重複によって南側を中心に大きく削平されているが、

方形を基調とした竪穴建物の北壁および西・東壁の一部を確認した。東壁で４ｍ、北壁で 2.5m以上である。

壁は遺存状況の良い部分で 21㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -30° - Ｗ　覆土　SI-35 に近似した褐色土や、

山砂を多く含んだ明褐色土が堆積している。　床面　確認された範囲では貼床等は確認されておらず、地山

であるローム層を床面としている。　柱穴等　確認されていない。　カマド　東壁中央に位置し、SI-35 から

1
2 3

4

56

7

8

9

10

11

12 13

14

15

16

17

18
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SI-35

SI-36

対面

第 331 図　1 区 SI-35・36 出土遺物実測図
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の破壊をま͵がれた床下の部分が存在する。地山由来のロームを多量に含む明褐色土を積んで構築した袖と、

それに挟まれた燃焼部を確認した。袖は幅 47 ㎝、竪穴壁からの長さ 55 ㎝、高さ 10 ㎝、両袖間の幅 40 ㎝

ほどとなっている。燃焼部および袖の内側ともに、ݦஶな焼土化はみられず、焼土粒子の堆積も少ない。　

出土遺物　カマド脇から高台付坏が出土している。土師器坏２点、高台付坏１点、須恵器坏２点を図示した。

書が 14・15・16 の３点で確認され、14は側面の対面に「」の書がある。このほかに土師器坏 24点

182.06 ｇ、甕 26点 348.75 ｇ、須恵器蓋１点 10.2 ｇが出土している。　時期　９世紀前葉。

第 208 表　1 区 SI-35・36 出土遺物観察表

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

331 1 土師器
坏

口径　-
底径　-
器高ʦ3.2ʧ

外面10:R4/2
灰黄褐
内面N2/0
黒

砂粒微量 良好 口縁部外面〜
内面黒色ॲཧ
書あり「」
か

外面ロクロナデ
内面ϔラミガキ

口縁部一
部残存

覆土中 P区 SI-35

331 2 須恵器
坏

口径（13.8）
底径　6.8
器高　4.0

2.5:6/2
灰㐋

砂粒・礫少量、
色粒子微量

良好 書あり「㢡」
かଇఱ文ࣈ
「ఱ」

ロクロ目ݦஶ
底部ϔラ切り後ナデ

口縁〜体
部 1/3 残
存、底部
完存

覆土中 P区 SI-35 ӹ子࢈

331 3 須恵器
坏

口径（14.0）
底径（6.8）
器高ʦ3.8ʧ

5:6/1
灰

砂粒微量 良好 体部下端手持ちϔラέ
ζリ
底部ϔラέζリ

口縁部
1/4、底部
1/3 残存

覆土中 P区 SI-35 地不明࢈

331 4 須恵器
坏

口径（16.8）
底径　-
器高ʦ4.8ʧ

外面5:4/1
灰
内面2.5:5/2
暗灰黄

砂粒・礫微量 良好 ロクロ目ݦஶ 口縁部
1/5 残存

覆土中 P区 SI-35 地不明࢈

331 5 須恵器
坏

口径　-
底径　-
器高ʦ3.4ʧ

外面2.5:7/1
灰白
内面5:6/1
灰

砂粒・礫微量 良好 書あり ロクロ目ݦஶ 口縁部一
部残存

覆土中 P区 SI-35 地不明࢈

331 6 須恵器
坏

口径　-
底径　-
器高ʦ1.0ʧ

外面7.5:R5/4
にぶい褐
内面10:R5/3
にぶい黄褐

砂粒・白Ӣ
微量

良好 底部内面書
あり

底部ϔラ切り後ナデ 底部一部
残存

覆土中 P区 SI-35 ӹ子࢈

331 7 須恵器
高台付坏

口径（12.8）
底径　-
器高ʦ5.0ʧ

外面5:R6/6
橙
内面10:R7/6
明黄褐

砂粒少量 良好 ロクロナデ
高台貼付

口縁部
1/5 残存

覆土中 P区 SI-35 ӹ子࢈

331 8 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　8.2
器高ʦ2.6ʧ

外面5:5/2
灰オリーブ
内面2.5:5/1
黄灰

砂粒・礫少量 良好 底部ϔラ切り後ナデ
高台貼付

底部ほぼ
完存

覆土中 P区 SI-35 ӹ子࢈

331 9
土師器
甑か

口径（24.0）
底径　-
器高ʦ18.2ʧ

外面10:R5/3
にぶい㐋褐
内面5:R2/1
黒

砂粒微量 良好 口縁部Ϥコナデ
部λς方向のϔラミ
ガキ
内面Ϥコ方向のϔラミ
ガキ

口縁部
1/4 残存

覆土中 P区 SI-35

331 10 土師器
甕

口径（19.0）
底径　-
器高ʦ10.2ʧ

外面5:R5/6
明褐
内面7.5:R4/3
褐

砂粒・礫少量 良好 口縁部Ϥコナデ
部内外面ナデか

口縁部
1/5 残存

覆土中 P区 SI-35

331 11 土師器
甕

口径（20.0）
底径　-
器高ʦ8.6ʧ

5:R5/6
明褐

砂粒少量 良好 口縁部Ϥコナデ
部ハέ目

口縁部
1/4 残存

床上約
15Dm

P 区 SI-35
NP.1

331 12 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高ʦ3.1ʧ

5:5/2
灰オリーブ

砂粒・礫少量 良好 Ϥコナデ 口縁部一
部残存

覆土中 P区 SI-35 ӹ子࢈

331 13 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高ʦ11.9ʧ

10:R4/1
褐灰

砂粒・礫少量 良好 部外面平行λλキ
内面ナデ

部一部
残存

覆土中 P区 SI-35 ӹ子࢈

331 14 土師器
高台付坏

口径　15.4
底径　8.7
器高　6.4

外面10:R6/4
にぶい㐋橙
内面7.5:R3/1
黒褐

砂粒・白Ӣ
微量

良好 内面黒色ॲཧ
書あり「」
高台貼付

口縁部外面ロクロナデ
体〜底部外面回సϔラ
έζリ
内面ϔラミガキ
高台貼付

口縁部一
部ܽଛ

カマド
付近

P区 SI-36
カマド
NP.1

331 15 土師器
坏

口径　-
底径　-
器高ʦ3.0ʧ

外面10:R6/4
にぶい㐋橙
内面N3/0
暗灰

砂粒微量 良好 内面黒色ॲཧ
書あり

外面ロコロナデ
内面ϔラミガキ

口縁部一
部残存

覆土中 P区 SI-36

331 16 土師器
坏

口径　-
底径　-
器高ʦ2.6ʧ

外面10:R6/4
にぶい㐋橙
内面7.5:2/1
黒

砂粒微量 良好 内面黒色ॲཧ
書あり

外面ロコロナデ
内面ϔラミガキ

体部一部
残存

覆土中 P区 SI-36

331 17 須恵器
坏

口径　-
底径（7.0）
器高ʦ3.0ʧ

7.5:R5/4
にぶい褐

砂粒少量、礫
एׯ

不良 体部下端ϔラέζリ
底部ϔラ切り後ナデ

体部 1/8、
底部 1/4
残存

覆土中 P区 SI-36 ӹ子࢈

331 18 須恵器
坏

口径　-
底径（8.0）
器高ʦ2.2ʧ

7.5:R5/4
にぶい褐

砂粒微量、黒
色粒子एׯ

不良 体部下端ϔラέζリ
底部ϔラ切り後ナデ

体部一部、
底部 1/4
残存

覆土中 P区 SI-36 ӹ子࢈
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̥区 SI-37（第 332d334図、第204·209 表、図版九五 · 九六 · 一四一 · 一四二）

　位置　調査区南東部にあたる A9・A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　SI-35・36・39 と重複してお

り、本遺構が新しいとみられる。　平面形状・規模　南西隅が失われているが東西 3.2 ｍ、南北３ｍの方形

である。面積は 9.6 ㎡で、壁は遺存状況の良い部分で 34㎝ほどである。　主軸方向　N-90° - Ｅ　覆土　５

層に分層され、５層は貼床、褐色土と明褐色土が堆積する。自然埋没と定される。　床面　ほぼ全面に

ロームブロックを多量に含む明褐色土を用いた貼床が構築されている。貼床の厚さはおおむね８㎝ほどだが、

北側部分では最大 15㎝ほどと厚くなっている。　柱穴等　西壁中央際と推定される位置に直径 25㎝、深さ

11㎝ほどの小型のピットが存在する。　カマド　北壁中央および東壁中央にそれぞれ位置している。北カマ

ドから東カマドに作り替えている。北カマドは　竪穴壁からுり出したԎಓ部分の一部とみられる部分が遺

存していた。東西南北ともに 65㎝、深さ 15㎝ほどである。東カマドはロームブロックを多量に含む明褐色

SI-35

SI-36

SI-39

P1

北カマド

東カマド

東カマド 北カマド

SI-37

18

1

19・25
5

2

22710

24

20

12

4

3 6

12
4

3
6

18 1

7
22

2
519
・2

5

24

10

支
脚

支
脚

1 2

52

1
3

4

5
3

東カマド

北
カ
マ
ド

1
2

5
6

1
2

3
8
910

3

1

2
3

4

SI-37
１　褐色土　　ローム粒子やや少量、ロームブロック・焼土粒子少量、
　　　　　　　炭化物粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。
２　明褐色土　ローム粒子やや多量、焼土粒子やや少量、ロームブロック
　　　　　　　少量。しまりやや欠ける。粘性やや欠ける。
３　明褐色土　ローム粒子やや多量、ロームブロック・焼土粒子微量。
　　　　　　　しまりやや欠ける。粘性あり。
４　明褐色土　ローム粒子・灰色土粒子やや多量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性あり。
５　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量、灰色粘土ブロック少量。
　　　　　　　しまりややあり。粘性あり。（貼床）

4*���ɹ౦ΧϚυ
̍� ඍྔɻ͠·Γ͚ܽΔɻ೪ੑ͋Γɻࢠগྔɺমཻ࠭ࢁɾࢠ৭ɹɹɹɹϩʔϜཻ
̎� փ৭ɹɹɹ࠭ࢁଟྔɺমཻࢠඍྔɻ͠·Γ͋Γɻ೪ੑ͋Γɻ
̏� ҉৭ɹɹԽཻࢠଟྔɺমཻࢠଟྔɻ
̐� փ৭೪࣭ɹ࠭ࢁओମɻমཻࢠগྔɻ͠·Γ͋Γɻ೪ੑ͚ܽΔɻʢఱҪ͔ʣ
̑� ҉৭ɹɹমओମɻϩʔϜཻࢠඍྔɻ͠·Γ͋Γɻ೪ੑ͚ܽΔɻ
̒� গྔɻ͠·Γ͚ܽΔɻ೪ੑ͚ܽΔɻࢠɾমཻࢠ৭ɹɹɹɹϩʔϜཻ
� � ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ�����������ʢྲྀೖʣ
̓� ϒϩοΫࠞ߹ɻ͠·Γ͚ܽΔɻ࠭ࢁɾࢠɾԽཻࢠ৭ɹɹɹমཻ҉
� ɹɹɹɹɹɹɹ೪ੑ͋Γɻ
̔� গྔɻ͠·Γ͋Γɻ೪ੑ͋Γɻʢକʣࢠଟྔɺমཻࢠ৭ɹɹɹϩʔϜཻ໌
̕� ԫ৭ɹɹɹϩʔϜϒϩοΫ͔ΒͳΔɻ͠·Γ͚ܽΔɻ೪ੑ͚ܽΔɻʢఱҪ͔ʣ
��� փ৭೪࣭ɹ೪ଟྔɺϩʔϜཻࢠଟྔɺমཻࢠඍྔɻ͠·Γ͋Γɻ೪ੑ�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ͚ܽΔɻʢକʣ

4*���ɹΧϚυ
̍ɹ҉ԫ৭ɹমཻࢠଟྔɺϩʔϜཻࢠɾমϒϩοΫ
ɹɹɹɹɹɹɹɹগྔɻ͠·Γ͋Γɻ೪ੑ͚ܽΔɻ
̎ɹ৭ɹɹɹϩʔϜཻࢠଟྔɺমཻࢠগྔɻ͠·Γ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ͋Γɻ೪ੑ͋Γɻ
̏ɹ҉৭ɹমཻࢠଟྔɺϩʔϜཻࢠগྔɺԽཻࢠඍྔɻ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ͠·Γ͋Γɻ೪ੑ͚ܽΔɻ
̐ɹ৭ɹɹɹϩʔϜཻࢠଟྔɺমཻࢠগྔɻ͠·Γ͋Γɻ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ೪ੑ͚ܽΔɻ

A A'

A
A'

B
B'

B
B'

D'
D

C C'

C C'

D'
D

E
E'

E
E'
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第 332 図　1 区 SI-37 遺構実測図
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土および黄褐色土を積んで構築した袖と燃焼部が確認された。袖は幅 40㎝、竪穴壁からの長さ 50㎝、高さ

16㎝、両袖間の幅 45㎝で、カマドのࠨ袖の遺存状態はあまり良くない。燃焼部および袖の内側にはݦஶな

焼土化範囲はみられず、ఱҪの崩落土とみられる土に、焼土粒子がやや多く含まれている。中央には大きめ

のׂ石が置かれており支脚として用いたものと考えられる。また石の上には土師器坏を中心に５〜６ຕの土

師器片（3・6）が置かれており、石の手前にも逆位（12）および斜位（4）の状態の土師器が出土している。

これらはカマド廃絶時におけるԿらかのّྱ行為とみられる。　出土遺物　土師器坏６点、１ࡼ点、埦か１点、

高台付坏１点、鉢１点、甕１点、須恵器坏５点、高台付坏１点、１ࡼ点、壺２点、瓦１点、砥石４点を図示

した。10は側面で書が確認された。「大ྖ」か。11・12・13 は「㢡」かଇఱ文ࣈ「ఱ」。このほかに土師

器坏 44点 339.5 ｇ、高台付坏４点 32.75 ｇ、甕 84点 857.15 ｇ、須恵器坏 52点 336.3 ｇ、蓋１点 11.6 ｇ、

鉢１点 11.64 ｇ、甕 14点 196.89 ｇ、瓦１点 79.92 ｇが出土している。　時期　９世紀中葉。

1 4
2

9
10 11

12

13

3

5
6

14

7

15

16

8

18

19

17

� ��DN�ɿ�

第 333 図　1 区 SI-37 出土遺物実測図 (1)
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ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

333 1 土師器
坏

口径　13.8
底径　6.6
器高　4.6

外面10:R5/2
灰黄褐
内面7.5:R4/2
灰褐

砂粒微量 良好 内面黒色ॲཧ
被熱

外面口縁〜体部ロクロ
ナデ
内面ϔラミガキ
底部ࢳ切り

ほぼ完形 床上約
10㎝

P区 SI-37
NP.2

333 2 土師器
坏

口径（12.8）
底径　6.5
器高　4.2

外面10:R7/4
にぶい黄橙
内面N2/0
黒

砂粒少量、礫
微量

良好 内面黒色ॲཧ
書あり

外面口縁〜体部ロクロ
ナデ
底部ࢳ切り後ϔラέζ
リ
内面ϔラミガキ

口縁部
1/4 残
存、底部
完存

床面直
上

P区 SI-37
NP.5

333 3 土師器
坏

口径（13.6）
底径（7.0）
器高　3.9

外面10:R5/3
にぶい黄褐
内面10:R6/3
にぶい黄橙

砂粒微量 良好 一部被熱 口縁〜体部ロクロナデ
底部ࢳ切り
内面ϔラミガキ

口縁部
1/2、底
部 1/4 残
存

東カマ
ド内

P区 SI-37
カマド
NP.9・東カ
マド

↔ ↔

↔

↔

↔

22 23

24
25

20
21

� ��DN�ɿ�

第 334 図　1 区 SI-37 出土遺物実測図 (2)

第 209 表　1 区 SI-37 出土遺物観察表
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333 4 土師器
坏

口径　13.3
底径　6.6
器高　5.3

外面7.5:R5/4
にぶい褐
内面N2/0
黒

砂粒少量 良好 内面黒色ॲཧ 外面口縁〜体部ロクロ
ナデ
下端ϔラέζリ
底部ࢳ切り後ナデ
内面ϔラミガキ

口縁部
1/3 ܽଛ

東カマ
ド内

P区 SI-37
カマド NP.3

333 5 土師器
坏

口径　-
底径　7.0
器高ʦ1.2ʧ

外面10:R6/4
にぶい黄橙
内面2.5G:2/1
黒

砂粒・黒色粒
子少量、礫微
量

良好 内面黒色ॲཧ
被熱か

底部ࢳ切り
内面ϔラミガキ

底部完存 床面直
上

P区 SI-37
NP.4

底部周囲
をܽく

333 6 土師器
坏

口径　-
底径　6.5
器高ʦ0.9ʧ

外面10:R5/3
にぶい黄褐
内面10:R6/3
にぶい黄橙

砂粒・礫微量 良好 底部ࢳ切り
内面ϔラミガキ

底部 1/2
残存

東カマ
ド内

P区 SI-37
カマド
NP.10

333 7 須恵器
坏

口径　13.6
底径　7.8
器高　3.7

5:5/2
オリーブ灰

砂粒・礫少量 良好 底部ϔラ切り後ナデ 口縁部
2/3 残
存、底部
完存

床面直
上

P区 SI-37
NP.6・8

ӹ子࢈

333 8 須恵器
坏

口径　14.0
底径　7.2
器高　3.8

2.5:6/2
灰黄

砂粒・礫微量 良好 底部ϔラ切り後ナデ ほぼ完形 東カマ
ド内

P区 SI-37
東カマド

ӹ子࢈

333 9
須恵器
坏

口径（13.2）
底径　7.6
器高　4.7

10:R5/3
にぶい黄褐

砂粒・礫微量 やや
不良

黒色物付着 底部ϔラ切り後ナデ 口縁部
1/3、底
部 2/3 残
存

東カマ
ド内

P区 SI-37
7 カマド・
カマド・東
カマド

ӹ子࢈か

333 10 須恵器
坏

口径（13.2）
底径　6.8
器高　3.4

5:5/1
灰

砂粒・礫少量 良好 書「大ྖ」か 底部ϔラ切り後ϔラέ
ζリ

口縁部
2/3 ܽଛ

東カマ
ド内

P区 SI-37
NP.9

ӹ子࢈

333 11 須恵器
坏

口径（13.8）
底径　7.4
器高　3.6

5:5/2
灰オリーブ

砂粒・礫少量 良好 書あり「㢡」か
ଇఱ文ࣈ「ఱ」

ロクロ目ݦஶ 口縁〜底
部 1/3 残
存

覆土中 P区 SI-37 ӹ子࢈

333 12 土師器
ࡼ

口径　12.7
底径　5.7
器高　2.5

外面10:R6/3
にぶい黄橙
内面7.5:R3/1
黒褐

砂粒少量 良好 内面黒色ॲཧ
書あり
「㢡」かଇఱ文ࣈ
「ఱ」

外面体部ロクロナデ
底部ࢳ切り
内面ϔラミガキ

完形 東カマ
ド内

P区 SI-37
カマド NP.2

333 13 土師器
埦か

口径　-
底径　-
器高ʦ5.2ʧ

外面10:R6/4
にぶい黄橙
内面N2/0
黒

砂粒微量 良好 内面黒色ॲཧ
書あり「㢡」か
ଇఱ文ࣈ「ఱ」

外面ロクロナデ
内面ϔラミガキ

体部一部
残存

覆土中 P区 SI-37

333 14 土師器
高台付坏

口径　-
底径（7.6）
器高ʦ2.9ʧ

外面10:R6/4
にぶい黄橙
内面N2/0
黒

砂粒微量 良好 内面黒色ॲཧ 内面ϔラミガキ
高台貼付

底〜高台
部 1/4 残
存

覆土中 P区 SI-37

333 15 須恵器
高台付坏

口径　-
底径（9.6）
器高ʦ3.0ʧ

外面5:4/1
灰
内面2.5:3/1
黄灰

砂粒微量 良好 ロクロナデ
高台貼付

底〜高台
部 1/6 残
存

覆土中 P区 SI-37 堀ϊ内࢈
P区 SI-
39-5 と同
一

333 16 須恵器
ࡼ

口径（17.0）
底径　-
器高ʦ1.4ʧ

10:R7/4
にぶい㐋橙

砂粒・白Ӣ
微量

不良 ロクロナデ 口縁部
1/6 残存

覆土中 P区 SI-37 ӹ子࢈

333 17 土師器
鉢

口径　11.4
底径　8.0
器高　7.5

外面7.5:R4/2
灰褐
内面10:R2/1
黒

砂粒微量 良好 内外面炭化物付着
被熱

ロクロナデ・ナデ
底部ࢳ切り

完形 覆土中 P区 SI-37
東カマド・
貼床中
P 区 SI-39

333 18 須恵器
壺

口径　-
底径（10.8）
器高ʦ13.4ʧ

外面2.5:4/1
㐋灰
内面10:R5/1
灰褐

砂粒・礫多量 良好 外面体部下端手持ちϔ
ラέζリ

部
1/6、底
部 1/2、
高台部
1/3 残存

床上約
15㎝

P区 SI-37
NP.1

ӹ子࢈

333 19 須恵器
壺

口径　-
底径　-
器高ʦ11.5ʧ

外面7.5:6/1
灰
内面2.5:6/1
黄灰

砂粒・礫多量、
黒色粒子少量

良好 自然ᬵ付着 ロクロ目ݦஶ 部 1/4
残存

床面直
上

P区 SI-37
NP.3

ӹ子࢈

334 20 土師器
甕

口径　-
底径（8.0）
器高ʦ10.7ʧ

外面5:R5/6
明褐
内面7.5:R5/3
にぶい褐

砂粒・礫多量 良好 内外面ߥれている 内面ナデか 部
1/4、底
部 1/2 残
存

東カマ
ド内

P区 SI-37
カマド NP.1

334 21 ঁ瓦

厚　1.6
重　239.68

外面10:R6/3
にぶい黄橙
内面7.5:R5/4
にぶい褐

砂粒多量、礫
少量、色粒
子微量

やや
不良

凸面֨子λλキ
凹面布目痕
側面ϔラέζリ

一部残存 貼床中 P区 SI-37
貼床中

334 22 石製品
砥石

長　10.1
幅　6.6
厚　3.7
重　374.62

砂ؠ やや黒くなってい
る
被熱

磨面ݚ 1面 一部残存 床面直
上

P区 SI-37
NP.7

334 23
石製品
砥石か

長　11.0
幅　5.3
厚　4.8
重　343.0

砂ؠ 磨かݚ 一部ܽଛ 貼床中 P区 SI-37
貼床中

334 24 石製品
砥石

長　16.3
幅　8.5
厚　7.8
重　1013.0

砂ؠ 磨面ݚ 3面
被熱

一部残存 床上約
6㎝

P区 SI-37
NP.10

334 25 石製品
砥石か

長　19.6
幅　7.6
厚　5.5
重　738.2

砂ؠ 磨面ݚ 1面か ほぼ完存 床面直
上

P区 SI-37
NP.3
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̥区 SI-39（第 335·336 図、第204·210 表、図版九六・一四二）

　位置　調査区南東部にあたる A9・A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　SI-36・37、SK-34・38 と重

複しており、SI-37、SK-38 より古く、他より新しい。　平面形状・規模　東西方向にわずかに長い方形で、

東西 3.4 ｍ、南北 3.2 ｍ、面積は 10.88 ㎡、壁は遺存状況の良い部分で 43㎝ほどである。　主軸方向　N-0°

　覆土　７層に分層される。７層は貼床、他はロームブロックが多く含まれる。　床面　竪穴の北壁〜西壁

側にはロームブロックを含む褐色土を用いた厚さ５㎝未満の貼床が構築されている。対に南壁〜東壁側は

地山であるローム層を床面としている。床面はおおむね平坦ではあるが、貼床が構築される北〜西方向に向

かってわずかに傾斜している。　柱穴等　確認されていない。　カマド　北壁中央に位置している。SI-37 に

破壊されているため遺存状況は悪く黄褐色土で構築した袖の片方と、竪穴壁から外側にுり出す掘方を確認

した。袖は幅 25㎝、竪穴壁からの長さ 30㎝、高さ 12㎝である。袖の内側などに焼土化範囲は認められない。

掘方の規模は南北 60㎝、東西 54㎝、深さ５㎝で、焼土粒子がやや多く含まれる褐色土が堆積している。　

出土遺物　土師器甕２点、須恵器坏３点、高台付坏２点、壺１点、甕２点、瓦１点を図示した。1は側面に

書が認められる。このほかに土師器坏 18 点 138.37 ｇ、高台付坏１点 23.75 ｇ、甕 43 点 697.21 ｇ、須

恵器坏 25点 260.13 ｇ、高台付坏１点 24.27 ｇ、壺２点 9.07 ｇ、甕１点 52.52 ｇ、瓦２点 77.04 ｇが出土

している。　時期　９世紀中葉。

B
B'

D
D'

C C'

A A'

調査区外

SI-37

SI-36

SK-33

SK-34

SK-38

カマド

SI-39

8

9・11

10

1

4
D

D'

1
2

C C'

1
2

3

A A'
1

23 6

7

6

B
B'

5
2

3
4

5

6
7

SI
-3
7

8
9・

11

10

1
4

41

10
9・11

8

 SI-39
１　明褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック・焼土粒子微量。
　　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
２　褐色土　　　ローム粒子少量、ロームブロック微量。しまりあり。粘性
　　　　　　　　欠ける。
３　明褐色土　　ローム粒子多量、ロームブロックやや多量、焼土粒子微量。
　　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。
４　褐色土　　　ローム粒子少量、ロームブロック微量。しまりやや欠ける。
　　　　　　　　粘性ややあり。
５　褐色土　　　ローム粒子やや多量、ロームブロック少量。しまりやや欠ける。
　　　　　　　　粘性ややあり。
６　暗黄褐色土　ローム主体。しまりややあり。粘性ややあり。
７　褐色土　　　ローム粒子・ロームブロック多量。しまりあり。粘性やや欠ける。(貼床)

 SI-39　カマド
１　褐色土　　ローム粒子やや少量、焼土粒子少量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性ややあり。
２　褐色土　　焼土粒子やや多量、ローム粒子少量、ロームブロック微量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性やや欠ける。
３　黄褐色土　ローム土からなる。しまりややあり。粘性ややあり。（袖）

� �N�ɿ��
-������N

� �N�ɿ��
-������N

第 335 図　1 区 SI-39 遺構実測図
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第 336 図　1 区 SI-39 出土遺物実測図
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２　方形竪穴

　調査区の北端の台地上に１基確認されている。

̥区 SK- １（第337図、第211表、図版九六・九七）

　位置　調査区北西端の AS・AT-63 グリッドに位置している。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南東

側が調査区外であるが、北東－南西方向に長い、東西 3.6 ｍ以上、南北 3.6 ｍ、深さ 0.4mほどの浅い掘り込

みの中央に、ͻと回り小さい長軸２ｍ、短軸 1.6m、深さ１ｍほどの深い竪穴が掘られている。　主軸方向　

Ｎ -40° - Ｅ　覆土　ローム粒子・鹿沼軽石粒子やロームブロックを多く含んでいる。　床面　上段・下段は

黒色土中に作られており、いずれも平坦となっており、壁は垂直に立ち上がる。　柱穴等　下段竪穴の北東

壁 (P1) と南西壁 (P2) の中央に直径 30㎝、深さ 120 ㎝ほどの柱穴が位置している。　出土遺物　図示できる

第 210 表　1 区 SI-39 出土遺物観察表

第 211 表　1 区方形竪穴計測表

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

336 1 須恵器
坏

口径（13.0）
底径（6.4）
器高　4.4

2.5:6/3
にぶい黄

砂粒多量、礫
少量

良好 書あり ロクロ目ݦஶ
体部下端〜底部一方向ϔ
ラέζリ

口縁部
1/4、体部
1/2 残存、
底部完存

床上約
36㎝

P区 SI-39
NP.5

堀ϊ内࢈

336 2 須恵器
坏

口径（12.4）
底径（6.6）
器高　3.8

2.5:4/1
㐋灰

砂粒・礫少量 良好 刻書あり ロクロ目ݦஶ 1/4 残存 覆土中 P区 SI-39 ӹ子࢈

336 3 須恵器
坏

口径（12.2）
底径（6.4）
器高　4.4

5:6/2
灰オリーブ

砂粒・礫少量 良好 刻書か ロクロ目ややݦஶ 1/5 残存 覆土中 P区 SI-39 ӹ子࢈

336 4 須恵器
高台付坏

口径　-
底径　7.5
器高ʦ5.1ʧ

2.5:5/2
暗灰黄

砂粒・礫少量 良好 内面痕・ຎ 底部ϔラέζリ
高台貼付

体部一部
残存、底
部〜高台
完存

床上約
36㎝

P区 SI-39
NP.6

ӹ子࢈
స用ݛか

336 5 須恵器
高台付坏

口径　-
底径（9.0）
器高ʦ3.8ʧ

2.5:3/1
黄灰

砂粒・礫微量 良好 ロクロ目ݦஶ
高台貼付

体部一部、
底部〜高
台部 1/4
残存

覆土中 P区 SI-39 堀ϊ内࢈
P区 SI-37-
15 と同一

336 6 土師器
甕

口径（12.4）
底径　-
器高ʦ4.8ʧ

10:R4/2
灰黄褐

砂粒・礫・白
Ӣ少量

良好 やや黒化 口縁部Ϥコナデ
部内面ナデ

口縁部
1/4 残存

覆土中 P区 SI-39

336 7 土師器
甕か

口径　-
底径　6.6
器高ʦ2.3ʧ

外面5:R6/6
橙
内面5:R4/4
にぶい褐

砂粒・礫微量 良好 部下端ϔラέζリ
内面ロクロナデ
底部ࢳ切り

底部完存 覆土中 P区 SI-39

336 8 須恵器
壺

口径　-
底径　14.0
器高ʦ19.5ʧ

外面7.5:5/1
灰
内面2.5:5/1
黄灰
ᬵ7.5:8/3
୶㐋

砂粒・礫少量 良好 外面自然ᬵ付着 部外面平行λλキ後ナ
デ消し
内面上半斜め方向のϔラ
ナデ
下半λς方向のϔラナデ
底部ナデ

体部 1/2
残存、底
部完存

床面直
上

P区 SI-39
NP.1

ӹ子࢈

336 9 須恵器
甕

口径（21.8）
底径　-
器高ʦ4.8ʧ

外面5:4/1
灰
内面2.5:4/1
黄灰
ᬵN2/0
黒

砂粒少量 良好 内面自然ᬵ付着 ロクロナデ 口縁部
1/8 残存

床面直
上

P区 SI-39
NP.2

ӹ子࢈

336 10 須恵器
甕

口径　-
底径（21.0）
器高ʦ16.8ʧ

外面5:5/1
灰
内面2.5:6/2
灰黄

砂粒・礫少量 良好 部外面֨子λλキか
内面ナデ・ແ文具痕あ
り

部〜底
部一部残
存

床面直
上

P区 SI-39
NP.4

ӹ子࢈

336 11 ঁ瓦

厚　2.1
重　1691.0

外面
7.5:R6/6
橙
内面
7.5:R4/4
褐

砂粒・礫多量 不良 凸面֨子λλキ後ࢦナデ
凹面布目痕・ࢳ切り痕
側面ϔラέζリ
端面ϔラέζリ

ほぼ完形 床面直
上

P区 SI-39
NP.2

隅落とし

遺構൪߸ 位置 主軸方向 形状 東西
（m）

南北
（m）

深さ
（m） 断面形 出土

遺物 重複関係・උ考

SK-1 AS☲AT-63 N-40° -E 長方形 3.60 <3.60> 1.00 ശ形 有
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遺物はないが、土師器坏２点 12.54 ｇ、甕５点 50.73 ｇ、須恵器坏１点 11.07 ｇ、蓋１点 10.6 ｇ、甕３点

106.36 ｇが出土している。出土した遺物は流れ込みと推測される。　時期　形状から中近世か。

３　土坑

　台地の上・竪穴建物跡の周辺に 25基が確認されている。

遺構൪߸ 位置 主軸方向 形状 長軸
（m）

短軸
（m）

深さ
（m） 断面形 出土

遺物 重複関係・උ考

SK-2 AT-63 N-25° -8 楕円形 0.90 0.82 0.20 逆台形 ແ
SK-3 AT-63 N-35° -E 不整楕円形 1.20 1.02 0.25 逆台形 ແ
SK-4 AT☲AU-63 N-50° -8 楕円形 1.73 0.56 0.20 ശ形 有 SI-5 より新
SK-6 AU-64 N-0° 楕円形 0.48 0.44 0.55 U 状ࣈ ແ 柱穴か
SK-7 AU-64 N-50° -E ଦ円形 0.84 0.80 0.16 逆台形 有 SK-8 より古
SK-8 AU-64 N-30° -8 L 形ࣈ 1.30 0.92 1.15 段有 ແ SK-7 より新　柱穴か
SK-9 AU-64 N-0° 楕円形 0.62 0.40 0.40 U 状ࣈ ແ
SK-12 A8-66 N-0° 楕円形 0.70 0.60 0.12 U 状ࣈ ແ
SK-13 A8-66 - 円形 0.62 0.62 0.20 ശ形 ແ
SK-14 A8-66 N-60° -E 楕円形 0.58 0.50 0.12 ശ形 ແ
SK-15 A8☲A9-67 N-5° -8 隅丸長方形 2.06 1.32 1.40 逆台形 ແ ؕし穴か
SK-16 A9-67 N-0° 隅丸長方形 2.00 1.20 1.30 逆台形 ແ ؕし穴か
SK-20 A9-67ŋ68 N-30° -8 楕円形 1.28 0.94 0.24 段有 ແ
SK-22 A:-68ŋ69 N-30° -8 楕円形 1.90 0.75 0.55 ശ形 ແ
SK-23 A:-68 N-80° -8 楕円形 0.95 0.85 0.25 逆台形 有
SK-24 A;-68 N-35° -E 不整楕円形 1.35 0.58 0.26 段有 有
SK-25 A;-68 N25° -8 楕円形 0.60 0.50 0.50 U 状ࣈ 有
SK-26 A;-68 N-0° 楕円形 0.62 0.60 0.43 逆台形 有
SK-29 A;-69 N-20° -8 ଦ円形 0.60 0.55 0.45 逆台形 ແ
SK-30 A;-69 N-50° -E 楕円形 0.57 0.52 0.23 U 状ࣈ ແ
SK-31 A;-69 N-40° -8 ଦ円形か （0.65） 0.40 0.53 ശ形 ແ 柱穴か
SK-32 A:-68 N-70° -E 楕円形 0.70 0.60 0.07 状ࡼ ແ
SK-33 A:-68 不明 楕円形か 0.56 <0.30> 0.15 状ࡼ 有 SK-34 より古　SI-36 より新
SK-34 A:-68 不明 楕円形 1.30 1.25 0.40 ശ形 有 SI-39 より古　SK-33 より新
SK-38 A9ŋA:-68 不明 円形か <0.64> 0.96 0.32 逆台形 有 SI-39 より新

調査区外

調査区外

SK-1

34

6

3

5

2

1

3

6

3

5

1

B
B'

A A'

A A'

B
B'

4,��
̍ɹࠇ৭ɹϩʔϜཻࢠগྔɻ͠ ·Γ͚ܽΔɻ೪ੑ͋Γɻ
̎ɹ৭ɹɹϩʔϜཻࢠগྔɺ,1ཻࢠඍྔɻ͠·Γ
ɹɹɹɹɹɹɹ͚ܽΔɻ೪ੑ͋Γɻʢ֧ཚʣ
̏ɹ໌৭ɹϩʔϜཻࢠɾϩʔϜϒϩοΫɾ,1ཻࢠɾ
ɹɹɹɹɹɹɹ,1ϒϩοΫଟྔɻ͠ ·Γ͚ܽΔɻ೪ੑ͋Γɻ
̐ɹ໌৭ɹ೪࣭ɻ͠·Γ͚ܽΔɻʢ,1ͷԼͷʣ
̑ɹ৭ɹɹϩʔϜཻࢠɾϩʔϜϒϩοΫɾ,1ཻࢠɾ
ɹɹɹɹɹɹɹ,1ϒϩοΫଟྔʢ�ΑΓগͳ͍ʣɻ
ɹɹɹɹɹɹɹ͠·Γ͚ܽΔɻ೪ੑ͋Γɻ
̒ɹ৭ɹɹϩʔϜཻࢠɾϩʔϜϒϩοΫɾ,1ཻࢠɾ
ɹɹɹɹɹɹɹ,1ϒϩοΫগྔɻ͠·Γ͚ܽΔɻ
ɹɹɹɹɹɹɹ೪ੑ͋Γɻ
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第 337 図　1 区 SK-1 遺構実測図

第 212 表　1 区土坑計測表
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̥区 SK- ２（第338図、第212 表）

　位置　調査区北西端にあたる AT-63 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向に長い楕円形である。長軸 90㎝、短軸 82㎝、深さ 20㎝である。　主軸方向　Ｎ -25° - Ｗ　覆土　地山

由来のローム粒子を多量、ロームブロックを微量に含んでいる。　底面　ローム層中に作られており、凹凸

が目立つ。壁は緩やかに立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK- ３（第338図、第212 表）

　位置　調査区北西端にあたる AT-63 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向に長い、やや不整な楕円形である。長軸 120 ㎝、短軸 102 ㎝、深さ 25㎝である。　主軸方向　Ｎ -35°

- Ｅ　覆土　不明。　底面　ローム層中に作られており、やや凹凸が目立つがおおむね平坦となっている。壁

は比較的急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK- ４（第338図、第212 表）

　位置　調査区北西側にあたる AT・AU-63 グリッドに位置する。　重複関係　SI-5 と重複しており、本遺構

が新しい。　平面形状・規模　北西－南東方向に細長く৳びる楕円形である。長軸 173 ㎝、短軸 56㎝、深

さ 20㎝である。　主軸方向　Ｎ -50° - Ｗ　覆土　ローム粒子をやや多く含む褐色土が堆積している。　底

面　ローム層中に作られており、平坦となっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　図示できる

遺物はないが、土師器甕２点 23.77 ｇ、須恵器甕１点 14.16 ｇが出土している。　時期　不明。

̥区 SK- ６（第338図、第212 表、図版九七）

　位置　調査区北西側にあたる AU-64 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向にわずかに長い楕円形である。長軸 48㎝、短軸 44㎝、深さ 55㎝である。後述する覆土や底面の様૬か

ら柱穴とみられる。　主軸方向　N-0°　覆土　いずれの層も地山由来のロームブロックを多量に含む。１

層は柱痕跡、２・３層は柱穴掘方埋土とみられる。　底面　ローム層中に作られており、丸みを帯びている。

底面中央の１層直下の地山は直径 35㎝ほどの範囲が変色・硬化しており、柱痕跡とみられるが、周囲の他に

ピットが確認されていないため、土坑としてѻった。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK- ７（第338図、第212 表）

　位置　調査区北西側にあたる AU-64 グリッドに位置する。　重複関係　SK-8 と重複しており、本遺構が古

い。　平面形状・規模　長軸 84㎝、短軸 80㎝、深さ 16㎝の楕円形である。　主軸方向　Ｎ -50° - Ｅ　覆

土　地山由来のローム粒子・ロームブロックを多量に含む褐色土および明褐色土が堆積しており、人為的な

埋め戻しとみられる。　底面　ローム層中に作られており、やや凹凸が目立つが、おおむね平坦となっている。

壁は比較的緩やかに立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器鉢１点 18.69 ｇ、須恵器甕

１点 49.24 ｇが出土している。　時期　不明。

̥区 SK- ８（第338図、第212 表）

　位置　調査区北西側にあたる AU-64 グリッドに位置する。　重複関係　SK-7 と重複しており、本遺構が新

しい。　平面形状・規模　Lࣈ形をしており、長軸 130 ㎝、短軸 92㎝、深さは最大で 115 ㎝である。　主
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軸方向　Ｎ -30° - Ｗ　覆土　地山由来のロームで構成される明褐色土が堆積しており、人為的な埋め戻しと

みられる。　底面　丸みを帯びており、壁はほぼ垂直で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期

　不明。

̥区 SK- ９（第338図、第212 表）

　位置　調査区北部にあたる AU-64 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方向

にわずか長い楕円形である。長軸 62㎝、短軸 40㎝、深さ 40㎝である。　主軸方向　Ｎ -0°　覆土　ロー

ム粒子・ロームブロックをわずかに含む褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、丸み

を帯びている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK-12（第 338図、第212 表、図版九七）

　位置　調査区中央部にあたる A8-66 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向にわずかに長い楕円形となっている。長軸 70㎝、短軸 60㎝、深さ 12㎝である。　主軸方向　Ｎ -0°　

覆土　暗褐色土が２層堆積している。２層はローム粒子が多く含まれている事から人為的な埋戻しの可能性

が高い。　底面　ローム層中に作られており、丸みを帯びている。　出土遺物　出土していない。　時期　

不明。

̥区 SK-13（第 338図、第212 表、図版九七）

　位置　調査区中央部にあたる A8-66 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　直径

62㎝ほどの円形で、深さは 20㎝ほどである。　覆土　地山由来のローム粒子が多量に含まれた明褐色土で

あり、人為的な埋め戻しの可能性が高い。　底面　ローム層中に作られており、おおむね平坦となっている。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK-14（第 338図、第212 表、図版九七）

　位置　調査区中央部にあたる A8-66 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西

方向にわずかに長い楕円形となっている。長軸 58㎝、短軸 50㎝、深さ 12㎝となっている。　主軸方向　

Ｎ -60° - Ｅ　覆土　地山由来のローム粒子を多量に含む暗褐色土が堆積しており、人為的な埋め戻しとみら

れる。　底面　ローム層中に作られており、底面は平坦となっており、壁は垂直となっている。　出土遺物

　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK-15（第 338図、第212 表、図版九七）

　位置　調査区中央部にあたる A8・A9-67 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　

南北方向に長い隅丸長方形となっている。長軸 206 ㎝、短軸 132 ㎝、深さ 140 ㎝である。　主軸方向　Ｎ -

５°-Ｗ　覆土　黒褐色系または褐色系の土が５層確認された。全体的にしまりのある層が多い。　底面　ロー

ム層中に作られており、平坦となっている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時

期　不明。形状や覆土の状況からؕし穴と考えられる。
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̥区 SK-20（第 339図、第212 表）

　位置　調査区中央部にあたる A9-67・68 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南

北方向に長い楕円形となっている。長軸 128 ㎝、短軸 94㎝、深さ 24㎝である。　主軸方向　Ｎ -30° - Ｗ

　覆土　褐色または灰褐色系の土が堆積している。いずれも焼土粒子や炭化物が含まれる。　底面　ローム

層中に作られており、丸みを帯びている。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK-22（第 339図、第212 表、図版九八）

　位置　調査区南東部にあたる A:-68・69 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南

北方向に長い楕円形で、長軸 190 ㎝、短軸 75㎝、深さ 55㎝である。　主軸方向　Ｎ -30° - Ｗ　覆土　６

層確認した。地山由来とみられる褐色・暗黄褐色土と流入土とみられる暗褐色系の土に大ผされる。　底面

　ローム層中に作られており、平坦となっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　出土していない。

　時期　不明。

̥区 SK-23（第 339図、第212 表）

　位置　調査区南東部にあたる A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西方

向にわずかに長い楕円形で、長軸 95 ㎝、短軸 85 ㎝、深さ 25 ㎝である。　主軸方向　N-80° -8　覆土　

地山由来のローム粒子を含む褐色土が２層確認された。　底面　ローム層中に作られており、平坦となって

いる。壁は緩やかな立ち上がりを示す。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器坏１点 20.15 ｇ、甕

１点 9.85 ｇ、須恵器坏１点 26.32 ｇが出土している。　時期　不明。

̥区 SK-24（第 339図、第212 表）

　位置　調査区南東隅にあたる A;-68 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西方

向に長い不整な楕円形である。長軸 135 ㎝、短軸 58㎝、深さ 26㎝である。　主軸方向　Ｎ -35° - Ｅ　覆

土　褐色土１層である。　底面　ローム層中に作られている。西側が深く、東側が浅くなる。壁は比較的急

斜度で立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はないが、須恵器坏１点 8.47 ｇ、甕１点 11.58 ｇが出土し

ている。　時期　不明。

̥区 SK-25（第 339図、第212 表）

　位置　調査区南東隅にあたる A;-68 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向にやや長い楕円形である。長軸 60 ㎝、短軸 50 ㎝、深さ 50 ㎝ほどである。　主軸方向　N-25° -8　覆

土　締まりのある褐色土と、ローム粒子を多量に含む明褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作ら

̥区 SK-16（第 338図、第212 表、図版九八）

　位置　調査区中央部にあたる A9-67 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向に長いやや不整な隅丸長方形となっている。長軸 200 ㎝、短軸 120 ㎝、深さ 130 ㎝である。　主軸方向

　Ｎ -0°　覆土　10層に区分した地山由来のロームブロックや鹿沼軽石を多く含んでいる。　底面　ローム

層中に作られており、平坦となっている。壁は垂直に立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　

不明。形状や覆土の状況からؕし穴と考えられる。
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れており、やや丸みを帯びている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土

師器坏４点 24.06 ｇ、甕３点 13.61 ｇ、須恵器甕１点 16.54 ｇが出土している。　時期　不明。

̥区 SK-26（第 339図、第212 表）

　位置　調査区南東隅にあたるA;-68グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　楕円形で、

長軸 62㎝、短軸 60㎝、深さ 43㎝である。　主軸方向　Ｎ -0°　覆土　地山由来のローム粒子をやや多く

含んだ明褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平坦となっている。　出土遺物　図

示できる遺物はないが、土師器甕４点 19.5 ｇ、須恵器甕１点 35.49 ｇが出土している。　時期　不明。

̥区 SK-29（第 339図、第212 表）

　位置　調査区南東隅にあたる A;-69 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向にわずかに長いଦ円形で、長軸 60㎝、短軸 55㎝、深さ 45㎝である。　主軸方向　Ｎ -20° -8　覆土　

明褐色土と暗黄褐色土の２層を確認した。いずれも地山由来とみられるローム粒子を多く含んでいる。　底

面　ローム層中に作られている。幅狭く、丸みを帯びており、壁は急斜度に近い形で立ち上がっている。　

出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK-30（第 339図、第212 表）

　位置　調査区南東隅にあたる A;-69 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西方

向に長い楕円形で、長軸 57㎝、短軸 52㎝、深さ 23㎝である。　主軸方向　Ｎ -50° - Ｅ　覆土　地山由来

とみられるローム粒子を多く含む明褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、底面は丸

みを帯びる。壁は比較的緩やかな立ち上がりを示す。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK-31（第 339図、第212 表、図版九八）

　位置　調査区南東隅にあたる A;-69 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南側半

分が調査区外であるが、円形基調の土坑とみられる。確認できた範囲で長軸 65 ㎝以上、短軸 40 ㎝、深さ

53㎝である。　主軸方向　Ｎ -40° - Ｗ　覆土　地山由来のローム粒子を多量に含む明褐色土と、中央に堆

積する褐色土からなり、堆積状況から柱穴の可能性も考えられる。　底面　ローム層中に作られており、平

坦となっている。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK-32（第 339図、第212 表）

　位置　調査区南東隅にあたる A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西方

向に長い楕円形で、長軸 70 ㎝、短軸 60 ㎝、深さ７㎝である。　主軸方向　Ｎ -70° - Ｅ　覆土　褐色土が

１層堆積している。　底面　ローム層中に作られており、やや丸みを帯びる。壁は非常に緩やかに立ち上がる。

　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̥区 SK-33（第 339図、第212 表、図版九八）

　位置　調査区南東部にあたる A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　SI-36 より新しく、SK-34 より古い。

　平面形状・規模　SK-34 により西側が失われているが、楕円形とみられる。遺存している範囲で長軸 56㎝、
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SK-2
１　褐色土　　ローム粒子・暗褐色土ブロック少量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。
２　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック微量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。

SK-4
１　褐色土　ローム粒子やや多量、ローム
　　　　　　ブロック少量。しまりややあり。
　　　　　　粘性ややあり。

SK-6
１　明褐色土　　ローム粒子多量、ロームブロック
　　　　　　　　少量。しまりややあり。粘性欠ける。
２　明褐色土　　ローム粒子・ロームブロック多量、
　　　　　　　　暗褐色土ブロック少量。しまりやや
　　　　　　　　あり。粘性ややあり。
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック主体。
　　　　　　　　暗黄褐色土ブロック少量。しまり
　　　　　　　　あり。粘性ややあり。

SK-7・8
１　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック主体。暗褐色土ブロック
　　　　　　　微量。しまり欠ける。粘性あり。
２　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック主体。暗褐色土粒子が
　　　　　　　1層より多い。しまり欠ける。粘性あり。
３　褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック微量。しまりあり。
　　　　　　　粘性ややあり。
４　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック微量。しまりあり。
　　　　　　　粘性あり。

SK-9
１　褐色土　　ローム粒子少量、ロームブロック微量。しまり欠ける。粘性あり。

SK-12
１　暗褐色土　ローム粒子やや多量、ロームブロック・炭化物粒子・黒褐色土
　　　　　　　粒子少量。しまりややあり。粘性あり。
２　暗褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量、黒褐色土粒子微量。
　　　　　　　しまりやや欠ける。粘性あり。

SK-13
１　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック・暗褐色土ブロック少量、
　　　　　　　炭化物粒子微量。しまりあり。粘性やや欠ける。

SK-14
１　暗褐色土　ローム粒子やや多量、ロームブロック・
　　　　　　　　炭化物粒子少量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

SK-16
１　暗褐色土　ローム粒子やや少量、ロームブロック微量。しまりややあり。粘性あり。
２　暗褐色土　ロームブロックやや多量、ローム粒子やや少量。しまりあり。粘性欠ける。
３　褐色土　　ローム粒子少量、KP 粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。
４　褐色土　　ローム粒子やや少量、KP 粒子微量。しまり欠ける。粘性ややあり。
５　明褐色土　ローム粒子やや多量、KP 粒子微量。しまり欠ける。粘性ややあり。
６　暗褐色土　ローム粒子・KP 粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。
７　明褐色土　ローム粒子やや多量、KP 粒子微量。しまり欠ける。粘性ややあり。
８　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロックやや多量。しまり欠ける。粘性あり。
９　黄褐色土　ロームブロック・KP ブロック主体。褐色土ブロック少量。しまりあり。
　　　　　　　粘性あり。
10　黄褐色土   ローム粒子・ロームブロックと暗褐色土の互層。KP ブロック少量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。

SK-15
１　黒褐色土　ローム粒子・KP 粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
２　褐色土　　KP 粒子多量、ローム粒子少量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性あり。
３　暗褐色土　ローム粒子やや多量、KP 粒子少量、ロームブロック　
　　　　　　　微量。しまりややあり。粘性あり。
４　明褐色土　ローム粒子多量。しまりやや欠ける。粘性あり。
５　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック・暗褐色土混合土。しまり
　　　　　　　ややあり。粘性あり。

A A'

A A'
89.40m

A A'

A A'
89.90m

� �N�ɿ��

第 338 図　1 区 SK-2 〜 4・6 〜 9・12 〜 16 遺構実測図
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SK-20
１　褐色土　　　炭化物粒子やや多量、ローム粒子微量。しまり欠ける。粘性ややあり。
２　灰褐色土　　ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。
３　明灰褐色土　ローム粒子・炭化物粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。

SK-22
１　暗褐色土　　ローム粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
２　褐色土　　　ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性ややあり。
３　暗黄褐色土　ローム主体。しまりあり。硬い。粘性欠ける。
４　暗褐色土　　ローム粒子やや多量、  赤褐色土粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
５　褐色土　　　ローム粒子やや多量、赤褐色土粒子微量。しまりあり。粘性ややあり。
６　褐色土　　   ローム粒子やや多量。しまりあり。硬い。粘性欠ける。

SK-23
１　褐色土　ローム粒子少量。しまりややあり。粘性欠ける。
２　褐色土　ローム粒子やや多量。しまり欠ける。粘性ややあり。

SK-24
１　褐色土　ローム粒子やや少量、炭化物粒子少量、
　　　　　　ロームブロック微量。しまりややあり。粘性欠ける。

SK-25
１　褐色土　　ローム粒子やや少量、ロームブロック微量。
　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
２　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性やや欠ける。

SK-26
１　明褐色土　ローム粒子やや多量、ロームブロックやや少量、
　　　　　　　焼土粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。

SK-29
１　明褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック微量。
　　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
２　暗黄褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量。
　　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-30
１　明褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック少量、
　　　　　　　　炭化物粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。

SK-31
１　褐色土　　しまりやや欠ける。粘性欠ける。（表土）
２　褐色土　　ローム粒子少量。しまりあり。硬い。粘性欠ける。
３　褐色土　　ローム粒子少量（2層より少ない）、ロームブロック微量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性ややあり。
４　明褐色土　ローム粒子やや多量、ロームブロック少量。しまりやや
　　　　　　　あり。粘性やや欠ける。
５　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性ややあり。

SK-32
１　褐色土　　ローム粒子少量、赤褐色土粒子微量。しまりあり。
　　　　　　　粘性欠ける。

SK-33・34
１　明褐色土　ローム粒子多量、暗褐色土粒子やや多量、ロームブロック少量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。
２　明褐色土　ローム粒子少量、ロームブロック・KP粒子・赤褐色土粒子微量。
　　　　　　　しまりややあり。粘性ややあり。

SK-38
１　褐色土　　しまり欠ける。粘性欠ける。（表土）
２　褐色土　　ローム粒子少量。しまりあり。粘性欠ける。
３　暗褐色土　ローム粒子・焼土粒子少量。しまり欠ける。粘性ややあり。
４　暗褐色土　焼土粒子やや多量、焼土ブロック少量。しまり欠ける。粘性あり。
５　褐色土　　ローム粒子少量、焼土粒子微量。しまり欠ける。粘性ややあり。

� �N�ɿ��

第 339 図　1 区 SK-20・22 〜 26・29 〜 34・38 遺構実測図
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短軸 30㎝以上、深さ 15㎝である。　主軸方向　不明。　覆土　ローム粒子を少量含む明褐色土が堆積して

いる。　底面　ローム層中に作られ、平坦となっている。壁は底面よりほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物

　図示できる遺物はないが、土師器坏３点 8.65 ｇ、甕６点 29.72 ｇが出土している。　時期　不明。

̥区 SK-34（第 339図、第212 表、図版九八）

　位置　調査区南東部にあたる A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　SK-33 より新しく、SI-39 より古い。

　平面形状・規模　東西方向にわずかに長い楕円形で、長軸 130 ㎝、短軸 125 ㎝、深さ 40㎝である。　主

軸方向　不明。　覆土　地山由来とみられるローム粒子を多量に含む明褐色土が堆積している。　底面　ロー

ム層中に作られており、平坦となっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はな

いが、土師器坏７点 29.58 ｇ、甕６点 29.31 ｇが出土している。　時期　不明。

̥区 SK-38（第 339·340 図、第212·213 表、図版九八・一四二・一五〇）

　位置　調査区南東部にあたる A9・A:-68 グリッドに位置する。　重複関係　SI-39 と重複しており、本遺

構が新しい。　平面形状・規模　南西側が調査区外であるが、円形基調の土坑とみられる。確認できた範囲で、

長軸 64㎝以上、短軸 96㎝、深さ 32㎝である。　主軸方向　不明。　覆土　ローム粒子や焼土粒子を含む

暗褐色土や褐色土が堆積している。　底面　ローム層中につくられ平坦となっている。壁は緩やかな立ち上

がりを示す。　出土遺物　土師器坏１点、高台付坏１点、鉄製品１点を図示した。３の子はਕઌが欠ける。

このほかに土師器坏 10点 30.37 ｇ、甕７点 46.8 ｇ、須恵器坏４点 15.77 ｇが出土している。　時期　９世

紀中葉。

1 2

3

� ��DN�ɿ�
（1･2）

� �DN�ɿ�
（3）

第 213 表　1 区 SK-38 出土遺物観察表

第 340 図　1 区 SK-38 出土遺物実測図

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

340 1 土師器
坏

口径（14.8）
底径　-
器高ʦ4.1ʧ

外面10:R7/4
にぶい黄橙
内面10:R5/2
灰黄褐

砂粒・礫少量 良好 口縁〜体部外面ロクロナ
デ
底部下端回సϔラέζリ
内面ϔラミガキ

口縁〜体
部 1/5 残
存

床面上
約 10
㎝

P区 SK-38
NP.2

340 2 土師器
高台付坏

口径　-
底径　8.1
器高ʦ4.4ʧ

外面10:R6/4
にぶい黄橙
内面7.5:R3/1
黒褐

砂粒少量 良好 内面黒色ॲཧ 体部下端ϔラέζリ
内面ϔラミガキ
高台貼付

底部完存 床面上
約 15
㎝

P区 SK-38
NP.1

340 3 鉄製品
子

長ʦ12.91ʧ
幅　1.52
厚　0.55
重　16.36

両関 ਕ部一部
ܽଛ

床面上
約 12
㎝

P区 SK-38
NP.3
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４　ピット

　Ｐ区では調査区の南東端の台地の落ち際に集中して 15基のピットが確認されている。計測表にまとめてい

る。このうちいくつかは掘立柱建物や柵列になる可能性も推測される。（P-40・47・48・52 など）

P-54

P-53

P-52

P-51

P-50
P-49

P-48

P-47

P-46
P-45

P-44
P-43

P-42P-41

P-40

SK-31

SK-30 SK-29

SI-28カマド

SI-27カマドSK-23
SK-24

SK-26SK-25

SK-32

SI-36
SI-35

SI-39

SI-37

SK-22SK-38 SK-34

SK-33

AY-68

AY-69

AZ-68

AZ-69

BA-68

BA-69

� �N�ɿ���

第 214 表　1 区ピット計測表

第 341 図　1 区ピット平面図

遺構൪߸ 位置 主軸方向 形状 長軸
（m）

短軸
（m）

深さ
（m）

出土
遺物 重複関係・උ考

P-40 A:·A;-68 N-0° 楕円形 0.35 0.30 0.13 ແ

P-41 A;-68 - 円形 0.25 0.25 0.25 ແ

P-42 A;-68 - 円形 0.25 0.25 0.10 ແ

P-43 A;-68 N-0° 楕円形 0.25 （0.20） 0.28 ແ P-44 と重複

P-44 A;-68 N-0° 楕円形 0.23 （0.20） 0.37 ແ P-43 と重複

P-45 A;-68 N-0° 楕円形 0.28 （0.25） 0.11 ແ P-46 と重複

P-46 A;-68 N-0° 楕円形 0.23 （0.20） 0.20 ແ P-45 と重複

P-47 A:-68 - 円形 0.46 0.46 0.17 ແ

P-48 A:-69 N-0° 楕円形 0.40 0.32 0.12 ແ

P-49 A:-69 N-90° -E 楕円形 0.20 0.15 0.29 ແ

P-50 A:-69 - 円形 0.33 0.32 0.30 ແ

P-51 A:-69 N-49° -E 楕円形 0.36 0.20 0.30 ແ

P-52 A:-69 - 円形 0.27 0.27 0.41 ແ

P-53 A;-69 N-0° 楕円形 0.30 0.25 0.26 ແ

P-54 A;-69 N-0° 楕円形 0.27 0.20 0.27 ແ
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５　遺構外の遺物

　表土中から出土したものを掲載する。

̥区遺構外の遺物（第 342図、第 215表）

　土師器の高台付坏と盤と推測される須恵器が出土している。

1 2

� ��DN�ɿ�

第 215 表　1 区遺構外出土遺物観察表

第 342 図　1 区遺構外出土遺物実測図

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

342 1 土師器
高台付坏

口径　-
底径（8.0）
器高ʦ3.0ʧ

外面7.5:R6/6
橙
内面7.5:R5/4
にぶい褐

砂粒・礫少量 良好 内面黒色ॲཧ
外面ߥれている

外面ロクロナデか
内面ϔラミガキ
高台貼付

底部 1/3
残存

表࠾ P区
中部一ׅ

黒色ॲཧ
大部分消
失

342 2 須恵器
盤か

口径　-
底径（6.4）
器高ʦ3.6ʧ

2.5:5/2
暗灰㐋

砂粒・礫少量 良好 外面自然ᬵ付着 高台貼付 底部一部
残存

表࠾ P区
中部一ׅ

ӹ子࢈
金属器模
฿
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第 19 節　̦区

　Ｑ区は、本遺跡の南端、東から西に傾斜する台地〜斜面上に立地する。竪穴建物跡 10軒、溝２条、土坑７

基が確認されている。確認面はロームで、表土下約 0.5mである。

70

71

72

73

AU AV AW

AV-71

AW-72

SI-2

SI-7

SK-11
SK-5

SD-3

SI-12 SK-22

SI-4

SI-21

SK-23

SK-24

SX-19

SI-9

SI-10

SD-6

SD-6

SD-6

SK-8

SK-13
SI-20

SI-16カマド

SI-18
カマド

撹乱

Q区

S区

86.2m

86.3m

86.4m

86.5m

86.6m
86.7m

86.7m

86.5m

86.8m

86.9m

86.8m

86.9m

87.0m

87.0m

87.1m

87.1m

� �N�ɿ���

第 343 図　2 区全体図
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１　竪穴建物跡

　調査区中央の台地〜斜面上に 10軒の竪穴建物跡が集中して確認されている。

̦区 SI- ２（第 344図、第216·217表、図版九九）

　位置　調査区中央部にあたる AV-71 グリッドに位置する。　重複関係　SK-8 と重複しているが、新旧関係

は不明である。　平面形状・規模　重複および削平によって壁がほとんど遺存しておらず、壁溝や床の硬化

範囲で確認した。南西側は重複によって詳細不明であるが、東壁が 4.9 ｍほどであることから、一辺５ｍほ

どの方形の竪穴建物と考えられる。　主軸方向　Ｎ -10° - Ｗ　覆土　地山由来とみられるローム粒子を多量

に含む暗褐色土が堆積している。　床面　貼床等は認められず、地山であるローム層を床面としている。や

や凹凸が目立ち、中央部分では踏み締まりとみられる硬化が認められた。東壁周辺では幅 12〜 30 ㎝、深さ

2〜 4㎝の壁溝が確認されている。　柱穴等　４基の柱穴を確認した。P1 が長軸 30 ㎝、短軸 25 ㎝、深さ

15㎝、P2は長軸 25㎝、短軸 20㎝、深さ 15㎝、P3は長軸 35㎝、短軸 20㎝、深さ 30㎝、P4は長軸 55㎝、

短軸 40㎝、深さ 35㎝である。　貯蔵穴　カマド脇にあたる北東隅部分に位置する (P5)。東西方向に長い長

方形で、長軸 85㎝、短軸 75㎝、深さ 35㎝である。底面は床面と同様にローム層中に作られており、丸み

を帯びている。覆土はロームブロックや焼土・炭化物を含む灰褐色土・褐色土・明褐色土など５層がブロッ

ク状の堆積を示す。　カマド　北壁中央に位置している。遺存状況は悪く、燃焼部の一部と下部の掘方のみ

遺存していた。南北方向に長い楕円形で、長軸 140 ㎝、短軸 120 ㎝、深さ 10㎝ほどである。燃焼部である

掘方埋土は褐色に焼土化し、焼土化範囲は下部のローム層にまでٴんでいる。　出土遺物　土師器坏１点、

甕１点、甑１点を図示した。このほかに土師器坏６点 33.26 ｇ、甕 14点 361.28 ｇ、須恵器坏２点 2.78 ｇ、

甕１点 11.12 ｇが出土している。　時期　６世紀後葉。

第 216 表　2 区竪穴建物跡計測表

遺構番号 位置 主軸方向 形状 東西 
（m）

南北 
（m）

深さ 
（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 出土 

遺物 重複関係

SI-2 AV-71 N-10° -W 方形か (5.00) (5.00) - 4 無 有 有 有 有 SK-8 と重複

SI-4 AT-70 不明 方形か [1.30] [2.30] 0.10 無 無 有 無 有 無 SK-5 より古

SI-7 AU-70 N-80° -E 方形か [2.20] 2.90 - ２ 無 有 無 無 無

SI-9 AV·AW-71 N-24° -E 方形 4.60 [3.50] 0.10 4 2 有 無 有 有 SI-20･SD-6 より古 
SI-10 より新

SI-10 AV·AW-71 不明 方形 [0.92] [0.80] 0.12 無 無 無 無 無 無 SI-9 より古

SI-12 AU-71 N-65° -E 方形 [3.50] 5.50 0.20 4 無 有 無 有 有 SD-6 より古

SI-16 
カマド AV-71 N-60° -W 不整楕円形 - - 0.07 無 無 有 無 無 無 SI-21 より古か

SI-18 と重複

SI-18 
カマド AV-71 N-38° -W 不整楕円形 - - 0.07 無 無 有 無 無 有 SI-21 より古か

SI-16 と重複

SI-20 AV-71 N-115° -E 方形か [5.00] [3.00] 0.12 無 無 有 無 有 有 SD-6、S9-19 より古
SI-9･21 より新

SI-21 AU·AV-71 
AV-72 N-0° 方形 6.80 [2.80] 0.08 2 無 有 無 有 有

SI-20､SD-6､SK-23､S9-19
より古 
SI-16･18 より新
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1

2

3

石

P1
P2

P3P4

P5

P4 P5

SK-8

P1 P2 P3

カマド

SI-2

1

2
4

6
3

5
5 7

1

1

89 1011

122

D D'B B' C C' E E' F F'

A
A'

B
B'

C
C'

D
D'

E

E'

F
F'

G G'

H
H
'

G G'

H
H
'

A
A'
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第 344 図　2 区 SI-2 遺構・出土遺物実測図

第 217 表　2 区 SI-2 出土遺物観察表

ૠ図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

344 1 土師器 
坏

口径（16.0） 
底径　- 
器高［3.5］

外面 5YR5/4 
にぶい赤褐 
内面 7.5YR6/4 
にぶい橙

砂粒微量 良好 内外面 漆仕上げ 口縁部 ヨコナデ 
体部外面 ナデ 
内面 ナデ後ヘラミガキ

口縁部
1/4 残存

覆土中 Q 区 SI-2

344 2 土師器 
甕

口径　24.0 
底径　- 
器高［5.0］

外面 10YR7/4 
にぶい黃橙 
内面 7.5YR6/6 
橙

砂粒・礫少量 良好 荒れている 内外面ヨコナデ 口縁部
1/2 残存

貯蔵穴
覆土中

Q 区 SI-2 
貯蔵穴

344 3 土師器 
ࠋ

口径　- 
底径（11.0） 
器高［12.0］

外面 7.5YR5/4 
にぶい褐 
内面 10YR1.7/1 
黒

砂粒・礫少量 良好 外面 黒色物付着 
内面 黒色処理

外面 ヘラケズリ 
内面 ヘラミガキ

底部 1/4
残存

貯蔵穴
覆土中

Q 区 SI-2 
貯蔵穴
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̦区 SI- ４（第 345図、第216 表、図版一〇〇）

　位置　調査区西部にあたるAT-70 グリッドに位置する。　重複関係　SK- ５と重複しており、本遺構が古い。

　平面形状・規模　大部分が調査区外であることから、詳細不明であるが、方形を基調とした竪穴建物の北

東隅と北壁・東壁の一部とみられる。確認できた範囲で、東西 1.3 ｍ以上、南北 2.3 ｍ以上、壁は遺存状況

の良い部分で 10㎝ほどである。　主軸方向　不明。　覆土　地山由来とみられるローム粒子を多量に含む褐

色土が堆積している。　床面　確認できた範囲では貼床等はみとめられず、ローム層を床面としている。ま

た壁に沿って幅 25㎝、深さ５㎝未満の壁溝が巡っている。　柱穴等　確認されていない。　カマド　北壁中

央に位置している。北西側の一部が調査区外であるとともに、削平のӨڹで、袖などは遺存しておらず、燃

焼部と下部の掘方を確認した。長軸 55㎝、短軸 35㎝以上、深さ５㎝ほどである。燃焼部は焼土粒子を多量

に含む暗褐色土やローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。燃焼部底面にあたる地山部分も焼土化

していた。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̦区 SI- ７（第 346図、第216 表、図版一〇〇）

　位置　調査区北部にあたる AU-70 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　西側が削

平され消失しているが、方形とみられる。東西２.2 ｍ以上、南北 2.9 ｍ、壁はほとんど遺存していなかった。

　主軸方向　Ｎ -80° -E　覆土　貼床の構築土とみられるロームブロックを多量に含む暗黄褐色土が堆積し

ている。　床面　確認された範囲では全面に貼床が施されている。　柱穴等　２基が確認され、北壁に接す

る位置に P1、南東隅付近に P2が存在する。P1は南北方向に長い楕円形で長軸 62㎝、短軸 36㎝、深さ 40

㎝である。P2は東西方向に長い楕円形で、長軸 45㎝、短軸 35㎝、深さ 43㎝である。　カマド　東壁中央

に位置している。遺存状況が良くなく、確認できたのは燃焼部およびԎಓの下部と掘方である。長軸 70㎝、

短軸 60㎝、掘方の深さは 11㎝である。燃焼部は良く焼けており、褐色に焼土化している。　出土遺物　

出土していない。　時期　不明。

SK-5

SI-4

カマド

SK-5

調査区外

調
査
区
外

調
査
区
外

SI-4

1

1

1

2

2

調
査
区
外

4*��
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第 345 図　2 区 SI-4 遺構実測図
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̦区 SI- ９（第 347図、第216・218 表、図版一〇〇 · 一四二）

　位置　調査区南東部にあたる AV・A8-71 グリッドに位置する。　重複関係　SI-10・20、SD- ６と重複し

ており、SI-20・SD- ６より古く、SI-10 より新しい。　平面形状・規模　北東隅は調査区外、南側は重複に

よって遺存状況が悪いが、方形を基調とした竪穴建物である。東西 4.6 ｍ、南北 3.5 ｍ以上、壁は遺存状況

の良い部分で 10㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -24° - Ｅ　覆土　ローム粒子をやや多く含む暗褐色土が堆

積している。　床面　貼床等は認められず、地山であるローム層を床面としており、平坦となっている。　

　一部床面が焼けており、P1-P2 間に 1箇所（ 1）、P3 西側に１箇所（ 2）、いずれも直径 30 ㎝前後

で、床面がわずかに焼土化する程度である。また北・西壁では壁に沿って、幅 30㎝、深さ５㎝ほどの壁溝が

巡っている。　柱穴等　方形に巡る４基の柱穴を確認した。いずれも楕円形で、P1が長軸 60㎝、短軸 50㎝、

深さ 60㎝、P2 が長軸 54 ㎝、短軸 50㎝、深さ 75㎝、P3 が長軸 50 ㎝、短軸 45㎝、深さ 60㎝、P4 が長

軸 50㎝、短軸 37㎝、深さ 23㎝である。　カマド　北壁中央に位置している。北東側が調査区外であるが、

明褐色土を積んで構築した袖と燃焼部とԎಓ、下部の掘方が遺存していた。袖は幅 38㎝、竪穴壁からの長さ

25 ㎝、高さ 17 ㎝、両袖間の幅 65 ㎝である。燃焼部底面は褐色に焼土化している。　出土遺物　土師器

埦と推定されるもの１点、須恵器坏２点を図示した。1は流れ込みと考えられる。このほかに土師器甕 14点

248.39 ｇ、須恵器坏１点 4.09 ｇ、蓋１点 12.35 ｇ、壺１点 81.19 ｇ、甕１点 6.83 ｇが出土している。　

時期　８世紀中葉

̦区 SI-10（第 347図、第216 表、図版一〇一）

　位置　調査区南東部にあたる AV・A8-71 グリッドに位置する。　重複関係　SI- ９と重複しており、本遺

構が古い。　平面形状・規模　大部分が重複によって失われており、確認できたのは方形基調の竪穴の南東

隅部分とみられる範囲である。東西 0.92 ｍ以上、南北 0.8 ｍ以上、深さ 12 ㎝である。　主軸方向　不明。

　覆土　ローム粒子を多量に含んだ褐色土が堆積している。　床面　確認できた範囲では貼床等は認められ

ず、地山であるローム層を床面としている。　柱穴等・カマド　不明。　出土遺物　出土していない。　時

期　不明。

A
A'

B B'

C
C'

B B'P1

P2

カマド

1
2

SI-7

A
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1

C
C'

1
2
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第 346 図　2 区 SI-7 遺構実測図
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1 2 3

SI-9

調査区外

SI-9

SI-10

P1 P2

P3
P4SI-20

SD-6

調査区外

SI-9 カマド SI-9 カマド掘方

調査区外

炉1

炉 2

A
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B
B'

G
G'

G G'

H
H
'

G G'
H

H
'

C C' D D'

E E'F F'

2

P1

2 3

C C'

SI-9 SI-10
11 1

A A'

SI
-9

カ
マ
ド

1

外区査調

B
B'

SI
-1
0

1

G
G'

P2

4

5

D D' P3

6

7

8

E E' P4

9
10

11

F F'

1
2

3

4
5

4
6 外
区
査
調

G G'

1
2

3

H
H
'

2

2

SI-9・10
１ 暗褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック・
　　　　　　　　灰白色粘土粒子少量。焼土粒子微量。
　　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
２ 灰褐色土　　ローム粒子やや少量、ロームブロック・
　　　　　　　　KP 粒子微量。しまり欠ける。粘性やや
　　　　　　　　あり。
３ 明灰褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量、
　　　　　　　　KP 粒子やや少量。しまり欠ける。
　　　　　　　　粘性あり。
４ 明褐色土　　ローム粒子やや少量、KP 粒子微量。
　　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。
５ 暗黄褐色土　ローム主体。褐色土粒子少量。しまり
　　　　　　　　あり。粘性あり。
６ 褐色土　　　ローム粒子微量。しまり欠ける。粘性
　　　　　　　　ややあり。
７ 明褐色土　　ローム粒子やや少量、KP 粒子少量。
　　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。
８ 明褐色土　　ローム粒子やや多量。しまりややあり。
　　　　　　　　粘性やや欠ける。
９ 明褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック・
　　　　　　　　KP 粒子少量。しまりあり。粘性あり。
10 明褐色土　　ロームブロック多量、ローム粒子やや
　　　　　　　　多量。しまりあり。粘性あり。
11 明褐色土　　10層よりもやや暗い。ロームブロック
　　　　　　　　多量。しまり欠ける。粘性あり。

SI-9　カマド
１　明褐色土　　ローム粒子やや多量、焼土粒子少量、灰色粘土粒子微量。
　　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。（カマド流入土）
２　暗赤褐色土　焼土粒子多量、ローム粒子少量、炭化物粒子微量。しまり
　　　　　　　　欠ける。粘性ややあり。
３　赤褐色土　　焼土主体。ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性欠ける。

４　明褐色土　　ローム粒子多量、灰色粘土少量、焼土粒子微量。しまりあり。
　　　　　　　　粘性欠ける。（袖）
５　明褐色土　　ローム粒子・ロームブロック多量、灰色粘土ブロック少量。
　　　　　　　　しまりあり。粘性ややあり。（袖）
６　灰色粘土　　しまりあり。粘性あり。（袖）
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第 347 図　2 区 SI-9・10 遺構・出土遺物実測図

第 218 表　2 区 SI-9 出土遺物観察表

ૠ図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

347 1 土師器 
埦か

口径（16.0） 
底径　- 
器高［3.3］

外面 5YR4/4 
にぶい赤褐 
内面 5YR5/6 
明赤褐

砂粒微量、赤
色粒子若干

良好 口縁〜体部 ミガキにۙ
いヨコナデ

口縁〜体
部一部残
存

覆土中 Q 区 SI-9

347 2
須恵器 

坏 
口径（14.0） 
底径（9.8） 
器高［4.3］

5Y5/2 
灰オリーブ

砂粒少量 良好 底部 ຎ顕著 ロクロ目やや顕著 
底部 ヘラ切り後ナデ

口縁〜底
部 1/2 残
存

床上約
10 ㎝

Q 区 SI-9 
No.1

益子産

347 3 須恵器 
坏

口径（13.4） 
底径（6.6） 
器高［3.9］

10YR4/1 
褐灰

砂粒・礫多量 良好 刻書あり ロクロ目顕著 
底部 ヘラ切り後ナデ

口縁部
1/3、底
部 1/2 残
存

覆土中 Q 区 SI-9 益子産
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̦区 SI-12（第 348図、第216·219 表、図版一〇一 · 一四二）

　位置　調査区西部にあたる AU-71 グリッドに位置する。　重複関係　SD- ６と重複しており、本遺構が古

い。　平面形状・規模　西側が削平によって消失しているが、方形とみられる。東西 3.5 ｍ以上、南北 5.5 ｍ、

壁は遺存状況の良い部分で 20㎝である。　主軸方向　Ｎ -65° - Ｅ　覆土　ローム粒子や焼土粒子を含む褐

色土が２層堆積している。　床面　貼床等は認められず、地山であるローム層を床面としており、平坦となっ

ている。また壁に沿って幅 20〜 40 ㎝、深さ５㎝ほどの壁溝が巡っている。　柱穴等　４基の柱穴を確認し

た。P1・4が楕円形、P2・3が方形基調である。P1が長軸 75㎝、短軸 45㎝、深さ 63㎝、P2が長軸 60㎝、

短軸 55㎝、深さ 55㎝、P3 が長軸 55 ㎝、短軸 50㎝、深さ 53㎝、P4 が長軸 60 ㎝、短軸 55㎝、深さ 61

㎝である。　カマド　東壁中央に位置している。灰黄褐色土を積んで構築した袖と燃焼部・Ԏಓを確認した。

袖は暗黄褐色粘土を積んで構築されており、幅 50㎝、竪穴壁からの長さ 65㎝、高さ 20㎝、両袖間の幅 42

1 2

3

2
1

P1 P2

P3
P4

P1 P2 P4P3

SK-13

SD-6

カマド

SI-12

カ
マ
ド

３ ６
10

８

1

2

４

５ ７

11

12９

1

1
2

2
3

4
5

66 77778

1
2

3
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A
A'

B B' C C' E E'D D'

A
A'

B B'
C

C'

D D'
E E'

F F' G
G'

F F'

G
G'

SI-12
１　褐色土　　　ローム粒子やや多量、ロームブロック少量、　
　　　　　　　　焼土粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。
２　褐色土　　　ローム粒子・焼土粒子少量。しまりややあり。
　　　　　　　　粘性欠ける。
３　黒褐色土　　ローム粒子やや少量。しまりやや欠ける。
　　　　　　　　粘性欠ける。（柱痕跡）
４　暗褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック・焼土
　　　　　　　　粒子・炭化物粒子少量。しまりややあり。
　　　　　　　　粘性欠ける。
５　黄褐色土　　ローム主体。KPブロック・灰褐色土粒子少量。
　　　　　　　　しまりやや欠ける。粘性ややあり。
６　明褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック少量、　
　　　　　　　　焼土粒子・炭化物粒子微量。しまりあり。
　　　　　　　　粘性欠ける。
７　暗黄褐色土　ローム主体。KP粒子少量。しまり欠ける。
　　　　　　　　粘性ややあり。
８　明褐色土　　ローム粒子多量、暗褐色土粒子少量。しまり
　　　　　　　　あり。粘性欠ける。
９　暗黄褐色土　ローム主体。しまり欠ける。粘性あり。
10　明褐色土　　ローム粒子多量、白色粘土粒子・炭化物粒子
　　　　　　　　微量。しまりややあり。粘性あり。（柱痕跡）
11　暗黄褐色土　ローム主体。KP粒子・暗褐色土ブロック微量。
　　　　　　　　しまりややあり。粘性あり。
12　暗褐色土　　ローム主体。しまりやや欠ける。粘性あり。

SI-12　カマド
１　灰褐色土　　　ローム粒子やや多量、焼土粒子少量。しまりあり。粘性欠ける。
２　明褐色土　　　山砂多量。ローム粒子少量。焼土化している。しまりややあり。
　　　　　　　　　粘性あり。
３　暗赤褐色土　　焼土主体。しまり欠ける。粘性欠ける。
４　暗赤褐色土　　焼土粒子やや多量、焼土ブロック・褐色土ブロック少量。
　　　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。（流入土）
５　褐色土　　　　ローム粒子多量、焼土粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。
６　赤褐色土　　　焼土。しまりあり。粘性欠ける。（袖）
７　暗黄灰色粘土　しまりあり。粘性あり。（袖）
８　灰褐色土　　　粘土多量、ローム粒子やや少量。しまり欠ける。粘性欠ける。
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第 348 図　2 区 SI-12 遺構・出土遺物実測図
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㎝となっている。燃焼部および袖の内側は非常に良く焼けており、褐色に焼土化している。Ԏಓઌ端部に

は段が認められる。　出土遺物　土師器坏１点、甕１点、須恵器蓋１点を図示した。このほか土師器坏５点

38.85 ｇ、甕 11点 309.06 ｇ、須恵器坏２点 12.93 ｇが出土している。　時期　７世紀中葉。

̦区 SI-16（第 349図、第216 表、図版一〇一）

　位置　調査区南部にあたる AV-71 グリッドに位置する。

　重複関係　SI-18・21 と重複しているが、いずれも遺

存状況が良くないため、新旧関係は不明である。ただし

SI-21 よりは古いとみられる。　֬ೝ状گ　重複によって

大部分が削平されており、確認できたのはカマド下部の掘

方のみである。　主軸方向　Ｎ -60° - Ｗ　覆土・床面・

柱穴等　不明。　カマド　南北方向に長い不整な楕円形の

掘方が遺存していた。長軸 85 ㎝、短軸 65 ㎝、深さ７㎝

である。掘方内には焼土粒子や粘土ブロックを含む褐色土

が堆積している。　出土遺物　出土していない。　時期　

不明。

̦区 SI-18

　　　（第350 図、第216·220 表、図版一〇一 · 一四二）

　位置　調査区南部にあたる AV-71 グリッドに位置する。

　重複関係　SI-16・21 と重複しているがいずれも遺存状

況が良くないため、新旧関係は不明である。ただし SI-21

よりは古いとみられる。　֬ೝ状گ　重複によって大部分

が削平されており、確認できたのはカマド下部の掘方のみ

である。　主軸方向　Ｎ -38° - Ｗ　覆土・床面・柱穴等

　不明。　カマド　不整な楕円形の掘方が遺存していた。

長軸 83 ㎝、短軸 70 ㎝、深さ 7㎝ほどである。掘方内に

は焼土粒子を多量に含んだ褐色土が堆積している。　出土

遺物　須恵器蓋１点を図示した。このほかに土師器甕３点

117.04 ｇが出土している。　時期　８世紀中葉。

SI-16 カマド

1

1

A A' B
B'

A A'

B
B'

SI-16　カマド
１　褐色土　5㎜程度の焼土粒子・0.5～1㎝程度の粘土ブロック微量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

� �N�ɿ��
-������N

1

SI-18 カマド

1

1

B
B'

A A'

A A'

B
B'

SI-18　カマド
１　褐色土　ローム粒子・焼土粒子多量、灰色粘土やや多量。
　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。

� �N�ɿ��
-������N

� ��DN�ɿ�

第 349 図　2 区 SI-16 遺構実測図

第 350 図　2 区 SI-18 遺構・出土遺物実測図

第 219 表　2 区 SI-12 出土遺物観察表

ૠ図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

348 1 土師器 
坏

口径（12.0） 
底径　- 
器高［4.0］

5YR4/2 
灰褐

砂粒少量 良好 内外面 漆仕上
げか

口縁部 ヨコナデ 
体部外面 ヘラケズリ 
内面 ナデ

口縁部
1/4 残存

床面直
上

Q 区 SI-12 
No.3

348 2 須恵器 
蓋

口径　13.0 
底径　- 
器高［2.8］

外面 5Y5/2 
灰オリーブ 
内面 7.5Y6/2 
灰オリーブ

砂粒・礫少量 良好 天井部 ຎ 天井部内面 ロクロナデ
後ナデ

天井部完
存、端部
2/3 残存

床面直
上

Q 区 SI-12 
No.1

益子産

348 3 土師器 
甕

口径（20.0） 
底径　- 
器高［22.2］

外面 7.5YR5/4 
にぶい褐 
内面 7.5YR6/4 
にぶい橙

砂粒・礫多量 良好 口縁部 ヨコナデ 
胴部 ヘラケズリ

口縁部
1/2 残存

カマド
内

Q 区 SI-12 
カマド
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̦区 SI-20（第 351·352図、第216·221表、図版一〇二 · 一四二）

　位置　調査区南部にあたる AV-71 グリッドに位置する。　重複関係　SD-6、S9-19 より古く、SI-9・21 よ

り新しい。　平面形状・規模　重複等によって大部分が削平されており、確認できたのは方形基調の竪穴の北・

東壁の一部である。東西が５ｍ以上、南北が３ｍ以上、壁は遺存状況の良い部分で 12㎝ほどである。　主軸

方向　Ｎ -115° - Ｅ　覆土　焼土粒子を少量含む明褐色土と、ローム粒子を多量に含む暗褐色土が堆積して

いる。　床面　カマド前面では貼床とみられる明褐色土が認められたが、他の部分では判然としない。また

壁に沿って幅 25㎝、深さ５㎝ほどの壁溝が巡っている。　柱穴等　確認されていない。　カマド　東壁中央

に位置している。灰褐色土を積んで構築した袖と、それに挟まれた燃焼部と下部の掘方が遺存していた。袖

は幅 33㎝、竪穴壁からの長さ 50㎝、高さ 10㎝、両袖間の幅 60㎝である。燃焼部は非常に良く焼けており、

褐色に焼土化していた。ややԞまった部分には砂ؠ質のׂ石がਾえられており、支脚とみられる。粘土（1

層）が塊状に流れ出している。カマドの前面には浅い掘り込みがあり、合わͤ口にした土師器坏２点が遺غ

されていた。カマドに関するّྱの痕跡とみられる。　出土遺物　土師器坏４点、甕１点を図示した。１・

２は流れ込みか。このほかに、土師器坏７点 55.72 ｇ、甕 25点 403.35 ｇ、須恵器坏３点 108.2 ｇ、甕２点

11.97 ｇが出土している。　時期　10 世紀前葉。

̦区 SI-21（第 351·352図、第216·221表、図版一〇二 · 一四二 · 一四三）

　位置　AU・AV-71、AV-72 グリッドに位置する。　重複関係　SI-20、SD-6、SK-23、S9-19 より古く、SI-

16・18 より新しい。　平面形状・規模　調査区外または削平されており、確認できたのは北壁と東壁の一部

である。北壁は 6.8 ｍ、東壁は 2.8m以上、壁は遺存状況の良い部分で８㎝ほどの方形基調である。　主軸方

向　N-0°　覆土　ローム粒子・焼土粒子・炭化物を少量含む暗褐色土が堆積している。　床面　確認された

範囲では貼床等は確認できず、地山であるローム層を床面としている。やや凹凸があるがおおむね平坦となっ

ている。また壁に沿って幅 20〜 40 ㎝、深さ５㎝ほどの壁溝が巡っている。　柱穴等　２基確認した。平面

形はいずれも楕円形で、P1 が長軸 65 ㎝、短軸 55 ㎝、深さ 54 ㎝。P2 が長軸 70 ㎝、短軸 62 ㎝、深さ 60

㎝ほどである。　カマド　北壁中央に位置している。୶灰褐色粘土を積んで構築された袖と、それに挟まれ

た燃焼部やԎಓ部、下部の掘方を確認した。袖は幅 75㎝、竪穴壁からの長さ 75㎝、高さ 10㎝、両袖間の

幅 60㎝である。ࠨ袖には袖内に埋め込まれて状態の長甕が出土しており、ਊ材に用いられたものと思われ

る。燃焼部および袖の内側は良く焼けており、褐色に焼土化していた。燃焼部の中央には逆位の状態で遺

された土師器坏１点が出土しており、カマド廃絶時のّྱ行為の１つとみられる。同様の事ྫは重複するغ

SI-20 でもみられる。Ԏಓ部は竪穴壁から短く立ち上がり、底面には段を有している。　出土遺物　土師器坏

４点、鉢１点、甑１点、甕５点を図示した。このほかに土師器坏 12点 88.56 ｇ、鉢１点 34.9 ｇ、甕 83 点

1669.65 ｇが出土している。　時期　7 世紀前葉。

第 220 表　2 区 SI-18 出土遺物観察表

ૠ図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

350 1 須恵器 
蓋

口径　12.9 
底径　- 
器高　3.4

外面 2.5Y6/1 
黃灰 
内面 7.5Y5/2 
灰オリーブ

砂粒・礫少量 良好 天井部内面 ナデ 完形 覆土中 Q 区 SI-18 
No.2

西産ބ
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5

3・4 5 3・
4

13
12

11

6

15

5

3・4

5 3・
4

3･4
5

6

10
11

12

13
14

15

SI-21 P1 SI-21 P2

P2

P1

SI-21

SI-21

SI-16
カマド

SI-18
カマド

SK-23

SI-21 SI-20
SD-6

SX-
19

SI-9
P4

SI-9

撹乱
撹乱

撹乱

撹乱

SI-21 カマドSI-20 カマド

1 2
カマド

３

４
5

6
7

7

11
2

3

4

5

11
2

3

4

6
7

8

10

9
9

1

15 5 667 2

2
3

4
8

9

1

13

6

12

13

11 15 14

A

A

B

B

A A'

B B' C C' D'D

D'
D

A

A'

B B'
C C'

E E'

F
F'

E E'

F
F'

G G'

H
H
'

G G'

H
H
'

SI-20 カマド
１ 灰色粘土　　褐色土少量。しまりあり。粘性ややあり。（天井、崩落土）
２ 褐色土　　　ローム粒子・焼土粒子少量。しまり欠ける。
３ 赤褐色土　　焼土。しまり欠ける。粘性欠ける。
４ 褐色土　　　ローム粒子多量、白色粒子微量。しまり欠ける。粘性欠ける。
５ 灰褐色土　　赤色粘土粒子・焼土粒子・ローム粒子やや多量。しまりあり。 
　　　　　　　　粘性やや欠ける。
６ 暗赤褐色土　焼土ブロック主体。しまりあり。粘性欠ける。
 　　　　　　（上部構造物崩落か）
７ 褐色土　　　焼土粒子・黒褐色土粒子多量。しまり欠ける。粘性欠ける。
 　　　　　　（流入土）
８ 暗灰褐色土　粘土粒子多量、焼土粒子やや多量。しまりあり。粘性欠ける。
９ 灰褐色土　　焼土粒子少量、ローム粒子・灰色粘土粒子やや少量。しまり 
 　　　　　　あり。粘性やや欠ける。（袖）
10 明褐色土　　ローム粒子多量。しまりあり。（貼床）

SI-21 カマド
１　灰色粘土　　　褐色土ブロック・焼土ブロック少量。しまりあり。粘性やや
　　　　　　　　　欠ける。
２　赤褐色土　　　焼土主体。灰色粘土少量。しまりあり。粘性ややあり。
３　明褐色土　　　ローム粒子・焼土粒子・灰色粘土ブロック・炭化物粒子少量。
　　　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。（流入土）
４　淡灰褐色粘土　焼けた粘土。しまりあり。粘性ややあり。（天井崩落）
５　赤褐色土　　　焼土からなる。焼けた粘土。しまりあり。粘性欠ける。（袖）
６　淡灰褐色粘土　焼土微量。しまりあり。粘性あり。（袖）
７　明灰褐色土　　粘土主体。焼土多量。しまりややあり。粘性ややあり。
　　　　　　　　　（袖の崩れ）
８　赤褐色粘土　　焼土多量、ローム粒子少量。しまりややあり。粘性ややあり。
　　　　　　　　　（底面の粘土）
９　淡黄褐色粘土　焼土粒子少量。しまりあり。粘性ややあり。
　　　　　　　　　（煙道先端に貼った粘土）

SI-20・21
１　明褐色土　焼土粒子少量、ローム粒子やや
　　　　　　　少量。しまりあり。粘性欠ける。
２　暗褐色土　ローム粒子多量、焼土粒子・炭
　　　　　　　化物粒子少量。しまりやや欠け
　　　　　　　る。粘性欠ける。
３　暗褐色土　ローム粒子少量、焼土粒子・炭化
　　　　　　　物粒子微量。しまりあり。
　　　　　　　粘性欠ける。
４　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック
　　　　　　　少量、KP粒子微量。しまり欠け
　　　　　　　る。粘性ややあり。
５　明褐色土　ローム粒子多量、KP粒子微量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。（柱痕）
６　明褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性あり。（柱痕）
７　灰褐色土　ローム粒子多量、黒褐色土ブロッ
　　　　　　　ク粒子少量。しまりやや欠ける。
　　　　　　　粘性ややあり。

� �N�ɿ��
-������N

� �N�ɿ��
-������N
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第 351 図　2 区 SI-20・21 遺構実測図
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第 352 図　2 区 SI-20・21 出土遺物実測図
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第 221 表　2 区 SI-20・21 出土遺物観察表

ૠ図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

352 1 土師器 
坏

口径（14.0） 
底径　- 
器高［3.8］

外面 2.5Y3/1 
黒褐 
内面 5YR5/4 
にぶい赤褐

砂粒・礫微量 良好 内外面 漆仕上げ 口縁部 ヨコナデ 
体部外面 ナデ・ケズリ 
内面 ナデ

口縁部
1/4 残存

覆土中 Q 区 SI-20 ྲྀれࠐみ
か

352 2 土師器 
坏

口径（14.0） 
底径　- 
器高［3.8］

外面 10YR5/3 
にぶい黃褐 
内面 7.5YR4/3 
褐

砂粒微量 良好 内外面 漆仕上げ 口縁部 ヨコナデ 
体部外面 ナデ・ケズリ 
内面 ナデ

口縁部
1/8 残存

覆土中 Q 区 SI-20 ྲྀれࠐみ
か

352 3 土師器 
坏

口径　12.7 
底径　8.0 
器高　4.2

外面 10YR7/3 
にぶい橙 
内面 7.5YR6/6 
橙

砂粒多量、礫
微量

良好 内外面 黒斑あり
底部に焼成࣌の
ͻͼׂれあり

内外面 ロクロナデ 
底部 糸切り

完形 カマド
લ底面
直上

Q 区 SI-20 
No.3

352 4 土師器 
坏

口径　13.6 
底径　7.1 
器高　4.8

7.5YR6/6 
橙

砂粒多量、礫
少量

良好 内外面 黒斑あり 口縁〜体部外面 ロクロ
ナデ 
底部 糸切り
内面 ロクロナデ　

ほぼ完形 カマド
લ底面
直上

Q 区 SI-20 
No.3

352 5 土師器 
甕

口径（20.0） 
底径　- 
器高［17.7］

7.5YR5/4 
にぶい褐

砂粒・礫多量 良好 口縁部 ヨコナデ 
胴部 ヘラナデ

口縁部
1/4 残存

カマド
લ底面
約 25
㎝

Q 区 SI-20 
No.1 カマド

352 6 土師器 
坏

口径　13.0 
底径　6.0 
器高　-

外面 7.5YR6/6 
橙 
内面 5YR5/4 
にぶい赤褐

砂粒・礫少量 良好 口縁部外面〜内
面 漆仕上げ

口縁部 ヨコナデ 
体部外面 ナデ・ケズリ 
内面 ナデ後ミガキ

口縁部
3/4 残存

カマド
内底面
より 5
〜 10
㎝

Q 区 SI-21 
No.1

352 7 土師器 
坏

口径（13.8） 
底径　- 
器高［4.0］

外面 7.5YR6/4 
にぶい橙 
内面 7.5YR5/4 
にぶい褐

砂粒微量 良好 内外面 漆仕上げ
か

口縁部 ヨコナデ 
体部外面 ナデ・ケズリ 
内面 ナデ

口縁部
1/4 残存

覆土中 Q 区 SI-21

352 8 土師器 
坏

口径（13.8） 
底径　- 
器高［3.5］

外面 7.5YR6/6 
橙 
内面 5YR6/6 
橙

砂粒・礫微量 良好 外面 黒斑あり 口縁部 ヨコナデ 
体部外面 ナデ・ケズリ 
内面 ナデ

口縁部
1/2 残存

カマド
内

Q 区 SI-21 
カマド一括

352 9 土師器 
坏

口径（13.0） 
底径　- 
器高［3.0］

外面 10YR6/3 
にぶい黃橙 
内面 7.5YR4/2 
灰褐

砂粒少量 良好 口縁部 ヨコナデ 
体部外面 ミガキ 
内面 ナデ

口縁部
1/8 残存

カマド
内

Q 区 SI-21 
カマド

352 10 土師器 
鉢

口径（18.0） 
底径　- 
器高［10.1］

外面 7.5YR6/4 
にぶい橙 
内面 7.5YR6/4 
にぶい橙

砂粒微量 良好 口縁部 ヨコナデ 
胴部外面 ナデ・ケズリ 
内面 ナデ

口縁部
1/4 残存

床面直
上

Q 区 SI-21 
No.10

352 11 土師器 
甕

口径（15.8） 
底径　8.2 
器高　15.8

外面 5YR6/6 
橙 
内面 10YR4/2 
灰黃褐

砂粒・礫多量 良好 荒れている 口縁部 ヨコナデ 
胴部内面 ナデ 
底部 ケズリ

口縁部
1/3 残存

床面直
上

Q 区 SI-21 
No.6

352 12 土師器 
甕

口径（15.8） 
底径（6.8） 
器高［19.8］

外面 7.5YR6/3 
にぶい褐 
内面 10YR7/4 
にぶい黃橙

砂粒少量、礫
多量

良好 口縁部 ヨコナデ 
胴部外面 ナデ・ケズリ 
内面 ナデ 
底部 ケズリ

口縁部
1/4、底
部 2/3 残
存

カマド
内底面
直上

Q 区 SI-21 
No.8

352 13 土師器 
甕

口径　14.0 
底径　6.0 
器高　20.7

外面 10YR7/8 
明黄褐 
内面 10YR7/4 
にぶい黃橙

砂粒・礫少量 良好 荒れている
歪Ή

口縁部 ヨコナデ 
胴部 ナデ 
底部 ナデ

ほぼ完形 カマド
内底面
直上

Q 区 SI-21 
No.2

352 14 土師器 
ࠋ

口径（30.0） 
底径　- 
器高［10.6］

外面 7.5YR6/4 
にぶい褐 
内面 5YR5/6 
明赤褐

砂粒・礫多量 良好 口縁部 ヨコナデ 
胴部 ヘラナデ

口縁部
1/16 残
存

底面直
上

Q 区 SI-21 
No.9

352 15 土師器 
甕

口径（21.0） 
底径（8.4） 
器高［28.5］

外面 5YR6/8 
橙 
内面 7.5YR7/6 
橙

砂粒・礫多量 良好 内面 紐積痕 口縁部 ヨコナデ 
胴部 ナデ・ケズリ

口縁部
1/8、底
部 1/4 残
存

底面直
上

Q 区 SI-21 
No.3

352 16 土師器 
甕

口径（21.8） 
底径　- 
器高［23.5］

外面 7.5YR4/2 
灰褐 
内面 7.5YR5/4 
にぶい褐

砂粒・礫多量 良好 口縁部 ヨコナデ 
胴部 ナデ

口縁部
1/5 残存

覆土中 Q 区 SI-21
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２　溝　

　２条確認され、SD-3 は台地上を南北に、SD-6 は斜面に対し̡ࣈ状に延びている。　

̦区 SD- ３（第353図、第222 表、図版一〇二 · 一〇三）

　位置　AU-70・71 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方向にやや曲しな

がら延びている。確認できた範囲で長さ 9.5 ｍ以上、最大幅 75㎝、深さ８〜 20㎝である。溝の南西側は調

査区外であるが、北側は緩やかに立ち上がる。　主軸方向　Ｎ -20° - Ｅ　覆土　２箇所で断面を図化し、３

層の堆積を確認した。いずれも明褐色土でローム粒子を比較的多く含む。　底面　ローム層中につくられて

おり、部分的に凹凸が目立つがおおむね丸みを帯び、断面は逆台形となっている。　出土遺物　図示できる

遺物はないが、土師器坏２点 17.79 ｇ、甕８点 69.99 ｇ、須恵器甕１点 9.95 ｇ、ᬵ陶器１点 2.95 ｇが出

土している。　時期　不明。

̦区 SD- ６（第353図、第222·223 表、図版一〇三）

　位置　AU-71、AV-71・72、A8-72 グリッドにかけて位置している。　重複関係　SI-9・12・20・21、

SK-13・22・24 と重複しており、SK-13 より古く、その他より新しい。　平面形状・規模　調査区の南東端

から北西方向に 14.5 ｍほど延び、そこで直角に折れ曲がり南西方向に５ｍほど延びて調査区外にࢸる。幅

は 40〜 50 ㎝、深さは 12〜 18 ㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -30° - Ｅ　覆土　２箇所で断面を؍して

図化した。覆土はいずれも褐色土でローム粒子や焼土粒子の混入の有ແなどが認められる。　底面　ローム

層中に作られており、丸みを帯び、壁は比較的緩やかな立ち上がりを示す。　出土遺物　須恵器甕１点を図

示した。このほかに土師器坏４点 17.97 ｇ、甕 34点 266.77 ｇ、須恵器坏３点 32.84 ｇ、甕３点 38.93 ｇ、

出土している。　時期　不明。

第 222 表　2 区 溝計測表

第 223 表　2 区 SD-6 出土遺物観察表

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長さ 
（m）

幅 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 重複関係

SD-3 AU-70･71 N-20° -E 緩いހ状 [9.50] 0.75 0.08 〜 0.20 逆台形 有

SD-6
AU-71 

AV-71･72 
AW-72

N-30° -E L 字状 [19.50] 0.40 〜 0.50 0.12 〜 0.18 逆台形 有 SK-13 より古 
SI-9･12･20･21､SK-22･24 より新

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

353 1 須恵器 
甕

口径　- 
底径　- 
器高［6.8］

外面 2.5Y5/1 
黃灰 
内面 10YR6/2 
灰黄褐

砂粒微量 良好 胴部外面 平行タタキ 
内面 無文当具痕

胴部一部
残存

覆土中 Q 区 SD-6 
一括
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1

調
査
区
外

SI-21

SK-24

SI-20

SI-9

SK-13

SK-22

SD-6

SD-6

SI-12

SD-6

SD-3

調査区外

SD-6

SD-3

SD-3

SD-6

5

1

2

3

4

1

SK-22

2
3 SI-20

SK-13

1

A A'

B B'

A A'

B

B'

A A'

B B'

C C'

A

A'

B

B'

C C'

SD-3
１　暗褐色土　ローム粒子やや少量。しまりあり。粘性欠ける。（耕作土）
２　褐色土　　ローム粒子多量、IP 粒子微量。しまりやや欠ける。粘性ややあり。（耕作土）
３　明褐色土　ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性ややあり。（自然堆積）
４　明褐色土　ローム粒子多量。しまり欠ける。粘性ややあり。（自然堆積）
５　明褐色土　ローム粒子多量、暗褐色土粒子少量。しまりあり。粘性欠ける。

SD-6
１　褐色土　ローム粒子やや多量、ロームブロック微量。しまりやや欠ける。粘性欠ける。
２　褐色土　ローム粒子少量、焼土粒子・炭化物粒子微量。しまり欠ける。粘性ややあり。
３　褐色土　ローム粒子・炭化物粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。

� �N�ɿ��
-������N

� �N�ɿ��
-������N

� ��DN�ɿ�

第 353 図　2 区 SD-3・6 遺構・SD-6 出土遺物実測図
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̦区 SK- ５（第354図、第224表、図版一〇〇）

　位置　調査区西部にあたる AT-70 グリッドに位置する。　重複関係　SI- ４と重複しており、本遺構が新し

いとみられる。　平面形状・規模　南北方向に長い不整な楕円形である。長軸 125 ㎝、短軸 65㎝、深さ 40

㎝である。　主軸方向　Ｎ -20° - Ｅ　覆土　暗褐色土・黒褐色土・灰褐色土の３層が堆積している。ローム

粒子や粘土ブロック、焼土粒子などが含まれており、人為的な埋め戻しとみられる。　底面　鹿沼軽石層中

に作られており、やや丸みを帯びている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はないが、

土師器坏２点 34.42 ｇ、甕１点 8.77 ｇが出土している。　時期　不明。

̦区 SK- ８（第354図、第224表）

　位置　調査区西部にあたる AV-71 グリッドに位置する。　重複関係　SI- ２と重複しており、本遺構が新

しいとみられる。　平面形状・規模　南北方向にわずかに長い楕円形である。長軸 35㎝、短軸 30㎝、深さ

17㎝である。　覆土　ローム粒子を多量に含み、焼土・炭化物も混͡る暗褐色土が堆積している。　底面　

ローム層中に作られており、壁は底面から丸みを帯びて立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はないが、

土師器甕１点 9.07 ｇが出土している。　時期　不明。

̦区 SK-11（第 354図、第224表、図版一〇三）

　位置　調査区西部にあたる AU-70 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方向

にわずかに長い楕円形である。長軸 64㎝、短軸 58㎝、深さ 30㎝である。　主軸方向　Ｎ -25° - Ｅ　覆土

　暗褐色土と褐色土が４層堆積している。　底面　ローム層中に作られており、丸みを帯びる。壁は急斜度

に立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器甕２点 5.64 ｇ、須恵器坏２点 8.97 ｇが出土

している。　時期　不明。

̦区 SK-13（第 354図、第224表、図版一〇三）

　位置　調査区西部にあたるAU-71グリッドに位置する。　重複関係　SD-６と重複しており、本遺構が古い。

平面形状・規模　東西方向にわずかに長い楕円形である。長軸 90㎝、短軸 80㎝、深さ 93㎝である。　主

軸方向　Ｎ -40° - Ｅ　覆土　黄褐色土・灰黄褐色土が堆積しており、いずれも地山由来のローム粒子・ロー

ムブロック、鹿沼軽石粒子が多量に含まれている。　底面　鹿沼軽石層中に作られており、やや凹凸が認め

られる。壁の状態も１〜３層までは円形に掘られているが、底面付近に近ͮくほど、ࡶな掘り方になって

いる。　出土遺物　図示できる遺物はないが、須恵器坏１点 36.18 ｇが出土している。　時期　不明。

３　土坑

　６基の土坑が台地上に散在して確認されている。

第 224 表　2 区土坑計測表

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 重複関係

SK-5 AT-70 N-20° -E 不整楕円形 1.25 0.65 0.40 逆台形 有 SI-4 より新

SK-8 AV-71 - 円形 0.35 0.30 0.17 U 字状 有 SI-2 より新

SK-11 AU-70 N-25° -E 楕円形 0.64 0.58 0.30 箱形 有

SK-13 AU-71 N-40° -E 楕円形 0.90 0.80 0.93 段有 有 SD-6 より古

SK-22 AU-71 N-20° -W 楕円形 0.74 0.50 0.15 逆台形 有 SD-6 より新

SK-23 AV-72 N-80° -W 楕円形 1.10 1.00 0.40 U 字状 無 SI-21 より新

SK-24 AW-72 N-52° -W 楕円形 2.00 1.40 0.18 U 字状 無 SD-6 より古
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̦区 SK-22（第 354・335図、第224・225 表、図版一〇三）

　位置　調査区西部にあたる AU-71 グリッドに位置する。　重複関係　SD- ６と重複しており、本遺構が新

しい。　平面形状・規模　南北方向に長い楕円形である。長軸 74㎝、短軸 50㎝、深さ 15㎝である。　主

軸方向　Ｎ-20°-Ｗ　覆土　地山由来のロームブロックを多量に含む暗褐色土が堆積している。　底面　ロー

ム層中に作られており、丸みを帯びている。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　土師器高台付坏１点を

図示した。このほかに土師器甕１点 21.46 ｇが出土している。　時期　不明。

̦区 SK-23（第 354図、第224表）

　位置　調査区西部にあたる AV-72 グリッドに位置する。　重複関係　SI-21 と重複しており、本遺構が新

しいとみられる。　平面形状・規模　東西方向にわずかに長い楕円形である。長軸 110 ㎝、短軸 100 ㎝、深

さ 40㎝である。　主軸方向　N-80° -8　覆土　ローム粒子・鹿沼軽石粒子を少量含む褐色土と暗褐色土が

堆積している。　底面　鹿沼軽石層中に作られており、丸みを帯びている。壁は比較的緩やかな立ち上がり

を示す。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

A A' A A'

A A' A A'A A'

A A'

A A'

SD-6

SD-6

SD-6

SK-8 SK-11

SK-13 SK-22 SK-23

SK-24

調査区外

SK-5

SI-4

1 12
341

23

1
2
3

SD-6

1

2
3

1
SD-6

A A'
86.70m

A A'
86.80m

A A'
86.80m

A A'

A A'
87.00m

A A'
86.70m

A A'
86.30m

87.00m

SK-23
１　褐色土　　割石やや多量、ローム粒子少量、KP
　　　　　　　粒子・焼土粒子微量。しまりあり。
　　　　　　　粘性欠ける。
２　褐色土　　KP 粒子・KP ブロック多量、焼土
　　　　　　　粒子微量。しまりやや欠ける。粘性
　　　　　　　ややあり。
３　暗褐色土　KP 粒子少量。しまりやや欠ける。
　　　　　　　粘性あり。

SK-22
１　暗褐色土　3～5 ㎝のロームブロック多量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。SK-13

１　黄褐色土　　ローム主体。KP ブロック・淡黄色
　　　　　　　　粘土ブロック少量。しまり欠ける。
　　　　　　　　粘性あり。（埋め戻し）
２　黄褐色土　　ローム主体。KP 粒子微量。しまり
　　　　　　　　欠ける。粘性あり。（埋め戻し）
３　灰黄褐色土　ローム粒子・KP 粒子多量、灰褐色
　　　　　　　　土少量。しまり欠ける。粘性あり。
　　　　　　　　（埋め戻し）

SK-11
１　褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロッ
　　　　　　　ク少量。しまり欠ける。粘性あり。
２　褐色土　　ローム粒子少量、焼土粒子微量。
　　　　　　　しまりあり。粘性あり。
３　暗褐色土　ローム粒子微量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性あり。
４　暗褐色土　ローム粒子少量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性あり。

SK-8
１　暗褐色土　ローム粒子多量、焼土粒子・炭化物
　　　　　　　粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
　　　　　　　（埋め戻し）

SK-5
１　暗褐色土　ローム粒子やや少量、焼土粒子・灰
　　　　　　　白色粘土ブロック少量。しまりあり。
　　　　　　　粘性欠ける。（埋め戻し）
２　黒褐色土　ローム粒子少量、焼土粒子・粘土ブ
　　　　　　　ロック微量。しまり欠ける。粘性や
　　　　　　　やあり。（埋め戻し）
３　暗褐色土　ローム粒子多量。しまり欠ける。粘
　　　　　　　性ややあり。（埋め戻し）

� �N�ɿ��

第 354 図　2 区 SK-5・8・11・13・22・23 遺構・出土遺物実測図
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４　ͦのଞ

　焼土遺構が 1基、斜面上に確認されている。

̦区　S9-19（第 356図、第226 表、図版一〇三）

　位置　AV-71 グリッドに位置する。　重複関係　SI-20・21 と重複しており、本遺構が新しい。　平面形状・

規模　不整形に焼土化した範囲が認められた。南北方向に長く、長軸105㎝、短軸90㎝、深さ５㎝ほどである。

　主軸方向　N-20° -8　覆土　焼土化し、非常に良く焼けており硬く締まっている。　底面　やや凹凸が認

められる。　出土遺物　土師器の高台付坏１点を図示した。このほかに土師器坏１点 4.7 ｇ、土師器甕４点

148.2 ｇが出土している。　時期　出土した土器から９世紀代と推測される。

̦区 SK-24（第 354図、第224表）

　位置　調査区南東部にあたる A8-72 グリッドに位置する。　重複関係　SD- ６と重複しており、本遺構が

古い。　平面形状・規模　東西方向に長い楕円形である。長軸 200 ㎝、短軸 140 ㎝、深さ 18㎝である。　

主軸方向　Ｎ -52° - Ｗ　覆土　不明。　底面　丸みを帯びている。壁は比較的緩やかな立ち上がりを示す。

　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

1

1

SX-19

SI-21

1

1
1

SX-19
１　黒褐色土　焼土からなる。しまりあり。
　　　　　　　硬い。粘性欠ける。

A A'
86.90m

B
B'

86
.9
0m

A A'A'

B
B'

� ��DN�ɿ�� �N�ɿ��

1

� �N�ɿ��

第 225 表　2 区 SK-22 出土遺物観察表

第 356 図　2 区 S9-19 遺構・出土遺物実測図

第 226 表　2 区 S9-19 出土遺物観察表

第 355 図　2 区 SK-22 出土遺物実測図

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

355 1 土師器 
高台付坏

口径　- 
底径（6.2） 
器高［1.9］

外面 10YR5/2 
灰黄褐 
内面 10YR3/1 
黒褐

砂粒少量 良好 内面 黒色処理 外面 ロクロナデ 
内面 ヘラミガキ
高台ష付

底部 1/5
残存

覆土中 Q 区 SK-22

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

356 1 土師器 
高台付坏

口径　- 
底径　- 
器高［3.2］

外面 7.5YR5/4 
にぶい褐 
内面 N2/0 
黒

砂粒・赤色粒
子微量

良好 内面 黒色処理 外面 ロクロナデ 
内面 ヘラミガキ

底部 1/2
残存

底面約
5 ㎝

Q 区 S9-19 
No.1
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第 20 節　̧区

　̧区は、本遺跡の南東端、北から南へと傾斜する台地の落ち際に遺構が集中している。地下式坑２基、溝

１条が確認されている。

SK-1SK-2

SD-3

SD-3

R-2区

R-1区

農道

66

67

68

69

70

71

72

73

AQ AR AS AT

84.6m

84.5m

84.4m

85.0m

86.0m

83.7m 83.8m

86.1m

85.8m

85.9m

第○図　R区全体図

� ��N�ɿ���

第 357 図　3 区全体図
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１　地下式坑

　台地のࣼ面に立地する。R-1 区に２基が確認されている。

̧区 SK- １（第358·359 図、第227·228 表、図版一〇四 · 一四三）

　位置　調査区北部にあたる AS-67・68 グリッドに位置する。　重複関係　SK- ２、SD- ３と重複しており、

本遺構が最も新しいとみられる。　平面形状・規模　東側が調査区外であるが、方形を基調とした地下式坑

と考えられる。全体の規模は長軸 2.4 ｍ、短軸 1.5 ｍ以上、深さは 100 ㎝の深さまで掘り下げた段階でܹし

い༙水が認められたことから、҆全を考ྀしそれ以上の掘り下げを断೦した。　主軸方向　不明。　覆土　

ローム粒子・ロームブロックを少量含む暗褐色土が堆積している。　底面　確認出来ていない。　出土遺物

　SK-2、SD-3 と一ׅで取り上げている。土師器坏６点、高台付坏 1点、鉢２点、１ࡼ点、須恵器坏 5点、高

台付１ࡼ点、鉢１点、甕５点、陶器１ࡼ点を図示した。このほかに土師器坏 81点 495.31 ｇ、高台付坏１点

13.71 ｇ、鉢１点 42.05 ｇ、甕 50点 578.73 ｇ、須恵器坏 117 点 953.17 ｇ、高台付坏１点 15.51 ｇ、蓋４

点 41.7 ｇ、鉢２点 73.74 ｇ、壺 1点 17.35 ｇ、長ᰍ壺１点 26.9 ｇ、甕 25 点 713.76 ｇ、瓦１点 66.09 ｇ

が出土している。流れ込みと考えられる。　時期　不明。

13

14

調査区外

調査区外

調
査
区
外

SK-2

SK-1

SD-3 SD-3

1

2

3

4

5 6
78

9

SD-3

SD-3
10

3

13 14

SK-1・2
１ 暗褐色土　ローム粒子やや多量、赤色粒子・炭化物粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。（表土）
２ 暗褐色土　ローム粒子やや少量、赤色粒子・炭化物粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。
３ 暗褐色土　ローム粒子少量、赤色粒子・炭化物粒子微量。しまりやや欠ける。粘性欠ける。
４ 暗褐色土　３層に類似。３層よりローム粒子が多い。しまりあり。粘性あり。
５ 暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量、赤色粒子やや少量、炭化物粒子微量。しまりやや欠ける。粘性あり。
６ 褐色土　　ローム粒子・赤色粒子微量。しまりやや欠ける。粘性あり。
７ 黒褐色土　ローム粒子・赤色粒子少量。
８ 黒褐色土　７層よりも暗い。ローム粒子・KP粒子やや少量。しまり欠ける。粘性あり。
９ 灰褐色土　KP粒子微量。しまりあり。粘性あり。
10 褐色土　　焼土粒子やや少量、ローム粒子少量、炭化物粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。

A A'

A A'

� �N�ɿ��
-������N

第 227 表　3 区地下式坑計測表

第 358 図　3 区 SK-1・2 遺構実測図

遺構番号 区 位置 主軸方向 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 重複関係

SK-1 1 AS-67･68 不明 方形か 2.40 [1.50] [1.00] 逆台形 有 SK-2､SD-3 より新

SK-2 1 AS-67･68 不明 方形か 4.00 [1.20] [1.00] 逆台形 有 SK-1 より古 
SD-3 より新
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̧区 SK- ２（第358·359 図、第227·228 表、図版一〇四 · 一四三）

　位置　調査区北部にあたる AS-67・68 グリッドに位置する。　重複関係　SK- １、SD- ３と重複しており、

SK- １より古く、SD-3 より新しい。　平面形状・規模　東側の大部分が調査区外であるが、方形を基調とし

た地下式坑と考えられる。確認できた部分は主室の一部とみられ、長軸４ｍ、短軸 1.2 ｍ以上、深さは 100

㎝ほど掘り下げた段階でܹしい༙水が認められたことから、҆全を考ྀしてそれ以上の掘り下げを断೦した。

　主軸方向　不明。　覆土　掘り下げ可能な深さまでで、６層確認した。地山由来のロームや鹿沼軽石を多

く含む土もあるが、おおむね崩落土と流入土からなる。　底面　不明。　出土遺物　SK-1、SD-3 と一ׅで取

り上げている。流れ込みと考えられる。　時期　地下式坑と考えられるため、中近世と推測される。

1
2

3

4

5 6 7
8

9

10 11
12

13 14

15

16

17
18

19

20

21

22

23
� ��DN�ɿ�

SK-1･2

SD-3

第 359 図　3 区 SK-1・2ɺSD-3 出土遺物実測図
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第 228 表　3 区 SK-1・2ɺSD-3 出土遺物観察表
挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

359 1 土師器 
坏

口径（12.8） 
底径　7.2 
器高　4.6

外面 7.5YR6/6 
橙 
内面 N2/0 
黒

砂粒微量 良好 外面 黒斑あり
内面 黒色処理

外面 ロクロナデ 
底部 ヘラ切り後ナデ 
内面 ヘラミガキ

口縁〜体
部 1/4 残
存、底部
完存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 2 土師器 
坏

口径（12.8） 
底径（6.0） 
器高　3.6

外面 7.5YR5/4 
にぶい褐 
内面 7.5YR3/1 
黒褐

砂粒微量 良好 書あり「㢡」
かଇ天文字

「天」
内面 黒色処理

外面 ロクロナデ 
底部 ճసヘラケズリ 
内面 ヘラミガキ

1/4 残存 覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 3 土師器 
坏

口径（14.2） 
底径（7.2） 
器高　4.3

外面 7.5YR6/4 
にぶい橙 
内面 2.5GY3/1 
暗オリーブ灰

砂粒・透明粒
子・白雲母多
量

良好 黒色処理 外面 ロクロナデ 
体〜底部外面 ճసヘラケ
ズリ 
内面 ヘラミガキ

口縁部
1/12､ 体
部 1/8､ 底
部 1/6 残
存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 4 須恵器 
坏

口径　- 
底径（6.8） 
器高［2.3］

外面 10YR7/3 
にぶい黄橙 
内面 2.5Y4/1 
黃灰

砂粒微量 やや
不良

内面 黒色処理
か

底部 糸切り 体部一部、
底部 1/4
残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

産地不明

359 5 土師器 
坏

口径　- 
底径（6.8） 
器高［0.85］

外面 2.5Y4/1 
黃灰 
内面 N2/0 
黒

砂粒微量、
白雲母少量

良好 内面 黒色処理 底部 ヘラ切り後ナデ 体部一部、
底部 7/8
残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 6 土師器 
坏

口径　- 
底径（6.2） 
器高［0.75］

外面 2.5Y6/3 
にぶい黄 
内面 N3/0 
暗灰

砂粒微量 良好 内面 黒色処理 底部 糸切り 
内面 ヘラミガキ

底部 1/4
残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 7 土師器 
高台付坏

口径　- 
底径（6.0） 
器高　1.1

外面 5YR5/6 
明赤褐 
内面 N2/0 
黒

砂粒微量 良好 書あり 
黒色処理

外面 ヘラケズリ 
内面 ヘラミガキ

底部一部
残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 8 土師器 
坏

口径　- 
底径　- 
器高［2.7］

外面 7.5YR4/2 
灰褐 
内面 N2/0 
黒

砂粒少量 良好 書あり 
黒色処理

体部下端 ճసヘラケズリ 口縁部一
部残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 9 須恵器 
坏

口径（13.8） 
底径（7.4） 
器高　3.8

外面 2.5Y6/1 
黃灰 
内面 2.5Y5/2 
暗灰黄

砂粒・礫少量 良好 底部 ナデ 口縁部一
部 ､ 体部
1/8､ 底部
1/3 残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

益子産

359 10 須恵器 
坏

口径（13.0） 
底径（6.0） 
器高　3.9

外面 2.5Y6/3 
にぶい黃 
内面 2.5Y5/3 
黄褐

砂粒・礫少量、
黒色粒子若干

良好 ロクロ目顕著 
底部 ナデ

口縁部一
部、体部
1/6､ 底部
1/4 残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

益子産

359 11 須恵器 
坏

口径（11.2） 
底径（7.2） 
器高　4.4

7.5Y5/1 
灰

砂粒・白色粒
子微量

良好 底部内面 黒い 底部 ナデ 口縁部一
部、体部
1/8、底部
1/4 残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

益子産

359 12 須恵器 
坏

口径　- 
底径　- 
器高［2.55］

10YR7/2 
にぶい黄橙

砂粒少量 やや
不良

書あり 口縁部一
部残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

益子産

359 13 土師器 
皿

口径（13.0） 
底径　6.3 
器高　2.9

外面 7.5YR6/4 
にぶい橙 
内面 2.5GY3/1 
暗オリーブ灰

砂粒・白雲母
少量

良好 書あり「㢡」
かଇ天文字

「天」
内面黒色処理

外面 ロクロナデ 
内面 ヘラミガキ
高台ష付

口縁〜体
部 1/3、
底部શप
残存

SK-2 覆
土上

R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 14 須恵器 
皿

口径　12.7 
底径　5.4 
器高　2.6

内外面 2.5Y6/1 
黃灰 
外面口縁部〜内
面体部 N5/0 
灰

砂粒・礫少量 良好 ロクロナデ
高台ష付

2/3 残存 SK-2 覆
土上

R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

益子産

359 15 土師器 
鉄鉢形

口径（17.4） 
底径　- 
器高［7.5］

外面 10YR7/4 
にぶい黄橙 
内面 N2/0 
黒

砂粒・礫・白
雲母少量

良好 黒斑あり
黒色処理

口縁部外面〜内面 ヘラミ
ガキ 
体部外面 ロクロナデ　体
部下端 खͪ࣋ヘラケズリ

口縁部
1/5、体部
約 1/8 残
存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 16 土師器 
鉢

口径（21.8） 
底径　- 
器高［9.8］

外面 7.5YR6/4 
にぶい橙 
内面 10YR6/3 
にぶい黄橙

砂粒少量、赤
色粒子微量

良好 口縁部外面〜内面 ロクロ
ナデ後ヘラミガキ 
体部外面 ナデ 
体部下端 ճసヘラケズリ

口縁〜体
部 1/5 残
存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

359 17 須恵器 
鉢

口径（23.4） 
底径　- 
器高［5.1］

外面 10YR5/3 
にぶい黄褐 
内面 10YR6/3 
にぶい黄橙

砂粒微量 良好 内外面 ロクロナデ 口縁部
1/8 残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

産地不明

359 18 須恵器 
甕

口径（21.6） 
底径　- 
器高　-

外面 10YR5/2 
灰黄褐 
内面 2.5Y4/1 
黄灰

砂粒・白雲母
少量

良好 ロクロ目顕著 口縁部
1/8 残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

新࣏産

359 19 須恵器 
甕

口径　- 
底径　- 
器高［6.7］

外面 2.5Y6/2 
灰黃 
内面 10YR7/2 
にぶい黃橙

砂粒・礫少量 良好 ロクロナデ後櫛描波状文
1 ྻ

口縁部一
部残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

産地不明

359 20 須恵器 
甕

口径（20.4） 
底径　- 
器高　-

外面 N3/0 
暗灰 
内面 2.5Y3/1 
褐灰

砂粒少量 良好 ロクロナデ 口縁部
1/8 残存

覆土中 R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

産地不明

359 �1 ਢثܙ�
ᙈ

��　ܘޱ
ఈܘ　��
ʦ���ʧߴث
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㐋փ

ཻ࠭ඍྔ ྑ ۳ඳঢ়จ ԑԼ෦ޱ
Ұ෦ଘ

෴த R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

ෆ໌࢈
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２　溝

　台地上を東西方向に延びる溝が１条確認されている。

̧区 SD- ３（第359·360 図、第228·229 表、図版一〇四 · 一四三）

　位置　調査区北部にあたる AR・AS-67・68 グリッドに位置する。　重複関係　SK- １・２と重複しており、

本遺構が古い。　平面形状・規模　大部分が削平されており詳細は不明であるが、東西方向に延びる溝の南

壁の立ち上がり部分を確認したものと思われる。確認できた範囲で長さ 8.55m以上、幅 0.6 〜２ｍ以上、深

さ 30㎝以上とみられる。　主軸方向　東西方向に延びているが、上端は大きくऄ行しており詳細は不明。　

覆土　ローム粒子・鹿沼軽石粒子を含む黒褐色土と焼土粒子を多量に含む褐色土が堆積している。　底面　

地山である黒褐色土中に作られている。やや凹凸が目立ち、壁は非常に緩やかな立ち上がりを呈する。　出

土遺物　SK-1・2と一ׅで取り上げている。　時期　出土した遺物から推測すると古代か。

３　遺構外の遺物

̧区遺構外の遺物（第361図、第230 表、図版一四三 · 一四四）

　表土中から出土した土師器坏３点、須恵器坏１点、高台付坏１点、鉢１点、壺か１点、甕１点、瓦２点を

調査区外

調査区外

調
査
区
外

SK-2

SK-1

SD-3 SD-3

1

2

3

SK-2

4

5
6

3

SD-3
１ 暗褐色土　ローム粒子やや多量、IP 粒子・炭化物粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。（表土）
２ 暗褐色土　ローム粒子やや少量、IP 粒子・炭化物粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。
３ 暗褐色土　ローム粒子少量、IP 粒子・炭化物粒子微量。しまりやや欠ける。粘性欠ける。
４ 黒褐色土　ローム粒子少量、KP粒子・IP 粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
５ 褐色土　　焼土粒子多量、ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性ややあり。
６ 褐色土　　焼土粒子やや少量、ローム粒子少量、炭化物粒子微量。しまりややあり。粘性欠ける。

A A'

A A'

� �N�ɿ��
-������N

第 229 表　3 区溝計測表

第 360 図　3 区 SD-3 遺構実測図

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長さ 
（m）

幅 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 重複関係

SD-3 AR-68 
AS-67·68 不明 直線 [8.55] [0.60 〜

2.05] [0.30] 逆台形 有 SK-1･2 より古

359 �� ਢثܙ�
ᙈ

��　ܘޱ
ఈܘ　��
ʦ����ʧߴث

1�:3��1�
փ

ཻ࠭ɾগྔ ྑ ֎໘�φσ ᰍ෦ 1��
ଘ

෴த R 区 SK-1・
2・SD-3 
一括

ӹ͔࢈ࢠ

359 �� ᬵಃث�
ࡼ

��　ܘޱ
ఈܘ　����
ʦ���ʧߴث

���(:��1�
҉ΦϦʔϒփ

ྑ ମ෦Ұ෦ɺ
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ଘ
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R 区 SD-3 
確認面

࢈ـ
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図示した。

1 2

3

4

5 6 7

8 9 10
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第 230 表　3 区遺構外出土遺物観察表

第 361 図　3 区遺構外出土遺物実測図

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

360 1 土師器 
坏

口径　- 
底径　6.0 
器高［2.5］

外面 7.5YR6/4 
にぶい橙 
内面 N3/0 
暗灰

砂粒・礫少量 良好 書あり「㢡」
かଇ天文字

「天」 
内面 黒色処理

外面 ロクロナデ 
内面 ヘラミガキ 
体部下端 ճసヘラケズリ 
底部 ヘラケズリ

体部
1/3、底
部 11/12
残存

- R 区 
東部แؚ


360 2 土師器 
坏

口径　- 
底径（12.0） 
器高［2.6］

外面 5YR5/6 
明赤褐 
内面 7.5YR5/4 
にぶい褐

砂粒少量 良好 書か 内面 ヘラミガキ 
体部下端 ճసヘラケズリ

体部一
部、底部
1/4 残存

- R 区 
東部แؚ


360 3 土師器 
坏

口径　- 
底径　- 
器高［3.3］

外面 7.5YR5/4 
にぶい褐 
内面 N2/0 
黒

砂粒・礫少量 良好 書あり「㢡」
かଇ天文字

「天」 
内面 黒色処理

外面 ロクロナデ 
内面 ヘラミガキ

口縁〜体
部一部残
存

- R 区 
東部แؚ


360 4 須恵器 
坏

口径　- 
底径（7.0）　 
器高［3.0］

7.5YR6/4 
にぶい橙

砂粒・白雲母
少量

不良 書あり 内外面 ロクロナデ 
底部下端 ճసヘラケズリ

体〜底部
1/5 残存

- R 区 
東部แؚ


益子産

360 5 須恵器 
高台付坏

口径　- 
底径　6.8 
器高［2.6］

2.5Y5/1 
黃灰

砂粒・礫多量 良好 内面 ຎか 高台ష付 体部一
部、高台
〜底部શ
प残存

- R 区 
東部แؚ


益子産

360 6 須恵器 
鉢

口径　- 
底径　-　 
器高［5.3］

10YR6/2 
灰黄褐

砂粒・礫少量 良好 書あり 内外面 ロクロナデ 体部一部
残存

- R 区 
東部แؚ


産地不明

360 7 須恵器 
ᆵか

口径　- 
底径　-　 
器高［6.4］

2.5Y6/2 
灰黃

砂粒・白色粒
子微量

良好 頸部 ヨコナデ 
内面 ナデ

口縁〜頸
部 1/8 残
存？

- R 区 
東部แؚ


産地不明

360 8 須恵器 
甕

口径　- 
底径　-　 
器高［8.3］

外面 5Y4/1 
灰 
内面 7.5Y5/1 
灰

砂粒・礫少量 良好 胴部外面 平行タタキ 
内面 ナデ

胴部一部
残存

- R 区 
東部แؚ


産地不明

360 9 平瓦

厚　2.7 
重　241.85

外面 5YR5/4 
にぶい黄褐 
内面 10YR6/3 
にぶい黄褐

砂粒少量 やや
不良

凸面 縄タタキ 
凹面 糸切り痕・布目痕 
側面 ヘラケズリ

一部残存 - R 区 
東部แؚ


360 10 平瓦

厚　3.0 
重　391.40

10YR5/3 
にぶい黄褐

砂粒・礫少量 やや 
不良

凸面 格子タタキ 
凹面 糸切り痕 
側面 ヘラケズリ・面औ 
広端面 ヘラケズリ

一部残存 - R 区 
東部แؚ
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第 21 節　̨区

　̨区は、本遺跡の南東端、南から北へ傾斜する台地〜斜面上に遺跡が散在する。竪穴建物跡１軒、方形竪

穴２基、地下式坑１基、溝２条、土坑７基、ピット 10基が確認されている。確認面はロームで、表土下約 0.5m

である。

65

66

67

68

69

70

71

72

73

AS AT AU AV AW AX

SI-12

SD-5

SD-11

SK-1

SK-2

SK-3SK-4

SK-6

SK-13

SK-7

SK-8

SK-9

SK-10

Q区

P区

S区

86.7m

86.9m
87.0m

87.8m
87.7m

87.6m

87.5m

87.5m

87.4m
87.3m

87.2m

87.1m

87.0m

86.9m
86.8m

86.7m

86.6m

86.5m
86.4m

86.3m

86.2m

86.1m
86.0m

85.9m

85.9m

第○図　S区全体図

� ��N�ɿ���

第 362 図　S 区全体図
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１　竪穴建物跡

　調査区の南端の台地上の台地上で１軒確認されている。

̨区 SI-12（第 363図、第231·232 表、図版一〇四・一〇五・一四四）　

　位置　調査区南部にあたる A8-71 グリッドに位置する。　重複関係　SK-6・13 と重複しており、本遺構

が古い。　平面形状・規模　西側が調査区外であるが、方形を基調とした竪穴建物の東壁と南壁の一部を確

認した。東西 4.0 ｍ、南北 1.4 ｍ以上、壁は遺存状況の良い部分で 42㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -40°

2

1

2
1

調査区外

SK-6

SK-13

カマド

SI-12

1

2

3
4

SK-6
SK-13

1

2

4

5

6

99

99
10101010 12

11

11

1 2
3

4
5

8

7

1 2

A A'

A A'

B B'

C
C'

B B'

C
C'

SI-12
１　褐色土　　ローム粒子少量。しまりやや欠ける。粘性あり。
２　暗褐色土　ローム粒子少量、焼土粒子・炭化物粒子微量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性欠ける。
３　褐色土　　ローム粒子・灰褐色土粒子やや多量、灰褐色土ブロック・灰色
　　　　　　　土ブロック少量、炭化物粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
４　黒褐色土　ローム粒子少量、焼土粒子・炭化物粒子微量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性ややあり。

SI-12　カマド
１ 灰褐色土　　　　山砂やや多量、焼土粒子少量。しまり欠ける。粘性欠ける。
 　　　　　　　　（流出土）
２ 褐色砂質土　　　山砂多量、焼土粒子やや多量。しまり欠ける。粘性欠ける。
 　　　　　　　　（天井）
３ 褐色土　　　　　山砂少量。しまり欠ける。粘性欠ける。（堆積土）
４ 暗黄褐色砂質土　焼土主体。山砂少量。しまり欠ける。粘性欠ける。（流入土）
５ 赤褐色土　　　　焼土。しまり欠ける。粘性欠ける。（燃焼部）
６ 暗褐色土　　　　山砂少量。しまり欠ける。粘性あり。（撹乱）
７ 黄褐色砂質土　　山砂主体。焼土粒子少量。しまりあり。粘性欠ける。
 　　　　　　　　（煙道天井）
８ 暗黄褐色砂質土　山砂ブロック多量、焼土粒子やや少量。しまり欠ける。 
　　　　　　　　　　粘性欠ける。（天井崩落土）
９ 暗赤褐色土　　　焼土層。灰褐色粘土少量。しまりややあり。粘性あり。
 　　　　　　　　（袖内壁）
10 灰褐色粘土　　　しまりあり。粘性あり。（袖）
11 赤褐色土　　　　粘土。焼けている。（袖内壁）
12 暗灰褐色土　　　粘土多量、褐色土やや少量、焼土粒子少量。しまりやや 
　　　　　　　　　　欠ける。粘性欠ける。（袖崩れ）

� ��DN�ɿ�

� �N�ɿ��
-������N

� �N�ɿ��
-������N

第 231 表　S 区竪穴建物跡計測表

第 363 図　S 区 SI-12 遺構・出土遺物実測図

遺構番号 位置 主軸方向 形状 東西 
（m）

南北 
（m）

深さ 
（m） ピット 炉 カマド 貯蔵穴 壁溝 間仕 

切溝
出土 
遺物 重複関係

SI-12 AW-71 N-40° -E 方形 4.00 [1.40] 0.42 無 無 有 無 無 無 有 SK-6･13 より古
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- Ｅ　床面　確認できた範囲では貼床等は認められず、地山である鹿沼軽石層を床面としており、平坦となっ

ている。　覆土　褐色土と黒褐色土を確認した。このうち竪穴の大部分を覆う褐色土にはローム粒子のほか、

火山灰と考えられる灰褐色土粒子が混入する。　柱穴等　確認されていない。　カマド　東壁中央に位置し

ている。灰褐色系の粘土（9〜 11層）を積んで構築した袖と、それに挟まれた燃焼部とԎಓが遺存していた。

袖は幅 50 ㎝、竪穴壁からの長さ 45 ㎝、高さ 36 ㎝、両袖間の幅 46 ㎝である。燃焼部は褐色に焼土化し

ており、その範囲は袖の内側にもٴんでいる。Ԏಓは竪穴壁から短くுり出し立ち上がる。一部ఱҪ構築土

に用いられたとみられる黄褐色砂質土が確認された。　出土遺物　須恵器坏１点、鉢１点を図示した。この

ほかに土師器鉢１点 17.76 ｇ、甕 18点 456.03 ｇが出土している。　時期　８世紀後葉。

２　方形竪穴

　調査区の北部、台地の斜面上に２基が確認されている。

̨区 SK- ７（第364図、第233・234表、図版一〇五）

　位置　調査区北部にあたる AT-65・66 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西

両端が調査区外であるが、南北方向にわずかに長い長方形である。長軸 2.2 ｍ、短軸 2.05 ｍ以上、深さ 50

㎝ほどである。　主軸方向　Ｎ -60° - Ｅ　覆土　暗褐色土と灰褐色土が認められる。　底面　ローム層中に

作られておりやや丸みを帯びるが、おおむね平坦となっている。　柱穴等　南西壁際に1基が確認されている。

直径 22㎝、深さ 22㎝の円形である。　出土遺物　土師器高台付坏１点、須恵器甕１点を図示した。このほ

かに土師器坏７点 35.91 ｇ、高台付坏２点 20.66g、甕 24点 132.5 ｇ、須恵器坏４点 13.24 ｇが出土してい

る。流れ込みである。　時期　形状から中近世と推測される。

̨区 SK- ９（第364図、第233 表、図版一〇五）

　位置　調査区北端にあたる AS・AT-65 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西

両端が調査区外であるが、東西方向に長い長方形の方形竪穴であると思われる。確認できた範囲で長軸2.7ｍ、

短軸２ｍ以上、壁は遺存状況の良い部分で 20㎝ほどである。また、南壁の一部がスロープ状になっており、

入口とみられる。　主軸方向　Ｎ -50° - Ｅ　覆土　地山由来のローム粒子・鹿沼軽石ブロックを多量に含む

明褐色土が認められた。人為的な埋め戻しとみられる。　底面　地山であるローム層および黒褐色土層中に

作られており、平坦となっている。　柱穴等　南西壁に 1基が確認されている。長軸 61㎝、短軸 55㎝、深

第 232 表　S 区 SI-12 出土遺物観察表

第 233 表　S 区 方形竪穴計測表

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

363 1 須恵器 
坏

口径　13.4 
底径　9.1 
器高　4.2

外面 7.5YR6/4 
にぶい橙 
内面 7.5YR5/4 
にぶい褐

砂粒・礫少量 不良 ロクロ目顕著 
底部 ヘラ切り後ナデ

口縁〜体
部 3/4、
底部残存

床面直
上

S 区 SI-12 
No.2

益子産

363 2 須恵器 
鉢

口径　24.6 
底径　- 
器高［14.2］

内外面 10YR5/1 
褐灰 
釉 5Y5/2 
灰オリーブ

砂粒・礫少量 良好 ロクロ目顕著 
体部下端 ճసヘラケズ
リ

口縁〜体
部 3/4 残
存

床面直
上

S 区 SI-12 
No.1

益子産

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 備考

SK-7 AT-65･66 N-60° -E 長方形 2.20 [2.05] 0.50 ು底状 有

SK-9 AS･AT-65 N-50° -E 長方形 2.70 [2.00] 0.20 ು底状 有
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さ 26 ㎝の楕円形である。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器坏２点 5.65 ｇ、甕３点 36.14 ｇ、

須恵器坏３点 10.23g、蓋１点 2.53g、甕１点 18.84 ｇ、陶器１点 8.07 ｇが出土している。　時期　形状か

ら中近世か。

３　地下式坑

　調査区の北部、台地の斜面上に、方形竪穴に隣接して１基が確認されている。

̨区 SK- ８（第365図、第235・236 表）

　位置　調査区北部にあたる AT-66 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　西側が調

査区外、削平されているが、南北方向に長い地下式坑とみられる。壁が崩れているが、方形を基調とした主室と、

その北側に取り付く竪坑からなる。主室と竪坑のڥքが判然としないが、全体の規模は長軸2.7ｍ、短軸1.1ｍ、

壁は遺存状況の良い部分で主室・竪坑ともに 45㎝ほどである。　主軸方向　不明。　覆土　褐色土および明

褐色土が堆積している。下層の明褐色土には粘土粒子が多量に含まれており、人為的な埋め戻しの可能性が

1
2

調査区外

調査区外

調査区外

調査区外SK-7

P1
P1

SK-9

SK-7 出土遺物

1

2
3
4

1
2

345
6

A A'
88.50m

A A'
88.50m

A A'

A A'

SK-7
１　暗褐色土　ローム粒子微量。しまりやや欠ける。粘性ややあり。
２　暗褐色土　ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性ややあり。
３　灰褐色土　ローム粒子やや少量、焼土粒子微量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性ややあり。
４　暗褐色土　ローム粒子微量。しまり欠ける。粘性欠ける。

SK-9
１　暗褐色土　ローム粒子微量。しまりやや欠ける。粘性ややあり。
２　暗褐色土　ローム粒子少量、焼土粒子微量。しまりあり。粘性欠ける。
３　暗褐色土　ローム粒子微量、焼土粒子若干。しまり欠ける。粘性ややあり。
４　暗褐色土　ローム粒子・炭化物粒子微量。しまり欠ける。粘性あり。
５　褐色土　　ローム粒子少量。しまり欠ける。粘性あり。
６　明褐色土　ローム粒子・KP粒子・KPブロック多量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性ややあり。（埋め戻し）

� ��DN�ɿ�

� �N�ɿ��

第 364 図　S 区 SK-7・9 遺構・出土遺物実測図

第 234 表　S 区 SK-7 出土遺物観察表

第 235 表　S 区 地下式坑計測表

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

364 1 土師器 
高台付坏

口径　- 
底径　- 
器高［1.9］ 
高台（6.8）

外面 7.5YR8/6 
浅黄橙 
内面 7.5YR7/6 
橙

砂粒・礫微量 不良 底部 ճసヘラケズリ
高台ష付

底〜高台
部一部残
存

覆土中 S 区 SK-7

364 2 須恵器 
甕

口径　- 
底径　- 
器高［4.45］

外面 10YR5/2 
灰黄褐 
内面 2.5Y6/1 
灰

砂粒少量 良好 胴部外面 平行タタキ　
胴部内面 ナデ

胴部一部
残存

覆土中 S 区 SK-7 ງϊ内産
か

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 備考

SK-8 AT-66 不明 T 字状か 2.70 1.10 0.45 逆台形 有
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ある。　底面　地山である鹿沼軽石層中に作られており、平坦となっている。壁はほぼ垂直に立ち上がって

いる。　出土遺物　土師器高台付坏１点、須恵器坏１点を図示した。このほかに土師器坏５点 19.92 ｇ、甕

14 点 153.86 ｇ、須恵器坏４点 33.23 ｇ、甕４点 16.82 ｇ、瓦１点 127.19 ｇが出土している。流れ込みと

考えられる。　時期　形状から中近世と推測される。

４　溝

　調査区北部に２条の溝が台地の傾斜に対し SD-5 は平行、SD-11 は直行するように延びている。

̨区 SD- ５（第366図、第237表、図版一〇五）

　位置　調査区中央部にあたる AU-68 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向に直線的に延びる溝である。確認できた範囲で長さ 3.7 ｍ以上、幅 20〜 30 ㎝、深さ 10㎝未満の浅い溝

である。　主軸方向　Ｎ -12° - Ｗ　覆土　不明。　底面　ローム層中に作られており、丸みを帯びている。

壁は比較的急斜度で立ち上がっている。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̨区 SD-11（第 366図、第237表、図版一〇六）

　位置　調査区北部にあたる AT-66 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　東西方向

に直線的に延びているとみられる。確認できた範囲で長さ２ｍ以上、幅 60〜 70 ㎝、深さ 20㎝である。　

主軸方向　Ｎ -65° - Ｅ　覆土　黄褐色粘土粒子を多量に含む灰褐色土と、暗褐色土が堆積している。　底面

1 2

調査区外

SK-8

1

2

3

A A'
88.50m

A A'

SK-8
１　暗褐色土　ローム粒子微量。しまりやや欠ける。粘性ややあり。
２　褐色土　　乳褐色粘土粒子少量。しまり欠ける。粘性あり。
３　明褐色土　乳褐色粘土粒子多量、乳白色粘土ブロック少量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性あり。

� ��DN�ɿ�� �N�ɿ��

第 365 図　S 区 SK-8 遺構・出土遺物実測図

第 236 表　S 区 SK-8 出土遺物観察表

第 237 表　S 区溝計測表

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

365 1 須恵器 
坏

口径　- 
底径　6.8 
器高［2.15］

外面 10R5/1 
赤灰 
内面 10YR5/1 
褐灰

砂粒・礫少量 良好 底部 ヘラ切り後ナデ 体部一
部、底部
1/2 残存

覆土中 S 区 SK-8 益子産

365 2 土師器 
高台付坏

口径　- 
底径（9.0） 
器高［3.2］

外面 7.5Y2/1 
黒 
内面 10YR6/4 
にぶい黄橙 
外底 10YR6/4 
にぶい黄橙

砂粒・礫少量 良好 外面 黒い ロクロナデ
高台ష付

体〜底部
一部残存

覆土中 S 区 SK-8

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長さ 
（m）

幅 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 備考

SD-5 AU-68 N-12° -W 直線状 [3.70] 0.20 〜 0.30 0.10 未満 逆台形 無

SD-11 AT-66 N-65° -E 直線状 [2.00] 0.60 〜 0.70 0.20 逆台形 有
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　ローム層中に作られており平坦となっている。壁は垂直に立ち上がる。　出土遺物　図示できる遺物はな

いが、土師器坏 10点 13.28 ｇ、甕２点 14.87 ｇ、須恵器坏４点 17.43 ｇが出土している。　時期　不明。

５　土坑

　台地の傾斜面に散在し、7基が確認された。

̨区 SK- １（第367図、第238·239 表、図版一〇六）

　位置　調査区中央部にあたる AV-69 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方

向に長い楕円形である。長軸 80㎝、短軸 65㎝、深さ 30㎝である。　主軸方向　N-20° -E　覆土　ローム

粒子をやや多く含み、粘性のある褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、丸みを帯び

ている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　図示した須恵器は甕と考えられる。１点が出土している。

　時期　不明。

̨区 SK- ２（第367図、第238 表）

　位置　調査区南部にあたる A8-71 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　直径 105

㎝ほどの円形で、深さは 20㎝である。　覆土　ローム粒子や焼土粒子をわずかに含む褐色土が堆積している。

　底面　底面はローム層中に作られており、凹凸がஶしい。壁は急斜度で立ち上がる。　出土遺物　出土し

調査区外

SD-11

調査区外

調査区外

調査区外

SD-5

1

2

3

4

A A'

A A'

SD-11
１　暗褐色土　ローム粒子微量。しまりやや欠ける。
　　　　　　　粘性ややあり。
２　暗褐色土　灰黄褐色土粒子少量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性ややあり。
３　灰褐色土　黄褐色粘土粒子多量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性ややあり。（埋め戻し）
４　暗褐色土　黄褐色粘土粒子少量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性あり。

� �N�ɿ��
-������N

第 366 図　S 区 SD-5・11 遺構実測図

第 238 表　S 区土坑計測表

遺構番号 旧番号 位置 主軸方向 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 備考・重複関係

SK-1 SK-1 AV-69 N-20° -E 楕円形 0.80 0.65 0.30 ು底状 有

SK-2 SK-2 AW-71 - 円形 1.05 1.05 0.20 皿状 無

SK-3 SK-3 AT･AU-66 N-0° 楕円形 1.20 1.07 0.08 皿状 無

SK-4 SK-4 AT-66 N-29° -W 方形 1.00 0.60 0.32 箱形 有

SK-6 SK-6a AW-71 N-32° -E 楕円形 [1.00] [0.96] 0.32 ು底状 有 SI-12、SK-13 より新

SK-10 SK-10 AT-65 N-25° -W 楕円形 1.00 0.90 0.14 段有 有

SK-13 SK-6b AW-71 N-32° -E 楕円形か [0.80] [0.52] 0.20 ು底状 無 SI-12 より古
SK-6 より新
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ていない。　時期　不明。

̨区 SK- ３（第367図、第238 表）

　位置　調査区北部にあたる AT・AU-66 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北

方向にわずかに長い楕円形である。長軸 120 ㎝、短軸 107 ㎝、深さ８㎝である。　主軸方向　N-0°　覆土

　多量のローム粒子や焼土粒子を含む褐色土が堆積している。人為的な埋め戻しとみられる。　底面　ロー

ム層中に作られており平坦となっている。壁は比較的緩やかな立ち上がりを呈する。　出土遺物　出土して

いない。　時期　不明。

̨区 SK- ４（第367図、第238 表、図版一〇六）

　位置　調査区北部にあたる AT-66 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　西側が調

査区外であるが、方形を基調とした土坑とみられる。確認できた範囲で長軸 100 ㎝、短軸 60㎝、深さ 32㎝

である。　主軸方向　N-29° -8　覆土　ローム粒子をやや多く含む明褐色土が堆積している。　底面　地山

である鹿沼軽石層中に作られており、平坦となっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。　出土遺物　図示で

きる遺物はないが、土師器坏３点 4.55 ｇ、須恵器坏１点 6.79g、甕１点 32.56 ｇが出土している。　時期　

不明。

̨区 SK- ６（第367図、第238・239 表、図版一〇四・一〇六）

　位置　調査区南部にあたるA8-71グリッドに位置する。　重複関係　SI-12、SK-13より新しい。　平面形状・

規模　大部分が調査区外であることから詳細は不明である。南北方向に長い楕円形とみられ、長軸100㎝以上、

短軸 96㎝以上、深さ 32㎝である。　主軸方向　N-32° -E　覆土　２層堆積しており、地山由来のローム粒

子を微量に含んでいる。　底面　ローム層中に作られている。平坦で壁は垂直に立ち上がる。　出土遺物　

須恵器甕１点を図示した。このほかに土師器甕 10点 101.4 ｇ、須恵器甕１点 42.3 ｇが出土している。　時

期　不明。

̨区 SK-10（第 367図、第238 表、図版一〇六）

　位置　調査区北部にあたる AT-65 グリッドに位置する。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北方向

にわずかに長い楕円形である。長軸 100 ㎝、短軸 90㎝、深さ 14㎝ほどである。　主軸方向　N-25° -8　

覆土　４層に分層した。確認段階ではわからなかったが、一度掘り返されているようである。１層が掘り返

し後の覆土、２〜３層がॳの段階の堆積土である。　底面　地山であるローム層中に作られている。中央

の掘り返された部分は、周辺より１段深く掘り込まれている。全体的に丸みを帯び、壁は緩やかな立ち上が

りを呈する。　出土遺物　図示できる遺物はないが、土師器甕３点 77.19 ｇ、須恵器坏３点 9.11 ｇが出土し

ている。　時期　不明。

̨区 SK-13（第 367図、第238 表、図版一〇六）

　位置　調査区南部にあたる A8-71 グリッドに位置する。　重複関係　SI-12 より古く、SK-6 より新しい。

　平面形状・規模　いずれも大部分が調査区外であることから詳細は不明である。確認できた範囲で、北西

－南東方向が 80㎝以上、北東－南西方向が 52㎝以上、深さ 20㎝である。　主軸方向　N-32° -E　覆土　
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２層堆積しており、いずれも地山由来のローム粒子を微量に含んでいる。　底面　ローム層中に作られている。

中央付近が一段下がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

21

調査区外

SK-1 SK-2 SK-3

SK-4 SK-6 SK-13

SI-12

SK-10

調査区外

SK-1 SK-6

1 1
1

1

2

1

2
3

4

5 SI-12

SK-6 SK-13

1
2

3

4

4

SK-1
１　褐色土　ローム粒子やや多量、ロームブロック
　　　　　　少量。しまり欠ける。粘性あり。

SK-2
１　褐色土　ローム粒子少量、焼土粒子微量。
　　　　　　（自然堆積か）

SK-3
１　明褐色土　ローム粒子やや多量、焼土粒子微量。
　　　　　　　（埋め戻し）

SK-4
１　明褐色土　ローム粒子少量。しまり欠ける。
２　明褐色土　ローム粒子やや多量、ロームブロッ
　　　　　　　クやや少量。しまり欠ける。粘性
　　　　　　　ややあり。

SK-6・13
１　褐色土　　ローム粒子少量。しまりやや欠
　　　　　　　ける。粘性あり。
２　暗褐色土　ローム粒子微量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性あり。
３　暗褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック
　　　　　　　少量。しまりあり。粘性あり。
　　　　　　　（埋め戻し）
４　暗褐色土　ローム粒子微量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性あり。
５　灰褐色　　ローム粒子少量、焼土微量。
　　　　　　　しまりあり。粘性あり。

SK-10
１　暗灰褐色土　KP微粒子やや少量。しまりやや
　　　　　　　　あり。粘性やや欠ける。
２　灰褐色土　　KP粒子・KPブロック多量。
　　　　　　　　しまりあり。粘性欠ける。
３　灰褐色土　　KP粒子少量。しまりあり。粘性
　　　　　　　　欠ける。
４　明褐色土　　ロームブロック・粘土主体。しま
　　　　　　　　りあり。粘性ややあり。

A A'
87.50m

A A'

A A'
88.50m

A A'

A A'
88.50m

A A'

A A'
88.50m

A A'

A A'
87.80m

A A'

A A'
88.50m

A A'

� ��DN�ɿ�

� �N�ɿ��

第 367 図　S 区 SK-1 〜 4・6・10・13 遺構・SK-1・6 出土遺物実測図

第 239 表　S 区 SK-1・6 出土遺物観察表

挿図
№ № 種類 

器種
計測値 

（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存 
状態

出土 
状態 注記 産地・備考

367 1 須恵器 
甕か

口径　- 
底径　- 
器高［6.4］

5Y4/1 
灰

砂粒・礫微量 良好 胴部外面 平行タタキ 
内面 ナデ

胴部一部
残存

覆土中 S 区 SK-1 産地不明

367 2 須恵器 
甕

口径　- 
底径　- 
器高［5.6］

外面 10YR6/4 
にぶい黃橙 
内面 7.5YR6/4 
にぶい橙

砂粒微量 不良 胴部外面 平行タタキ
内面 同心円当具痕

胴部一部
残存

覆土中 S 区 SK-6 産地不明
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̒　ピット

　Ｐ区では調査区の中央部と南東端 10基のピットが確認されている。計測表にまとめている。

P-14
P-15P-16

P-17

P-18
P-19

P-20
P-21

P-22

P-23

SK-6

SI-12

SK-1

SK-4 SK-3

SK-2

SK-13

AU-67

AU-68

AV-67

AV-68

AW-69

AW-70

AW-71

AW-72

AX-71

AX-72 � �N�ɿ���

第 240 表　S 区ピット計測表

第 368 図　S 区ピット遺構実測図

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m）

出土 
遺物 備考

P-14 AW-71 N-28° -E 楕円形 0.60 0.30 0.29 無

P-15 AW-71 N-0° 不整形 0.76 0.50 0.16 無

P-16 AW-70 - 円形 0.47 0.43 0.21 無

P-17 AW-70 - 円形 0.40 0.32 0.20 無

P-18 AW-70 N-20° -E 楕円形 0.80 0.68 0.28 無

P-19 AW-70 - 円形 0.40 0.39 0.28 無

P-20 AV-69 - 円形 0.60 0.53 0.26 無

P-21 AU-67 - 円形 0.50 0.42 0.14 無

P-22 AU-67 N-25° -E 楕円形 0.62 0.50 0.17 無

P-23 AU-67 N-90° -E 楕円形 0.74 0.57 0.51 無
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̓　遺構外の遺物

　表土中から出土したものを掲載する。

̨区遺構外の遺物（第369図、第241表、図版一五〇）

　かわらけとಔમが出土している。１は胎土に白Ӣが含

まれる。２のಔમの種ྨは不明である。
1

2

� ��DN�ɿ�
（1）

� �DN�ɿ�
（2）

第 369 図　S 区遺構外出土遺物実測図

第 241 表　S 区遺構外出土遺物観察表
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第 22 節　̩区

　Ｔ区は、本遺跡の南東端、Ｏ区の南から北へ傾斜する台地上に立地している。溝２条、土坑１基、ピット

3基が確認されている。確認面は鹿沼軽石層の直上で、表土下約 80㎝である。

BE-59

BE-62

57

58

59

60

61

62

63

64

BC BD BE BF BG

SD-6

SD-5

P-2

SK-1

P-3P-4

90.8m

90.7m

90.6m

90.4m

90.3m

90.2m

90.1m

89.9m

89.8m

89.7m

89.6m

89.4m

89.3m

89.2m

89.1m

88.9m

88.8m

88.7m

88.2m

88.3m

88.1m

87.9m

87.8m
87.7m

88.0m

89.0m

89.5m

90.0m

90.5m

� ��N�ɿ���

第 370 図　5 区全体図
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１　溝

　台地の傾斜面に直交する方向に２条が確認されている。

̩区 SD- ５・６（第 371図、第 242表、　図版一〇六 · 一〇七）

　位置　調査区北部にあたるBD-57・58に位置する。　重複関係　SD-６が新しく、SD-５が古い。　平面形状・

規模　ともに東西方向に直線的にのびる溝とみられる。確認できた範囲で、長さは調査区の幅である 2.2m。

SD- ５が幅 2.6 ｍ以上、深さ 60㎝、SD- ６が幅６ｍ以上、深さ 90㎝となっている。　主軸方向　N-65° -E

　覆土　部分的に地山由来のロームを多量に含んでいるが、これらは壁の崩落土とみられ、基本的には自然

堆積土と考えられる。　底面　ローム層中に作られており、底面は幅狭くなっている。壁は比較的緩やかな

立ち上がりを呈する。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

２　土坑

　台地の傾斜面上に 1基が確認されている。

1

2

3

45

6

7

8
11

10
9

撹乱

SD-5
SD-6

3

SD-5 SD-6

調査区外

調査区外

A A'

A A' SD-5・6
１ 褐色土　　φ1㎜のローム粒子少量。しまり欠ける。
　　　　　　　粘性欠ける。（耕作土）
２ 褐色土　　φ2～3㎜のローム粒子非常に多量。
　　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
３ 褐色土　　φ2～3㎜のローム粒子微量。しまり欠
　　　　　　　ける。粘性欠ける。
４ 褐色土　　φ2～3㎜のローム粒子多量。しまり欠
　　　　　　　ける。粘性欠ける。
５ 暗褐色土　φ2～3㎜のローム粒子少量。しまり欠
　　　　　　　ける。粘性欠ける。
６ 褐色土　　φ1～2㎝のロームブロック少量、2～3
　　　　　　　㎜のローム粒子微量。しまり欠ける。粘
　　　　　　　性欠ける。
７ 暗褐色土　φ2～3㎜のローム粒子少量。しまり欠
　　　　　　　ける。粘性欠ける。
８ 褐色土　　明褐色土と褐色土の混合土層。しまり欠
　　　　　　　ける。粘性欠ける。
９  明褐色土　暗褐色土ブロック多量。しまりややあり。
　　　　　　　粘性欠ける。
10 暗褐色土　KP粒子若干。しまり欠ける。粘性欠ける。
11 明褐色土　KP粒子若干。しまり欠ける。粘性欠ける。� �N�ɿ��

-������N

第 242 表　5 区溝計測表

第 371 図　5 区 SD-5・6 遺構実測図

第 243 表　5 区 土坑計測表

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長さ 
（m）

幅 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 重複関係

SD-5 BD-58 N-65° -E 直線状か [2.60] [2.20] 0.60 V 字状 無 SD-6 より古

SD-6 BD-57･58 N-65° -E 直線状か [6.00] [2.20] 0.90 V 字状 無 SD-5 より新

遺構番号 位置 主軸方向 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 重複関係

SK-1 BF-62 N-3° -E 不整円形 1.00 1.00 0.10 皿状 無
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３　ピット

　台地上に３基確認されている。柱穴の可能性が高い。

̩区 SK- １（第371図、第243 表）

　位置　調査区南部にあたる BF-62 グリッドに位置する。　

重複関係　なし。　平面形状・規模　やや不整な円形で、直

径 100 ㎝、深さ 10㎝未満となっている。　主軸方向　N-3°

- Ｅ　覆土　褐色土がわずかに堆積している。　底面　ローム

層中に作られており、平坦となっている。　出土遺物　出土

していない。　時期　不明。　

P-2 P-3 P-4

1

2

1
2

1

2
A A'

90.40m
A A'

90.30m
A A'

90.30m

A A' A A' A A'

P-2
１　褐色土　φ5㎜のローム粒子微量。しまり欠ける。
　　　　　　粘性欠ける。
２　褐色土　φ3～5㎜のロームブロック微量。しまり
　　　　　　欠ける。粘性欠ける。

P-3
１　褐色土　φ3～5㎜のロームブロック多量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
２　褐色土　φ2～3㎝のロームブロック微量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

P-4
１　褐色土　φ2～3㎝のロームブロック少量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。
２　褐色土　φ2～3㎝のロームブロック多量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

� �N�ɿ��

SK-1

1
A A'

90.70m

A A'

SK-1
１　褐色土　φ2～3㎝のロームブロック微量。
　　　　　　しまり欠ける。粘性欠ける。

� �N�ɿ��

第 244 表　5 区ピット計測表

第 373 図　5 区ピット実測図

第 372 図　5 区 SK-1 遺構実測図

遺構番号 旧番号 主軸方向 位置 形状 長軸 
（m）

短軸 
（m）

深さ 
（m） 断面形 出土 

遺物 重複関係

P-2 SK-2 - BF-61 円形 0.30 0.30 0.60 U 字状 無

P-3 SK-3 - BE-61 円形 0.40 0.40 0.34 U 字状 無

P-4 SK-4 - BE-61 円形 0.30 0.30 0.24 U 字状 無



ʵ �77 ʵ

第̍節　ೄจɾੜ࣌ͷҨߏͱҨ

　本沼大௩遺跡では、竪穴建物跡１軒、௩１基、溝２条、土坑６基、ピット７基が確認されている。

また、本沼大௩（௩）の確認のため、トレンチを８本入れている。遺物はೄ文時代の土器・石器、ੜ時代の土器、

土師器・須恵器、陶器、砥石・瓦が出土している。

第１節　縄文・ੜ࣌の遺構・遺物

ೄจث（第 375図、　図版一四七）

　SI-1 から 1〜３のೄ文前期の土器が出土している。胎土にણҡを含む。１は口縁部、３は底部で、2本 1

の೨ࢳを羽状に施している。

　SK-20 から４・５が出土している。４はೄ文施文後、ԣ位の線が施される。５と６は条線文である。

第４ষ　本প大௩遺跡

撹乱
根撹乱

SK-24

SK-22

SD-23SK-21
SK-20

P-9
S-10

SK-3

SD-11P-12P-13

P-17
P-16

P-15

SI-1

SK-2

1ト
レン

チ

2ト
レ
ン
チ

3ト
レン

チ

4トレンチ

5トレンチ
6ト

レ
ン
チ

7ト
レ
ン
チ

8トレンチ

82.0m 82.5m

83
.0
m

83
.5m

84
.0
m

84
.5m

82.0m

h g f e d
63

64

65

66

67

掘削痕

� ��N�ɿ���

第 374 図　ຊপେ௩遺跡全体図
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21

22

23

25

19

13

10

16

11

1715

12

24

9

29

30

26

27

28

SI-1（1トレンチ） SK-20 SK-21

遺構外出土

塚出土

2トレンチ

7トレンチ

� �ᶲ�ɿ�� �ᶲ�ɿ�

第○図　本沼大塚遺跡縄文・弥生土器・石器遺物実測図第 375 図　ຊপେ௩遺跡ೄจ・ੜ土ث・ੴث遺物実測図
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　SK-21 から８が出土している。۳ࣃ状の線が施文される。後期か。

　௩の土内からはೄ文前期〜後期の土器が出土している。墳から 12〜 14・16 〜 18、土内から 10・

11・15・19 〜 21 が出土している。

　10〜 15 は前期の土器で、胎土にણҡを含む。10は付Ճ条２種による羽状文、14の外面はϧープ文、内

面はࡲ痕がݦஶにみられる。15は２本１の೨ࢳ文である。

　16は̡̧をԣ方向に施文後、縦位の線文が施される。

　17〜 19 は堀ϊ内式か。17は線文、18は̡̧をԣ方向に施した後、線、磨り消している。によ

るಥも施されている。19はೄ文施文後に、線を施す。

　20は縦方向の状線が施されている。

　２トレンチの９は、ೄ文前期の土器で、ෟՃ条２種のೄ文を羽状に施す。胎土にはણҡが含まれる。黒か。

ੴث（第 375図、第 245表、図版一四七）

　SK-20 から１点、௩の土内より７点、７トレンチより 1点の合計９点の出土である。　　

　SK-20 は墳部に掘られており、７トレンチの１点を除く８点は土の際に混在したものである。

　９点の内༁は７トレンチの石鏃１点、ೋ࣍Ճのあるണ片が６点、磨石１点、石１ࡼ点である。

　ೋ࣍Ճのあるണ片は 22がϗϧンϑΣϧス、それ以外の７・23〜 25・30 はチャートを石材に使用する。

　チャート製石器に残る礫面を؍すると、Տのస石のみではなく、層状チャートをར用していることが

うかがえる。中でも 23〜 25・30 の 4点は色調が近似しており、またං厚なണ片をそのまま用いるなど、同

一ؠの可能性が非常に高い。

　26 は磨石、27は小型ではあるが、എ面が磨面としてݦஶに使用された石ࡼである。どちらも҆山ؠである。

　།一定形石器である 28の石鏃は、流ؠを使用する凹基ແܪ鏃である。ઌ端ٴび両脚部の端をܽଛする。

前期中葉の土器の出土があり、この時期に所属するとしてもないと思われる。

第 245 表　ຊপେ௩遺跡出土ੴث観察表

挿図
No. № 種ผ 器種 遺存状گ 石ࡐ 長さ

(Dm) 幅 (Dm) 厚さ
(Dm) 重量 (H) 注記໊ 特　徴

375 7 ണย石器
Ճ工࣍２
のあるണ
ย

完存 νϟート 4.75 3.21 1.24 13.68 SK-20
フク土

表面にϙδ面あり。

375 22 ണย石器
Ճ工࣍２
のあるണ
ย

完存 ϗϧϯフΣϧス 8.14 4.56 1.12 58.46 ௩土
№ 10

表面の一部はスϨがみΒれる。

375 23 ണย石器

Ճ工࣍２
のあるണ
ย

完存 νϟート 6.30 4.51 2.33 53.24 ௩土
№ 12

表面と上部に自然面あり。

375 24 ണย石器

Ճ工࣍２
のあるണ
ย

完存 νϟート 4.43 3.16 1.23 17.44 ௩ٰ
№ 12

ෲ面にϙδ面。上面同ׂ࣌れあり。

375 25 ണย石器

Ճ工࣍２
のあるണ
ย

完存 νϟート 4.81 3.29 1.47 22.44 ௩土
№ 11

表面にઁ理面あり。

375 26 礫石器
磨石 一部欠損 安山岩 11.69 7.79 3.30 482.08 ௩土

№ 13
一部にᏏଧ痕があり、ͦの後༻している。

375 27 礫石器
石皿 完存 安山岩 17.40 13.05 3.90 1202.4 ௩土

№ 14
平൫状に浅͘凹Ή。

375 28 ଧ製石器
石鏃 一部欠損 ྲྀ岩 2.23 1.48 0.43 0.98 ̓T

№ 1
凹基無ܪ鏃。प縁は࿈ଓతにണが入り、断
面はϨϯズ状とͳる。

375 30 ണย石器
Ճ工࣍２
のあるണ
ย

完存 νϟート 4.96 3.24 1.66 15.23 表࠾ 楕面は上部。ෲ面と同ׂ࣌れあり。表面に自
然面あり。
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௩（第 376d379 図、第 246表、図版一〇八 · 一〇九 · 一四六 · 一四七）

　ཱ　小ઘ分ߍཪ遺跡が立地する台地西側と低地を挟んだ台地上に立地している。　重複関係　SK-20 〜

22・24、SD-23 と重複しており、SK-24 より古く、その他より新しい。　֬ೝ状گ　調査以前より高さ２ｍ

ほどの方形の௩として認ࣝされている状況であった。௩の上部にはがੜいໜり、部分的に崩落している箇

所も認められた。　平面形状・規模　平面形は南北方向に長い長方形となっている。ただし部分的に大きく

削られたとみられる痕跡が認められる事から、本来の形状をอっているかについては不明である。調査前の

況で、南北ݱ 17 ｍ、東西 15 ｍ、高さ 2.6 ｍで、表土除ڈ後の土確認段階の計測で南北 16 ｍ、東西 14

ｍ、高さ 2.3 ｍである。なお周囲のトレンチ調査の結果から、௩に伴う周溝や区ը施設などは確認されてい

ない。　पลͷ۷ࠟ　௩の周辺にトレンチを入れた結果、竪穴建物などとはผに、地山であるローム層を

不規ଇに掘り込んだ掘削痕が１〜３・５・６トレンチ (374 図 ) で確認された。確認された部分では 10〜 20

㎝ほどの深さでローム層を掘り込んでおり、௩の構築に伴う掘削痕と考えている。後述する௩の土には地

山由来とみられるローム層やロームブロックが多く確認されていることから、土確อのために௩の周辺を

掘削したものとみられる。　௩ͷߏங　௩の土層は東西・南北方向に設定した土層؍ϕϧト（第 378 図

A-A�、B-B�）で図化を行った。またϕϧト除ڈ作ۀ中に攪乱範囲等を外した部分において断面の見通し図を作

成した（第 378 図 A-A�）。௩の構築土は、地山であるロームと旧表土に由来する黒褐色土で構成されており、

それぞれの含有量によってＡ〜̛の６つに大ผしてهした。このうちＡ・Ｂがローム主体、Ｃはロームと

黒色土のׂ合が５ɿ５、Ｄ・Ｅ・̛は黒色土が主体の土である。　௩ͷ構ங方๏　௩の構築方法は、まずඪ

高 82.4 ｍ付近に位置する旧表土上に、黒褐色土と褐色土を用いて高さ１ｍほどの方形の基底部を構築する。

そしてその上に暗褐色系の土と、黄褐色系の土を交ޓに積み上げて構築している。見通し図作成時の؍に

よれ、まずロームと黒色土により外周部を構築し、その後内側を埋めていくような構築方法であったと考

えられる。　出土遺物　墳部および墳ٰ土からೄ文土器、ੜ土器、土師器、須恵器、陶器、瓦、石器、

石製品が出土している。土師器高台付坏１点、須恵器坏１点、かわらけ２点、陶器小２点、２点、鉢１点、

平瓦１点、石製品２点を図示した ( 第 379 図 )。１は底部に「×」が刻まれる。また、ׂ れ口に༉Ԏが付着し、

౯明具として使用されていた可能性が高い。３は土の下層より出土し、構築時期に近い時期の遺物の可能

性が高い。7は底面に「ʓ 86」とある。ઓ時下の౷੍൪߸（ੜऀ࢈ผඪ示ه߸）で、ত 15 〜 20にੜ࢈

されたものである。墳から出土した近代以降とみられる８の陶器のには「ಢ០ဠڭ။」と刻まれており、

比較的近まで௩が৴ڼのであった可能性がӐえる。８のと９の鉢の外面は鉄ᬵが施されている。12は

石ುか。被熱している。　時期　不明。֤時期の遺物が混在しており、構築時期を特定するのはࠔである。

第２節　௩

ੜث（第 375図、図版一四八）

　３点が出土している。

　SK-20 から６が出土している。中期か。

　௩の土内から 21が出土している。۳ࣃ状具による線が施されている。

　表࠾の 29は̡̧が縦方向に施されている。
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ローム+黒色土 ローム+黒色土
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第 376 図　ຊপେ௩遺跡௩ௐࠪલݱ状測ྔ図

第 377 図　ຊপେ௩遺跡௩表土আޙڈೆ面ݟ௨͠図
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1   灰褐色土　　植物の根多量。しまりやや欠ける。粘性欠ける。（表土）
2   暗褐色土　　ローム粒子・ロームブロックやや少量。しまりあり。粘性あり（盛土崩落土）
3   暗褐色土　　ローム粒子・ロームブロックやや多量。しまりあり。粘性あり。（盛土崩落土）
4   暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量。しまりあり。粘性あり。（盛土崩落土）
5   灰褐色土　　ローム粒子やや多量、ロームブロック少量。しまりあり。粘性やや欠ける。（盛土崩落土）
6   褐色土　　　ローム粒子やや少量。しまり非常にあり。粘性あり。（盛土崩落土）
7   褐色土　　　ローム粒子少量。しまり非常にあり。粘性なし。（盛土崩落土）
8　暗黄褐色土　ローム主体で、部分的に褐色土少量。しまり非常にあり。粘性非常にあり。

Ａ　黄褐色土　　ローム粒子・ロームブロック主体。
Ｂ　暗黄褐色土　ローム主体。黒色土少量。
Ｃ　褐色土　　　ローム・黒色土の混合土。
Ｄ   暗褐色土　　黒色土主体。ローム粒子少量。
Ｅ   褐色土　　　ロームブロック少量。
Ｆ   黒褐色土　　黒色土主体。
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B
B'

B
B'

A A'

� �N�ɿ���
-������N

第 378 図　ຊপେ௩遺跡௩遺構実測図

第 246 表　ຊপେ௩遺跡௩出土遺物観察表

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

379 1 須恵器
坏

口径　-
底径（7.9）
器高ʦ2.8ʧ

2.5:5/1
㐋灰

砂粒微量 良好 刻書あり「×」
ׂれ口に༉Ԏ付着

底部 1/4
残存

一ׅ 墳 ӹ子࢈

379 2 土師器
高台付坏

口径　-
底径　-
器高ʦ1.8ʧ

外面7.5:R6/6
橙
内面5:R5/6
明褐

砂粒・礫少量 良好 体〜底部外面回సϔラ
έζリ
内面ϔラミガキ
高台貼付

底部 1/4
残存

一ׅ 墳

379 3 かわらけ
口径　-
底径（6.2）
器高ʦ1.5ʧ

2.5:7/3
୶黄

砂粒・礫少量 良好 体部〜底部内面ロクロ
ナデ
底部ࢳ切り

底部 1/2
残存

一ׅ ௩土下層

379 4 かわらけ

口径　-
底径　3.9
器高ʦ2.0ʧ

外面2.5:8/1
灰白
内面10:R6/6
明黄褐

砂粒・黒色粒
子微量

良好 体部外面ロクロナデか
底部ࢳ切り
内面ロクロナデ

底部完存 一ׅ ௩土

379 5 陶器
小

口径（5.2）
底径　2.6
器高　2.7

7.5:R7/4
にぶい橙

細砂粒微量 良好 灰ᬵ 口縁〜体
部 2/3 ܽ
ଛ

一ׅ ௩土

379 6 陶器
小

口径　5.6
底径　2.6
器高　2.8

外面10:R6/4
にぶい㐋橙
内面10:7/1
灰白

細砂粒微量 良好 灰ᬵ 完形 一ׅ ௩土

379 7 陶器


口径（11.4）
底径（4.8）
器高　5.8

2.5:5/6
黄褐
ᬵ5:R2/4
極暗褐

細砂粒微量 良好 底面「˓ 86」
黄ᬵ・鉄ᬵ

口縁〜体
部 3/4 ܽ
ଛ

一ׅ ௩土
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第３節　本প大௩ٰ下より確認された遺構

１　土坑
　௩のٰ下より確認された。土坑３基が確認されている。

4 5

6

7

21

8
9

10

11

12

3

� ��DN�ɿ�

第 379 図　ຊপେ௩遺跡௩出土遺物実測図

379 8 陶器


口径（11.2）
底径　5.9
器高　5.8

外面10:R6/4
にぶい㐋橙
内面10:R7/4
にぶい㐋橙

細砂粒微量 良好 底部に「ಢ០ဠ
။」ԡҹありڭ
鉄ᬵ

口縁〜体
部一部残
存、底部
完存

一ׅ 墳

379 9 陶器
鉢

口径（23.0）
底径　-
器高ʦ7.6ʧ

外面5:R2/4
極暗褐
内面2.5:8/3
୶黄

細砂粒少量 良好 外面鉄ᬵ
内面灰ᬵ

口縁〜体
部一部残
存

一ׅ 墳

379 10 平瓦

厚　1.8
重　113.2

外面10:R4/1
褐灰
内面5:R3/1
黒褐

砂粒微量 良好 凸面ナデ
凹面ナデ
側面ナデ
端面ナデ

一部残存 一ׅ 墳

379 11 砥石

長　18.7
幅　6.1
厚　5.9
重　1098.0

టؠ 磨面４面ݚ 一部ܽଛ 一ׅ 墳

379 12 石ುか

長　13.9
幅　7.0
厚　3.8
重　498.3

砂ؠ 被熱 一部残存 一ׅ 墳
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SK-20（第 374·380 図、第247表、図版一〇九）

　位置　௩の墳ٰ下、西に位置している。　重複関係　௩と重複しており、本遺構が古い。　平面形状・規

模　平面形は直径 110 ㎝ほどの円形で、深さは 35㎝ほどである。　覆土　良く締まっている暗褐色土と黒

褐色土の２層である。　底面　ローム層中に作られており、丸みを帯びている。壁はわずかにオーバーハン

グして立ち上がる。　出土遺物　覆土中よりੜ土器片および石器（第 373 図 4〜 7) が出土している。　

時期　不明。

SK-21（第 374·380 図、第247表、図版一〇九）

　位置　௩ͷ墳ٰ下、தԝʹҐஔ͍ͯ͠Δɻ　重複関係　௩ͱॏෳ͓ͯ͠ΓɺຊҨ͍ݹ͕ߏɻ　平面形状・

規模　ʵೆ౦ํʹΘ͔ͣʹ͍ପԁܗͰɺ࣠ ��ᶲɺ࣠ ��ᶲɺਂ͞ ��ᶲͰ͋Δɻ　主軸方向　

̣ ���˃ � ̬　覆土　̏֬ೝͨ͠ɻ͍ͣΕͷࢁ༝དྷͷϩʔϜཻࢠɾϩʔϜϒϩοΫΛΘ͔ͣʹؚΈɺ

ྑ͘క·͍ͬͯΔɻ　底面　ϩʔϜதʹ࡞ΒΕ͓ͯΓɺฏୱͱͳ͍ͬͯΔɻนఈ໘͔Βਨʹ্ཱ͕ͪΓɺ

్தͰ؇͔ͳ্ཱ͕ͪΓͱͳΔɻ　出土遺物　෴தΑΓೄจثยੴ͕᭲ग़͍ͯ͠Δɻ　時期

　ෆ໌ɻܗঢ়෴ͷಛ͔Β �τϨϯνͷ 4,�� ͱಉ͡Α͏ʹೄจ࣌ͷҨߏͷՄੑ͑ߟΒΕΔɻ

SK-21SK-20 SK-24

1

2

3 312
撹乱

1

7

2

4

6

3

5

SK-20
１　暗褐色土　ローム粒子少量。しまり非常にあり。
２　黒褐色土　ローム粒子微量。しまり非常にあり。

SK-21
１　黒色土　　ローム粒子微量。しまり非常にあり。
２　黒褐色土　ローム粒子・ロームブロック微量。しまり非常にあり。
３　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロック少量。しまり非常にあり。

SK-24
１　黒褐色土　　黒色土主体。
２　褐色土　　　ローム・黒色土の混合土。
３　暗褐色土　　黒色土主体。ローム粒子少量。
４　褐色土　　　ローム・黒色土の混合土。
５　黒褐色土　　黒色土主体。
６　褐色土　　　ローム・黒色土の混合土。
７　暗黄褐色土　ローム主体。黒色土少量。

A A'

A A'
82.10m

A A'
82.00m

A A' A A'

A A'

� �N�ɿ��

第 380 図　ຊপେ௩遺跡 SK-20・21・24 遺構実測図

第 247 表　ຊপେ௩遺跡土坑計測表

遺構൪߸ 位置 主軸方向 形状 長軸
（m）

短軸
（m）

深さ
（m） 断面形 出土

遺物 重複関係

SK-20 ௩中央 - 円形 1.10 1.10 0.35 ା状 有 ௩より古

SK-21 ௩中央 N-55° -8 楕円形 0.95 0.80 0.60 逆台形 有 ௩より古　ؕし穴か

SK-24 ௩墳 不明 円形ʴ長方形
ு出 2箇所

1.50
北ு出 1.70
西ு出 1.40

1.50
北ு出 0.95
西ு出 1.10

2.80 状 ແ ௩より新
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SK-24（第 374·380 図、第247表）

　位置　௩ͷٰԼɺೆʹ͋ͨΔฏୱ໘ʹཱ͍ͯ͠Δɻ　重複関係　௩ͱॏෳ͓ͯ͠ΓɺຊҨ͕ߏ৽͍͠ɻ

　平面形状・規模　ԁܗͷ۷ΓࠐΈͷଆͱଆʹํܗঢ়ʹுΓग़͢෦͕औΓ͘Α͏ͳܗঢ়Λ͍ͯ͠

Δɻԁܗ෦͕ܘ 1�� ᶲɺਂ͞ ��� ᶲ΄ͲɺଆͷுΓग़͠෦͕࣠ 17� ᶲɺ࣠ ��ᶲɺଆͷுΓ

ग़͠෦͕࣠ 1�� ᶲɺ࣠ 11� ᶲͰ͋Δɻ౪۷·ͨऔΓͷͨΊͷ݀ͱΈΒΕΔ͕ৄࡉෆ໌Ͱ͋Δɻ

　主軸方向　ෆ໌ɻ　覆土　̓ʹ͍ͯ͠Δ͕ɺ͍ͣΕ௩ʹ༝དྷ͢ΔͰ͋Δɻଯੵঢ়͔گΒਓ

ҝతʹຒΊͨ͠ͷͱΈΒΕΔɻ　底面　ؙΈΛଳͼ͍ͯΔɻ　出土遺物　ग़͍ͯ͠ͳ͍ɻ　時期　ෆ໌ɻ

第４節　トϨϯνより確認された遺構と遺物

　௩の形状や土層断面状況等の確認のため、トレンチを８本設定した。௩と直接関わるものではないが、௩

構築以前の遺構として、竪穴建物跡１軒、溝２条、土坑３基、ピット７基が確認された。

１　１トϨϯν（第374·381図、図版一〇八・一一〇）

　௩の墳ٰを構築するための掘削痕が２ϲ所確認されている。̲〜̵が掘削された部分で、ഉ土が௩の土

に使用されたと推測される。出土遺物は確認されていない。

第 248 表　ຊপେ௩遺跡竪穴建物跡計測表

第 249 表　ຊপେ௩遺跡トϨϯν溝・土坑・ ピット計測表

遺構൪߸ 位置 主軸方向 形状 東西
（m）

南北
（m）

深さ
（m） ピット  カマド 貯蔵穴 壁溝 出土

遺物 重複関係

SI-1 6 トレンチ N-4° -8 長方形 2.20 2.00 0.16 1 ແ 有 ແ ແ 有

遺構൪߸ 位置 主軸方向 形状 長軸
（m）

短軸
（m）

深さ
（m） 断面形 出土

遺物 重複関係

SK-2 6 トレンチ N-30° -8 隅丸長方形 0.85 0.55 0.30 逆台形 有

SK-3 3 トレンチ N-15° -E 長方形か <1.20> 0.85 1.07 逆台形 ແ

P-9 3 トレンチ - 円形 0.34 0.30 0.10 逆台形 ແ

P-10 3 トレンチ 不明 楕円形 0.50 <0.20> 0.08 逆台形 ແ

SD-11 4 トレンチ N-0° 直線状か <2.05> 2.16 0.60 U 状ࣈ ແ

P-12 4 トレンチ N-40° -8 楕円形 0.48 0.30 0.16 逆台形 ແ

P-13 4 トレンチ - 円形 0.22 0.20 0.08 逆台形 ແ

P-15 5 トレンチ - 円形 0.36 0.32 0.18 逆台形 ແ

P-16 5 トレンチ - 円形 0.28 0.26 0.18 逆台形 ແ

P-17 5 トレンチ - 円形 0.32 0.32 0.20 U 状ࣈ ແ

SK-22 8 トレンチ N-40° -8 楕円形 1.25 0.92 0.17 逆台形 ແ ௩より古

SD-23 8 トレンチ N-0° 直線状か <2.08> <1.08> 0.90 U 状ࣈ ແ ௩より古



ʵ ��� ʵ

第̐ষ　ຊপେ௩Ҩ

２　２トϨϯν（第374·382図、第250 表、図版一〇八 · 一一〇）

　௩の墳ٰを構築するための掘削痕が確認されている。̲〜̵が掘削された部分で、ഉ土が௩の土に使用

されたと推測される。出土遺物は鉢と推定される須恵器 1点を図示した。

３　３トϨϯν（第384・383図、第249 表、図版一〇八 · 一一〇）

　௩の南西に位置する。土坑１基とピット２基が確認されている。出土遺物は確認されていない。

SK- ３（第 374·383 図、第248 表、図版一〇八 · 一一〇）

ɹ位置　௩の南西に位置する３トレンチで確認された。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南西側が調

調査区外

1トレンチ（掘削痕）

調査区外

a

b

c

c d
d

e
f

1 トレンチ
ａ　暗灰褐色土　　耕作物（そば等）の根多量。しまりややあり。粘性
　　　　　　　　　やや欠ける。（表土）
ｂ　暗褐色土　　　ローム粒子多量、灰白色粒子少量。しまり非常にあり。
　　　　　　　　　粘性ややあり。
ｃ　黄褐色土　　　ローム粒子ブロック主体。所々に褐色土少量。
　　　　　　　　　しまりあり。粘性非常にあり。
ｄ　暗褐色土　　　ローム粒子やや少量。しまりあり。粘性あり。
ｅ　暗灰褐色土　　ローム粒子・ロームブロックやや多量。しまり非常
　　　　　　　　　にあり。粘性非常にあり。
ｆ　暗黄灰褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量。しまり非常にあり。
　　　　　　　　　粘性非常にあり。

A A'

A A'

�
-������N

�N�ɿ��

1

2 トレンチ（掘削痕）
調査区外

調査区外

e

a
b

c d

a

b

黄褐色ローム土（地山）

f

2 トレンチ
ａ　暗灰褐色土　　耕作物（そば等）の根多量。しまりややあり。粘性やや欠ける。（表土）
ｂ　暗褐色土　　　ローム粒子多量、灰白色粒子少量。しまり非常にあり。粘性ややあり。
ｃ　暗黄褐色土　　ロームブロック主体。所々に褐色土が混入。しまり非常にあり。粘性非常にあり。
ｄ　暗褐色土　　　ローム粒子やや少量。しまり非常にあり。粘性あり。
ｅ　暗灰黄褐色土　ローム粒子・ロームブロックやや多量。しまり非常にあり。粘性非常にあり。
ｆ　灰黄褐色土　　ロームブロックと褐色土の混合土。しまりあり。粘性非常にあり。

A A'

A A'

�
-������N

�N�ɿ�� � ��DN�ɿ�

第 381 図　ຊপେ௩遺跡̍トϨϯν遺構実測図

第 382 図　ຊপେ௩遺跡̎トϨϯν遺構・出土遺物実測図

第 250 表　ຊপେ௩遺跡̎トϨϯν出土遺物観察表

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

382 1 須恵器
鉢か

口径　-
底径　-
器高ʦ5.4ʧ

外面5:4/1
灰
内面5:5/1
灰

砂粒少量 良好 ロクロナデ 体部一部
残存

一ׅ 2T 地不明࢈
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４　４トϨϯν（第374·384図、第249 表、図版一〇八 · 一一〇）

　௩の西側に位置する。溝１条とピット２基が確認されている。出土遺物は確認されていない。

査区外であるが、南西－北東方向に長い長方形とみられる。確認できた範囲で長軸 120 ㎝以上、短軸 85㎝、

深さ 107 ㎝である。　主軸方向　Ｎ -15° - Ｅ　覆土　上層は黒色系の土が堆積し、下層は地山由来のロー

ム粒子・ロームブロックを多量に含む黄褐色系の土が堆積する。　底面　ローム層中に作られており幅狭く

丸みを帯びている。中央に直径 25㎝、深さ 12㎝ほどの小穴が存在する。壁は急角度で立ち上がる。　出土

遺物　出土していない。　時期　不明。形状や覆土の特徴からೄ文時代のؕし穴の可能性が高い。

P-9

P-10

SK-3 P-9

P-10

3 トレンチ

調査区外

調査区外

掘削痕

SK-3 SK-3

7

8

1

2

3

4 4

5

5

6 6

SK-3
１　黒色土　　　ローム粒子微量。しまりあり。
２　黒褐色土　　ローム粒子少量。しまりあり。
３　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量。しまりあり。
４　暗褐色土　　ローム粒子少量。しまり非常にあり。
５　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロック多量。しまり非常にあり。
６　明褐色土　　ローム粒子多量、ロームブロック少量。しまり非常にあり。
７　黒褐色土　　ローム粒子少量。
８　褐色土　　　ロームブロック多量。しまりあり。

A A'

A A'
A A'

A A'

A
A'

B

B'

A A' B B'

�
-������N

�N�ɿ��

ローム漸移層

P-12 P-13

SD-11

P-12
P-13

SD-11

4 トレンチ

調査区外

調査区外

a
a
c

c

c

黄褐色ローム土（地山）

1
2

3

4

5

b

黄褐色ローム土（地山）

調
査
区
外

調
査
区
外

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'
A A'

4 トレンチ
ａ　暗灰褐色土　耕作物（そば等）の根多量。しまりややあり。粘性やや欠ける。（表土）
ｂ   暗褐色土　　ローム粒子多量、灰白色粒子少量。しまり非常にあり。粘性ややあり。
ｃ　暗褐色土　　 b 層とロームブロックの混合土。（耕作に伴う土と思われる）
 
SD-11
１　暗褐色土　　ローム粒子少量。しまり非常にあり。粘性やや欠ける。（埋め戻し）
２　暗灰褐色土　ローム粒子・ロームブロックやや多量。しまり非常にあり。粘性あり。（埋め戻し）
３　褐色土　　　ローム粒子やや少量。しまり非常にあり。粘性あり。（埋め戻し）
４　灰黄褐色土　ローム粒子・ロームブロックやや多量。しまり非常にあり。粘性あり。（埋め戻し）
５　暗黄褐色土　ローム粒子・ロームブロックやや多量。しまり非常にあり。粘性非常にあり。（埋め戻し）
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第 383 図　ຊপେ௩遺跡̏トϨϯν遺構実測図

第 384 図　ຊপେ௩遺跡̐トϨϯν遺構実測図
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５　５トϨϯν（第374・385図、第249·251表、図版一〇八 · 一一〇）

　௩の北西に位置する。௩の墳ٰを構築するための掘削痕とピット３基が確認されている。出土遺物は須恵

器の甕１点を図示した。

̒　̒トϨϯν（第374·386 図、第249·252 表、図版一〇八 · 一一〇 · 一一一）

　௩の北側に位置する。竪穴建物跡１軒と土坑１基が確認されている。

SI-1（第 386図、第247·252 表、図版一〇八 · 一一〇 · 一一一 · 一四七）

　位置　௩の北部に位置する６トレンチの中央部において確認した。　重複関係　なし。　平面形状・規模

　東西両端が調査区外であるが、東西方向に長い長方形とみられる。確認できた範囲で東西 2.2 ｍ、南北２

ｍほどである。壁は遺存状況の良い部分で 16 ㎝ほどである。　主軸方向　N-4° -8　床面　貼床等は認め

られず、地山であるローム層を床面としている。細かな凹凸があるがおおむね平坦となっている。　覆土　

地山由来のローム粒子のほか、焼土粒子・炭化物をわずかに含む暗褐色土が堆積している。土層は良く締まっ

ており、人為的な堆積土の可能性が高い。　柱穴等　P1 は長軸 28Dm、短軸 24Dm、深さ 22Dmの楕円形で

ある。　カマド　北壁中央に位置している。遺存状況はあまり良くなく袖などは失われており、下部の燃焼

部を確認した。規模は南北 90㎝、東西 60㎝ほどで、竪穴壁から半分ほど北側にுり出している。底面は非

SD-11（第 382図、第249 表、図版一〇八）

　位置　௩の西側に位置する４トレンチにおいて確認された。　重複関係　なし。௩を挟んで SD-23 とฒ行

して確認されているが、伴うものかどうかは不明である。　平面形状・規模　確認できた範囲は一部だが、

南北方向に延びる溝とみられる。長さはトレンチの幅約２05ｍ、幅約 2.16 ｍ、深さ 60㎝である。　主軸方

向　N-0°　覆土　ローム粒子やロームブロックが多く含まれる土が堆積しており、人為的な埋め戻しの可能

性が高い。　底面　ローム層中に作られており、こまかな凹凸はあるが、丸みを帯びている。　出土遺物　

出土していない。　時期　不明。

P-15 P-16 P-17

P-15

P-16
P-17

5 トレンチ

調査区外

調査区外

掘削痕

A A' A A' A A'

A
A'

A A'
A A'

1
�
-������N

�N�ɿ�� � ��DN�ɿ�

第○図　本沼大塚遺跡 トレンチ遺構実測図（2）

第 385 図　ຊপେ௩遺跡̑トϨϯν遺構・出土遺物実測図

第 251 表　ຊপେ௩遺跡̑トϨϯν出土遺物観察表

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

385 1 須恵器
甕

口径　-
底径　-
器高ʦ2.45ʧ

外面5:6/1
灰
内面5:8/1
灰白

砂粒微量 良好 部外面平行λλキ
内面ナデ

部一部
残存

一ׅ 5T 地不明࢈
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SK- ２（第 386図、第249 表、図版一〇八 · 一一一）

　位置　௩の北部に位置する６トレンチにおいて確認された。　重複関係　なし。　平面形状・規模　南北

方向に長い隅丸長方形である。長軸 85㎝、短軸 55㎝、深さ 30㎝である。　主軸方向　Ｎ -30° - Ｗ　覆土

　地山由来のローム粒子を多量に含んだ明褐色土が堆積している。　底面　ローム層中に作られており、平

坦となっている。壁は緩やかに立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

常に良く焼けており、部分的に焼土化し、堅く焼き締まっていた。　出土遺物　南壁中央付近から土師器坏

が２点まとまって出土している。その他に覆土中よりೄ文土器片が出土している。１・２ともに須恵器模฿

の土師器坏である。両方とも、内面および外面（口縁部）に࠼が施されている。　時期　７世紀前葉。

1
2

1

2

調査区外

SI-1

P1

SK-2

6 トレンチ

調査区外

掘削痕

SK-2SI-1 カマド

SI-1

SI-1 P1

SI-1

焼土硬化塊状

12

黄褐色ローム土（地山）

黄褐色ローム土（地山）

66
7

8 9

1110

4
5

1
24

1

12
13

1
2

3

A A'
82.00m

A A'

A A'
81.40m

A

A'

BB
B'B'

D D'

C
C'

B B'
81.40m

C C'
81.40m

D D'
81.40m

 6 トレンチ・SI-1
１ 暗灰褐色土　　耕作物（そば等）の根多量。しまりややあり。粘性やや欠ける。（表土）
２ 暗褐色土　　　ローム粒子多量、灰白色粒子少量。しまり非常にあり。粘性ややあり。
３ 暗褐色土　　　２層よりもローム粒子の混入が少ない。
４ 褐色土　　　　ローム粒子やや少量、灰白色粒子少量。しまり非常にあり。粘性あり。
５ 灰黄褐色土　　ローム粒子・ロームブロック・褐色土の混合土。しまり非常にあり。粘性非常にあり。
６ 灰褐色土　　　ローム粒子やや少量、ローム粒子少量。しまりあり。粘性やや欠ける。
７ 褐色土　　　　ローム粒子やや少量。しまり非常にあり。粘性あり。下層の塚盛土・崩落土と思われる。
８ 暗黄褐色土　　ローム主体。所々に褐色土少量混入。しまり非常にあり。粘性非常にあり。
９ 茶褐色土　　　ローム粒子やや少量。しまりあり。粘性やや欠ける。
10 暗灰黄褐色土　ローム粒子やや少量。しまりあり。粘性やや欠ける。
11 暗黄褐色土　　ローム粒子やや多量、炭化物少量。しまりあり。粘性あり。
12 暗褐色土　　　ローム粒子少量、焼土粒子・炭化物粒子若干。しまりあり。
13 褐色土　　　　ローム粒子多量。しまりあり。

SI-1  カマド
１　褐色土　　ローム粒子多量。
２　黒褐色土　ローム粒子少量、焼土粒子・
　　　　　　　炭化物粒子微量。
３　暗褐色土　ローム粒子少量。

SK-2
１　明褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック
　　　　　　　（3㎝大）少量。しまりあり。

� ��DN�ɿ�

� �N�ɿ��

第 386 図　ຊপେ௩遺跡̒トϨϯν遺構・出土遺物実測図

第 252 表　ຊপେ௩遺跡̒トϨϯν出土遺物観察表

ૠ図
ᶺ ᶺ 種ྨ

器種
計測
（㎝・ｇ） 色調 胎土・石質 焼成 器面の状態 器形・整形の特徴 遺存

状態
出土
状態 ه 地・උ考࢈

382 1 土師器
坏

口径（13.4）
底径　-
器高　5.2

外面10:R8/3
浅黄橙
内面7.5:R6/6
橙

砂粒・礫少量、
黒Ӣ微量

良好 口縁部〜内面
࠼あり

口縁部Ϥコナデ
体部ナデ

口縁〜底
部 1/3 残
存

床面直
上

SI-1
NP.1

382 2 土師器
坏

口径（13.8）
底径　-
器高　4.6

外面7.5:R7/6
橙
内面5:R7/4
にぶい橙

砂粒・礫・黒
Ӣ少量

良好 口縁部〜内面
࠼あり
外面黒斑

口縁部Ϥコナデ
体部ナデ

口縁〜底
部 1/2 残
存

床上約
5㎝

SI-1
NP.2
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SD-23（第 374·388 図、第249 表）

　位置　௩の東側に位置する８トレンチにおいて確認された。　重複関係　なし。௩を挟んで SD-11 とฒ行

して確認されているが、伴うものかどうかは不明である。　平面形状・規模　確認できた範囲は一部だが、

南北方向に延びる溝の西壁の一部とみられる。幅２ｍ以上、深さ 90㎝と、規模の大きい溝である可能性があ

る。　主軸方向　N-0°　覆土　底面を覆う暗黄褐色土と黄褐色土は壁の崩落土とみられる。これより上層の

土も非常に良く締まっていることから、人為的な埋め戻しの可能性が考えられる。　底面　ローム層中に作

られており、丸みを帯びている。壁は比較的緩やかな立ち上がりで、్中に段を有する。　出土遺物　出土

していない。　時期　不明。

SK-22（第 374·388 図、第249 表、図版一一一）

　位置　௩の東に位置する８トレンチにおいて確認された。　重複関係　௩と重複しており、本遺構が古い。

　平面形状・規模　南北方向に長い楕円形で、長軸 125 ㎝、短軸 92 ㎝、深さ 17 ㎝である。　主軸方向　

Ｎ -40° - Ｗ　覆土　上層に堆積する黒褐色土と底面を覆う褐色土の２層である。　底面　ローム層中に作ら

れており平坦となっている。壁は緩やかに立ち上がる。　出土遺物　出土していない。　時期　不明。

̓　̓トϨϯν（第374·387図、図版一〇八 · 一一一）

　௩の北東に位置する。௩の墳ٰを構築するための掘削痕が確認されている。チャート製の石鏃が１点出土

している。

８　８トϨϯν（第374·388 図、第249 表、図版一一一）

　௩の東側に位置する。溝１条と土坑１基が確認されている。出土遺物は確認されていない。

7 トレンチ

調査区外

調査区外

� �N�ɿ��

8 トレンチ
SK-22

SD-23

SD-23
調査区外

調査区外

SK-22
1

2

3
4

5
6

7

2

1

2

調
査
区
外

B B'
82.20m

B B'

A A'
82.20m

A A'

SK-22
１　黒褐色土　ローム粒子微量。しまりあり。
２　褐色土　　ローム粒子少量、ロームブロック微量。しまりあり。

SD-23
１　黒褐色土　　ローム粒子少量。しまりあり。（表土）
２　黒色土　　　ローム粒子微量。しまりあり。硬い。（床土）
３　明黒褐色土　ローム漸移層粒子少量、ローム粒子微量。しまりあり。
４　暗褐色土　　ローム粒子少量、ロームブロック微量。しまりあり。
５　褐色土　　　ローム粒子少量。しまりあり。
６　暗黄褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量。しまり非常にあり。
７　黄褐色土　　ローム粒子・ロームブロック多量。しまり非常にあり。

� �N�ɿ��

第○図　本沼大塚遺跡 トレンチ遺構実測図（3）

第 387 図　ຊপେ௩遺跡̓トϨϯν遺構実測図

第 388 図　ຊপେ௩遺跡̔トϨϯν遺構実測図
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第 1 節　置きカマド

１ɽஔ͖ΧϚυʹ͍ͭͯ
（1）ಢݝग़のஔ͖ΧϚυ

　本遺跡の調査において、M区 SI-25 から古墳時代中期後葉のほぼ完形に෮ݩされた置きカマド１点が、潰

れた状態で出土している。ಢݝにおける置きカマドの出土事ྫは、ࢢொ多ాཏ遺跡から出土した平҆時

代の事ྫ（ಢڭݝҭҕһձ 1991）がられるのみである。なお、多ాཏ遺跡の事ྫは破片であることから、

全体の形状がӐえる本遺跡の事ྫは非常にر少といえる。また、この置きカマドは竪穴建物跡の堆積土中に

複数の土器とともに、ҙ図的に遺غされたような状態で出土している点も目される。

（2）ஔ͖ΧϚυのੑ֨

　ここでいう置きカマドは、「ؖᜱ」「ᜱ形土器」「Ҡಈ式ᜱ」「ਬ൧具形土器」などとݺশされるものと同一

のものであり、持ちӡびが可能なカマド形の土製品である。

　置きカマドの機能については、古代の文ࢿݙྉである「正Ӄ文書」やh 延ت式 なɦどにه載される「ؖᜱ」「ਏ

ᜱ」に૬することがࢦఠされ、ࡇなどの非常時の調ཧに使用されたと考えられている（Ҵా 1978）。

　西本では古墳時代中期に出ݱし、一部集落から出土するとともに、古墳時代後期になると模造品として

古墳に෭されることがられている（本 1996・中 2018）。このような西本の置きカマドはؖ式系土

器の一種とされ、いわΏる来系文化のٴを示す遺物として認ࣝされている。また近では小本ರࢯに

よってҠಈ性の高いւຽとの関連もࢦఠされている（小本 2022）。

２ɽ関東地方出土の置きカマド
　関東地方においても置きカマドが確認されており、いくつかのݕ౼もなされている。ਆ谷Ղ明ࢯは山ས・

ਆಸ・東܈・ژഅ・新ׁにおける古代の置きカマドの事ྫを集成し（ਆ谷 1988）、౬ݪউඒࢯはઍ葉ݝの

事ྫを集成している（౬ݪ 1995）。水口由紀子ࢯは、多ຎχϡーλン遺跡܈の置きカマドをݕ౼するとと

もに、ઍ葉ݝの事ྫと比較して、土器製作集ஂと置きカマドのີ接な関係をࢦఠしている（水口 1990）。こ

れらのڀݚはいずれも古代を対としたものだが、ಢに隣接するҵݝでは古墳時代の置きカマドがいく

つか確認され、集成もなされている（黒ᖒ 1996）。また近では、これら古墳時代の置きカマドを来系

もみられる（小ྛڀݚする౼ݕྉと認ࣝしたうえで、来系文化ಋ入の様૬をࢿ 2020、高 2018、օ

2022）。

　ここでは小ઘ分ߍཪ遺跡の事ྫとの対比を目的として、ҵݝにおける古墳時代の置きカマドの事ྫをڍ

げる。

（1）ҵࡩݝࢢ八഼લ遺（( ࡒ ) ҵڭݝҭஂࡒ 1995a）

　ҵݝ西部に位置するࡩࢢにある遺跡で、ࢢҬを流れるࡩ؛ࠨの段ٰ上に立地している。古墳時代中

期から後期にかけての竪穴建物跡が 26軒確認されている。古墳時代の置きカマドは５・28b・30 ߸住居跡、

２߸竪穴遺構、遺物แ含層から５点出土している。全形が判明するのは２߸竪穴と遺物แ含層の２点がある

がいずれも小ઘ分ߍཪ遺跡の事ྫよりやや高さがある。また、焚口の庇は粘土紐をுり付けて作られており、

側面に円૭を有する点も異なっている。破片である５߸住居跡の事ྫも庇は粘土紐貼り付けによって作られ
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ており、掛け口部分にも粘土紐によるོ帯が付けられる。28b ߸住居跡の事ྫも庇部分の作りが小ઘ分ߍཪ

遺跡の事ྫと૬ҧしている。

（2）ҵͭ͘ݝࢢத遺（（ࡒ ) ҵڭݝҭஂࡒ 1995b）

　ҵݝ南部に位置するつくࢢに所在し、ࡩ؛ࠨのஜ山西縁の台地上に立地している。古墳時代中期

の置きカマドは D地区第４ｂ߸住居跡から出土している。全体の形状は上下が貫通した円錐台で、基部径

45.6㎝、器高 46.5㎝と小ઘ分ߍཪ遺跡の事ྫより高さがある。また、焚口部分には粘土紐貼り付けによって

庇が作り出されており、小ઘ分ߍཪ遺跡の事ྫと૬ҧしている。

　なお、本住居跡からは置きカマドのほかに多量の土師器が出土しており、なかには土器の一部をଧちܽき

ઠしているݸ体が見受けられる。また、遺物が集中して出土する範囲からは多量の炭化物や焼土がݕ出さ

れており、遺物の廃غに際して火を用いた特घな行為が行われた可能性が考えられる。

（3）�ҵݝಹՑࢢఱؗ（ಹՑڭࢢҭҕһձ 2015）

　ҵݝ北部に位置するಹՑࢢに所在し、࣊ٱとಹՑに挟まれたಹՑ台地の中央部に位置する。古墳時

代の置きカマドは第８߸住居跡から１点出土している。法量は基部径 45.5㎝、器高 24.5㎝と小ઘ分ߍཪ遺跡

の事ྫに比やや小ぶりであるとともに、焚口部分に庇が付かない。なお、本住居跡からは来系ࢿྉとධ

Ձされる多式甑やـ内からൖ入したとみられる TK208 段階のແ蓋高坏、子持ޯۄなどの特घな遺物が出土

している。

　以上のように、ҵݝの事ྫはいずれも本遺跡の事ྫと時期的にも近く、またീ഼前遺跡・中台遺跡はڑ

的にも本遺跡と近い。置きカマド自体の形状や細部の特徴、特に庇の構造についてはࠩ異が大きいが、や

���������
���LN� ���� �� ��

中台遺跡

地天館跡

八幡前遺跡

小泉分校裏遺跡

第●図　古墳時代の置きカマド
第 389 図　ݹ時ͷ置͖カマド
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や特घな出土状況が認められる点は、本遺跡の事ྫと共通したཁૉとみられる。このような時期的・地ཧ的

なまとまりや、出土状況の共通性からは、本遺跡の置きカマドについてはこれらの遺跡と同様のഎܠを有し

て用いられたものと思われる。

　本遺跡ではM区 SI-25 以外に同時期の遺構・遺物が確認できていないため詳細は不明であるが、ઌ述した

来文化のӨڹや、土器製作集ஂとの関わりを含めて、ࠓ後ݕ౼するඞཁがある。

ʲࢀ考文ݙʳ
Ҵా1978　࢘「سのᜱとԦݖ」h 考古ֶڀݚʱ第 ר25 1߸
書第ࠂ調査ใஂࡒҭڭݝ1995aʰҵ　ஂࡒҭڭݝҵ（ࡒ） 99集（Ծশ）ਅ壁ொ南ඌ地区住ஂ地事ۀ地内埋蔵文化
書　小山遺跡　ീ഼前遺跡ʱࠂ調査ใࡒ
書第ࠂ調査ใࡒ文化ஂࡒҭڭݝ1995bʰҵ　ஂࡒҭڭݝҵ（ࡒ） 102 集（Ծশ）北条住ஂ地建設事地内埋蔵文化ࡒ
調査ใࠂ書　中台遺跡ʱ
小本ರ　2022「古代ࠤの調ཧ文化とւຽのಈ態」h 物質文化ʱ102 ߸　物質文化ڀݚձ
ਆ谷Ղ明　1988「東ࠃ出土のᜱ形土器についてのݕ౼」h അの考古ֶ܈ （ɦࡒ）܈അݝ埋蔵文化ࡒ調査事ஂۀ
黒ᖒल༤　1996「古墳時代の置きカマドについて」h ϊートڀݚ （ɦࡒ）ҵڭݝҭஂࡒ
小ྛल　2020「つくࢢ西܀山遺跡出土の多式甑」h ੜ࢈の考古ֶʱ３　ञҪਗ਼࣏ઌੜ古هر೦
ಢڭݝҭҕһձ　1991ʰ多ాཏ遺跡ʱಢݝ埋蔵文化ࡒ調査ใࠂ書第 118 集
ಹՑڭࢢҭҕһձ　2015ʰҵݝಹՑࢢ　地ఱؗ跡ʱ
中　࡙　2018「ؖにおけるҠಈ式カマドのల開様૬」h 紀ཁʱ第ڀݚ 22集　由良大古代文化ڀݚձ
高　৻　2018ʰ来系ࢿྉからみた東ࠃ古墳時代の交流ϧートのղ明」平成 26〜 29度Պֶڀݚඅॿ成事ۀ　基盤ݚ
書ࠂ成果ใڀݚ（C）ڀ
本　ప　1996「ؖྫྷࠃ水ཬ古墳出土のᜱ形土器」h 大ࡕ文化ڀݚࡒʱ第 10߸
水口由紀子　1990「南関東におけるᜱ形土器をもつ集落遺跡の性֨」h 物質文化ʱ第 54߸　物質文化ڀݚձ
օو೭　2022「࣊ٱ流Ҭにおける古墳時代中期の来系ࢿྉ」h ϊートʱ第ڀݚ ஂࡒҭڭݝҵ（ࡒެ）　߸19
౬ݪউඒ　1995「集落内出土のᜱ型土器」h 所ڀݚ山考古ֶ　߸ץ紀ཁʱڀݚ

第 390 図　ࢢொଟాཏ遺跡出土置͖カマド（ಢݝ 1991 Αりసࡌ）

平҆時代の土坑（ุの可能性あり）から

出土し、ᜱ形土器としてใࠂされている。

側面に小がある。

（参考）

� ��DN�ɿ�
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第 391 図　খઘߍཪ遺跡ใࠂॻࡌܝਢثܙͷ 時期・࢈地別ͷׂ߹

第 2 節　須恵器にͭいて
　須恵器の༼は、谷入༼やカスガ入༼が低地を挟んだ台地の西側に所在する。本遺跡では東に少しれた

脇屋༼やୌϊ入・見༼がૢۀしていた時期の土器が主に確認された。

　５〜８世紀前葉までの時期と 10世紀以降は、ੜ࢈地が特定できない須恵器がほとんどであるため、ӹ子以

外からのൖ入品と考えられる。8世紀中葉〜 9世紀にかけては、ӹ子࢈が主流となっているが、他の地Ҭの

༼の製品も少量出土している。

　出土量（比）によって様ʑなղऍができ、南比اや大܈、ށഅ、東ւなどの下ࠃ以外の製品は༼の

ཧऀ間などの上層部の交流により、ある程度のׂ合をめるものは、ٕज़のशಘなどのために堀ϊ内や新࣏

などの他の༼の人と交流した結果である可能性、ׂ合の高い製品は、流通などにより土器がൖ入されたと

考えられる。

　特に 8世紀後半から９世紀中葉ࠒが本遺跡の最期である。本遺跡では、みのある土器や焼成時にͻび
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第３અ　瓦について

の入ってしまった須恵器が出土する。これは༼などで焼成した土器のうち、流通にのͤられないものなどを

集落内で使用したと推測される。そして、本遺跡が人とີ接に係わっていたことを示している。

時　期 ӹ子࢈ ӹ子࢈か 堀ϊ内࢈ 堀ϊ内࢈か 三ᓽ࢈か 新࢈࣏ 南ಹ須࢈か ּ間࢈ Ҭ外࢈ 地不明࢈
5世紀 1

6 世紀前葉 4
6 世紀中葉 2
6 世紀後葉 6
6 世紀〜
7世紀前葉 8

7世紀前葉以前 1

7世紀前葉 1
西かބ 31

7世紀中葉 2
7世紀後葉
8世紀前葉

8世紀中葉 13 2 1
西ބ 1

8 世紀後葉 44 4 1 4

9 世紀前葉 52 1 1
ּ間か南ಹ須

1
Ԑ 9

9 世紀前葉か 2

9 世紀中葉 168 7 16 2 7 1 1

4
西ໟ 1
大1ށ
南比1ا
外1ݝ

16

9 世紀中葉〜
後葉 1

9 世紀後葉 54 3 1 7
9 世紀代 1
9 世紀後半
〜10 世紀 1

10 世紀後半 3
11世紀前半 2

11世紀後半 2 1
Ԑ 2

時期不明 31 3 2 4 21
合　計 370 17 17 5 2 12 1 2 8 119

第 253 表　খઘߍཪ遺跡ใࠂॻࡌܝਢثܙͷ 時期・࢈地別Ұཡ表

第３節　瓦にͭいて

　焼成した瓦を本遺跡に持ち込み、カマドの構築材として使用しているものがあった。

　h 谷入༼跡܈・カスガ入༼跡܈・西山༼跡ʱの調査ใࠂ書（ 2013）ではڅڙઌ（下ༀ師ࣉ等）で

分ྨされている型を対রしている。この分ྨを踏まえ、本遺跡で出土した瓦を分ྨする。

第 254 表　נୟ͖۩ͷྨͱ時期

1A 1B 1C 1D 1E 2 3A 3B 3C 3D 3E 3F 4 5 6A 6B

9世紀

時期不明

出土遺構

分類年代

P区
SI-39

D区
SI-14

D区
SI-14

D区
SI-14
SB-19
P区
SI-37

E区
SI-75
SK-30

E区
SI-75
L区
SI-2

E区
SI-75

M区
SK-16

E区
SK-83

E区
SK-83

E区
SI-92

H区
SI-29

H区
SI-29

D区
SB-32

D区
SI-14

L区
SK-30

M区
SD-7

R区
遺構外

第˔表　נୟ͖۩ͷྨ時期
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第 392 図　平נୟ͖۩ྨ図

1A類

1B類

1C類

1D類
1E類

2類

3A類 3B類

3C類

3D類

4類

3F類

3E類

5類 6A類 6B類

P区SI-39-11

D区SI-14-81

R区遺構外-10

D区SI-14-79

M区SD-7-2
D区SI-14-77

D区SI-14-80 E区SK-30-14

L区SI-2-1

M区SK-16-2

E区SK-83

D区SB-32-2

E区SK-83

E区SI-92-28 H区SI-29-17 H区SI-29-15

� �DN�ɿ�

第○図　平瓦叩き具分類図
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第３અ　瓦について

　瓦は、உ瓦、ঁ瓦、ಓ具瓦 ( َ瓦ʁ ) が出土している。ঁ瓦のୟき具は、֨子ୟき・平行ୟき・ೄୟきの３

種に大ผされ、֨子ୟきは正֨子・長֨子・斜֨子・ٖ֨子の４ྨに細分される。なお、ै来使用されてい

た「型ԡ文」という໊শは、平行ୟきやೄୟきの分ྨには用いなかった。ここではঁ瓦のୟき具の種ผにより、

正֨子ୟきを１ྨ、長֨子ୟきを２ྨ、斜֨子を３ྨ、ٖ֨子を４ྨ、平行ୟきを５ྨ、ೄୟきを６ྨとし、

ୟき具の規֨等により細分される合にはアϧϑΝϕットを付した。

１Aྨɿ正֨子ୟき。目数４×８。右下隅の֨子が楕円形となる。下ༀ師ࣉ 143 か。

１Bྨɿ正֨子ୟき。目数７× 11以上。

１Cྨɿ正֨子ୟき。目数 4× 8以上。ࠨ上隅の֨子が他より大きくなる。

１Dྨɿ正֨子ୟき。目数 10× 7以上。一部の֨子が台形となる。下ༀ師ࣉ 40か。

１Eྨɿ正֨子ୟき。目数 7× 11以上。֨子目の大きさがまらで、線も幅５ᶱ以上とଠくなる。

２ྨɿ長֨子ୟき。目数７×８以上。上から１・２൪目のܦ線が他よりଠくなる。下ࠃ分ࣉ 240 か。

３Aྨɿ斜֨子ୟき。ୟき具のຎ໓により一部の凸線が不明瞭となる。

３Bྨɿ斜֨子ୟき。目数３以上×６以上で、斜֨子になっている。カスガ入型ԡ文３。

３Cྨɿ斜֨子ୟき。目数４×７。斜位に凸線がのびて、一部֨子凸線をܽいて台形のになる部分がある。

　　　　ୟき具のຎによって３段階に分けられる。カスガ入༼型ԡ文５のୟき具の右端を切断してつくら

　　　　れたもの。カスガ入型ԡ文 4-1。

３Dྨɿ斜֨子ୟき。目数７×７。斜位に凸線がのびて、一部֨子凸線をܽいて、台形のになる部分があ

　　　　る。カスガ入型ԡ文５。

３Eྨɿ斜֨子ୟき。カスガ入型ԡ文１に似るが斜֨子の線２本が交ࠩし×ࣈ状となる。

３Fྨɿ斜֨子ୟき。長֨子に複数の斜֨子の線が入る。

４ྨɿٖ֨子ୟき。下系甕のୟき具か。

５ྨɿ平行ୟき。幅３ᶱほど。須恵器甕のୟき具か。

６Aྨɿ短ೄୟき。6.5 × 8.5㎝ほどの長方形のୟき具と推定される。

６Bྨɿ長ೄୟき。６× 10㎝ほどの長方形のୟき具と推定される。

　֤ୟき具について、出土した遺構の時期から、上ݶ・下ݶをみていくと、３B・３C・３Dはカスガ入༼で

確認されていることから、おおむね９世紀前半の範ᙝに入るものと思われる。

　カスガ入で確認できたものも含め、11世紀を除き、全て９世紀前・中葉の範囲にऩまり、全てのୟき具の

時期をこの時期と考えてよいであΖう。

　これらの瓦はӹ子༼跡܈でੜ࢈されたものとみられ、これまで不明であったӹ子༼におけるୟき具の変ભ

を考えるうえで、一ࢦඪになるであΖう。

ʲࢀ考文ݙʳ
大金એ྄　1969ʰಢݝ埋蔵文化ࡒ調査ใࠂ第２　下ࠃ分ೌࣉ跡 　ɦಢڭݝҭҕһձ
大ڮହ　1996ʰಢݝ埋蔵文化ࡒ調査ใࠂ第 169 集　下ࠃ分ࣉ跡• 　ɦಢڭݝҭҕһձ・（ࡒ ) ಢݝ文化ৼڵ事ۀ
ஂ
須ా　ษほか　2004ʰ࢙跡　下ༀ師ࣉ跡ᶗ 　ɦ下ڭࢢҭҕһձ
第ࠂ調査ใࡒ埋蔵文化ݝਗ਼　1990ʰಢ۽ా 100 集　下ࠃ跡ᶟ　瓦ྨ調査ใࠂ 　ɦಢڭݝҭҕһձ
　ਔ　2013ʰಢݝ埋蔵文化ࡒ調査ใࠂ第 364 集　下ࠃ分ೌࣉ跡ᶘ ɦ
　ਔ　2022ʰಢݝ埋蔵文化ࡒ調査ใࠂ第 407 集　谷入༼跡܈・カスガ入༼跡܈・西山༼跡ʱ
中ଜ2010　࢙ڗʰಢݝ埋蔵文化ࡒ調査ใࠂ第 334 集　下ࠃ分ೌࣉ跡
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第４節　ूམのมભ

回のൃ掘調査では、広く面的に調査した部分は少ないものの、台地上にల開された集落の一部を明らかࠓ　

にすることができた。小ઘ分ߍཪ遺跡の立地する地形は、台地の東側と西側が低地、一部に東西方向の谷が

入り込む。

　遺構は台地縁辺北側のＡ区、台地中央南に位置するＤ・Ｅ区と、西側の̜・N区で多く確認された。

　旧石器時代からೄ文時代にかけての遺物の出土はあるものの、その時代の遺構はほとんど確認されておら

ず、ೄ文時代のؕし穴と考えられる土坑が 6基確認されているだけである。ੜ時代は、後期のೋ軒屋式と

ेԦ台式の土器が出土する。ੜ時代と古墳時代前期の土器の出土地点を見ると、台地の南西向きの斜面か

ら多く出土している。

　古墳時代中期からಸ良・平҆時代の遺構が多く確認された。

　遺構の分布状況や地形により２つのグϧープ（܈）に分ྨする。

Ａ・Ｈ・I・・・܈１　　 区　　２܈・・・Ｄ・Ｅ・̜・̡・Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ・Ｑ・̧・̨区

　遺構を調査した範囲内で時期ผにみると第 392 図・第 254 表のように変ભしている。

　５世紀は南東の台地上の̡区で SI-12 の１軒が確認されている。

　６世紀になると、１・２܈の両方で竪穴建物跡が確認される。台地西側斜面（G・M区）がこの時期の集落

の中心と考えられる。

　７世紀後葉〜８世紀前葉の遺構は１・２܈とも確認されていないが、８世紀中葉になると２܈内で竪穴建

物跡と掘立柱建物跡が確認される。この時期の集落の中心は台地上（Ｄ・Ｅ区）と考えられる。

　９世紀になると、７世紀後葉〜８世紀前葉にかけて遺構がみられなかった１܈でも࠶び竪穴建物跡が確認

されるが、２܈内ではҾき続き台地上（Ｄ・Ｅ・̡区）で竪穴建物跡と掘立柱建物跡が確認され、９世紀前

半に遺構の૿Ճがみられる。

　10〜 11世紀は２܈内で数軒の竪穴建物跡が確認される程度で、集落の規模がॖ小する。

時期
܈1 2 ܈

本沼大௩
A区 H区 I 区 D 区 E 区 G区 L 区 M区 P区 Q区 S 区

5〜 6 世紀 SI-8・17・19 SI-3・4・
40

SI-12・15 SI-9・12・
21・25・
26・27・
28・31・
36b

SI-2

7 世紀 SI-4 SI-10・11・
13・21・27

SI-1 SI-43 SI-68 SI-38・42・
43・44・
46・73

SI-38 SI-4・13・
24・36a

SI-19 SI-12・21 SI-1

8 世紀 SI-13・23・
29

SI-11・35・74 SI-1・2 SI-25・34・
42

SI-8 SI-10・11 SI-9・18 SI-12

SB-10・21・
31・35・36・
39・49

9 世紀 SI-1・2・3 SI-5・29 SI-6・7・9・
11・12・14・
24・25・28

SI-4・29・43・44・
51・61・64・67・
72・75・84・86・
87・89・91・92・
115・128

SI-5・6・8・
41・72
SB-79

SI-2・7・
24・26・
39

SI-2・6・10 SI-21・27・
28・35・
36・37・
39

SB-3・19・
27・30・32・
34・41・42

SB-69・139・185

10 〜11世紀 SI-12・76・77・78 SI-20
時期不明 SI-5・14 SI-16・26・

48
SI-9・10・15・49 SI-9・71 SI-1・13・

18・29・
40
SB-43

SI-3・5・
14・15・34

SI-5 SI-4・7・
10・16

第 255 表　খઘߍཪ遺跡・ຊপେ௩遺跡　竪穴建物跡・۷ཱ柱建物跡ௐࠪ区別時期Ұཡ表
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第４અ　集落の変ભ
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95

87.0

88.0

81

74.8

87.0

88.0

95

87.0

88.0

81

74.8
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88.0

95

87.0
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I区 B区

C区J区

O区

T区
L区

E区

D区

K区

R区 S区

P区

Q区

本沼大塚遺跡

N区
F区

谷

1群

2群

G区

A区

H区

M区

I区 B区

C区J区

O区

T区
L区

E区

D区

K区

R区 S区

P区

Q区

本沼大塚遺跡

N区
F区

谷

2群

G区

A区

H区

M区

I区 B区

C区J区

O区

T区
L区

E区

D区

K区

R区 S区

P区

Q区

本沼大塚遺跡

N区
F区

谷

1群

2群

G区

A区

H区

M区

I区 B区

C区J区

O区

T区
L区

E区

D区

K区

R区 S区

P区
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　図示しなかったが、中世はまとまりがなく、２܈内（̡・Ｏ・Ｐ・̧区）の台地斜面で方形竪穴や地下式坑・

溝などが散在し、台地東側斜面（Ｂ区）では火遺構も確認されている。

第５節　ूམのੑ格

　広く面的に調査できたＤ・Ｅ区では８世紀後半〜９世紀後葉の時期の掘立柱建物跡や円形有段遺構が多く

確認されている。このことから、֘期にはＤ・Ｅ区ٴびその周辺がこの集落の中心であったと推測される。

　この集落の性֨について、掘立柱建物跡と大型竪穴建物跡の置関係や遺跡内から出土した文ࢿࣈྉから

考していきたい。

（1）۷立ப建物跡と大ܕ竪穴建物跡

　掘立柱建物跡や大型竪穴建物跡の時期は、遺構の切り合い関係による新旧と主軸方向、出土した土器によ

り判断した。なお、掘立柱建物跡の時期については、土器の出土状況（柱痕内や掘方埋土内か）によるີݫ

第 255 表　খઘߍཪ遺跡・ຊপେ௩遺跡　竪穴建物・۷ཱ柱建物時期別ফ表

５世紀 ６世紀 ７世紀 ８世紀 ９世紀 10世紀 11世紀

1群
A区
H区
I区

2群

D区
E区
G区
L区
M区
N区
P区
Q区
S区

本沼大塚

年代群・
調査区

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

※　　　は遺構が確認されていない時期

第˔表　খઘߍཪ遺跡・ຊপେ௩遺跡　竪穴建物・۷ཱ柱建物別มભ表

第 394 図　D・& 区竪穴建物跡・۷ཱ柱建物跡・ԁ形༗ஈ遺構มભ図
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なݕ౼をܦなけれならないが、ここでは柱穴内から出土した土器の時期をࢀ考とした。

༿　SB-10・35ޙل８ੈ　 は東西にฒび、SB-21 が南北౩であることから Lࣈ形の建物置とみられる。こ

れらの掘立柱建物跡に囲まれた中に、竪穴建物跡の SI-29（一辺約６ｍ）が位置する。なお、SB-21 の掘立柱

建物の掘方は長方形を呈し、大型である。SB-21・39 は同͡所での建て替えが行われている。

༿　SB-19・49ޙத༿ʙل９ੈ　 が東西にฒび、SB-27・41 が南北にされる。SB-19・27・42 は建て替え

が確認されている。これらの掘立柱建物跡に囲まれた中に、大型竪穴建物跡の SI-14（一辺約７〜８ｍ）が位

置する。この建物の柱穴は長軸約 50㎝と大型で、２時期分あり、建て替えがあったことがわかる。また、南

面の壁の中央がுり出す。この竪穴建物跡からは須恵器坏が多く出土している。

　この建物の置が調査区内で完結した合、ੁݪࢯのݴう地方߽の上位層の居の正直Ｃ・東山ా

型とྨ似する（ੁݪ 1998）。しかし、調査区外に延び、コのࣈ形置となれ、ᦰ的な性֨を帯びるもの

と考えられる。

　本遺跡で確認された SI-14 からは多量の須恵器坏が出土し、ここが大量の৯事を提ڙするਬ事であった可

能性があり、この時期にはしいுり出しも確認され、遺構内からは甕の破片も出土していることから、こ

の所にञなどを入れていた大甕をਾえていた可能性が推測され、ᜱ屋の可能性がある。ᜱ屋は「上ࠃ交

替࣮ா」の新ా܊のਥՈの条などに「ᜱ屋ұӉ」とのه載があり、ᦰやᦰに関連した遺跡でも、規ଇ

的な置の中に存在したと推測される。

（2）出土文字࢙ྉかΒみた遺跡のੑ格

　本遺跡からは多くの書土器が出土しており、とりわけ遺跡の性֨に関わるものとして、P区の SI-35・36

から「」、P区 SI-37 から「大ྖ」の可能性のある書土器をڍげることができる。それらの時期は９世紀

前葉〜後葉であり、掘立柱建物܈の存在した時期と重なる。これら書土器は、掘立柱建物܈がある台地中

央部よりも南に下った位置からの出土であるが、遺跡の性֨を考える上で過できないものである。

　「」のҙຯで最も可能性の高いのは、所の機関を示す࢘であΖう。

　ಢݝ内でもこの事ྫはあり、ಹ須ᦰ遺跡から３ᶳの位置にあるۨ形６߸墳周辺遺跡で「南࢘」

書土器が出土している（大ాࢢݪなす෩土هのٰ౬上ࢿྉؗ他 2015）。この遺跡の詳細は不明であり、܊

Ոかられたこの遺跡が、܊Ոの中で果たしたׂも明らかでない。

Ոの様ʑ܊ᦰやࠃ、これらは。（口2014・深ᖒ2022ߐ）で「南」書土器が出土しているࠃでは蔵ࠃ　

な機関がࠃや܊内に分散して設置されていたことを示している。

　ਆಸݝ平௩ࢢ厚ಓ遺跡では、大型の掘立柱建物跡や「࢘」の書が出土しているなど、ࠃの出ઌ

機関の存在がࢦఠされている（平௩ࢢത物ؗHP上）。

　また、本遺跡では「大ྖ」の可能性のある書土器も出土しており、前掲したಹ須ᦰ遺跡と「南࢘」

の関係をࢀ考にすれ、本遺跡は܊Ոと関連する施設というධՁになるであΖう。これが܊Ոのどのような

施設であるかは、周辺に分布する༼ۀ遺跡との関連を考えるඞཁがある。

　本遺跡周辺には、ӹ子༼跡܈の一支܈で西山・水沼・小ઘ支܈が所在する（ӹ子ொ 2023）。さらに、ݱ在

Ѳできているこの支܈の時期は、８世紀後半に༼が多くなり、９世紀前半までんである。その後のࢿ

ྉは少ないが、ඏࠫ入༼跡やఱ正ࣉ入༼跡は９世紀代とされている（ 2023）。

　これらの༼の時期は、Ｄ区の掘立柱建物܈の時期とซ行する。これらのことから判断すると、この掘立柱

建物܈は、周辺の༼ۀੜ࢈を・ཧに関わる施設と定することができる。

西山）ڀݚのࢯがある。これについては、西山良平ࡶ܊にै事するऀにۀの機関で作܊　 1982）やެষ
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第 395 図　D・̚区ॻ土ث出土状گ
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第○図　D・E区墨書土器出土状況
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第 396 図　̜・̥・̧区ॻ土ث出土状گ
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）ڀݚのࢯ 2009）などがある。これらのڀݚによれ、܊Ո周辺でۈするࡶ܊に「器作」があり、h ྨ

ᡉ三代֨ʱ߂　６רਔ 13（822）Ӟ９݄ 20ූにこの৬໊がみられる。ࢯはこの器作について、܊

ӡӦの構造として、࢘܊ᴷਥ長ᴷ器作という関係を定している。

　本遺跡の対؛に所在するカスガ入༼跡では、須恵器のੜ࢈を行っているほかに、ࣉである下ༀ師ࣉへ

もิम瓦をڅڙしている。このことから器ੜ࢈ઐैではないが、༼ۀੜै࢈事ऀを܊Ոの関連施設でཧし

ていたということが定される。

　また、「大ྖ」の可能性のある書土器が出土したことも、手ۀੜ࢈の一部である༼ۀੜ࢈が、܊によっ

てܦӦ、ཧされていたことを示すものではないだΖうか。

　遺跡の性֨を܊Ոの関連施設と定して遺構をみると、大型竪穴建物がᜱ屋にあたり、このᜱ屋で作った

される。hىञৼるいがڕ ྨᡉ三代֨ʱר 19　延ྐྵ９（790）４݄ 16ූで「Ԡレې三断٤ೋాڕ

ञ一事」として、ᓵの人による所Ҧڕञ型࿑ಇを͡ېている。このڕञ型࿑ಇは、ྟ 時の大量の࿑ಇྗの֫ಘ、

࿑ಇݱでの共同性（連帯ײ）の形成が目的であるというҙ見があり（٢ 2016）、本遺跡の周囲に存在す

る༼にै事する༼ۀੜऀ࢈へڕञৼるいが行われたことが第一に定される。

　第ೋに、前掲߂ਔ 13のූは「Ԡレڅೋ৯丁一事」という、正੫からのڅ৯支出規定である。このため、

本遺跡は器作を含む༼ۀੜऀ࢈にڅ৯を行った施設の可能性も定される。

　以上のことから、本遺跡は大型の掘方をもつ掘立柱建物跡܈やᜱ屋と考えられる竪穴建物跡、そして円形

有段遺構、さらには円面ݛや「」などの書土器が出土する、܊との関わりをもつ遺跡とଊえることがで

きる。

　断定はできないが、台地のほぼ中央にあたるＤ区・Ｅ区周辺に܊の手ۀੜ࢈のׂを୲った༼ۀੜ࢈を

ཧする施設があり、周囲の竪穴建物（住居）܈には、周辺の༼にै事する人などがੜ׆するがల開し

ていたと推測される。　

　

ʲࢀ考文ݙʳ
の成立とల開ʱ同成ࣾࠃ2014ʰ古代蔵　ܡ　口ߐ
大ాࢢݪなす෩土هのٰ౬上ࢿྉؗ・ಹՑொなす෩土هのٰࢿྉؗ　2015ʰಹ須ᦰの時代ᴷྩ期地ҬࣾձのҠり
変わりᴷʱ
大　܀・ޛ山༤ً　2002平௩ࢢ埋蔵文化ࡒシリーζ 36ʰ厚ಓ遺跡 　ɦ平௩ڭࢢҭҕһձ
「正直Ｃ・東山ా遺跡の分ੳ事ྫを中心としてʕࢢ山܊ݝʕౡ܈ݿ南部における߽層居のࠃԞ」　1998ݪੁ
ʰ古代のҴとଜ落・ڷཬの支ʱಸ良ࠃ立文化ڀݚࡒ所
　2007「東北の߽居」hݪੁ 古代߽居の構造と機能ʱಸ良ࠃ立文化ڀݚࡒ所
ా中広明　2019「古代の地方ᦰ・集落・ࣉӃと大甕」h 所ڀݚࡒ立文化ࠃᦰ・集落と大甕ʱಸ良
　ਔ　2023「古代ӹ子༼跡܈の新ࢿྉ」h ಢݝ考古ֶձࢽʱ第 44集
西山良平　1982「ʪࡶ܊ʫの機能と性֨」h 本ڀݚ࢙ʱ234
部1987　࢙ܟ「東ࠃにおけるಸ良時代前半の須恵器ੜ࢈とそのҙٛ」h ৴ೱʱ第 第ר39 7߸
深ᖒ༃2022　「ࠃの構造と؍ܠ」h 古代ࠃの࣮૾を୳るʱ༤山ֳ
前೭　1978　「「上ࠃ交替࣮ா」܊Ո߲について」h ʱ第ڀݚ࢙ݝഅ܈ 　ฤさんҕһձ࢙ݝഅ܈　߸7
ӹ子ொڭҭҕһձ　2023　h ӹ子ொ遺跡地図ʱ
　ެষ　2009　h 地方؆と܊Ոの機構ʱ同成ࣾ
山中හ2007　࢙「地方߽居の建物構造とۭ間構成」h 古代߽居の構造と機能ʱಸ良文化ڀݚࡒ所
٢ळೋ　2016「古代の࿑ಇྗฤ成とञ」h 古代本とその周辺地Ҭにおける手ۀੜ࢈の基ૅڀݚ（վ定૿ิ൛）ɦ 大ࡕ
大ֶ大ֶӃ文ֶڀݚՊ考古ֶڀݚ室
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第１節　小ઘߍཪ遺跡出土のਓࠎにͭいて
　ύレオ・ラϘ　౻ా　ঘ

1ɽは͡Ίに
　小ઘ分ߍཪ遺跡から、数体の人ࠎがൃ掘された。人ࠎは焼ࠎ（埋時に火が施された）がほとんどであり、

それΏえに詳細な所見を取ることはしいが、ؑ定によってղ明しえたことを以下にهす。

2ɽਓࠎのॴݟ
・人ࠎ 1（B区 SK-1）（成人以降・性ผ不明）

　焼ࠎである。ᒷࠎ片、ࠎ、ࠎߕݞ、ࠎ、಄ࠎ、上ࠎ಄、大଼ࠎなどの破片が確認された。人ࠎは

熱をՃえられるとみやͻびがੜ͡、そのため詳細な形態ֶ的所見を取ることがしい。しかし、前هの断

片化したࠎをよく見ると、ࠎ端の༊合は完ྃしているようであり、成人にはୡしていたݸ体であると判断さ

れた。性ผは不明である。ࠎ片化しているࠎが多いが、部位が全身にٴんでいることから、1ݸ体を火し、

埋したものであΖう。

・人ࠎ 2（B区、SK-2 覆土中）（成人以降・性ผ不明）

　焼ࠎである。಄のࠎがࠎ片化しているのが確認された。一部前ࠎ（ᒷࠎとईࠎをいう）とみられるࠎ片

が混在する。

・人ࠎ 3（B区、覆土中、SK-3）（ྸ不詳・性ผ不明）

　焼ࠎである。上ࠎ、前ࠎのࠎ片が確認された。残存部位が少ないのでྸは不詳であるが、ࠎ片から

判断して、思य़期以降、およそݸ体の֨ࠎの大きさが定まった時期以降のݸ体ではないかと推定された。

・人ࠎ 4（P区 SK-1）（成人以降・性ผ不明）

　焼ࠎである。಄ࠎ（おそらく಄ࠎ）のࠎ片が確認された。๓合がはっきりと残存していることから、ए

いݸ体と推定可能である。性ผは不明である。

3ɽまとΊ
　小ઘ分ߍཪ遺跡出土人ࠎ（人ࠎ 1〜 4）は、全て焼ࠎであり、ࢮ時に火されたものであΖう。火の

෩शはಸ良時代くらいから広まったとされるが、いわΏる地方における火の෩शの࣮態は、詳らかである

とはݴいい。東北北部ではळా・ؠ手地方で古代の火ุが（黒࡚ɼ1992）、੨地方ではɼີڭが 10世

紀後半前後にൖしていたことがࢦఠされており（山ాɼ2006）、੨ࢢ新ా（1）遺跡で 10〜 11世紀の

溝跡から૾やޫഎɼࡇ具などが出土しているが（੨ڭࢢҭҕһձɼ2005）、同時期の火ࠎはほとん

ど見つかっていない。ே山（2）遺跡において確認された火人ࠎと思われる出土人ྫࠎは、平҆時代の੨

地方に火शଏが存在した可能性を示ࠦするものとして重ཁである。本遺跡の代が古代（古墳期から平

҆期）とすれ、ಢݝにおける古代の火を考える上で、重ཁな遺跡と人ࠎになりうる。なお、์ࣹ性炭

ૉ代測定では、SK-1（人ࠎ 1）は 14世紀〜 15世紀に૬するྐྵ代範囲であった（第２અ์ࣹ性炭ૉ
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代測定の߲ࢀর）。

ʲࢀ考文ݙʳ
੨ڭࢢҭҕһձ（2005）੨ࢢ埋蔵文化ࡒ調査ใࠂ書 81ɿ石ߐ遺跡ൃ܈掘調査概ใ　新ా (1) 遺跡・高間 (1) 遺跡ɽ
9Qɼ੨ڭࢢҭҕһձɽ
黒࡚　直（1992）ඈௗ・ಸ良時代7　ุɽ小তほかฤ「図ղ・本の人ྨ遺跡」ɿ224r225ɼ東ژ大ֶ出൛ձɽ
ᖒా७明・ಸ良࢙و・中ౢ༑文・੪౻ܚལ・ඦʑ༤・平ా明 小片の人्ؑผࠎ৫形態ֶ的方法によるࠎ(2010) - 東
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山ా༤正（2006）৲（3）遺跡出土の᭺についてɽ੨ڭࢢҭҕһձฤ「੨ݝ埋蔵文化ࡒ調査ใࠂ書第 414 集ɿ৲（3）
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図൛ 1　খઘߍཪ遺跡出土ͷਓࠎ

1.　SK-1 の಄ࠎ片

2.　SK-1 のࣖࠎ状面部

3.　SK-1 の焼ࠎ಄部

4a.SK-1 の಄ࠎ片 (P 区 )

4b.SK-1 の಄ࠎ片 (P 区 )。๓合が確認できएいݸ体であることが推定される

5.　SK-3 の全ࠎ片（焼ࠎかईࠎのいずれか）

6.　SK-3 の上ࠎ片
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第２節　์ࣹੑૉ測ఆ
 

　　　　　　　　　　 ύレオ・ラϘ AMS代測定グϧープ

ҏ౻　ໜ・Ճ౻ߒ・ኍా正ࠤ・࢙౻正ڭ・山形ल樹・;aVSLPmUaUJE[F・黒沼อ子

1.　は͡Ίに
　小ઘ分ߍཪ遺跡から出土した焼ࠎについて、Ճ器質量分ੳ法（AMS法）による์ࣹ性炭ૉ代測定を行っ

た。

ྉと方๏ࢼ　.2
ྉは、B区のࢼ　 SK-1 から出土した焼ࠎ（ώトの右ʁईࠎ近位端ɿPLD-49499）である。

　測定ࢼྉのใ、調製デーλは表 1のとおりである。人ࠎ（焼ࠎ）は、白色になるまで良く焼けており、

コラーήンのந出がめなかったため、ࠎを構成するແ機質に含まれる炭ࢎԘを測定の対とした。焼ࠎを、

LaOUJOgFUaM.（2001）の方法にैって、1.5ˋの࣍亜Ԙૉࢎナトリム༹ӷと 1Mのਣࢎでચড়した後、リン

とのԠでࢎ CO2ガス化した。ࢼྉは調製後、Ճ器質量分ੳ計（ύレオ・ラϘ、コンύクト AMSɿNEC 製

1.5SDH）を用いて測定した。ಘられた 14C ೱ度について同位体分ผޮ果のิ正を行った後、14C 代、ྐྵ代

をࢉ出した。

3.　݁Ռ
　第２表に、同位体分ผޮ果のิ正に用いる炭ૉ同位体比（Ў 13C）、同位体分ผޮ果のิ正を行ってྐྵ較

正に用いた代と較正によってಘられた代範囲、׳用にैって代とࠩޡを丸めて表示した 14C 代、

図 1にྐྵ較正結果をそれぞれ示す。ྐྵ較正に用いた代は下 1ܻを丸めていないであり、ࠓ後ྐྵ

較正曲線がߋ新された際にこの代を用いてྐྵ較正を行うためにه載した。

　14C 代は AD1950 を基点にしてԿ前かを示した代である。14C 代（ZSBP）のࢉ出には、14C の半

期としてݮ LJbbZ の半ݮ期 5568 を使用した。また、付هした 14C 代ࠩޡ（ʶ 1М）は、測定の౷計ࠩޡ、

ඪ४ภࠩ等に基ͮいてࢉ出され、ࢼྉの 14C 代がその 14C 代ࠩޡ内に入る確が 68.27ˋであることを示

す。

　なお、ྐྵ較正の詳細は以下のとおりである。

　ྐྵ較正とは、大ؾ中の 14C ೱ度が一定で半ݮ期が 5568 としてࢉ出された 14C 代に対し、過ڈのӉ

線ڧ度や地࣓ٿの変ಈによる大ؾ中の 14C ೱ度の変ಈ、および半ݮ期のҧい（14C の半ݮ期 5730 ʶ 40 ）

を較正して、より࣮際の代に近いものをࢉ出することである。

　14C 代のྐྵ較正にはOYCaM4.4（較正曲線デーλɿIOUCaM20）を使用した。なお、1Мྐྵ代範囲は、

OYCaM の確法を使用してࢉ出された 14C 代ࠩޡに૬する 68.27ˋ৴པݶքのྐྵ代範囲であり、同様に

2Мྐྵ代範囲は 95.45ˋ৴པݶքのྐྵ代範囲である。カッコ内のඦ分のは、その範囲内にྐྵ代が入

第̍表　測ఆࢼྉ͓Αͼॲཧ
測定൪߸ 遺跡デーλ ྉデーλࢼ 前ॲཧ

PLD-49499

調査区ɿB区

遺構ɿSK-1

状態ɿ焼ࠎ

種ྨɿࠎ（ώト・右ʁईࠎ近位端）

状態ɿESZ

Իચড়

αϧϑΟックスॲཧ

ॲཧඋ考ɿDSFmaUFE-bPOF
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る確をҙຯする。グラϑ中の縦軸上の曲線は 14C 代の確分布を示し、ೋ重曲線はྐྵ較正曲線を示す。

4.　考
　B区のSK-1から出土した焼ࠎ（PLD-49499）は、2Мྐྵ代範囲（確95.45�）で1304-1366DaMAD(75.77�)

および 1382-1401DaMAD(19.68�) のྐྵ代範囲を示した。これは 14世紀ॳ಄〜 15世紀ॳ಄で、鎌時代

〜室ொ時代に૬する。

　なお、ࠎの炭ࢎԘは主に৯物中の炭水化物とࢷ、あるいは過な白質に由来する。したがって、ւ࢈

の৯物に由来するࢷやλンύク質が主৯でないݶり、炭ࢎԘの 14C 代はリβーバーޮ果のӨڹを大きく受

けないとされている（LaOUJOgFUaM.ɼ2001）。また、ࠎ中の炭ࢎԘはΏっくりではあるが一定の度で置さ

れるため、14C 代はࢮするまでの 10〜 20の平ۉを示していると考えられる。

ʲҾ用・ࢀ考文ݙʳ
BSPOLRamTFZC.(2009)BaZFTJaOAOaMZTJTPGRaEJPDaSbPOEaUFT.RaEJPDaSbPO51(1)337-360.
LaOUJOg+.N.AFSUT-BJKJmaA.T.aOEWaOEFSPMJDIU+.(2001)DaUJOgPGCSFmaUFEBPOFT.RaEJPDaSbPO43(2A)249-254.
中ଜढ़（2000）์ࣹ性炭ૉ代測定法の基ૅɽ本ઌ࢙時代の 14C 代ฤ集ҕһձฤ「本ઌ࢙時代の 14C 代」ɿ　
3-20ɼ本第四紀ֶձɽ
RFJmFSP.+.AVTUJO8.E.N.BaSEE.BaZMJTTA.BMaDLXFMMP.G.BSPOLRamTFZC.BVU[JOM.CIFOgH.EEXaSETR.L.　
FSJFESJDIM.GSPPUFTP.M.GVJMEFSTPOT.P.HaKEaTI.HFaUPOT.+.HPggA.G.HVgIFOK.A.KSPmFSB.MaOOJOgS.8.
MVTDIFMFSR.PaMmFS+.G.PFaSTPOC.WaOEFSPMJDIU+.RFJmFSR.8.RJDIaSETD.A.SDPUUE.M.SPVUIPO+.R.TVSOFZC.S.M.
8aDLFSL.AEPMQIJF.BÛOUgFOU.CaQaOPM.FaISOJS.M.FPgUmaOO-SDIVM[A.FSJFESJDIR.KÖIMFSP.KVETLS.MJZaLF
F.OMTFO+.RFJOJgF.SaLamPUPM.SPPLEFPA.aOETaMamPS.(2020)TIFIOUCaM20NPSUIFSOHFmJTQIFSFSaEJPDaSbPO
agFDaMJbSaUJPODVSWF(0-55DaMLBP).RaEJPDaSbPO62(4)725-757EPJ�10.1017/RDC.2020.41.IUUQT�//EPJ.PSg/10.1017/
RDC.2020.41(DJUFE12AVgVTU2020)

第̎表　์ࣹੑૉ測ఆ͓Αͼྐྵֱਖ਼ͷ݁Ռ

測定൪߸ Ў 13C
(̄ )

ྐྵ較正用代
(ZSBP ʶ 1М )

14C代
(ZSBPʶ1М)

14C 代をྐྵ代に較正した代範囲
1Мྐྵ代範囲 2Мྐྵ代範囲

PLD-49499 -17.70 ʶ 0.20 604 ʶ 19 605 ʶ 20
1313-1329DaMAD(20.80�)
1335-1361DaMAD(35.26�)
1388-1396DaMAD(12.20�)

1304-1366DaMAD(75.77�)
1382-1401DaMAD(19.68�)

1200 1300 1400 1500

暦 年 代  (cal AD)

300

400

500

600

700

800

900

1000

14
C年

代
 (B

P)

1σ
2σ

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

PLD- 49499:604± 19 BP
68.27% probability

1313- 1329 cal AD (20.80%)
1335- 1361 cal AD (35.26%)
1388- 1396 cal AD (12.20%)

95.45% probability
1304- 1366 cal AD (75.77%)
1382- 1401 cal AD (19.68%)

第̍図　ྐྵֱਖ਼݁Ռ



第̏節　Խࡐͷथछಉఆ

ʵ ��� ʵ

第３節　化ࡐのथ種同ఆ
ύレオ・ラϘ　黒沼อ子

1ɽは͡Ίに
　๕լ܊ӹ子ொの小ઘ分ߍཪ遺跡から出土した炭化材の樹種同定を行った。

2ɽࢼྉと方๏
ཪ遺跡から出土した古代の炭化材ߍྉは小ઘ分ࢼ　 16点の、合計 16点である。なお、1ࢼྉ内に複数の樹

種がみられたࢼྉがあり、分ੳ૯数は 20点となった。小ઘ分ߍཪ遺跡のM区の SI-22・SI-27・SI-31 と、G

区の SI-42 は古墳時代中期後半〜後期、それ以外の遺構は平҆時代の遺構と推測されている。

　樹種同定にઌ立ち、؍؟と࣮体ݦ微؍ڸによる形状の確認と、残存輪数および残存径の計測を行っ

た。その後、カミιリまたは手で 3断面（ԣ断面、接線断面、์ࣹ断面）をׂり出し、ࢼྉ台にࢼྉを両面

ςープでݻ定した。࣍に、Πオンスύッλで金コーςΟングを施し、査型ి子ݦ微ڸ（KE:ENCE ࣾ製　

VH9-D510）を用いて樹種の同定とࣸਅࡱӨを行った。

3ɽ݁Ռ
　樹種同定の結果、葉樹のカϠ、広葉樹のαクラ属とΤϊキ属、クリ、コナラ属クψΪઅ（以下、クψΪઅ）、

コナラ属アカガシ亜属（以下、アカガシ亜属）、クマシデ属Πψシデઅ（以下、Πψシデઅ）、୯子葉ྨのλ

έ亜Պの、合計８分ྨ܈が確認された。結果の一ཡを表 1、遺跡および遺構ผの樹種同定結果を表 2に示す。

　以下に、同定ࠜڌとなった材৫の特徴をه載し、査型ి子ݦ微ࣸڸਅを図൛に示す。

（1）カϠ　TPSSFZaOVDJGFSa (L.)SJFbPMEFU;VDD.　ΠチΠՊ　図൛ 1　1a-1D（NP.4）

　Ծಓと์ࣹ৫からなる葉樹である。ૣ材から൩材へのҠ行は緩やかで、൩材部の幅は狭い。Ծಓ

壁に 2本対のらͤんං厚がある。分壁はώϊキ型で、1分に 。程度存在するݸ4

　カϠはٶݝ以南のԹ帯からஆ帯に分布する常高である。材はཧ直通で៛ີであり、性および

。いڧく、水࣪にもڧ性がٱ

第̍表　थछಉఆ݁ՌҰཡ
分ੳ
NP. 遺跡໊ 区 出土遺

構 取り上げ൪߸ 樹種 形状 残存径 推定時期

1-1 小ઘ分ߍཪ遺跡 B SK-2 ϑク土中 αクラ属 ׂ材 半径 2.8Dm
不明

1-2 小ઘ分ߍཪ遺跡 B SK-2 ϑク土中 λέ亜Պ - 直径 1.5Dm
2 小ઘ分ߍཪ遺跡 B SK-3 ϑク土中 Τϊキ属 ׂ材 2.0 × 2.5Dm 不明
3 小ઘ分ߍཪ遺跡 D SK-45 一ׅ コナラ属クψΪઅ 丸ʁ 半径 1.3Dm 不明
4 小ઘ分ߍཪ遺跡 E SK-68 NP.2 カϠ 丸ʁ 9.0 × 5.0Dm

不明
5 小ઘ分ߍཪ遺跡 E SK-68 NP.15 コナラ属アカガシ亜属 不明 1.0 × 2.0Dm
6 小ઘ分ߍཪ遺跡 E SI-72 北カマドϑク土一ׅ クマシデ属Πψシデઅ ׂ材ʁ 1.0 × 3.3Dm ９世紀中葉
7 小ઘ分ߍཪ遺跡 E SK-32 ϑク土一ׅ コナラ属アカガシ亜属 不明 2.0 × 1.0Dm 不明
8 小ઘ分ߍཪ遺跡 G SI-42 NP.1 カϠ みかんׂり状 半径 3.5Dm

７世紀中葉以
前9 小ઘ分ߍཪ遺跡 G SI-42 NP.5 クリ 不明（破片） 1.5 × 1.0Dm

10 小ઘ分ߍཪ遺跡 G SI-42 NP.7 クリ 不明（破片） 1.0 × 2.0Dm
11 小ઘ分ߍཪ遺跡 M SI-27 C-3 コナラ属アカガシ亜属 不明 2.5 × 3.0Dm

６世紀前葉12 小ઘ分ߍཪ遺跡 M SI-27 C-9 コナラ属アカガシ亜属 丸ʁ 半径 2.5Dm
13 小ઘ分ߍཪ遺跡 M SI-27 C-10 コナラ属アカガシ亜属 丸ʁ 半径 2.5Dm
14 小ઘ分ߍཪ遺跡 M SI-31 C-1 コナラ属アカガシ亜属 丸 直径 4.0Dm

６世紀後葉
15 小ઘ分ߍཪ遺跡 M SI-31 C-2 コナラ属アカガシ亜属 不明 3.5 × 2.0Dm
16 小ઘ分ߍཪ遺跡 M SI-21 ϑク土 コナラ属アカガシ亜属 不明 3.0 × 3.0Dm ６世紀前葉
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（2）αクラଐ（広ٛ）　PSVOVT  T.M.　όラՊ　図൛ 1　2a-2D（No.1-1）

　やや小型のಓが、୯ಠあるいは斜め方向に 2〜 は୯一で、内壁材である。ಓのઠ複合する散ݸ3

にはらͤんං厚がみられる。์ࣹ৫は同性で、1〜 5列幅である。

　αクラ属はԹ帯にੜҭする落葉または常の高または低である。αクラ属はさらにαクラ亜属やスϞ

Ϟ亜属、ϞϞ亜属、ϫミζβクラ亜属などに分ྨされ、25種がある。材৫からはϞϞとバクチϊキ以

外はࣝผࠔなため、この 2種を除いたαクラ属とする。材は、比較的重硬および៛ີだが、Ճは༰қで

ある。

（3）Τϊキଐ　CFMUJT 　ΞαՊ　図൛ 1　3a-3D（No.2）

　大型のಓが輪のは͡めに列し、൩材部では径を͡ݮた薄壁の小ಓが集ஂをなして接線から斜めに

列する材である。軸方向柔৫は周囲状〜ཌྷ状となる。ಓのઠは୯一である。小ಓの内壁にら

ͤんං厚がみられる。์ࣹ৫は 3〜 8列幅の異性で、ৌ細๔がある。接線断面において、์ࣹ৫と軸方

向柔৫が層ք状に列する。

　Τϊキ属は熱帯からԹ帯に分布する落葉性の小高から高で、ΤκΤϊキやΤϊキなど 4種がある。材

は比較的硬いが、ڧ度やٺ性は低く、ڰいが出やすい。

（4）クリ　CaTUaOFa DSFOaUa SJFboME FU ;VDD.　ブナՊ　図൛ 1　4a-4D（No.9）

　大型のಓが輪のは͡めに数列ฒび、൩材部では薄壁で角ுった小ಓが火Ԍ状に列する材であ

る。軸方向柔৫はいびつな線状となる。ಓのઠは୯一である。์ࣹ৫は同性で、主に୯列である。

　クリはஆ帯からԹ帯下部に分布する落葉高である。材は重硬で、ٺ性および࣪性に༏れ、อ存性が

高い。

（5）コナラଐクψΪ節　QVFSDVT  TFDU. AFHJMoQT 　ブナՊ　図൛ 2　5a-5D（No.3）

　大型のಓが輪のは͡めに数列ฒび、൩材部では急に径を͡ݮた円形で厚壁の小ಓが୯ಠで์ࣹ方向

に列する材である。軸方向柔৫はいびつな線状となる。ಓのઠは୯一である。์ ࣹ৫は同性で、

୯列と広์ࣹ৫の 2種ྨがある。

　クψΪઅはஆ帯にੜҭする落葉高で、クψΪとアϕマキがある。材は重硬およびᯰڧで、Ճࠔである。

（6）コナラଐΞカガγѥଐ　QVFSDVT  TVbHFO. CZDMobaMaOoQTJT 　ブナՊ　図൛ 2　6a-6D（No.5）

　円形でやや大型のಓが、୯ಠで์ࣹ方向に列する์ࣹ材である。軸方向柔৫はいびつな線状となる。

ಓのઠは୯一である。์ࣹ৫は同性で、୯列と広์ࣹ৫がある。

　アカガシ亜属は主にஆ帯に分布する常高で、アカガシやシラカシ、πクバωガシ、アラカシなど 8種

がある。ΠチΠガシ以外は材৫によるࣝผがࠔなため、ΠチΠガシを除いたアカガシ亜属とする。材は、

きわめて堅硬およびᯰڧで、水࣪にڧい。

（7）クマγデଐΠψγデ節　CaSQJOVT  TFDU. EVDaSQJOVT 　カόϊキՊ　図൛ 2　7a-7D（No.6）

　やや小型から中型のಓが、୯ಠもしくは์ࣹ方向に数ݸ複合して分布する散材である。ಓのઠは

୯一である。軸方向柔৫は、൩材部で 1列幅の接線状となる。์ࣹ৫は同性で 1〜 3列幅、集合์ࣹ

৫がみられる。

　Πψシデઅはஆ帯からԹ帯の低山地に分布する落葉中高で、ΠψシデとΠϫシデ、アカシデがある。材

は重硬でᯰ性が大きく、ׂ྾しにくい。

（8）タケѥՊ　SVbGam. BambVToJEFaF　ΠωՊ　図൛ 2　8a（No.1-2）

　柔細๔とҡଋで構成される୯子葉ྨで、ҡଋは柔細๔中に散在する。ҡଋは一対のಓとそれと直
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行するݪੜ部間ܺと師部で形成され、その周囲を厚ບ৫からなるҡଋৌが取り囲む。

　λέ・ααの間で、本では 12属が含まれるが、の৫のみから属や種をࣝผするのはしい。ׂ྾

性が非常に大きい。

4ɽ考
　小ઘ分ߍཪ遺跡では、古墳時代中期後半〜後期のM区 SI-27・SI-31・SK-22 でアカガシ亜属、G区 SI-42

でカϠとクリが確認された。ಸ良・平҆時代の E区 SI-72 ではΠψシデઅ、B区 SK-2 でαクラ属とλέ亜Պ、

B区 SK-3 でΤϊキ属、E区 SK-32 でアカガシ亜属、D区 SK-45 でクψΪઅ、E区 SK-68 でカϠとアカガシ亜

属が確認された。古墳時代中期後半〜後期の遺構ではアカガシ亜属が比較的多く、ಸ良・平҆時代の遺構で

は広葉樹を中心に多様な樹種が確認されている。葉樹のカϠは៛ີな材である。広葉樹は、いずれも重硬

〜硬さ中༱な材である。

ʲҾ用・ࢀ考文ݙʳ
平Ҫ৴ೋ（1996）の大ඦՊɽ394Qɼே書ళɽ
ҏ東ོ・山ాণٱฤ（2012）の考古ֶ－出土製品用材デーλϕース－ɽ449Qɼւ੨ࣾɽ
ҏ東ོ・ࠤ༤三・҆部　ٱ・内ւହ߂・山口ึ（2011）本有用樹ࢽɽ238Qɼւ੨ࣾɽ

第̎表　遺跡͓Αͼ遺構別ͷथछಉఆ݁Ռ
遺跡໊ 小ઘ分ߍཪ遺跡
時期 古墳時代中期後半〜後期 ಸ良・平҆時代

樹種 遺構໊ SI-27 SI-31 SK-22 SI-42 SI-72 SK-2 SK-3 SK-32 SK-45 SK-68 合計
カϠ 1 1 2
αクラ属 1 1
Τϊキ属 1 1
クリ 2 2
コナラ属クψΪઅ 1 1
コナラ属アカガシ亜属 3 2 1 1 1 8
クマシデ属Πψシデઅ 1 1
λέ亜Պ 1 1
合計 3 2 1 3 1 2 1 1 1 2 17
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図൛ 1　Խࡐͷࠪݦࢠిܕඍࣸڸਅ（1）

1a-1DɽカϠ（NP.4）、2a-2Dɽαクラ属（NP.1-1）、3a-3DɽΤϊキ属（NP.2）、4a-4Dɽクリ（NP.9）

aɿԣ断面、bɿ接線断面、Dɿ์ࣹ断面
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図൛ 2　Խࡐͷࠪݦࢠిܕඍࣸڸਅ（2）

5a-5Dɽコナラ属クψΪઅ（NP.3）、6a-6Dɽコナラ属アカガシ亜属（NP.5）、7a-7Dɽクマシデ属Πψシデઅ（NP.6）、

8aɽλέ亜Պ（NP.1-2）

aɿԣ断面、bɿ接線断面、Dɿ์ࣹ断面
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第４節　小ઘߍཪ遺跡の石ࡐ同ఆ
（ύレオ・ラϘ）ٱ　ࠜ౻

1ɽは͡Ίに
　ಢݝ๕լ܊ӹ子ொ大ࣈ小ઘ・長అおよび大ࣈ本沼に所在する小ઘ分ߍཪ遺跡では、砥石等が出土した。

これらの石製品について、؍؟による石材同定を行った。

2ɽࢼྉと方๏
ྉは、77点である（表ࢼ　 1）。石材の同定は、主に؍؟により行い、デδλϧカϝラによる石材表面の

。Өを行ったࡱ

3ɽ݁Ռ
　表 2に、؍؟による石材同定の結果を示す。石材同定では、表面の色調、構成߭物、ؠ石৫の特徴

等について؍した。以下に、代表的な石材の特徴についてه載する。また、図൛ 1、2に代表的なؠ石のࣸ

ਅを示す。

（1）νϟート（図൛ 1-1）

　黒灰色や灰色などからなる֪状断口を呈するガラス質石材で、カマドの構築材などにར用されている。

（2）ట岩・ท岩（図൛ 1-2）

　ԫന৭ࠇփ৭ͳͲͷట࣭ؠͰɺओʹੴͳͲʹར༻͞Ε͍ͯΔɻ

（3）砂岩（図൛ 1-3）

　灰色や黄灰色などの砂質ؠであり、礫を少量含むؠ石もある。砥石などにར用されている。

（4）礫ࠞ͡り砂岩・礫岩（図൛ 1-4）

　黒灰色や黄灰色の灰色礫からなり、磨石などにར用されている。

（5）ట質ڽ灰岩・ڽ灰岩（図൛ 1-5）

　白色や灰白色のڽ灰質ؠで、砥石などにར用されている。

（6）安山岩（図൛ 1-6）

　黒灰色や灰色で、複合した長石ྨの斑থからなる斑状৫のؠ石である。砥石や石ࡼ、磨石、ଧ製石器など、

多くの石製品にར用されている。

（7）ྲྀ岩（図൛ 1-7）

　灰白色や白色で、ً石・石ӳの斑থからなる斑状৫のؠ石である。砥石や石鏃などにར用されている。
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（8）೪൘岩（図൛ 1-8）

　黒色や黄灰色、黒灰色で、ፏ平でണ性のあるؠ石である。砥石などにもར用されている。

（9）ย岩（図൛ 2-9）

　黒色や灰色、色で、片状৫を示すؠ石である。砥石にར用されている。

（10）ϗϧϯフΣϧス（図൛ 2-10）

　黒灰色の࠶結থが斑状を示すؠ石である。

（11）ऄ岩（図൛ 2-11）

　灰色でണ性のあるؠ石である。

石（図൛（12） 2-12）

　灰色や黒灰色で、質またはやや質のؠ石である。石製模造品にར用されている。

第̍表　ੴͱͦͷৄࡉ

ᶺ 調査区 遺構
໊

遺物
൪߸ 器　種 石材 特徴ه載 　ه උ考

1 A区 SI-1 3 石（用్不明） チャート 褐色 ᶺ 4
2 D区 SI-6 12 ฤ物石 砂ؠ 黄灰色 ᶺ 14
3 D区 SI-6 13 石（用్不明） チャート 黒 - 灰色 -
4 D 区 SI-6 14 砥石か టؠ オリーブ灰色、ೈ質 -
5 D 区 SI-6 15 石（用్不明） チャート オリーブ灰色 -
6 D 区 SI-6 16 石（用్不明） ऄؠ 灰色、ണ性高い、ロ質ではない -
7 D 区 SI-14 82 カマド支脚か 砂ؠ 灰色、白Ӣ ᶺ 76
8 D区 SI-25 8 砥石 砂ؠ 灰色、白Ӣ ᶺ 6
9 D区 SI-26 3 砥石 片ؠ 黒色－灰色ࣶ状、ϗϧンϑΣϧス様 ᶺ 2
10 E 区 SI-12 8 石（用్不明） チャート 褐色 ᶺ 1
11 E 区 SI-4 6 石（用్不明） チャート 黒色 - ୶褐色 ᶺ 5
12 E 区 SI-43 25 砥石 砂ؠ 灰色、白Ӣ ᶺ 11
13 E 区 SI-43 26 石（用్不明） チャート 褐色 カマドᶺ 3
14 E 区 SI-44 31 ฤ物石か 砂ؠ 灰色 - 中粒
15 E 区 SI-86 4 砥石 ట質ڽ灰ؠ 白色 -
16 E 区 SI-89 4 石（用్不明） ҆山ؠ 灰色、複合長石斑থ、斑状 ᶺ 2
17 E 区 SI-92 29 石（用్不明） 砂ؠ 灰色、白Ӣ ᶺ 4 中粒

18 E 区 SI-92 30 カマド構築材か ҆山ؠ 黒灰色、複合長石斑থ、斑状 ᶺ 8 石݉ࡼ
凹石స用

19 E 区 SK-2 42 石（用్不明） 砂ؠ 灰色 ᶺ 56 中粒
20 E 区 SK-83 36 石（用్不明） 砂ؠ 灰色、黒色礫少量 5mm ᶺ 11 中粒
21 E 区 SK-83 37 磨石 礫ؠ 黄灰色、灰色礫 8mm ᶺ 5
22 E 区 SK-83 38 磨石 砂ؠ 灰白色、礫少量 3mm ᶺ 6 中粒
23 E 区 SI-51 29 砥石 流ؠ 灰白色、斑状、硬質 南西覆土一ׅ
24 E 区 SI-51 30 石（用్不明） 礫混͡り砂ؠ 黄灰色 ᶺ 18
25 E 区 SI-61 10 石（用్不明） 砂ؠ 黒灰色 ᶺ 10 中粒
26 E 区 SI-61 11 石（用్不明） 砂ؠ 表面化 ᶺ 13 中粒
27 E 区 SI-67 5 カマド構築材か 砂ؠ 黒灰色 ᶺ 3 中粒
28 E 区 SI-67 6 カマド構築材か チャート 黒灰、表面化 ᶺ 1
29 E 区 SI-68 14 石（用్不明） チャート 黒灰色 ᶺ 6
30 E 区 SI-68 15 石（用్不明） チャート オリーブ黒色 ᶺ 13
31 E 区 SI-68 16 石（用్不明） ҆山ؠ 斑থ質 カマド周辺
32 E 区 SI-72 15 石（用途不明） 砂岩 黒色 № 14 中粒
33 E 区 SI-72 16 石（用途不明） チャート 赤褐色 № 7
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34 E 区 SI-75 16 砥石 安山岩 溶岩 掘方内 石皿転用
35 E 区 SI-76 9 カマド構築材 砂岩 黄灰色、白雲母 カマド№ 4 中粒
36 E 区 SI-76 10 カマド構築材 安山岩 細粒、黒灰色 カマド№ 1
37 E 区 SI-76 11 カマド構築材 安山岩 大型輝石、灰色 カマド№ 3 石皿転用
38 E 区 SI-77 8 砥石 流紋岩 灰白色、斑状、硬質 床下 SK
39 E 区 SI-77 9 カマド構築材 安山岩 黒灰色、長石斑晶 № 5 石皿転用
40 E 区 SI-84 6 砥石か 砂岩 灰色、白雲母 № 1 中粒
41 E 区 SI-86 5 石（用途不明） 砂岩 灰色 № 1 中粒
42 E 区 SI-87 7 石（用途不明） 安山岩 灰色、複合長石斑晶、斑状 № 1
43 G 区 P-29 1 不明石製品 凝灰岩 白色、礫質含む（斑状構造ではない） -
44 G 区 SI-1 8 砥石か 砂岩 黄灰色、黒色礫少量 5mm SE 中粒
45 G 区 SI-1 9 石（用途不明） 砂岩 黒灰色、細粒 カマド
46 G 区 SI-2 11 石（用途不明） 安山岩 灰色、長石斑晶、斑状 NE
47 G 区 SI-8 5 砥石 砂岩 黄白色 - 中粒
48 G 区 SI-8 6 石（用途不明） 安山岩 灰色、長石斑晶、斑状 カマド
49 G 区 SI-40 17 砥石 礫岩 黒灰色 S

50 G 区 SI-42  
SD-45 4 砥石 安山岩 灰色、輝石・長石斑晶、斑状 覆土一括

51 G 区 SI-44 25 砥石 粘板岩 緑灰色、頁岩系 SW
52 G 区 SI-72 12 砥石 砂岩 灰色、黒色礫 3mm № 10
53 G 区 SI-72 13 石（用途不明） 砂岩 灰色 № 11
54 H 区 SI-10 12 石製模造品 滑石 緑灰色、やや蝋質 № 9
55 H 区 SI-19 17 石（用途不明） 砂岩 黄灰色、黒色礫混じり 3mm № 19
56 H 区 SI-29 18 石（用途不明） 砂岩 緑灰色、やや細粒 № 7

57 I 区 I-2 - 石（用途不明） 粘板岩 黒色、剥離性やや有り 一括 中・古生
層

58 L 区 SI-24 11 石（用途不明） 安山岩 黒灰色、複合長石斑晶、斑状 - 石皿を  
転用

59 L 区 SI-29 2 石（用途不明） 頁岩 黒色 - 碁石か
60 M 区 SI-36 5 砥石か 安山岩 灰色、複合長石斑晶、斑状 № 3
61 P 区 SI-27 3 カマド支脚 砂岩 灰色、やや粗粒 -
62 P 区 SI-37 22 砥石 砂岩 灰色 № 7
63 P 区 SI-37 23 砥石 砂岩 黄灰色 貼床中
64 P 区 SI-37 24 砥石 砂岩 灰色 № 10
65 P 区 SI-37 25 砥石か 砂岩 黄灰色 № 3
66 R 区 - 4 打製石斧 安山岩 灰色、長石斑晶、斑晶小型 北
67 本沼大塚 SK-20 7 剥片 チャート 黒色 覆土
68 本沼大塚 墳頂 11 砥石 泥岩 黄灰色 -
69 本沼大塚 墳頂 12 石鍋か 砂岩 灰色、細粒 -

70 本沼大塚 塚盛土 22 石（用途不明） ホルンフェル
ス 黒灰色 -

71 本沼大塚 塚盛土 23 剥片 チャート 黒灰色 -
72 本沼大塚 墳頂 24 剥片 チャート 暗灰色 -
73 本沼大塚 塚盛土 25 剥片 チャート 黒灰色 -
74 本沼大塚 塚盛土 26 磨石 安山岩 灰白色（内部灰色） -
75 本沼大塚 塚盛土 27 磨石 安山岩 淡褐色
76 本沼大塚 7T 28 石鏃 流紋岩 白色、輝石・石英斑晶 -
77 本沼大塚 表採 30 剥片 チャート 黒灰色 -
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4ɽपลの地質ڥ
　遺跡周辺では、図 1の示すؠ石が分布する。

　第四紀後期ߋ新世の砂・礫・టからなる中位段ٰ堆積物（ຌྫ Um1、ຌྫ Um2）、礫・砂ٴびటからなるๅ

段ٰ堆積物（ຌྫO）が分布する。

　後期中新世の硬質టٴؠびڽ灰ؠからなる大金層（ຌྫOg）が分布する。

　中期ߋ新世の主としてւ成の砂・ట・礫からなる༑部層（ຌྫ Tb）、礫・砂ٴびటからなるྛڥ層など（ຌ

ྫ SL）、流ؠ - デΠαΠト軽石ڽ灰ؠ（ຌྫOZ）や礫ؠ・砂ٴؠびڽ灰ؠ（ຌྫ :Z）からなる大谷層・༅

௩層などが分布する。

　前期中新世のデΠαΠト火ࡅ流堆積物ٴび҆山ؠ༹ؠのໜ層（ຌྫMU）、҆山ؠ༹ؠ・同火山角礫ٴؠ

びڽ灰ؠからなる山内層（ຌྫ :m）、҆山ؠ - からなる向層など（ຌྫHO）が分布ؠࡅび火ٴؠ༹ؠݰ

する。

　中ੜ代の後期白亜紀 -前期古第三紀の中粒黒ӢՖቋٴؠび細粒白Ӣ含有黒ӢՖቋؠからなるՃ山Ֆ

ቋؠ（ຌྫ Kg）、細粒角ર石含有黒ӢՖቋરٴؠび中 - ૈ粒角ર石黒ӢՖቋરؠからなるҴాՖቋؠ

（ຌྫ Ig）、かんらん石斑れいؠ・角ર石斑れいؠ・斜長ؠなどからなる斑れいྨؠ（ຌྫ Gb）が分布する。δϡ

ラ紀のటؠを含む砂ؠ（ຌྫ +T）や砂ؠటޓؠ層・టܔ・ؠ質టٴؠび混在ؠ（ຌྫ +Tm）、チャート（ຌྫ

+D）からなるീ溝層܈が分布する。

第̎表　ੴͱੴࡐͷू計
大
分
類

中
分
類

岩
石
名

石
鏃
打
製
石
斧

剥
片
磨
石
碁
石
か

砥
石
砥
石
か

カ
マ
ド
構
築
材

カ
マ
ド
構
築
材
か

編
物
石
か

石
鍋
か

石
製
模
造
品

石(

用
途
不
明)

総
計

堆積ؠ
ؠ۵ࡅ

チャート 5 1 9 15
టؠ 1 1 2
ทؠ 1 1
砂ؠ 1 7 3 1 3 2 1 11 29
礫混͡り砂ؠ 1 1
礫ؠ 1 1 2

火山ؠ۵ࡅ
ట質ڽ灰ؠ 1 1
ؠ灰ڽ 1 1

火成ؠ 火山ؠ
҆山ؠ 1 2 2 1 3 1 6 16
流ؠ 1 2 3

変成ؠ

広Ҭ変成ؠ
粘൘ؠ 1 1 2
片ؠ 1 1

接৮変成ؠ

ϗϧンϑΣϧス 1 1
ऄؠ 1 1
滑石 1 1

૯計 1 1 5 4 1 16 5 4 5 2 1 1 31 77
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第̍図　1 पลͷ地࣭（須౻ほか (1991)20 ສの１地質図「Ӊٶ」と٢Ԭほか (2001)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20 ສの１地質図「ਫށ　第２൛」をฤू）
< ຌྫ >　Um1・Um2ɿ中位段ٰ堆積物、Oɿๅ段ٰ堆積物、Tbɿ༑部層、SLɿྛڥ層など、Ogɿ大金層、
　　　　OZ・:Zɿ大谷層・༅௩層など、MUɿໜ層、:mɿ山内層、HOɿ向層など、KgɿՃ山Ֆቋؠ、
　　　　IgɿҴాቋؠ、Gbɿ斑れいྨؠ、+T・+Tm・+Dɿീ溝層܈、+Tm-B・+Tm-C・+Tm-Sɿஜ変成ྨؠ
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図൛ ੴ表面ͷσδλϧカϝϥࣸࣸਅ（1）ؠ　1

1. チャート（NP.75）　2. ทؠ（NP.66）　3. 砂ؠ（NP.3）　4. 礫ؠ（NP.24）　

5. .6　（NP.64）ؠ灰ڽ ҆山ؠ（NP.20）　7. 流ؠ（NP.68）　8. 粘൘ؠ（NP.58）
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　なお、ஜ山周辺には、白Ӣ黒Ӣ粘൘ؠからなるӢ帯（ຌྫ +Tm-B）、ᣪ੨石黒Ӣ片ؠ・ᣪ੨石黒

ӢϗϧンϑΣϧス・結থ質石灰ٴؠび変成チャートからなるᣪ੨石帯（ຌྫ +Tm-C）、ܔ線石黒Ӣ片ຑؠ

線石帯（ຌྫܔからなるؠ線石黒Ӣ片ܔびٴ +Tm-S）が変成を受けたஜ変成ྨؠが分布する。

5ɽ考
　表 3に、器種と石材の関係についてまとめた。

　ར用されていた石材は、多いॱに、砂ؠ、҆山ؠ、チャート、流ؠなどである。これらの石材の多くは、

遺跡周辺に分布するؠ石と考えられる。

　҆山ؠや流ڽ、ؠ灰ྨؠは、َౖまたは支流の上流Ҭに分布するؠ石と考えられる。

　片ؠやϗϧンϑΣϧスなどの変成ྨؠは、ஜ山周辺に分布するஜ変成ྨؠと考えられる。また、ऄ

あるいは߭物と考えられ、ஜ山のかんらん石斑れいؠに伴う変成ؠなどのԘ基性ྨؠや滑石も、斑れいؠ

など（ຌྫؠ Gb）に付ਵするؠ石と考えられる（図 1）。

ʲҾ用文ݙʳ
地ֶஂ体ڀݚձ・新地ֶ事యฤ集ҕһձ（2003）新൛地ֶ事యɽ1443Qɼ平ຌࣾɽ
須౻定ٱ・本　ത・ਇ　ޫஉ・Ӊ　ত・ୌ文ࡔ・ڭ本　ږ・ۨ正・広ౡढ़உ（1991）20 ສ分の　1地質図「Ӊ
ٶ」ɽ地質調査所ɽ
٢Ԭහ・ୌ文ڭ・高ڮխ紀・࡚ٶ一ത・ࡔ༃行・༄・高ٱ・ߒ　ڮอ・関　ཅࣇ・ۨ 正・広ౡढ़உ（2001）
20 ສ分の 1地質図「水ށ　第 2൛」ɽۀ࢈ࡁܦলٕۀ࢈ज़૯合ڀݚ所地質調査所ɽ

図൛ ੴ表面ͷσδλϧカϝϥࣸࣸਅ（2）ؠ　2

9. 片ؠ（NP.60）　10. ϗϧンϑΣϧス（NP.73）　11. ऄؠ（NP.48）　12. 滑石（NP.65）
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D 区・E 区全景（上空から）

小泉分校裏遺跡（南から）

図
版
一　

遺
構



　

A 区 SI-1 土層堆積状況（南から）

A 区 SI-1 遺物出土状況（南東から）

A 区 SI-1 カマド（南から） A 区 SI-1 完掘（南から）

A 区 SI-1 遺物出土状況（南から）

A 区 SI-1 遺物出土状況（南から）

A 区 SI-2 土層堆積状況（東から） A 区 SI-2 遺物出土状況（南から）
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A 区 SI-2 カマド付近遺物出土状況（南東から） A 区 SI-2 カマド付近遺物出土状況（南西から）

A 区 SI-2 完掘（南西から） A 区 SI-2 カマド掘方（南から）

A 区 SI-3 土層堆積状況（東から） A 区 SI-3 遺物出土状況（北東から）

A 区 SI-3 完掘（南から） A 区 SI-4 土層堆積状況（ 東から）
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A 区 SI-4 遺物出土状況（南から）

A 区 SK-16・17 完掘（西から）A 区 SK-14 完掘（東から）

A 区 SK-28 完掘（西から） A 区 SK-32・P-33 完掘（東から）

A 区 SD-20 完掘（北から）

A 区 SD-29 完掘（北東から） A 区 SD-91 完掘（北東から）
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A 区 SK-43 完掘（東から） A 区 SK-95 完掘（北から）

A 区 北西ピット群（南東から）A 区 北東ピット群（西から）

B 区 SD-5 完掘（南東から）

B 区 SD-4 完掘（南から）

B 区 SD-4・5 完掘（北から）

A 区 全景（西から）
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B 区 SD-6 完掘（東から）B 区 SD-6 土層堆積状況（西から）

B 区 SK-1 人骨等出土状況（南西から）

B 区 SK-1 人骨等出土状況（北東から）

B 区 SK-1 土層堆積状況（南から）

B 区 SK-1 土層堆積状況（南西から）

B 区 SK-1 作業風景（東から）

B 区 SK-1 遺構確認状況（南西から）
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B 区 SK-1 人骨出土状況（北から） B 区 SK-1 人骨出土状況（南西から）

B 区 SK-1 完掘（北東から）B 区 SK-1 人骨出土状況アップ（南から）

B 区 SK-2 土層堆積状況（南から）B 区 SK-2 遺構確認状況（南西から）

B 区 SK-2 土層堆積状況（南西から） B 区 SK-2 人骨等確認状況（北東から）
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B 区 SK-2 遺物出土状況アップ（東から）

B 区 SK-3 遺構確認状況（南西から） B 区 SK-3 土層堆積状況（南西から）

B 区 SK-3 土層堆積状況（西から）

B 区 SK-2 完掘（南西から）

B 区 SK-3 人骨等確認状況（北東から）

B 区 SK-3 遺物出土状況（東から） B 区 SK-3 遺物出土状況（東から）
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B 区 SK-1 〜 3 完掘（東から）

C 区 SE-3 土層堆積状況（北東から） C 区 SD-2・SK-1 完掘（西から）

C 区 SD-5 作業風景（南から） C 区 SD-5 作業風景（南から）

C 区 SK-7 土層堆積状況（北東から）

B 区 SK-3 完掘（東から）

C 区 南ピット群（南西から）
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D 区 SI-6 土層堆積状況（南西から）

D 区 SI-6 カマド（西から）

D 区 SI-6 土鈴出土状況（北西から）D 区 SI-6 遺物出土状況（西から）

D 区 SI-7 北東隅遺物出土状況（西から）

D 区 SI-7 完掘（南から）

C 区 全景（南から）

D 区 SI-7 カマド（東から）
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D 区 SI-11 遺物出土状況（南から）

D 区 SI-11・12 完掘（北西から）

D 区 SI-9 遺物出土状況（南東から）

D 区 SI-13 カマド（南西から）D 区 SI-13 遺物出土状況（西から）

D 区 SI-13 土層堆積状況（南から）

D 区 SI-14 東 カマド（西から） D 区 SI-14 P1 土層断面状況（南東から）
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D 区 SI-16 カマド掘方（南東から）

D 区 SI-14 南側張り出し（北西から） D 区 SI-14 完掘（南から）

D 区 SI-23 土層堆積状況（南から）

D 区 SI-23 遺物出土状況（西から） D 区 SI-23 完掘（南から）

D 区 SI-14 P3 土層断面状況（南東から） D 区 SI-14 P4 土層断面状況（南東から）
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D 区 SI-24 土層堆積状況（南から）

D 区 SI-24 遺物出土状況（南から）

D 区 SI-23 カマド（南東から）

D 区 SI-24 完掘（南西から）

D 区 SI-24 遺物出土状況（南から）

D 区 SI-24 カマド（南から）

D 区 SI-24 カマド掘方（南東から） D 区 SI-25 土層堆積状況（南から）
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D 区 SI-25 カマド遺物出土状況（西から） D 区 SI-25 完掘（西から）

D 区 SI-26 遺物出土状況（南から）

D 区 SI-26 カマド（南西から）

D 区 SI-26 土層堆積状況（南から）

D 区 SI-28 カマド掘方（西から）

D 区 SI-29 P1 土層断面状況（南東から） D 区 SI-29 P2 土層断面状況（南東から）

図
版
一
四　
遺
構
（
Ｄ
区
）



　

D 区 SI-29 P3 土層断面状況（南東から） D 区 SI-29 P4 土層断面状況（南東から）

D 区 SI-29 完掘（南から）

D 区 SI-43 完掘（南東から）

D 区 SI-29 カマド（南から）

D 区 SI-43 土層堆積状況（南から）

D 区 SB-10 柱痕確認状況（南西から） D 区 SB-10 P4 石出土状況（南西から）

図
版
一
五　
遺
構
（
Ｄ
区
）



　

D 区 SB-10 完掘（南から）

D 区 SB-19 P7 土層断面状況（南東から）D 区 SB-19 P4 土層断面状況（西から）

D 区 SB-19 柱痕確認状況（東から）

D 区 SB-27・SB-19 柱痕確認状況（南から）D 区 SB-19 P7 完掘（南から）

D 区 SB-19 P1 土層断面状況（北西から）

D 区 SB-10 P2 土層断面状況（南から）

図
版
一
六　
遺
構
（
Ｄ
区
）



　

D 区 SB-30 P4 土層断面状況（東から）

D 区 SB-30・31・32 柱痕確認状況（南東から）

D 区 SB-30 P8 土層断面状況（西から）

D 区 SB-30 P6 土層断面状況（西から）

D 区 SB-27 P9 土層断面状況（南西から）

D 区 SB-31 柱痕確認状況（南から）

D 区 SB-31 P1 完掘（南から） D 区 SB-31 完掘（南東から）
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D 区 SB-34 柱痕確認状況（南から）

D 区 SB-34 P10 土層断面状況（西から）

D 区 SB-32 P6 土層断面状況（南から） D 区 SB-32 完掘（南東から）

D 区 SB-35 柱痕確認状況（南から）

D 区 SB-35 P8 土層断面状況（西から）

D 区 SB-36 柱痕確認状況（南から） D 区 SB-37 柱痕確認状況（西から）
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D 区 SB-37 P4 土層断面状況（西から） D 区 SB-35・36・37 完掘（南から）

D 区 SB-39 柱痕確認状況（西から）

D 区 SB-41 柱痕確認状況（南西から）

D 区 SB-39 P9 土層断面状況（西から）

D 区 SB-42 P6 土層断面状況（南東から）

D 区 SK-20 完掘（南西から）D 区 SD-1・3 土層堆積状況（南東から）
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D 区 SK-45 土層堆積状況（南から）

D 区 SK-46 完掘（南から）

D 区 SK-33 完掘（東から）D 区 SK-33 土層堆積状況（南東から）

D 区 SK-44 土層堆積状況（東から）

D 区 調査風景（南から）

D 区 SI-29 周辺全景（西から）D 区 SI-14 周辺全景（西から）
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E 区 SI-4 土層堆積状況（北東から）

E 区 SI-4 完掘（南東から） E 区 SI-9 土層堆積状況・完掘（西から）

E 区 SI-4 カマド（南東から）

E 区 SI-10 カマド（南東から） E 区 SI-11 カマド（南東から）

E 区 SI-12 土層堆積状況（南東から）E 区 SI-11 完掘（南東から）
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E 区 SI-12 遺物出土状況（北東から） E 区 SI-12 遺物出土状況（北西から）

E 区 SI-12 完掘（南から）E 区 SI-12 カマド遺物出土状況（北西から）

E 区 SI-15 カマド掘方（南から）

E 区 SI-29 完掘（西から）

E 区 SI-29 カマド遺物出土状況（西から）

E 区 SI-29 カマド掘方（西から）
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E 区 作業風景（北から） E 区 SI-35 東カマド掘方（西から）

E 区 SI-43・SK-59・201 遺物出土状況（西から） E 区 SI-43 カマド土層堆積状況（南西から）

E 区 SI-44 土層堆積状況（北から） E 区 SI-44 カマド土層堆積状況（南から）

E 区 SI-44 遺物出土状況（西から） E 区 SI-44 かわらけ出土状況（北から）
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E 区 SI-49 土層堆積状況（南東から）

E 区 SI-43・44・128 完掘（東から）

E 区 SI-49 土層堆積状況・完掘（南から）

E 区 SI-51 遺物出土状況（南から）E 区 SI-51 作業風景（南から）

E 区 SI-44 カマド遺物出土状況（南西から）

E 区 SI-51 北東部遺物出土状況（南から） E 区 SI-51 西壁際遺物出土状況（南から）
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E 区 SI-61 土層堆積状況（南から）

E 区 SI-51 遺物出土状況（南から） E 区 SI-51 カマド遺物出土状況（南から）

E 区 SI-51 カマド袖遺物出土状況（南から）

E 区 SI-61 遺物出土状況（北西から） E 区 SI-61 カマド遺物出土状況（西から）

E 区 SI-61 遺物出土状況（南から） E 区 SI-61 カマド掘方・SK-73 完掘（南西から）
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E 区 SI-64 土層堆積状況（南西から） E 区 SI-64 遺物出土状況（西から）

E 区 SI-64 カマド袖遺物出土状況（西から） E 区 SI-64 カマド掘方（西から）

E 区 SI-67 土層堆積状況（南から）

E 区 SI-67 カマド土層堆積状況（南から）

E 区 SI-67 刀装具出土状況（南西から）

E 区 SI-67 北カマド（南から）
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E 区 SI-67 北カマド袖断割り状況（南から）

E 区 SI-67 東カマド土層堆積状況（北西から） E 区 SI-67 東カマド遺物出土状況（南から）

E 区 SI-68 土層堆積状況（南から）

E 区 SI-67 完掘（南から）

E 区 SI-68 遺物出土状況（南東から）

E 区 SI-68 完掘（南東から） E 区 SI-68 カマド掘方（南から）

図
版
二
七　
遺
構
（
Ｅ
区
）



　

E 区 SI-72 土層堆積状況（南から） E 区 SI-72 遺物出土状況（南から）

E 区 SI-72 東カマド遺物出土状況（南から） E 区 SI-72 北カマド土層堆積状況（西から）

E 区 SI-72 北カマド遺物出土状況（南西から） E 区 SI-72 東カマド土層堆積状況（南から）

E 区 SI-72 調査風景（南東から） E 区 SI-72 完掘（南西から）
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E 区 SI-74・75 周辺全景（西から）

E 区 SI-74 土層堆積状況（南から）

E 区 SI-74 完掘（南から）

E 区 SI-75 カマド土層堆積状況（東から）E 区 SI-75 土層堆積状況（南から）

E 区 SI-75 南西部遺物出土状況（南東から）E 区 SI-75 遺物出土状況（南から）

E 区 SI-72 北カマド掘方（南から）
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E 区 SI-75 完掘（西から） E 区 SI-75 カマド掘方（南から）

E 区 SI-76 土層堆積状況（北西から）

E 区 SI-75 南西部遺物出土状況（西から） E 区 SI-75 中央部遺物出土状況（南から）

E 区 SI-76 カマド遺物出土状況（南西から）

E 区 SI-77 土層堆積状況（南から） E 区 SI-77 遺物出土状況（南から）
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E 区 SI-77 カマド遺物出土状況（西から） E 区 SI-77 カマド遺物出土状況（西から）

E 区 SI-77・84 完掘（西から） E 区 SI-78 遺物出土状況（北西から）

E 区 SI-78 遺物出土状況（南西から）E 区 SI-78 北東部遺物出土状況（南から）

E 区 SI-78 掘方完掘（北西から）E 区 SI-78 カマド遺物出土状況（西から）
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E 区 SI-84 北東部遺物出土状況（南西から）

E 区 SI-84 遺物出土状況（西から）E 区 SI-84 土層堆積状況（南から）

E 区 SI-84 旧カマド掘方（南から）

E 区 SI-84 新カマド土層堆積状況（東から） E 区 SI-84 新カマド（南から）

E 区 SI-84 完掘（西から） E 区 SI-86 土層堆積状況（東から）
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E 区 SI-86 完掘（南から） E 区 SI-86 カマド土層堆積状況（東から）

E 区 SI-87 土層堆積状況（東から） E 区 SI-87 遺物出土状況（南から）

E 区 SI-87 東カマド土層堆積状況（東から） E 区 SI-87 東カマド土層堆積状況（東から）

E 区 SI-87 北カマド土層堆積状況（東から） E 区 SI-87 北カマド遺物出土状況（東から）
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E 区 SI-89 遺物出土状況（東から）

E 区 SI-89 カマド遺物出土状況（南から）

E 区 SI-87 完掘（南から）

E 区 SI-89 土層堆積状況（南から）

E 区 SI-92 カマド①土層堆積状況（東から）

E 区 SI-92 土層堆積状況（北から）

E 区 SI-92 カマド②土層堆積状況（東から）

E 区 SI-87 東カマド石出土状況（南から）
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E 区 SI-92 カマド②土層堆積状況（南から） E 区 SI-92 カマド③煙出部分（南から）

E 区 SI-92 カマド③土層堆積状況（西から）

E 区 SI-92 カマド③煙出部分（南から）

E 区 SI-92 カマド③土層堆積状況（北から）

E 区 SI-92 鉄製品出土状況（西から）

E 区 SI-92 遺物出土状況（東から）

E 区 SI-92 カマド③遺物出土状況（西から）
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E 区 SI-92 カマド①（南から）

E 区 SI-92 カマド③袖断割り（西から）

E 区 SI-92 カマド②（南から）

E 区 SI-92 カマド②掘方（南から）

E 区 SI-92 カマド③（南から）E 区 SI-92 カマド③（西から）

E 区 SI-92 カマド③（北西から） E 区 SI-92 カマド③煙道内土層堆積状況（北から）
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E 区 SI-92 カマド③煙道（西から）

E 区 SI-92 カマド③煙道（南から）

E 区 SI-92 カマド③煙道内土層堆積状況（北西から）

E 区 SI-92 カマド③煙道（北西から）

E 区 SI-92 カマド③煙道石（西から） E 区 SI-92 カマド③掘方（西から）

E 区 SI-92 完掘（南から） E 区 SI-92 完掘（北西から）
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E 区 SI-115 土層堆積状況・完掘（北から） E 区 SI-128 土層堆積状況（南から）

E 区 SI-128 完掘（東から） E 区 SB-69 柱痕確認状況（南から）

E 区 SB-69 P1 土層断面状況（西から） E 区 SB-69 P4 土層断面状況（北から）

E 区 SB-69 P7 土層断面状況（南から）E 区 SB-69 P5 土層断面状況（東から）
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E 区 SB-69 P8 土層断面状況（西から）

E 区 SB-69 P10 土層断面状況（西から）

E 区 SB-69 P9 土層断面状況（西から）

E 区 SB-69 完掘（東から）

E 区 SB-139 柱痕確認状況（東から）

E 区 SB-139 P2 土層断面状況（東から）

E 区 SB-139 P1 土層断面状況（南から）

E 区 SB-139 P3 土層断面状況（東から）
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E 区 SB-139 P4 土層断面状況（南東から）

E 区 SB-139 P9 土層断面状況（南西から）

E 区 SB-139 P7 完掘（南から）

E 区 SB-139 P8 土層断面状況（南西から）

E 区 SB-139 全景（西から）E 区 SB-139 完掘（東から）

E 区 SB-183 完掘（南から）E 区 SB-183 P3 土層断面状況（東から）
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E 区 SB-183 全景（北から） E 区 SB-185 P3 完掘（北東から）

E 区 SB-185 P4 遺物出土状況（南西から） E 区 SB-185 P5 完掘（南西から）

E 区 SB-185 P9 完掘（南から）

E 区 SB-185 完掘（北から）

E 区 SB-185 P10 完掘（西から）

E 区 SB-185 全景（北から）

図
版
四
一　
遺
構
（
Ｅ
区
）



　

E 区 SK-2 作業風景（南西から） E 区 SK-2 遺物出土状況（北東から）

E 区 SK-2 遺物出土状況（東から）

E 区 SK-2 土層堆積状況（東から） E 区 SK-2 遺物出土状況（北東から）

E 区 SD-3 完掘（南東から）E 区 SD-3 遺物出土状況（北西から）

E 区 SK-2 遺物出土状況（西から）
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E 区 SK-2 遺物出土状況（東から）

E 区 SK-2 底面ピット完掘（南から）

E 区 SK-2 底面ピット土層堆積状況（西から）

E 区 SK-2 完掘（南西から）

E 区 SK-2 作業風景（南西から）

E 区 SK-36 土層堆積状況（東から）

E 区 SK-36 作業風景（東から） E 区 SK-36 底面ピット土層堆積状況（南から）
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E 区 SK-83 遺物出土状況（北から）

E 区 SK-83 完掘（東から）

E 区 SK-83 底面ピット完掘（南から）

E 区 SK-83 底面ピット土層堆積状況（南東から）

E 区 SK-5・6 完掘（南西から）

E 区 SK-83 土層堆積状況（南西から）

E 区 SK-83 遺物出土状況（南から）

E 区 SK-36 完掘（西から）

図
版
四
四　
遺
構
（
Ｅ
区
）



　

E 区 SK-13 遺物出土状況（南西から） E 区 SK-19 遺物出土状況（西から）

E 区 SK-22 土層堆積状況（南東から） E 区 SK-22 完掘（西から）

E 区 SK-24 遺物出土状況（南から） E 区 SK-30・31 遺物出土状況（東から）

E 区 SK-31 遺物出土状況（南から） E 区 SK-32 土層堆積状況（東から）
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E 区 SK-37 完掘（南から）

E 区 SK-38 完掘（南から） E 区 SK-40 完掘（南西から）

E 区 SK-41 完掘（南から） E 区 SK-47 完掘（南から）

E 区 SK-55 土層堆積状況（南から）E 区 SK-52・53 完掘（南西から）

E 区 SK-33 完掘・34 遺物出土状況（南から）

図
版
四
六　
遺
構
（
Ｅ
区
）



　

E 区 SK-56 土層堆積状況（南から） E 区 SK-59 土層堆積状況（南から）

E 区 SK-73 完掘（南から）E 区 SK-62 完掘（南から）

E 区 SK-82 土層堆積状況（北東から） E 区 SK-82 完掘（東から）

E 区 SK-88 土層堆積状況（南西から） E 区 SK-88 粘土出土状況（南から）
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E 区 SK-90 完掘（南から）

E 区 SK-93 遺物出土状況（西から） E 区 SK-94 完掘（南から）

E 区 SK-96 完掘（東から） E 区 SK-97 完掘（南から）

E 区 SK-106 遺物出土状況（南から） E 区 SK-107 完掘（南から）

E 区 SK-88 完掘（南西から）
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E 区 SK-114 完掘（東から）

E 区 SK-126 土層堆積状況（南から）E 区 SK-124 完掘（南から）

E 区 SK-124 遺物出土状況（西から）

E 区 SK-129 土層堆積状況（東から） E 区 SK-137 土層堆積状況（東から）

E 区 SK-143 完掘（南から） E 区 SK-147 完掘（南から）
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E 区 SK-153 完掘（東から）E 区 SK-150 完掘（東から）

E 区 SK-155 完掘（南から） E 区 SK-158 土層堆積状況（東から）

E 区 SK-165 完掘（西から） E 区 SK-166・167 完掘（南東から）

E 区 SK-178 完掘（南から） E 区 SI-43 内 SK-184 土層堆積状況（東から）
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E 区 SK-184 完掘（西から） E 区 SX-63 完掘（南から）

F 区 SK-1 完掘（南東から）

F 区 SK-2 遺物出土状況（南から） F 区 SK-3 完掘（東から）

F 区 SK-4 完掘（南から） F 区 SK-6 土層堆積状況（南西から）

E 区 P-138 土層堆積状況・完掘（南西から）
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G 区 谷部サブトレンチ土層堆積状況（東から）

F 区 SK-7 完掘（南西から）

G 区 SI-1 土層堆積状況（西から） G 区 SI-1 カマド（西から）

G 区 SI-1 完掘（西から）G 区 SI-1 カマド遺物出土状況（北西から）

F 区 表土除去作業（北西から）

F 区 北区全景（東から）
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G 区 SI-2 土層堆積状況（南から） G 区 SI-2 遺物出土状況（南から）

G 区 SI-2 遺物出土状況（南から） G 区 SI-2 完掘（南から）

G 区 SI-2 カマド袖断割り（南から） G 区 SI-2 カマド掘方（南東から）

G 区 SI-2 焼土痕確認状況（東から） G 区 SI-3 遺物出土状況（南西から）
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G 区 SI-3 P1 遺物出土状況（南東から）

G 区 SI-4 土層堆積状況（南から）

G 区 SI-3 完掘（北西から）

G 区 SI-4 遺物出土状況（南から）

G 区 SI-4 遺物出土状況（東から） G 区 SI-4 遺物出土状況（南から）

G 区 SI-4 カマド遺物出土状況（南から）G 区 SI-4 カマド遺物出土状況（東から）
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G 区 SI-4 カマド袖断割り（南から） G 区 SI-4 カマド袖芯材（南から）

G 区 SI-5・SK-7 切り合い状況（北東から） G 区 SI-5 土層堆積状況（西から）

G 区 SI-5 遺物出土状況（北西から） G 区 SI-5 カマド土層堆積状況（東から）

G 区 SI-5 カマド遺物出土状況（北から） G 区 SI-5 完掘（北西から）
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G 区 SI-6 遺物出土状況（西から）G 区 SI-6 土層堆積状況（西から）

G 区 SI-6 カマド土層堆積状況（南東から） G 区 SI-6 遺物出土状況（西から）

G 区 SI-6 カマド掘方（西から） G 区 SI-8a 土層堆積状況（南から）

G 区 SI-8a カマド確認状況（西から） G 区 SI-8a カマド土層堆積状況（西から）
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G 区 SI-8b 完掘（北東から）G 区 SI-8b 土層堆積状況（南から）

G 区 SI-8a・b 周辺（南西から） G 区 SI-38 遺物出土状況（南西から）

G 区 SI-38 遺物出土状況（北から） G 区 SI-38 カマド（南から）

G 区 SI-40 土層堆積・遺物出土状況（南東から） G 区 SI-40・41 切り合い状況（東から）
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G 区 SI-40 P1 土層堆積状況（北から）

G 区 SI-40 遺物出土状況（西から）

G 区 SI-40 遺物出土状況（西から）

G 区 SI-40 南壁遺物出土状況（北西から）

G 区 SI-40 遺物出土状況（北から）

G 区 SI-40 完掘（北から）

G 区 SI-41 土層堆積状況（西から） G 区 SI-41 遺物出土状況（西から）
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G 区 SI-41 遺物出土状況（西から）

G 区 SI-41 カマド土層堆積状況（西から）

G 区 SI-41 遺物出土状況（西から）

G 区 SI-41 カマド土層堆積状況（南から）

G 区 SI-41 カマド遺物出土状況（東から）

G 区 SI-41 カマド遺物出土状況（西から）G 区 SI-41 完掘（西から）

G 区 SI-42・SD-45 土層堆積状況（南から）

図
版
五
九　
遺
構
（
Ｇ
区
）



　

G 区 SI-42 炭化材出土状況（西から） G 区 SI-42 炭化材出土状況（東から）

G 区 SI-42 完掘（北東から）

G 区 SI-43 カマド土層堆積状況（東から）

G 区 SI-43 土層堆積状況（南東から）

G 区 SI-43 カマド遺物出土状況（南から）

G 区 SI-43 完掘（南から） G 区 SI-43 旧カマド（南から）
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G 区 SI-44 P1 土層断面状況（南から）G 区 SI-44 土層堆積状況（西から）

G 区 SI-44 P3 土層断面状況（南から）

G 区 SI-44 カマド遺物出土状況（南西から）G 区 SI-44 P3 粘土出土状況（北西から）

G 区 SI-44 遺物出土状況（南西から）

G 区 SI-44 完掘（南西から） G 区 SI-44 カマド遺物出土状況（南西から）
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G 区 SI-44 カマド遺物出土状況（南から）

G 区 SI-40・41・43・44 全景（西から）

G 区 SI-44 カマド掘方（南西から）

G 区 SI-47 P1 底面（南から）G 区 SI-47 土層堆積状況（西から）

G 区 SI-46 土層堆積状況（東から）

G 区 SI-46 遺物出土状況（南から）G 区 SI-46 カマド土層堆積状況（南から）
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G 区 SI-47 完掘（西から） G 区 SI-71 カマド掘方（西から）

G 区 SI-71・72 土層堆積状況（東から） G 区 SI-72 土層堆積状況（南から）

G 区 SI-72 遺物出土状況（東から） G 区 SI-72 遺物出土状況（南から）

G 区 SI-72 遺物出土状況（西から） G 区 SI-72 カマド遺物出土状況（南から）
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G 区 SI-72 完掘（南から）G 区 SI-72 P2・3 完掘（南から）

G 区 SI-73 土層堆積・遺物出土状況（東から） G 区 SI-73 貯蔵穴・P2 土層堆積状況（南から）

G 区 SI-73 遺物出土状況（南から）G 区 SI-73 遺物出土状況（南東から）

G 区 SI-73 遺物出土状況（東から） G 区 SI-73 カマド遺物出土状況（東から）
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G 区 SI-73 カマド土層堆積状況（東から） G 区 SB-79 P2（東から）

G 区 SB-79 P2 完掘（西から） G 区 SD-20・24 土層堆積状況（東から）

G 区 SD-20・24・74 土層堆積状況（東から） G 区 SD-20・24・74 完掘（東から）

G 区 SD-25 完掘（東から） G 区 SD-25 完掘（西から）
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G 区 SD-45 土層堆積状況（北西から）

G 区 SD-74 土層堆積状況（南から）

G 区 SD-45 完掘（南東から）

G 区 SK-17 土層堆積状況（南から）G 区 SK-7 焼土確認状況（南西から）

G 区 SD-75・SK-76 完掘（北から）G 区 SD-75 土層堆積状況（東から）

G 区 SD-74 完掘（南東から）
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G 区 SK-19 完掘（南から） G 区 SK-19 底面アップ（北西から）

G 区 SK-26・27 土層堆積状況（南東から） G 区 SK-29 土層堆積状況（南から）

G 区 SK-36 完掘（北東から） G 区 SK-51 土層堆積状況（南から）

G 区 SK-52 遺物出土状況（東から） G 区 SK-53 P-49・50・55 完掘（南西から）
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G 区 SK-54 完掘（西から） G 区 SK-55 完掘（東から）

G 区 SK-57 遺物出土状況（東から）G 区 SK-56 完掘（北西から）

G 区 SK-57 遺物出土状況（東から）

G 区 SK-77 土層堆積状況・完掘（西から）

G 区 SK-76 土層堆積状況（西から）

G 区 SK-81 完掘（北から）
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G 区 SK-85 土層堆積状況（南から）

H-1 区 西端谷部土層堆積状況（南西から）

H-2 区 確認状況（北東から）

G 区 作業風景（東から）

G 区 重機表土除去（西から）

H-1 区 東端南北トレンチ完掘（南から）

H 区 SI-5 土層堆積状況（南東から） H 区 SI-5 遺物出土状況（東から）
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H 区 SI-5 貼床土層堆積状況（南東から） H 区 SI-8 土層堆積状況（東から）

H 区 SI-8 完掘（北から）H 区 SI-8 硬化部分（南西から）

H 区 SI-10 粘土出土状況（南西から）

H 区 SI-10 石製模造品出土状況（北西から）

H 区 SI-10 土層堆積状況（北西から）

H 区 SI-10 遺物出土状況（南西から）
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H 区 SI-13 作業風景（南西から）

H 区 SI-13 遺物出土状況（南西から）

H 区 SI-10・11 完掘（南西から）

H 区 SI-13 遺物出土状況（東から）

H 区 SI-13 遺物出土状況（北東から） H 区 SI-13 遺物出土状況（北西から）

H 区 SI-13 完掘（西から） H 区 SI-14 土層堆積状況・完掘（北西から）
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H 区 SI-17 遺物出土状況（南西から） H 区 SI-19 遺物出土状況（西から）

H 区 SI-19 遺物出土状況（北西から） H 区 SI-19 遺物出土状況（北から）

H 区 SI-19 完掘（西から） H 区 SI-21 遺物出土状況（西から）

H 区 SI-21 カマド（南から） H 区 SI-21 カマド掘方（西から）
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H 区 SI-21・SK-34 完掘（西から） H 区 SI-27 遺物出土状況（北西から）

H 区 SI-27 遺物出土状況（南西から） H 区 SI-27 完掘（南西から）

H 区 SI-29 遺物出土状況（北西から）

H 区 SI-29 遺物出土状況（北から） H 区 SI-29 遺物出土状況（北西から）

H 区 SI-29 土層堆積状況（北西から）
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H 区 SK-4 石出土状況（北西から）

H 区 SK-34 完掘（南西から）H 区 SK-34 土層堆積状況（西から）

H 区 SD-9 土層堆積状況（北西から） H 区 SD-9 遺物出土状況（南西から）

H 区 SD-28・SI-29 遺物出土状況（西から） H 区 SD-30 土層堆積状況（東から）

H 区 SK-22・23・24・25 完掘（西から）
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SD-53・H-2 区 土層堆積状況・完掘（南東から）

H-1 区 全景（北東から）H-1 区 全景（南西から）

I 区 SI-1 遺物出土状況（南東から）I 区 SI-1 土層堆積状況（東から）

H 区 SK-25 土層堆積状況（西から） H 区 SK-26 土層堆積状況・完掘（西から）

I-1 区 全景（南東から）
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I 区 SI-1 カマド遺物出土状況（南東から）

I 区 SI-1 カマド 土層堆積状況（南東から）

I 区 SI-1 遺物出土状況（東から）

I 区 SI-1 掘方土層堆積状況（東から）

I 区 SK-2 完掘（南東から）

I-2 区 全景（南東から） J 区 SD-1 完掘（北東から）

I-2 区 トレンチ作業風景（北西から）
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J-2 区 遺構確認状況（南東から）

J 区 SK-4 完掘（北東から）

J 区 SD-3 完掘（南東から） J 区 SD-5 完掘（北東から）

J 区 SD-2 土層堆積状況（南西から）

J 区 SD-6・7 完掘（南西から）

J-3 区 トレンチ掘削（南東から） J-3 区 遺構確認状況（北西から）
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J-4 区 遺構確認状況（北西から）

J 区 SD-9 土層堆積状況（南東から） J 区 SD-8・9 完掘（北東から）

J 区 SD-10 完掘（北東から）

K 区 全景（南東から）K 区 土層堆積状況（南東から）

L 区 SI-2 完掘（西から）L 区 SI-1 土層堆積状況・完掘（南西から）
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L 区 SI-12 土層堆積状況・完掘（北東から）

L 区 SI-15 土層堆積状況・完掘（南西から）

L 区 SI-18 紡錘車出土状況（東から）

L 区 SI-7 土層堆積状況・完掘（北東から）

L 区 SI-13 土層堆積状況・完掘（南西から）

L 区 SI-18 土層堆積状況・完掘（北東から）

L 区 SI-24 完掘（南東から）L 区 SI-18 カマド（北東から）
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L 区 SI-25 遺物出土状況（西から） L 区 SI-25 遺物出土状況（南西から）

L 区 SI-25 土層堆積状況・遺物出土状況（南西から） L 区 SI-26 土層堆積状況・遺物出土状況（北東から）

L 区 SI-29 土層堆積状況・完掘（南西から） L 区 SI-34 土層堆積状況・遺物出土状況（北東から）

L 区 SI-38 遺物出土状況（南から）L 区 SI-34 遺物出土状況（北東から）
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L 区 SI-38 遺物出土状況（北東から）

L 区 SI-42・SK-37 土層堆積状況・完掘（南西から）

L 区 SI-39・40 完掘（北東から）

L 区 SB-43 柱痕確認状況（南西から）

L 区 SD-6 土層堆積状況・完掘（北東から） L 区 SD-10 土層堆積状況・完掘（北東から）

L 区 SD-10 集石出土状況（東から） L 区 SD-10 完掘（東から）
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L 区 SD-19・SK-20 土層堆積状況・完掘（北東から）

L 区 SD-17 土層堆積状況（東から） L 区 SD-17 完掘（南東から）

L 区 SK-21 土層堆積状況・完掘（西から）L 区 SK-16 土層堆積状況・完掘（北東から）

L 区 SK-23 土層堆積状況（北東から） L 区 SK-33 土層堆積状況・完掘（北東から）

L 区 SK-41 土層堆積状況・完掘（北東から）
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L 区 SK-36 土層堆積状況・完掘（南西から）

L-2 区 全景（南東から）

L-1 区 全景（北西から）

M 区 5 区谷部サブトレンチ土層堆積状況（西から）

M 区 SI-2 遺物出土状況（西から） M 区 SI-2 遺物出土状況（南西から）

M 区 SI-2 紡錘車出土状況（北から） M 区 SI-2 遺物出土状況（北から）
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M 区 SI-2・SK-1 完掘（南西から） M 区 SI-3 遺物出土状況（北西から）

M 区 SI-4 遺物出土状況（南西から）

M 区 SI-8 完掘（南から）

M 区 SI-5 完掘（南東から） M 区 SI-6 完掘（南東から）

M 区 SI-3・4 完掘（南東から）

M 区 SI-9 遺物出土状況（北西から）
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M 区 SI-9 遺物出土状況（南西から） M 区 SI-10 粘土出土状況（西から）

M 区 SI-12 貯蔵穴 P2 土層断面状況（東から）M 区 SI-12 遺物出土状況（南東から）

M 区 SI-12・SD-11 完掘（南東から） M 区 SI-13・SK-14 土層堆積状況（南東から）

M 区 SI-13・SK-14 完掘（南から） M 区 SI-15 周辺全景（南東から）
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M 区 SI-21 完掘（西から）M 区 SI-21 間仕切り溝（西から）

M 区 SI-24 遺物出土状況（南から） M 区 SI-24 遺物出土状況（東から）

M 区 SI-24 カマド確認状況（南から） M 区 SI-24 カマド（南から）

M 区 SI-21 遺物出土状況（南から）M 区 SI-21 遺物出土状況（西から）
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M 区 SI-25 遺物出土状況（東から）

M 区 SI-25 置きカマド出土状況（南東から）

M 区 SI-26 完掘（北西から）

M 区 SI-25 完掘（北から）

M 区 SI-26 掘方完掘（南から）

M 区 SI-24 完掘（南東から）

M 区 SI-26 完掘（南から） M 区 SI-27 南部土層堆積状況（南西から）
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M 区 SI-27 遺物出土状況（南西から）

M 区 SI-27 遺物出土状況（西から）

M 区 SI-27 北部土層堆積状況（南西から）

M 区 SI-28 完掘（北西から）

M 区 SI-28 遺物出土状況（東から）

M 区 SI-27 中央部炭化材出土状況（北から）

M 区 SI-28 遺物出土状況（南東から）

M 区 SI-31・SK-32 遺物出土状況（南東から）
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M 区 SI-31 炭化材出土状況（北東から）M 区 SI-31 炭化材出土状況（西から）

M-2 区全景（南東から） M 区 SI-34・SK-35 完掘（南西から）

M 区 SI-36 遺物出土状況（南東から） M 区 SI-36a 遺物出土状況（南西から）

M 区 SI-36a 遺物出土状況（南西から） M 区 SI-36a 炭化材出土状況（南西から）
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M 区 SI-36 完掘（北西から）

M 区 SD-7 完掘（西から）

M 区 SK-29 粘土出土状況（北東から） M 区 SK-29・30 遺物出土状況（北東から）

M 区 SK-32 完掘（北から）

M 区 SK-32 土層堆積状況（東から） M 区 SK-32 粘土出土状況（南から）

M 区 SI-36b 遺物出土状況（北から）
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M 区 SD-17 完掘（南東から）

M 区 SD-33 完掘（西から）

M 区 SD-23 完掘（南東から )

M 区 SD-37 全景（南東から）

M 区 表土除去作業（北西から）

M 区 埋没谷（南から） O 区 SK-1 土層堆積状況（西から）

M 区 SK-14 土層堆積状況（北東から）
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O 区 SK-8 土層堆積状況（南から）

O 区 SK-5・6・8 完掘（南西から）

O 区 SK-3・4・9 土層堆積状況（南東から）

O 区 SK-3・4・9 完掘（南西から）

O 区 SK-1 完掘（西から）

O 区 SK-6 土層堆積状況（東から）

O 区 SK-2 完掘（西から）

O 区 SD-20 完掘（南東から）
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O 区 SK-12・14・15 土層堆積状況（南から） O 区 SK-12 〜 17 完掘（東から）

O 区 SK-26・27 完掘（南東から）O 区 SK-26・27 土層堆積状況（北西から）

O 区 SK-29 土層堆積状況（北から） O 区 SK-29 完掘（北から）

O 区 下段全景（北西から） P 区 SI-5 土層堆積状況（西から）
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P 区 SI-19 土層堆積状況（西から）

P 区 SI-10 カマド土層堆積状況（南西から） P 区 SI-11 カマド土層堆積状況（南西から）

P 区 SI-19 完掘（西から）

P 区 SI-19 カマド（西から）

P 区 SI-21 カマド掘方（西から）

P 区 SI-21 完掘（北西から）

P 区 SI-27 カマド掘方（西から）
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P 区 SI-28 カマド土層堆積状況（北西から） P 区 SI-28 カマド掘方（西から）

P 区 SI-35 土層堆積状況（南から） P 区 SI-35 完掘（南から）

P 区 SI-36 完掘（西から） P 区 SI-37 土層堆積状況（南東から）

P 区 SI-37 遺物出土状況（西から） P 区 SI-37 遺物出土状況（西から）
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P 区 SI-37 カマド遺物出土状況（西から）

P 区 SK-1 完掘（東から）

P 区 SI-39 完掘（南から）

P 区 SI-39 土層堆積状況（西から）

P 区 SI-39 遺物出土状況（南から）

P 区 SK-1 完掘（西から）

P 区 SK-1 土層堆積状況（南東から）

P 区 SK-1 P1 完掘（南から）
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P 区 SK-1 P2 完掘（北東から）

P 区 SK-6 土層堆積状況（南から）

P 区 SK-1 P2 完掘（東から）

P 区 SK-14 土層堆積状況（南西から）

P 区 SK-12 土層堆積状況（南西から）

P 区 SK-13 土層堆積状況（南西から）

P 区 SK-15 土層堆積状況（南から） P 区 SK-15 完掘（南東から）

図
版
九
七　
遺
構
（
Ｐ
区
）



　

P 区 SK-16 完掘（北から）P 区 SK-16 土層堆積状況（南から）

P 区 SK-22 完掘（南西から）P 区 SK-22 土層堆積状況（南から）

P 区 SK-31 土層堆積状況・完掘（北西から）

P 区 SK-33・34 完掘（南東から）

P 区 SK-33・34 土層堆積状況（南東から）

P 区 SK-38 土層堆積・遺物出土状況（北東から）
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P 区 作業風景（南東から） P 区 作業風景（南から）

P 区 南部全景（西から） Q 区 SI-2 土層堆積状況（東から）

Q 区 SI-2 カマド掘方（南から） Q 区 SI-2 貯蔵穴土層堆積状況（南から）

Q 区 SI-2 貯蔵穴遺物出土状況（東から） Q 区 SI-2 完掘（南から）
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Q 区 SI-4 カマド（南から）

Q 区 SI-9 カマド（南から）

Q 区 SI-4・SK-5 完掘（南から）

Q 区 SI-7 カマド掘方（西から）

Q 区 SI-9 土層堆積状況（南から） Q 区 SI-9 遺物出土状況（東から）

Q 区 SI-7 完掘（南西から）

Q 区 SI-9 完掘（南から）
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Q 区 SI-10 完掘（西から）

Q 区 SI-12 カマド掘方（南西から）

Q 区 SI-12 遺物出土状況（西から） Q 区 SI-12 完掘（西から）

Q 区 SI-12 カマド（西から）

Q 区 SI-18 カマド完掘（南東から）Q 区 SI-16 カマド完掘（南東から）

Q 区 SI-10 土層堆積状況（西から）
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Q 区 SI-21 カマド遺物出土状況（南から）

Q 区 SI-20 カマド（北西から）

Q 区 SI-20 カマド土器出土状況・アップ（西から） Q 区 SI-20 遺物出土状況（北西から）

Q 区 SI-20 カマド土器出土状況（北西から）

Q 区 SI-21 完掘（南東から）

Q 区 SI-21 カマド掘方（南から） Q 区 SD-3 南壁土層堆積状況（北から）
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Q 区 SK-11 完掘（北から）

Q 区 SD-6 完掘（東から）

Q 区 SK-13 土層堆積状況（西から）

Q 区 SD-3 完掘（南から）

Q 区 SK-22 土層堆積状況（東から） Q 区 SK-22 完掘（東から）

Q 区 SX-19 土層堆積状況（西から） Q 区 SX-19 完掘（西から）
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Q 区 全景（北から） Q 区 全景（南東から）

R 区 SK-1・2・SD-3 土層堆積状況（南西から）R 区 SK-1・2・SD-3 土層堆積状況（北東から）

R 区 北全景（北東から）R 区 南全景（東から）

R 区 南西壁土層堆積状況（東から） S 区 SI-12・SK-6 土層堆積状況・完掘（北東から）
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S 区 SI-12 遺物出土状況（南東から）

S 区 SI-12 カマド掘方（南西から）

S 区 SI-12 カマド（南西から）

S 区 SI-12・SK-2・6・13 全景（南西から）

S 区 SK-7 土層堆積状況・完掘（南から） S 区 SK-9 土層堆積状況（北東から）

S 区 SK-9 完掘（南から） S 区 SD-5 完掘（南東から）
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S 区 SK-1 完掘（南から）S 区 SD-11 完掘（北から）

S 区 SK-4 土層堆積状況（南東から）

S 区 SK-10 土層堆積状況（南東から）

S 区 SK-6・13 土層堆積状況・完掘（東から）

S 区 全景（南東から）

T 区 SD-6 土層堆積状況（北東から）T 区 SD-5 土層堆積状況（北東から）
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T 区 P-3 完掘（南東から）T 区 P-2 完掘（南東から）

T 区 SD-5・6 調査風景（東から）

T 区 P-4 土層断面状況（南東から） T 区 P-4 完掘（南東から）

T 区 SD-5・6 完掘（北から）

T 区 全景（北西から）T 区 全景（南東から）

図
版
一
〇
七　
遺
構
（
Ｔ
区
）



　

本沼大塚遺跡全景（北上空から）
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塚土層断面（北西から）本沼大塚現況（南西から）

塚東西土層断面（南から）

塚南土層断面（南から）

塚南北土層断面（東から）

塚上位南北土層断面南（東から）

SK-21 完掘（南から）SK-20 完掘（東から）
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SK-3 土層堆積状況（南東から）3 トレンチ 完掘（南東から）

1 トレンチ 掘削痕（北西から）

SK-3 完掘（南東から） 4 トレンチ 完掘（東から）

2 トレンチ 掘削痕（北から）

6 トレンチ完掘（南から）5 トレンチ 作業風景（南東から）
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SI-1 カマド掘方（南から）SI-1 遺物出土状況（南から）

SI-1 完掘（南から）

7 トレンチ 掘削痕（南西から）

SK-2 完掘（西から）

SD-23 土層堆積状況（南から）

作業風景（南東から）SK-22 完掘（南から）
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A-SI-2-3A-SI-2-2A-SI-2-1

A-SI-1-3A-SI-1-2A-SI-1-1

A-SI-3-2A-SI-3-1

A-SI-2-6 A-SD-29-1A-SI-3-3

A-SD-29-2 B-SD-5-2

D-SI-6-2D-SI-6-1 D-SI-6-4

D-SI-6-11D-SI-6-7D-SI-6-5

B-SD-6-3
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D-SI-14-3

D-SI-6-13

D-SI-6-10D-SI-6-8

D-SI-14-1

D-SI-14-13・ॻD-SI-14-12D-SI-14-9

D-SI-14-7D-SI-14-6D-SI-14-4

D-SI-14-5

D-SI-13-2

D-SI-13-1D-SI-6-15 D-SI-6-16

D-SI-6-14
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D-SI-14-25D-SI-14-24

D-SI-14-23D-SI-14-15

D-SI-14-14・ࠁॻʮʵʯ

D-SI-14-36・ࠁॻ

D-SI-14-38

D-SI-14-34D-SI-14-33

D-SI-14-41D-SI-14-48

D-SI-14-46

D-SI-14-49

D-SI-14-50・ॻ D-SI-14-57 D-SI-14-61

D-SI-14-58
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D-SI-14-69D-SI-14-68

D-SI-14-83

D-SI-14-79

D-SI-14-72

D-SI-25-5・ࠁॻD-SI-25-3

D-SI-25-1D-SI-24-4

D-SI-24-3

D-SI-24-1 D-SI-24-2D-SI-23-2

D-SI-23-1

D-SI-14-80

D-SI-14-81
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D-SI-26-1

D-SI-26-3

D-SI-25-8

D-SI-25-7

D-SI-29-7D-SI-29-1D-SI-28-2

D-SI-28-1

D-SI-43-3

D-SI-43-2・ࠁॻD-SI-43-1

D-SI-43-7

D-SB-19-1
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D-SB-41-3

D-SB-30-1・ॻD-SB-21-2・ࠁॻ

D-SB-19-6

E-SI-12-6

E-SI-12-5

E-SI-12-4E-SI-12-1

D-SB-41-2

D-SK-46-1

D-SB-35-1D-SB-30-3

E-SI-15-1・ॻ

E-SI-43-1・ॻ

E-SI-43-14・ॻ E-SI-43-15・ॻE-SI-29-2・ࠁॻ

D-SD-1-2
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E-SI-43-20 E-SI-43-25

E-SI-43-24

E-SI-44-1

E-SI-51-5E-SI-51-3

E-SI-51-2

E-SI-44-10 E-SI-44-11・ࠁॻE-SI-44-6

E-SI-44-30E-SI-44-20

E-SI-44-29E-SI-51-1

E-SI-51-6 E-SI-51-4・ࠁॻ
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E-SI-51-8

E-SI-51-7・ࠁॻ E-SI-51-21 E-SI-51-23

E-SI-51-24

E-SI-51-27 E-SI-61-1

E-SI-51-29

E-SI-51-25

E-SI-61-2 E-SI-61-3 E-SI-61-4
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E-SI-51-28

E-SI-61-10

E-SI-64-1・ॻ

E-SI-61-9

E-SI-64-2・ࠁॻ

E-SI-64-3・ࠁॻ E-SI-67-1

E-SI-64-7

E-SI-68-2E-SI-67-6

E-SI-67-3・ࠁॻ

E-SI-68-1
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E-SI-68-4

E-SI-68-7 E-SI-68-9E-SI-68-8

E-SI-68-13E-SI-68-11

E-SI-72-2E-SI-72-1E-SI-68-14

E-SI-68-10

E-SI-75-2E-SI-75-1E-SI-72-8

E-SI-72-6・ࠁॻE-SI-72-4E-SI-72-3

E-SI-68-6E-SI-68-3
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E-SI-75-9

E-SI-75-8

E-SI-75-12

E-SI-75-6E-SI-75-5・ࠁॻE-SI-75-4

E-SI-75-3

E-SI-75-15

E-SI-76-6

E-SI-76-5

E-SI-76-4E-SI-76-3E-SI-76-2・ॻ

E-SI-76-7E-SI-77-1
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E-SI-77-5E-SI-77-4

E-SI-77-8

E-SI-77-2

E-SI-78-2・ॻ

E-SI-78-3

E-SI-78-1・ॻ

E-SI-78-4 E-SI-78-8・ࠁॻ

E-SI-78-9

E-SI-78-16

E-SI-86-1・ॻ

E-SI-86-5

E-SI-86-2

E-SI-87-4

E-SI-84-3

E-SI-86-4 E-SI-87-5

E-SI-86-3・ࠁॻ
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E-SK-2-4

E-SK-2-3

E-SI-128-5 E-SI-92-9

E-SI-92-26

E-SI-92-2・ॻE-SI-92-1・ॻE-SI-89-2

E-SI-92-8

E-SD-1-1

E-SD-1-2

E-SB-139-2・ࠁॻ

E-SK-2-1・ॻ

E-SK-2-8・ࠁॻ E-SK-2-10

E-SK-2-11

E-SK-2-9

E-SK-2-12 E-SK-2-15
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E-SK-2-16

E-SK-2-24

E-SK-2-23

E-SK-2-22

E-SK-2-30

E-SK-2-35

E-SK-2-20E-SK-2-19

E-SK-2-21・ࠁॻ

E-SK-2-25

E-SK-2-29

E-SK-2-31

E-SK-2-28

E-SK-2-33

E-SK-2-26

E-SK-2-27
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E-SK-2-40

E-SK-2-41

E-SK-2-39

E-SK-83-1

E-SK-83-3・ॻ E-SK-83-5・ॻ

E-SK-36-4 E-SK-36-5

E-SK-36-2・ॻ

E-SK-83-7
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E-SK-83-15・佅ѹ痕

E-SK-31-12E-SK-30-10

E-SK-25-7E-SK-13-4

E-SK-83-33E-SK-83-28

E-SK-83-22 E-SK-83-19・ࠁॻ

E-SK-83-27

E-SK-83-23

E-SK-83-10

E-SK-88-20

E-SK-83-39

E-SK-83-8・
ॻࠁ

E-SK-83-9
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E-SK-124-22・ॻ

G-SI-1-1・ࠁॻ

E- 遺構֎ -1 E- 遺構֎ -2E-SK-154-25・ॻ

E-SK-129-24E-SK-124-23

F- 遺構֎ -2

G-SI-1-9

G-SI-1-4

G-SI-1-5

G-SI-3-1G-SI-2-11

G-SI-2-8 G-SI-2-3・ࠁॻ

G-SI-2-2 G-SI-2-4

G-SI-3-2
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佅痕

G-SI-6-1

G-SI-5-3

G-SI-5-2

G-SI-4-10G-SI-4-9

G-SI-4-7

G-SI-4-6G-SI-4-4

G-SI-6-6・ॻ G-SI-6-9G-SI-6-3

G-SI-8-6G-SI-8-5

G-SI-4-3
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G-SI-41-5・ࠁॻ G-SI-43-10

G-SI-41-9

G-SI-41-4G-SI-41-1・ࠁॻ G-SI-41-3

G-SI-41-2 G-SI-40-16

G-SI-40-15

G-SI-40-2G-SI-40-1

G-SI-38-3

G-SI-44-2G-SI-44-1

G-SI-42-4

G-SI-44-3
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G-SI-44-22

G-SI-44-17

G-SI-44-9G-SI-44-8G-SI-44-7

G-SI-44-6G-SI-44-5

G-SI-44-19

G-SI-44-20

G-SI-72-1G-SI-46-1G-SI-44-25

G-SI-44-18

G-SI-44-21

G-SI-44-4
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G-SI-72-11

G-SI-72-4

G-SI-72-9

G-SI-73-6

G-SI-73-3

G-SI-73-2

G-SI-72-12

G-SI-73-5G-SI-73-4

G-SI-73-7
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H-SI-8-1

H-SI-5-1

G-SK-57-3G-SK-52-2

G-SK-51-1

G-SB-79-1

G-SI-73-11G-SI-73-8

H-SI-13-6H-SI-13-5

H-SI-11-14H-SI-10-12

H-SI-10-6

H-SI-8-9

H-SI-8-10

H-SI-13-8
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H-SI-13-12

H-SI-13-7

H-SI-13-16

H-SI-13-14 H-SI-19-2

H-SI-19-1

H-SI-19-4

H-SI-19-3

H-SI-17-1H-SI-13-13

H-SI-13-9

図
版
一
三
四　

遺

（
Ｈ
区
）



H-SI-19-5 H-SI-19-7H-SI-19-8

H-SI-19-6

H-SI-19-11H-SI-19-9 H-SI-19-10

H-SI-21-2H-SI-21-1

H-SI-27-9 H-SI-27-10H-SI-27-7

H-SI-27-3H-SI-27-1H-SI-19-14
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H-SI-29-4H-SI-29-3

H-SI-29-2

H-SI-27-15

H-SI-27-14

H-SI-27-13H-SI-27-11

H-SI-27-12

H-SI-29-5 H-SI-29-11

H-SI-29-12 H-SI-29-15

H-SI-29-8
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H-SI-29-17

H-SI-29-16

H-SK-26-1

J-3-SD-9-1I-SI-1-6I-SI-1-5

I-2-SI-1-3
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L-SK-30-6L-SI-42-2

L-SI-38-1

L-SI-18-1

L-SI-38-2L-SI-34-3

L-SI-25-8 L-SI-29-2

L-SI-12-2

L-SI-2-1

M-SI-2-1 M-SI-2-3

L-SI-24-12

M-SI-3-1
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M-SI-12-1

M-SI-9-4・ࠁॻM-SI-9-1・ࠁॻ

M-SI-10-1M-SI-6-2

M-SI-4-6

M-SI-4-7

M-SI-4-5M-SI-3-3

M-SI-21-3・ࠁॻ

M-SI-13-1 M-SI-13-2 M-SI-21-1

M-SI-21-2

M-SI-24-2・ࠁॻM-SI-21-5

M-SI-3-2
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M-SI-36b-19

M-SI-36a-2 M-SI-36b-18M-SI-28-6

M-SI-28-4M-SI-28-1M-SI-27-6

M-SI-25-2

M-SI-25-4 M-SI-25-5

M-SI-25-1M-SI-24-1

O- 遺構֎ -1
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ޙ

P-SI-35-8

P-SI-36-14・ॻ

P-SI-37-11・ॻP-SI-37-8

P-SI-37-7P-SI-37-2・ॻ P-SI-37-4

P-SI-37-1P-SI-36-15・ॻ

P-SI-37-12・ॻP-SI-37-17

P-SI-21-5

P-SI-35-6・ॻ

P-SI-35-1・ॻ P-SI-35-5・ॻP-SI-35-2・ॻ

P-SI-21-10P-SI-19-1
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P-SI-37-18 P-SI-39-8

P-SK-38-2

P-SI-39-10

Q-SI-12-2Q-SI-12-1

Q-SI-9-2

Q-SI-9-3

P-SI-39-11

Q-SI-21-6Q-SI-20-4

Q-SI-20-3Q-SI-18-1

Q-SI-12-3
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R- 遺構֎ -3・ॻR- 遺構֎ -1・ॻ

R-SD-3-23

R-SK-1╚2╚SD-3-8・ॻ

R-SK-1╚2・SD-3-16

R-SK-1╚2╚SD-3-15

R-SK-1╚2╚SD-3-2・ॻ

R-SK-1╚2╚SD-3-1

Q-SI-21-13

R-SK-1╚2╚SD-3-13・ॻ

R-SK-1╚2╚SD-3-14

Q-SI-21-12

Q-SI-21-10

Q-SI-21-8

Q-SI-21-11
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1

1

2

3

4

5

7

8

9

10

13

12

14 15 16
17

18

19

20 21 23
24

26 27 28

R- 遺構֎ -5 R- 遺構֎ -6・ॻ

S-SI-12-2

A- ೄจ土器

B- ೄจ土器

C- ೄจ土器

D- ೄจ土器 E- ೄจ土器

G- ೄจ土器 H- ೄจ土器 L- ೄจ土器

P- ೄจ土器 Q- ೄจ土器M- ೄจ土器

旧石器࣌石器

S-SI-12-1

図
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四　
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1 2 3
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3

4

30

31

32

33 34

4

5
6 7

98

10 11

12

13 14

15
16 17

18
19

2320 29
28

33

38 40 4544 46

R- ೄจ土器

A- ੜ土器 B- ੜ土器

C- ੜ土器

ೄจ࣌石器

D- ੜ土器
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63 64

86
89

65 6866 67

79

7574

81 8380

71

78

84

85

47

49 51
50

52

53

54
55

57

60 61 62

91

92
93

94
95

96

97

98 99 100
101

102 103 104 105

M- ੜ土器

R- ੜ土器

L- ੜ土器

表࠾ - ੜ土器 本沼大塚 - 塚 -6

H- ੜ土器

G- ੜ土器

E・F- ੜ土器

M- 土器ظલ࣌ݹ
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11

19

2

9
8

29
17

10

16

20

1513 1412

18

22

23

25

28 30
7

2726

3

本沼大塚 - ੜ土器本沼大塚 - ೄจ土器

本沼大塚 - 石器

本沼大塚 -6トレンチ SI-1-2 本沼大塚 - ೄจ土器本沼大塚 -6トレンチ SI-1-1

本沼大塚 - 塚 -8

本沼大塚 - 塚 -9

本沼大塚 - 塚 -12 本沼大塚 - 塚 -11

本沼大塚 - 石器

図
版
一
四
七　
遺

（
本
沼
大
塚
）



6

18
4

D-SI-6-17

D-SI-14-85 D-SI-14-86

D-SI-14-87

D-SB-19-7

D-SB-30-6

E-SI-67-8

E-SI-44-32 E-SI-61-12

E-SI-12-9

E-SI-44-33

E-SI-43-27

E-SI-51-31

E-SI-67-7

確認調査 -3 確認調査 -13

E-SI-78-18E-SI-67-9 E-SI-78-17

本沼大塚 - ੜ土器
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H-SI-29-19

G-SI-41-11

H- 遺構֎ -2

G-SK-57-4

H-SI-29-20

G-SD-25-1

G- 遺構֎ -2

G-SI-6-10

E-SI-92-31

E-SK-40-27

E-SB-185-3

E-SI-92-32

E-SI-128-8

E-SK-53-28 F-SK-9-3

G-SI-1-11

H- 遺構֎ -3
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L- 遺構֎ -6 M-SI-6-4M-SI-4-9

P-SK-38-3

L-SI-42-3 M-SI-5-1

S- 遺構֎ -2

M-SI-36a-6 〜 15
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SI-5

SI-8

SI-54

SI-10

SI-11

SD-9

SD-52

SK-4

SK-12

SK-48

SK-49

M区

SI-13

SI-14

SI-17 SI-19

SI-21

SI-27

SI-29

SD-28

SD-30

SK-15

SK-16

SK-22

SK-23
SK-24

SK-25

SK-26

SK-33

SK-34

P-1
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沼地区

ɹɹ所収遺跡名 種　　別 主な時代 主　な　遺　構 主　な　遺　物 特記事項

小泉分校裏
遺 跡

集 落 跡 古墳〜
奈良・平安
中 世 〜 近 現
代

竪穴建物跡 141
掘立柱建物跡　　　   22
柵列 3
方形竪穴 5
地下式坑 7 
円形有段土坑 3
井戸跡 1
溝 58
土坑 281
ピット 332
焼土遺構 2

縄文土器・弥生土器・土師器・
須恵器・かわらけ・陶磁器・陶器・
土製品・石製品・金属器・古銭
等

要　約

　小泉分校裏遺跡は小貝川の東岸に位置する。今回の調査では１つの舌状台地上に古墳時代
中期から奈良・平安時代を中心とした集落が確認された。古墳時代中期の竪穴建物跡から置
きカマドが出土する。台地の中央部では大型掘立柱穴建物跡と竪穴建物跡が規則的な配置を
呈しており、益子窯跡群との関わりが推測される。
　本沼大塚遺跡は塚が現存し、最近まで信仰の対象であった可能性が推測される。

報 告 書 抄 録

置きカマドがほ
ぼ 完 形 で 出 土。
墨書土器・刻書
土器。
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